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山梨県兄川産ナウマンゾウ化石のマイクロウェア解析
山　田　英　佑

【背景】

　1961年６月に、山梨県山梨市内を流れる兄川からナウマンゾウの化石が発見された（註1）。本稿では、こ

の個体が生前に採食していた植物を推定し、当時の陸上植生環境を描き出してみたい。

現在、陸上に生息する植物食哺乳類は、食べ物の種類から、一般的に３グループに分けられる。すなわち、

ササやシバといった草体を主食とするグループ、木の葉や果実を主食とするグループ、そして、どちらに

も適応可能な中間型である（註2）。この食性による違いは生息する植生環境をよく反映するため（註3、4など）、

化石動物の食性復元結果は、種レベルの理解を超えた進化生態学的意義をもつ。

　動物の組織のなかでも特に歯は、咀嚼という最も基本的な消化処理を担う器官であり、かつ、地中に堆

積した後も変質作用を受けにくく（註5、6）、比較的化石として保存されやすいという利点をもつ。そのため、

歯の化石を用いた食性復元法は、これまで多く考案されてきた。そのなかで、マイクロウェア解析は、採

食に伴い歯のエナメル質表面に残された微細な傷（microwear）を顕微鏡下で観察し、その特徴や出現頻

度を食性既知の現生動物と比較することで化石動物の生態を類推するという研究手法である。これまでの

研究例では、 直線状のキズ（scratch）と、陥没状のキズ（pit）の２種の形質が、それぞれ、草食性、葉食・

果実食性に対応していることが報告されている（註7、8など）。したがって、化石資料の表面に残されたキズの

形状と数を調べて、現代の類縁種と比較すれば、生前に食べていた植物の傾向を知ることができる。この

手法は、研究資料を非破壊的に分析できるため,　特に化石資料や遺跡出土資料に対して好適な選択肢で

ある。

【研究資料と研究方法】

　1961年に発掘された一連の骨格のうち、臼歯化石は比較的保存状態のよいものが２点確認されている。

その年代について、放射性炭素年代測定法による分析の結果、約３万年前（註9）、または４万７千年～３万

７千年前という値が報告されている（註10）。地質時代区分では、後期更新世の最終氷期、現在の日本列島

がほぼ完全に形成されたと考えられる時期にあたる。

　２つの臼歯化石のうち、咬合面の保存状態が比較的良好で

あった上顎第２大臼歯（標本番号AG02）のエナメル質表面を

調査した。まず、歯同士が咬み合わさる面のエナメル質表面に

付着した塵などを、100％アセトン液により取り除いた。次に

精密シリコーン印象材（アフィニス・ライトボディ、コルテン

社）を用いて、歯表面を型取りした（図１）。今回は、特に保

存状態の良好だった遠心舌側部のエナメル質を型取りした。作

成した型は接着剤でプレパラート上に固定し、デジタルマイク

ロスコープにより（本体：RH-2000、対物レンズ：MXB-
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図１．�本研究で用いた化石資料に対する
型取りの様子。点線内はシリコン材。
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2500REZ、いずれもHIROX社製、所有：帝京大学文化財研究所）表面の画像を取得した。観察倍率は140

倍および350倍である。取得画像は、食性既知の現生動物から得られた画像（註11）と比較観察するとともに、

scratchとpitを計数した。両者の区分には、長軸と短軸の比を用いた。この比が４以下のものを pitとし、

４より大きいものをscratchとした。さらにpitについては直径が８µm（註12）以下のものをsmall、それより

大きいものをlargeとして細区分し、scratchについては幅が３µm 以下のものをfine、それより大きいもの

をcoarseとする細区分をおこなった。今回、取得した歯型が長大であったため、頬舌軸に沿って７か所の

画像を取得し、観察位置によるマイクロウェア形質のばらつきがみとめられるかどうか、Wilcoxon signed-

rank testにより比較検討した。統計解析および計数には、統計ソフトウェアR ver.4.0.1.（註13）および演算パッ

ケージMicroWeaR（註14）を、それぞれ用いた。

【結果】

　直接観察の結果、本資料に残されたマイクロウェア形質は、長さ、幅とも、現在生息している植物食哺

乳類に比べて非常に大きいことがわかった。その中には、140倍率においても、観察視野に収まりきらな

い例が複数みられた。また、マイクロウェアの形成される向きは、顔面に対して前後方向よりも、横方向

（頬－舌方向）である場合が多かった（図２）。

　350倍率で観察した場合における、マイクロウェア形質の計数結果を表１に示す。全体的な傾向として、

scratchが卓越することがわかる。さらに、scratchのなかでも、特に幅が広い（３µm以上）のものが過半

数を占めている。また、陥没状のキズであるpitについても、直径が８µmを超えるものがすべてを占めるが、

これは他の哺乳類に比べて非常に大きな値といえる。これらの特徴が、観察したすべての部位において当

てはまった。一方、Wilcoxon signed-rank testの結果、マイクロウェア形質の出現頻度は、観察部位の間

図２．�歯型表面の拡大画像。左図：対物レンズ140倍、スケール500µm。右図：対物レンズ350倍、スケー

ル200µm。

表１．マイクロウェア形質（scratch / pit）の計数結果。
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で統計学的に有意な違いはなかった。

【考察】

　化石資料には、多数のscratchが観察された。一般に、草食動物でscratchが卓越するのは、餌である草本

のなかに多量に含まれるケイ酸体が、咀嚼によって押し付けられた歯の表面を削りながら通過するためと

考えられている（註7）。しかし、今回のナウマンゾウ化石で観察されたマイクロウェア形質は、ウマ、ウシ、

シカといった草本動物にみられるものよりもはるかに大型だった。動物の種間で歯のエナメル質の材質や

硬度は同等と考えられることから、キズの大きさの違いは、その形成要因である食料、あるいは、口中に

混入した砂塵などの大きさや物性の違いを反映したと考えられる。現生のゾウの臼歯を観察すると、いく

つかの個体には、やはり長大な線状のマイクロウェア形質がみられ、hyper coarse scratches として報告

されている（註11）。このマイクロウェアは、草本の消費によってではなく、樹皮や小枝など、より粗雑な

食物を摂食した場合につくられる。今回の化石資料で観察された大型のマイクロウェア形質も、同様の理

由によって形成されたと考えるのが妥当だろう。

　兄川ナウマンゾウ化石と共に産出した大型植物化石として、クルミ属が報告されているほか、ゾウ化石

を含む地層からは針葉樹を中心とした花粉化石が報告されており（註1）、当時、この地域は林野が点在する

環境、ないし森林帯が分布していた可能性が高い。これは、本研究の結果から推察される植生景観と整合

的である。一方で、現在、針葉樹林帯を主たる分布域とするゾウ類は知られていない。実験の結果、マイ

クロウェアが反映するのは、死亡前の数週間程度の期間内における食餌の物性であることが知られており
（註15）、今回の観察結果も、飢餓状態にあった個体が「その場しのぎ」で口にした物体が影響している可能

性は排除できない。この点については、今後、堆積環境などのデータが付随した他の資料を比較調査する

ことで、兄川のナウマンゾウが樹皮などを主たる餌資源としていたのかどうか、より確からしい解釈がで

きるだろう。

　本化石の産出年代である後期更新世は、ナウマンゾウをはじめとする大型哺乳類の大量絶滅が起こった

ことで知られる。この時代は全地球規模での温暖化と寒冷化が繰り返されていたと考えられており、この

急激かつ頻繁な気候変動が彼らの絶滅につながったとする仮説がある。一方で、初期人類による過剰な狩

猟が原因であるという意見もあり、未だに議論が続いている。今後、気候の変動と、それにともなう陸上

植生環境の変遷に、大型哺乳類がどのように適応していったのか（できなかったのか）、を明らかにする

うえで、日本全国から数多くの産出事例があるナウマンゾウは理想的な研究対象である。兄川ナウマンゾ

ウ化石に対するマイクロウェア解析の成果は、地域の古環境理解にとどまらず、大規模気候変動期におけ

る日本列島の生態学的評価という課題に対しても有用な示唆を与える。

【まとめ】

　マイクロウェア解析の結果、兄川産ナウマンゾウは生前、疎林から森林にかけての植生環境において、

草本よりも、むしろ樹皮や小枝などを含む木本葉類を重要な餌資源のひとつとしていたことが示唆された。

この仮説をより確かなものとするためには、地理学的・年代学的に近いナウマンゾウ化石資料からデータ

を収集し、比較していくことが重要である。また、個体間での変異や、他の分析手法などとの比較解析を

行えば、当該地域の古環境をより詳しく把握できるようになるだろう。こうした産出地域や年代の異なる
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資料との比較解析によって、今日みられる日本列島の自然景観が成立していく過程の理解につながると期

待される。
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災害・パンデミックに関する資料収集に向けて
― 新型コロナウイルス感染拡大と緊急事態に際して ―

小　畑　茂　雄
はじめに
　令和２年（2020）は、中華人民共和国湖北省武漢市における「原因不明肺炎」の報告に端を発した新型
コロナウイルスの世界的な感染拡大に見舞われた年となり、本稿の作成時点（令和３年２月）ではいまだ
その終息は見えていない。今回のパンデミックは、地域から国家、そして人類社会に大きな影響を与えて
いるが、人を集めることを前提とする博物館の運営にも大きな制約を与え、交流し体感することを望まし
い手法とする展示などの事業にも、考え方の転換が求められている。このような感染症拡大状況下におけ
る博物館利用のあり方や対策については別稿に譲るとして、本稿においては、こうして現在の私たちが直
面している歴史的な経験は、果たして次の世代に引き継がれていくのだろうか、という危機感に立ちつつ、
当館における災害やパンデミックに関する資料の現況と、コロナ禍を含めた今後の展望について論じてい
きたい。

１．山梨県と災害関係資料の保存状況
　博物館の資料収集において、本来は同時代の資料を意識的かつ日常的に収集していく必要性が高いこと
は自明である。社会から散佚する前に収集していくことの重要性は言うまでもないが、特に社会的な危機
に関する資料については、その緊急性の高さから、資料の収集よりも事態の収拾が優先されることと、日
常への回帰につれて忘れ去られてしまうために残りづらい傾向が想定され、より強く意識的な収集を行わ
ねばならない。
　この社会的な危機状況にあるなかの資料収集の必要性について、筆者が特に意識する契機になったのは、
平成23年（2011）３月11日の東北地方太平洋沖地震（1）の発生による東日本大震災の発災時のことで、岩
手県陸前高田市への文化財レスキュー（2）へ参加した体験により、被災文化財の救援活動やネットワーク
の重要性と、地域の災害史資料の収集と研究の重要性とを強く意識させられた。そこで、災害史資料の調
査や普及活動を志向して、館蔵資料の地震関係資料を調査すると、嘉永７年（1854）11月４日・５日の
安政東海・南海地震の資料として「甲府大地震之記（3）」（甲州文庫）や「歳云録（4）」（若尾資料）を始めと
してふた桁の資料が数えられ、弘化4年（1847）の善光寺地震のものが若干あるものの、そのほか県内で
も20名が死亡した関東大震災（5）など近代以降の他の地震に関する資料はほとんど確認できなかった。
　現代の災害資料の収集は、被災文化財の救援と通じるところがあり、被災者の人命が最優先であること
から、どうしても着手は一定の安定化の後となる。文化財よりも評価が定まっていない災害資料について
はなおさらで、災害から「復興」へのプロセスのなかで廃棄あるいは忘却されていくものであり、また近
代社会においては地域自治の変容によって、もともと災害に関する記録や役所への申請の控えが家や地域
社会に残されづらいことも、災害に関する資料が残りづらい原因であるのだろう。東日本大震災の際は、
山梨県への影響が比較的小さかったことなどから、学芸員有志が個人的に災害を報じる新聞や「計画停電」
についての広報物などを保存するにとどまった。
　地震以外の災害関係資料という点では、山梨県は富士山や南アルプスをはじめとした２千から３千メー
トル級の山岳に囲まれ、山林が県土の78パーセントを占める地形的特徴を持ち、山林の荒廃が進んだ近代
以降は大水害が頻発したことから、そのなかで山梨県内で死者233名と近代史上最大の被害を出した「明

山梨県立博物館研究紀要　第15集　2021
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治40年の大水害」を中心に、水害関係はま
とまった資料や記録（6）が残されている。し
かし、戦後以降となると、昭和34年（1959）
の台風７号および15号（伊勢湾台風）や昭
和41年（1966）の台風26号（足和田災害）
などは、100名規模の犠牲者を出した大災害
であったが、若干数の写真資料があるほか
は、物として被害を伝えられる資料が館に
は残されていない。

　以上のように、現代の災害史に関する資料については、その本質的な残りづらさから積極的な収集活動
が望まれることが、大正から昭和時代にかけての本県の実績（当館の資料収集状況）によっても明らかで
あること、その一方で社会や人心の「復興」への配慮など、そのアプローチは慎重である必要もあること、
こうしたことを今回のコロナ禍のなかを含む、今後の災害発生下に関する資料収集を考える立脚点として
持つに至った。

２．山梨県と感染症関係資料の保存状況
　山梨県においては、平成８年（1996）２月に流行終息を宣言した地方病（日本住血吸虫症）が長く地域
の人々を苦しめて来た歴史があり、関連する資料として県衛生公害研究所（現在の県衛生環境研究所）よ
り引き継いだ資料群約５千点が当館に保管されている。地域と感染症の関係や、感染の抑え込みに関する
地域的な取り組みや啓発活動について、山梨県は地方病を通じて歴史的な経験がある地域だと言えるが、
当館において地方病以外の疾病に関する資料となると、前述の災害関係資料と同様の事情が存在している。
　今回の新型コロナウイルスの流行拡大において、東日本大震災の際と同様の問題意識で、100年前のパ
ンデミックである「スペイン風邪」に関連する館蔵資料を調べてみたところ、関東大震災関係資料と同様
に、刊行物や統計などといったもの以外、ほぼ関連するものが見いだせなかった。
　近世以前の感染症関係資料としては、コロナ禍のなかで注目を浴びたのが、安政のコレラ流行に関する
資料である「市川村暴

ぼうしゃびょう

瀉病流行日記」（頼生文庫）に掲載された「ヨゲンノトリ」である。このことにつ
いては別稿（84ページ　中野「甲斐国における安政のコレラ流行と「ヨゲンノトリ」」）に譲るが、コレラ

（虎列刺、暴瀉病など）は幕末から明治中頃にかけて、山梨県内でも多くの犠牲者を出しており（7）、当館
においても多くの資料を確認している。コレラに続いて明治時代中頃以降には数千人もの死者を出した赤
痢についても数十点の資料があり、また天然痘や種痘に関する資料は、初期の種痘用具やわが国の種痘の
普及に尽力したモーニッケの肖像画など、多くの資料を収蔵している。
　どちらかといえば医療関係資料が充実していると言える当館において、赤痢の大流行に続くこと約20年
後に大きな感染流行と県内で約５千人もの死者を出し
たスペイン風邪（8）について、関連する資料をほとん
ど収蔵していないことは意外なことでもある。戦災に
よる喪失もさることながら、前掲の関東大震災の記録
と同様に、危機的状況の終息と「復興」のなかで、散
佚というよりは消滅していった可能性が高いのではな
いかと考えられる。
　当該期の山梨県の流行状況などについての記録とし
て、内務省衛生局編『流行性感冒』（平凡社刊（9））か
ら繙いてみると次のとおりである。（適宜、句読点を

昭和41年（1966）の足和田災害の被害写真

コレラの際に使用された疫除けのお札



7

補っている。）

【予防施設状況　一、予防に関する思想の啓発】
山梨県　感冒流行の徴あるや告諭、訓令を発し注意警戒すると共に、予防心得書大二千枚小二万枚を
印刷し、又私立山梨県衛生会に於ては、予算百五十円を計上して宣伝用心得書大二千五百枚小二万枚
を印刷し、県の印刷物と共に下宿、湯屋、理髪店、停車場其他衆人の看易き場所に掲示し、又は諸所
に衛生講話会を催し、又は活動写真館を利用して幕間に本病予防に関する注意を映写せしめたり。

【二、「マスク」及含
がんそう

嗽の奨励】
山梨県　県警察官吏に「マスク」を配付し、自衛上並に一般民に範を示す為め督励上強制使用せしめ、
又劇場寄席、活動写真館等の観覧者には、「マスク」を必ず使用して入場せしむることとしたり。其
の他「マスク」三千個を調製し県下細民に配付せり。恩賜済生会に於ても「マスク」、含嗽普及の為め、
此等を調製して貧困者に配付せり。

【三、予防接種の奨励】
山梨県　本病予防撲滅の為県費二千五百円を計上し、県立学校職員生徒全部及県庁職員、警察署分署
員、郡役所員、山梨看護婦会看護婦に対して予防接種を施行せり。

【四、学校工場其の他多衆集合に対する施設】
（※学校・工場閉鎖一覧表に山梨の記述なし）
【救療並各種公益団体活動の状況　一、救療の状況】
山梨県　流行猖

しょうけつ

獗時には各所に医師の不足を告げ、治療の途なきもの多数発生したるを以て救療に対
して力を注ぎ、県に於て救護班を組織し各地方に出張して之れが救護に従事し、多大の効果を挙げ得
たり。其の他貧困にして医療を受くる途なきものに対しては、済生会の治療券の配付を潤沢にし、一
面済生会事業として各警察署に含嗽剤を配付して無料施与したり。

【二、各種公益団体活動の状況】
山梨県　私立山梨県衛生会の事業としては、印刷物を各所に配布掲示し予防注意を喚起せしめ、又恩賜

財団

済生会の事業としては、予算五百五十円を計上し本病の予防撲滅の為め含嗽剤及「マスク」を調製、
窮民に対し配布せり。郡市医師会に於ては各郡市と協力、予防接種を勧誘したり。

　同書の巻末においては、府県ごとの感染者数の推移の統計データが収録されており、山梨県に関しての
データを整理すると次のとおりとなる。

　　　　　　　（※第３回流行には「流行開始時期」の記載がないため、患者・死者の発生月を記載）

　統計上山梨県は、第１回（大正７年８月流行初期）・第２回（同８年９月流行初期）の全国的流行にお
いて、ともに流行開始が各府県と比較して極めて早かったことが読み取れ、学校や工場、甲府連隊での感
染拡大状況については、前掲のとおり『山梨県史』にも紹介されている。その他では、上記の引用部分に
もあるように、マスク・うがいの奨励や予防接種の実施など、現代のコロナ禍と同様の社会的な対応がお

流行開始時期 人口 総患者数 死者（患者死亡率）

・第１回流行 大正７年８月上旬 607,945人 248,613人 2,814人（1.13％）

・第２回流行 大正８年10月下旬 630,637人 24,214人 2,235人（9.23％）

・第３回流行 （大正９年８月） 4,613人  86人（1.86%）

・合計 277,440人 5,135人（1.85%）
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こなわれ、そして医療資源の不足と待機患者の発生といった現代同様の問題を露呈していたことが読み取
れる。また、ちらし類などの予防啓発活動も活発に行われていたようなので、こうした紙資料なども今後
の資料収集上の課題だとも言える。

３．新型コロナウイルスの関連資料収集
　まず、新型コロナウイルスの感染拡大状
況について、国内の状況を政府・行政の動
きと感染拡大状況に絞って整理すると、右
表のとおりである。
　山梨県においては、令和２年３月６日に
県内で最初の新型コロナウイルス陽性者を
確認、同５月25日、山梨県内最初の新型コ
ロナウイルス感染症での死亡者の発表があ
り、令和３年２月４日現在、累計感染者数
908人、死者15人となっている（11）。
　そのようななかで、新型コロナウイルス
関係資料の収集は、まずは令和２年２月か
ら歴史担当の学芸員を中心に開始した。続
いて館職員に対して協力の依頼メールを発
したのが、この年の５月14日のことである。
この時点では、当館も感染拡大防止のため
の臨時休館中であったこと（12）もあり、ま
た、外出の自粛や「三密」の回避が呼びか
けられている状況を鑑みて、一般に対する
収集の呼び掛けは誤ったメッセージと受け
取られかねないことから、時期尚早と判断
した。職員に対して収集を呼び掛けた対象
は次のとおりである。

　　・�新聞をはじめとした広報物（号外な
ど）

　　・�行政などによる教育・啓発資料（県
からのお知らせなど）

　　・関連する器具（マスクなど）
　　・学校教育関係の通知類
　　・�対策事業や施策に関する商品・紙資

料・メディア類
　　　など

　収集状況は、新聞の取材があったことも
あり、結果的に一般から郵送されてくる資
料もあり、総数としてはおおよそ200点程

新型コロナウイルス国内感染状況推移（10）

【令和２年】
１月６日	� 厚生労働省から中華人民共和国湖北省武漢市における「原因不

明肺炎」注意喚起発出
１月15日	 国内で新型コロナウイルス感染者初確認
２月１日	� クルーズ船ダイヤモンド・プリンセス号下船客から新型コロナ

ウイルス検出（３日横浜入港）
２月27日	� 小・中・高等学校・特別支援学校の一斉臨時休校措置決定（３

月２日から実施）
２月	 マスク・消毒液・トイレットペーパーが店頭から消える
３月１日	 ダイヤモンド・プリンセス号から乗客の下船完了
３月24日	 東京オリンピック・パラリンピックの１年延期決定
４月７日	 緊急事態宣言を１都６府県に発出（５月６日まで）
	� 新型コロナウイルス感染症緊急経済対策（閣議決定）で全戸に

マスク２枚の配布決定
４月10日	 第１波陽性者数ピーク（全国708人）
４月13日	 死者数100人突破
４月16日	 緊急事態宣言を全都道府県に拡大
４月18日	 累計陽性者数１万人突破
４月20日	� 新型コロナウイルス感染症緊急経済対策（閣議決定）で特別定

額給付金（１人10万円）の給付決定
４月30日	 第1波重症者数ピーク（全国328人）
５月４日	 緊急事態宣言を５月31日まで延長
	 死者数500人突破
５月14日	 39県で緊急事態宣言を解除（21日関西３府県解除）
５月25日	 緊急事態宣言を解除
７月22日	� 「Go To トラベル」、東京都を除外して開始（10月１日から東京

都も対象）
７月28日	 死者数1,000人突破
８月７日	 第２波陽性者数ピーク（全国1,595人）
８月11日	 累計陽性者数５万人突破
８月23日	 第２波重症者数ピーク（全国259人）
９月	 「Go To イート」、各地で開始
10月31日	 累計陽性者数10万人突破
11月21日	� 「Go To イート」の運用見直し発表、各地で食事券販売の停止

広がる
11月24日	 死者数2,000人突破
12月12日	 ５都道府県で病床使用率が50%を超える
12月22日　累計陽性者数20万人突破
12月23日　死者数3,000人突破
12月28日	「Go To トラベル」、全国的に一時停止
12月31日	 東京都の1日あたり陽性者数初の千人超え（1,337人）

【令和３年】
１月７日	 緊急事態宣言を１都３県に再発出（８日施行、２月７日まで）
	� 東京都の１日あたり最大の陽性者数2,447人（のちに報告漏れの

修正があり2,520人、以後３日続けて２千人台）
１月８日	 １日あたり最大の陽性者数7,844人（第３波陽性者数ピーク）
１月13日	 緊急事態宣言を１都10府県に拡大して発出（14日施行）
	 累計陽性者数30万人突破
１月18日	 重症者数1,000人突破
１月23日	 死者数5,000人突破
１月26日	 第３波重症者数ピーク（1,043人）
２月２日	 緊急事態宣言を10都府県で延長（栃木県を除外、３月７日まで）
２月３日	 新型インフルエンザ等対策特別措置法改正施行
	 死者数6,000人突破
２月17日	 新型コロナワクチンの医療従事者向け先行接種開始

（令和３年２月18日現在）
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度に達した。資料の内容としては、紙資料とし
ては緊急事態宣言の発出など、大きな出来事で
１面を飾ったものや号外などの新聞資料の保存
や、県や市町村の広報紙、特定定額給付金の申
請書の控えや自治体発行の「マスク購入券」、職
員の家庭の児童が所属する学校からのお知らせ、
地域のミニコミ誌や飲食店のテイクアウトのメ
ニューなどのほか、他館やさまざまな組織から
寄せられた「中止のお知らせ」なども収集した。
また、鉄道や新幹線の減便などの状況を示す資
料として、時刻表類も収集している。
　物品としては、令和２年の初夏にかけて政府
から全戸配布された布マスクをはじめ、マスク
供給逼迫時に家電メーカーが発売したマスクな
ど、また消毒液が店頭から消えた際に、県内の
日本酒醸造元やワイナリーから販売された消毒
液代替用の高濃度アルコールも収集した。行政
上は「物品」ではなく「消耗品」として購入し
た非接触型の体温計で、私たち職員が来館者の
体温計測をおこなうために使用し、短期間の酷
使で故障してしまったものも、ただ廃棄になる
のではなく、総務課スタッフの気付きによって
収集されている。
　今後はこれら資料の整理の方針を定める一方
で、新型コロナウイルスの流行終息ないし医療

供給体制の逼迫状況の大幅緩和などの状況次第により、一般への新型コロナ関係資料の収集の呼び掛けを
検討し、その収集方針についても考慮していく必要があるだろう。

おわりに
　私たちの地域が100年前のスペイン風邪や関東大震災に関する資料をほとんど収集・保存してこなかっ
た反省のもとに、同時代の東日本大震災や新型コロナウイルスの感染拡大に関する資料の収集の必要性と
実践について試行錯誤しているところであるが、博物館としては100年前の地震と感染症の資料収集につ
いても責任を負わねばならないのはやはり自明のことであるので、その収集や調査について、改めて実践
できるように考えていきたい。
　100年前だけでなく、同時代の資料収集にも責任を負わねばな
らないのは、本稿で述べたような災害資料の「残りづらさ」以
外にも、ここ四半世紀で急速に進んだ情報化の波にも危惧の種
が潜んでいる。恐らく数十年や百年規模の将来においても、現
在の私たちがテレビを通じて目撃した東日本大震災において市
街地を遡上する津波の映像や、今回のコロナ禍での社会活動の
ビッグデータなども歴史資料として残っていくことであろうと
考える。しかし、多くのテキストや数的データ、画像は残った

政府配付のマスクは常設拡大展示「かいじあむ＋（ぷらす）」
展にも展示した。

職員への依頼メール

コロナ禍における県や市の広報誌
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としても、一般市民がそのような「資料」の原本にアクセスし得るかどうかというところに危うさを感じ
るのである。フェイクニュースなど「ファクト」が大きく揺れ動く昨今であるが、将来にわたって一般市
民が「事実」や「原本」にアクセスできる博物館の機能と使命について、新型コロナ関係資料の収集を通
じて、改めてその責任を果たしていかなければならないと感じている。
　末文ではありますが、新型コロナウイルスに関連してお亡くなりになった方へのお悔やみを申し上げる
とともに、病院や保健所などの現場でご尽力されている医療関係者の皆様に感謝と敬意を捧げさせて頂き
ます。

註
⑴　午後２時46分ごろ発生し、最大震度は宮城県栗原市の震度７。山梨県においては震度５弱程度。
⑵　東日本大震災の被災地への文化財レスキューについては、日本博物館協会からの要請のもと、平成23年（2011）７月

に当館から筆者ら３名の職員を、宮城県石巻市、岩手県陸前高田市などに派遣した。
⑶　甲府城下町の家屋倒壊状況などを記録。余震の多さから小屋掛けした人々、米味噌の配給などの救恤状況を記録。
⑷　安政東海・南海地震による家屋倒壊や液状化などの被害のほか、元禄、宝永、天明の大地震についても記述。
⑸　山梨県においては20名の死者。被害状況については、『山梨県史　通史編５　近現代１』（2005年　553～556頁）参照。
⑹　明治40年の大水害の被害状況と関連資料については、拙稿「調査ノート 明治四十年の大水害被災者の北海道移住につ

いて」（『山梨県立博物館研究紀要　第２集』2008）を参照。
⑺　コレラの山梨県における流行状況については『山梨県史　通史編５　近現代１』（178～181頁）参照。
⑻　スペイン風邪の山梨県における流行状況については『山梨県史　通史編５　近現代１』（517～519頁）参照。
⑼　原本は大正11年（1922）刊行。コロナ禍で注目を浴び、インターネット上でPDFファイルでも期間限定で公開された。
⑽　緊急事態宣言などについては内閣官房ホームページ（https://corona.go.jp/emergency/）、陽性者・重症者などのデータ

は厚生労働省ホームページ（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html）、一斉休校につ
いては文部科学省ホームページ（https://www.mext.go.jp/a_menu/coronavirus/mext_00006.html）、給付金については総務
省ホームページ（https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/gyoumukanri_sonota/covid-19/index.html）、Go To トラベルに
ついては観光庁ホームページ（https://www.mlit.go.jp/kankocho/page01_000637.html）東京都関係は東京都ホームページ

（https://stopcovid19.metro.tokyo.lg.jp/）などを参照（令和３年２月６日閲覧）。
⑾　山梨県関係は山梨県ホームページ（https://www.pref.yamanashi.jp/koucho/coronavirus/info_coronavirus.html）などを

参照（令和３年２月６日閲覧）。
⑿　山梨県立博物館では、令和２年２月28日（金）から５月22日（金）までの２ヶ月半あまりの期間、常設展などの業務

を停止したほか、特別展「北斎漫画」とシンボル展「若尾逸平　生誕200年」の開催を取りやめた。

（山梨県立博物館）
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山梨における文化財防災の取組
─ 博物館ネットワークの災害時マニュアルについて ─

西　願　麻　以

１．はじめに

　山梨県では、現在、災害時に文化財被害状況を１ヶ所に集約するための体制づくりをおこなっており、

以前より山梨県博物館ネットワーク（通称：ミュージアム甲斐ネットワーク）の緊急時連絡体制の整備を

すすめてきた。令和元年度、山梨県博物館ネットワークの災害時マニュアルを作成したので紹介する。

２．山梨県博物館ネットワークとマニュアル作成までの経緯

　山梨県博物館ネットワークは、県内の博物館が相互に連携を深めることや利用者へのサービス向上、お

よび山梨の文化振興に寄与することを目指し、平成19年に発足した 。現在、博物館施設等112館 が参加

している。県立博物館が事務局を担い、参加館合同イベントや、総会、研修会などを毎年開催している。ネッ

トワークの特徴として、①事務局が県立博物館（山梨県観光文化部文化振興文化財課所属）に固定されて

いる、②参加館は学芸員在籍３人以下の館がほとんどであり、学芸員が在籍しない館や、職員が１人の館

もある 、③歴史、美術、民俗、考古、自然史、生物、技術など様々な分野の館が参加している、④山梨

の中心地の甲府から60㎞圏内に全ての博物館が立地するが、山によってエリアが分断されている、などが

挙げられる。現在、ネットワーク内での連絡はメールや郵送、FAX等で行われている。

　以前より、緊急時の連絡網作成の話があり、事務局からの案として千葉県博物館協会の博物館資料救済

システムの救済体制を参考にしたブロック中核館モデル（事務局⇔ブロック中核館⇔ブロック各館）を提

案した（１）。各エリアから代表館を選出し、代表館を通して各エリアの館に情報を提供、および各エリア

の情報を収集することを考えたが、参加館から、市町村の博物館職員は災害時にはライフライン対応に追

われると予想されることや、少人数のため対応できないかもしれないとの意見があった。そこで、何かあっ

たら事務局に連絡をするという体制にし、令和元年度、災害時にどのようなことを報告し、どのように対

処すべきかのマニュアルを作成するに至った。

３．災害時マニュアルの構成

　マニュアル作成の目的を、参加館の被害状況を素早く集めること、災害時の資料への応急処置方法や対

応を関係者に周知することとし、表１の内容で構成した。①災害時連絡マニュアルは、一目でわかるよう

に１ページにまとまるように作成した（図１）。災害が起きた際は、被害状況を事務局に連絡することを

明確にし、事務局に情報が集まってくるようになっている。大型災害の際は全館報告としており、報告が

ない館は、大きな被害が起きていると予想することもできる。②被害調査票は、千葉県博物館協会の被災

状況取りまとめ票を参考に作成した（１）（図２）。報告館の状況の他、周辺の状況も報告してもらいやすい

内容になっている。③～⑨は、文化財等の応急処置方法等のマニュアルやリンク集で、各専門機関で公開・

山梨県立博物館研究紀要　第15集　2021
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刊行されている既存のマニュアルから、専門家でなくても理解ができ、扱っている資料の分野や種類が多

いものを選んだ（２～８）。⑩の搬出計画雛型は、緊急時にどの資料からどのように運び出し、どのような資

材が必要かを事前に計画し把握できる雛型を作成した（図３）。⑪の参加館リストは、近隣館が連絡を取

りあえるように、各館の住所と電話番号をリスト化したものを作成した。山梨は、山によってエリアが分

断されているため、大型災害時には各エリアが孤立することも考えられ、災害時は近隣館の繋がりが重要

となることが予想される。

　参加館に、①～⑪のマニュアルのPDFファイルをメールまたはメディアに焼いて郵送し、印刷してファ

イル等に綴じ、災害時に利用できる状態で設置するように依頼した。②に関しては災害時に停電している

ことなどを想定し、複数枚印刷しておくことを伝えている。災害時に印刷したマニュアルがなくても利用

できるように、①、②、⑩、⑪は事務局ホームページで公開している。今後は、事務局被災時の対応を付

加するなど、随時アップデートしていく。

４．おわりに

　マニュアルを作成するにあたって、一目でわかるもの、専門家でなくてもわかるもので構成するように

努めた。私たちが緊急事態になった際、110番や119番などすぐに連絡・相談先が思いつくように、「博物

館が緊急事態の時は事務局に連絡する」という体制づくりを目指し、マニュアルを作成した。災害時のた

めの連絡網作成から出発し、最終的には連絡マニュアルをつくるという形に落ち着いた。小さな博物館が

多数参加している山梨県の博物館ネットワークだからこその形である。このマニュアルによってひとつで

も多くの資料が救われることを願う。

表１　山梨県博物館ネットワークの災害時マニュアルの内容

内　　　容 作成機関

① 災害時連絡マニュアル
山梨県博物館ネットワーク事務局
（山梨県立博物館）

② 被害調査票
山梨県博物館ネットワーク事務局
（山梨県立博物館）

③ 文化財防災ウィール（２） 文化庁

④
UNESCO・ICCROMによる
非常時における文化財の救出と保全の手引き（３）

UNESCO、ICCROM、
国立文化財機構、京都国立博物館

⑤ 被災資料の応急措置、修復、保存について（４） 総務省

⑥
文化財建造物等の
地震における安全性確保に関する指針（５）

文化庁

⑦ 被災資料救済リンク集（６） 日本図書館協会資料保存委員会
⑧ 文化財レスキュー関連リンク集（７） 文化財防災ネットワーク
⑨ 緊急調査・応急処置用資材リスト（８） 全国美術館会議

⑩ 搬出計画
山梨県博物館ネットワーク事務局
（山梨県立博物館）

⑪ ミュージアム甲斐ネットワーク参加館リスト
山梨県博物館ネットワーク事務局
（山梨県立博物館）
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図１　山梨県博物館ネットワーク災害時連絡マニュアル（①）
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図２　山梨県博物館ネットワーク被害調査票（②）
（千葉県博物館協会の被災状況取りまとめ票を参考に作成（１））
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註

（１）�千葉県博物館資料救済体系構築実行委員会『千葉県博物館資料救済ネットワークの構築に向けて-博物館資料を次世代

に引き継ぐシステム構築報告書-』2014年

（２）文化庁『文化庁防災ウィール』2004年

（３）�アパルナ・タンドン著；山内奈美子,京都国立博物館訳；京都国立博物館,国立文化財機構文化財防災ネットワーク推進

室編『UNESCO・ICCROMによる 非常時における文化財の救出と保全の手引き』2018年

（４）�総務省「被災資料の応急措置、修復、保存について」『震災関連デジタルアーカイブ構築・運用のためのガイドライン』 

2013年13～28頁

（５）文化庁「文化財建造物等の地震における安全性確保に関する指針」1996年

（６）�日本図書館協会資料保存委員会「被災資料救済リンク集」https://www.jla.or.jp/portals/0/html/

	 hozon/kyusai_link.html　2011年（2021年１月20日最終確認）

（７）文化財防災ネットワーク「文化財レスキュー関連リンク集」https://ch-drm.nich.go.jp/link/info/

	 （2021年１月20日最終確認）

（８）全国美術館会議「緊急調査・応急処置用資材リスト」『阪神大震災美術館・博物館総合調査報告Ⅱ』1996年

（山梨県立博物館）
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《資料紹介》

「相生天神」関係資料
～神像と信仰を中心に～

丸　尾　依　子
はじめに
　山梨県立博物館では、平成30年（2018）に「相生天神」にまつわる資料群を収集した。「相生天神」は、
甲府市相生において釣具店「シマヤ」を営んだ中島家において、近世期より祀られてきたと伝えられる無
名の屋敷神であった。その屋敷神は、家業の隆盛にともない「相生天神」または「相生天満宮」を名乗り
企業神社的性格を持ち始め、祭祀は地域行事としても開かれていった。
　本稿は、その相生天神に関する調査報告である。神像をはじめとする資料群について概説するとともに、
甲府の旧城下町地域における天神信仰の事例を旧所蔵者の聞き書きをもとに記し、周辺地域における天神
信仰との比較を行う。

１．中島家と資料群の概要
⑴．中島家について
　中島家は片羽町の外掘前に居を構え、シマヤを屋号として両替商や米・薬などの販売を行った商家であ
る。創業は戦国時代末期と伝えられ、近世期の代々の当主は吉左衛門を名乗った。近代以降の当主は、入
婿であった源兵衛（明治35年＜1902＞没）、次に６歳で家督を継いだ豊造、次いで尚蔵、そして現当主の
宏次氏へとつながる。近年は釣具を専門に商ったが、これは勤番士の娯楽用に売り始めたものが始まりで
あると伝えられている。かつては店のすぐ前に堀があり、そこが釣り場になっていたという。遅くとも豊
造氏の代には釣具を専門に商うようになっていた。
⑵．資料群の概要
　山梨県立博物館に収蔵された資料群は、次のとおりである。
　・「天神」神像	 1点
　・天神人形	 2点
　・「相生天神」絵馬・御守	 240点
　・「相生天神」焼印	 2点
　・祭礼用具	 99点
 　　　合計	 344点
①．「天神」神像
　中島家の天神の神体とされる。木製で、樹種は杉と思われ
る（写真１）。法量は高さ160㎜ 幅170㎜ 奥行90㎜である註1。
彩色は無い。直衣姿で脇息にもたれかかる人物像で、頬、鼻、
上唇、耳、烏帽子、脇息、右手の各部位に摩滅や欠損がみら
れる。全体は煙で燻されたように黒ずんでいる。頭は差し込
み式であったとみられるが、現在は合成接着剤によって接合
され、取り外しは不可能である。
　かつては庭の木祠のなかに、近年では中島家の居間の棚の

山梨県立博物館研究紀要　第15集　2021
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上に祀られていたもので、屋敷神の神体であると認識されていた。詳細は「２．中島家の『天神』神像と
柿本人麻呂像との比較」に記す。
②．天神人形
　いずれも郷土玩具の類で、近年の収集品である。中島家が
天神を祀ることが縁となり、知人から譲られたものだという。
家屋内に保管されていたが、神像のように祀ったものではな
い。
陶製天神人形
　伏し目で威厳のある表情や束帯姿で胸に梅鉢をあしらった
装束など、様式は福島県越前市で製作される「武生天神」に
似る（写真２）。
　製法は、粘土を型に入れ内側から型に押し付けるようにし
て成型した後に焼成し、彩色を施す。法量は高さ350㎜ 幅
460㎜ 奥行210㎜である註2。内部は空洞となっており、底部
は開口している。頭と手は別造りで、差し込み式である。頭
に垂纓の差込口は無く、垂纓自体も付属しない。両手は膝に
置き、笏は持たない。背面に小穴が穿たれているが、背面の
飾り太刀は欠損している。前側の飾り太刀は付属せず、差込
口も無い。
張子天神人形
　頭の「おちょぼ口」や「ちょび髭」といった特徴的な表情
や胴体の形状と彩色は、埼玉県鴻巣市で製作される天神人形
「赤天神」に似る（写真３）。
　製法は、頭、胴ともに張子製。法量は高さ320㎜ 幅380㎜ 
奥行175㎜である註3。胴体底部に「享保十 春 天神」の墨書が
ある（写真４）。また、「天神」の左下にも文字があると思わ
れるが、上から白く塗りつぶされており判読不可能である。
別造りの頭は胴体に差込む仕様であるが、首と差込口（襟開
き部分）の寸法が合わず、胴体内部に調整のための和紙が詰
められている。像全体で見ると、胴に比して頭がやや大きく
アンバランスであり、頭と胴体は本来の組み合わせではない
可能性がある。胴体は襟元と左袖口から膝にかけて、欠損や
彩色の剥落に対する補修痕がみられる。使用されている絵具
の色合いから、補修時期は近代以降と推測される。両手は差
込式だが欠損し、紙製の笏は胴体に貼り付けられている。笏
の裏側には「為悦衆生故□　現無量神力□」と、法華経の一
節と思しき文言を記す（写真５）。差込式の木製飾り太刀が
付属するが、差込口は胴体の補修時に塞がれ、装着不可能で
ある。
③．「相生天神」絵馬・御守
　絵馬218点、御守22点の計240点である。いずれも昭和50年
代の初め頃に製作したもので、祭礼以外にも中島家が営む釣具店を窓口として授与された。

写真２　陶製天神人形

写真３　張子天神人形

写真４　張子天神人形底部の墨書

写真５　笏の裏側の文字
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　絵馬は、子どもたちが学業や受験に関する願いごとを書いて奉納したという。白木に牛と梅枝を描き、「相
生天満宮」と記す。反対側の面には、「願いごと」と「名前」を記入する欄が設けられている。相生天神
に奉納された絵馬は、神事を依頼していた穴切神社に納められた。本資料は未使用品のみである。
　御守は外袋は朱と白緑の二種類があり、いずれも表には「御守」と織り込み、裏に「相生天満宮」とプ
リントする。受験生などに配布していた。
④．「相生天神」焼印
　絵馬や御守と同じく昭和50年代の初め頃に製作したもの
で、「相生天満宮」と彫る。横書きと縦書きの２種類があり、
絵馬や祭礼用具などに用いた（写真６）。
⑤．祭礼用具
　祭礼に使用した用具で、旗、腕章、三宝、折敷、瓶子、盃
がある。祭礼時には釣具店の社屋１階を祭場とし、幟旗を立
てた。旗は２種類あり、青地に「奉納 北野天満宮　中島氏　
昭和四十年二月吉日」と染め抜いたものが２枚、茶地に「奉
納 相生天満宮　中島氏　昭和五十三年九月吉日」と染め抜いたものが４枚ある。腕章は58枚あり、従業
員など祭りの役員が着けたものであるという。三宝（４点）、折敷（１点）、瓶子（１点）、盃（29点）は
御神酒や供物の奉納と直会に用いた。

２．中島家の「天神」神像と柿本人麻呂像との比較
　一般的に、天神は菅原道真とみなされることから、天神像も道真を表現したものが多い。しかし、中島
家の「天神」神像は、一般的な天神像の表現の特徴とは異なる。神像の特徴や一般的な天神像との相違点
について述べるとともに、類似する木像との比較を行う。
⑴．天神像の特徴と中島家の神像
　一般的に、天神は菅原道真像を神像とし、道真が平安貴族であったことから束帯姿で、笏を持つ姿で表
現されることが多い。顔には髭をたくわえ、髪は黒髪が多いが、道真が九州に流された際の説話に基づい
た白髪の表現もあるという。表情は、伏し目の穏やかな表情もあれば、怒りの表情をとることもある。ま
た、楽坐し正面を向くため、厳格な雰囲気を有するものが多い。このほか、天神に縁のある梅紋を衣にあ
しらったり、牛をともなったりする例もある。中島家に伝来した郷土玩具の天神人形は、いずれもこの典
型的な天神像の特徴に当てはまる。
　一方、中島家の神像は直衣姿で文様表現はみられず、萎烏帽子を被る。右膝を立てて座り、左腕は脇息
にもたれてくつろいだ姿勢をとる。顔はやや上方に向けられ、穏やかな表情で顎髭をたくわえており、皴
の表現からは老年期の人物像と考えられる。また、右膝に乗せ、握り込んだ右手には穴が穿たれ、何かし
らの持物があったことがうかがえる。装束や姿勢を見ると、神像は一般的な菅原道真像とは異なるとの印
象が強い。特に居住まいを正した道真とは真逆の姿態であることが大きな特徴であり、一般的な天神像と
の相違点でもある。
⑵．菅原道真と柿本人麻呂
①．柿本人麻呂像の表現
　中島家の神像は、むしろ「歌聖」として信仰された柿本人麻呂に似る。典型的な柿本人麻呂像の表現は、
藤原兼房が夢に見た人麻呂の姿を表現した「兼房夢想系」と呼ばれるものである。兼房の夢に現れた人麻
呂は、直衣姿で藤色の指貫を履き、紅の下袴を着け、萎烏帽子を被り、右手に筆を、左手に紙を持ち、歌
を案じる様子で宙を見つめる姿であったとされる。「三十六歌仙絵」などをはじめとする柿本人麻呂の絵
画表現でも、これに倣った姿を表したものが多い。この特徴こそ中島家の神体と一致する。右手に空けら

写真６　「相生天満宮」焼印２種
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れた穴には、かつて筆が差し込まれていたと考えても矛盾はないだろ
う。
②．類似する木像
　絵画が多い人麻呂像であるが、全国には、寺や博物館施設あるいは
個人が所蔵する木造の柿本人麻呂像が伝来し、中島家の神体に似た像
も散見される。ここでは、例として、鹿嶋神社（福島県白河市）に伝
来した「木造柿本人麻呂像（伝）頓阿作」を紹介したい註4（写真７）。
作者と伝えられる頓阿法師（1289～1371）は、兼好、浄弁、慶雲など
とならび和歌の四天王と称される歌人であり、鎌倉時代末期に、和歌
三神の一柱として信仰された住吉明神を祀る摂津一の宮住吉大社に、
100体あるいは300体の柿本人麻呂像を自ら彫り奉納したと伝えられる。
それらの像は杉の白木で５寸５分、頭部は差込み式であったという。
白河市ホームページには次のように紹介されている。

　（前略）本像はその内の一体と伝えられるもので、文明13年（1481）に白川直朝・政朝父子が鹿嶋神
社の神前で一日一万句の連歌の会を催した際に、万葉集の筆頭歌人である柿本人麻呂の影像を祀ったも
のとされる。
　（中略）本像は、知恩院と同一のもので、衣冠を着けて、左の肘を脇息にかけ、右腕は立てた右足の
膝上にのせ、詠吟しているさまをあらわす。杉の一材で彫出する一木造りで頭部は首枘まで彫出し、枘
挿しとし、首が抜けるものである。
　松平定信編『集古十種』（古画肖像三の部）には、「柿本人麿像陸奥國白川鹿嶋社蔵」として、本像が
収載されている註5。

　さらにもう一件、柿本人麻呂神社（埼玉県川越市）の神体
である人麻呂像を紹介する（写真８）。柿本人麻呂神社は川
越氷川神社の末社で、戦国時代に人麻呂の子孫である綾部氏
が川越に移り住んだことを縁に祀られたという。歌道・学問
の利益のほか、安産・火防などの信仰があり註6、毎年４月18
日に「柿本人麻呂祭」が行われる。

　この人丸神社の御神体は木彫のお姿である。烏帽子を被
り、直衣を着け、指貫をはき脇息に身を寄せ、筆を手にし
た老翁が遥か彼方に視線をすえて想いを廻らせている趣き
である。神像の高さ五寸五分（16.5糎）幅は五寸四分（16.3糎）で軽い材質の木で作られ、生地の木目
が現れている。香をたいて供えた時代があったかと見えて、黒光りをしている。（中略）氷川祀官山田
衛居の記録には、文久二年のこの御神体を盗み出した者がいた。盗賊は忽ち目が眩み、神社裏の田圃に
倒れてついに捕らえられたという。あらたかなお姿である。
　この御神体は頓阿法師（一二八九～一三七二）の作と伝えられてきた。頓阿は鎌倉時代の半ばから吉
野朝にかけての歌人であり彫刻家でもあった註7。

　さて、中島家の神像が、頓阿の伝承や『集古十種』の図像、および鹿嶋神社の人麻呂像と一致するのは
次の点である。

写真７　�「木造柿本人麻呂像（伝）
頓阿作」（鹿嶋神社蔵、
白河市歴史民俗資料館
寄託、白河市指定文化
財）

写真８　柿本人麻呂神社の神像
（山田勝利『柿本人麻呂と川越』より転載）
（画像提供：白河市歴史民俗資料館）
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　・材質…杉である。
　・技法…一木造、頭は差込み式である。ただし、現在は接着されている。
　・寸法…�高さは約160㎜で（５寸３分）、幅は170㎜（５寸６分）である。いずれも５寸５分との伝承に

近い寸法で制作されている。
　・造形…直衣・指貫・烏帽子（萎烏帽子）の着用、脇息にもたれる姿勢などが鹿嶋神社の像に似る。
　　　　　�また、鹿嶋神社や人丸神社の像の底部の様子は定かではないが、中島家の神像の底面は立膝を

した右足や指貫の窄められた裾まで表現されており、接地して見えない部分にも造形が施され
ている。

　上記から推測し、中島家の神像は本来柿本人麻呂像として制作された可能性が高いと言えるだろう。こ
のほか、表面が黒く燻された様子は川越の神体の特徴に似るが、中島家に対する聞き書きからは香を焚い
たり燈明を供えたりして祀ったことは無かったということであるから、神像に対してそれらが行われたと
すれば、中島家伝来以前か、あるいは伝承に残らないほど遠い過去のことだろう。また、造形や寸法から
考えても、頓阿による人麻呂像のうちの一体か、あるいはその伝承を踏まえて後世に摸刻されたものの可
能性がある。このような柿本人麻呂の木像についての報告は、山梨県内において現時点ではみられず、今
後、本稿で例示した鹿嶋神社所蔵品や川越氷川神社末社の神体をはじめとした実見調査を行うとともに、
他分野からの見地を得つつ、他の人麻呂像との比較を進める必要がある。
③．菅原道真と柿本人麻呂
　本事例のような、天神としての菅原道真像と人麻呂像との混同は、例えば、松本市の深志神社の本町５
丁目の屋台の人形でも報告されている。本町５丁目では、100年近く保管され天神として伝承されてきた
舞台人形が、調査により柿本人麻呂像であったことが判明した註8。
　また、甲府市太田町の一蓮寺は「絹本著色柿本人麻呂像」および「絹本著色束帯天神像」の二幅を所蔵
する註9。人麻呂像は同寺で催された歌会の折の人丸影供に用いられたと考えられ、束帯天神像もまた連歌
の会において天神の画像を床に懸けて行う法楽連歌を伝える資料ではないかと推考されている註10。この
ほか、甲府市住吉の住吉神社では境内末社として「天神人麻呂神社」を祀り、菅原道真と柿本人麻呂を並
祀する。両者はいずれも和歌に関わる神として信仰されるとともに、そこから派生して学問神や芸能神と
して信仰されてきた点が類似する。道真と人麻呂に対する信仰は、このような習俗によって、混同や同一
視が起こりやすかったという可能性も考えられる。

３．中島家の天神信仰
　続いて、中島家の天神信仰の実態について聞き書きを基にたどっていきたい。
⑴．水神的性格を持つ天神
　中島家では、天神は屋敷神として認識されてきた。祀られた具体的な時期は不明というが、吉左衛門を
名乗っていた頃ではないかと推測されている。近世期に信仰が始まり、神像も入手したのではないかとい
うことである。それは、明治の豊造氏の代にはすでに天神祠と神像が存在しており、その前代の源兵衛氏
は入婿であることから、神像の購入や祠の建造、ましてや屋敷神の勧請を行うほどの権限を与えられてい
なかったはずだ、という理由からである。
　現当主の宏次氏の記憶に残る天神祠は木造で、屋敷の庭の井戸の西側にあたる場所にあったという。そ
の北側には築山と池があり、築山には柏、柘榴、百日紅、無花果が植えられていた。宏次氏は、柏の葉を
菓子屋に売りに行った記憶があるという。梅の木は植えられていなかった。
　中島家の井戸は、かつて名水として知られていた。『甲斐廼手振』註11には甲府城下町地域の水利用につ
いて触れた箇所があるが、そこでは該当の井戸について次のように記している。
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　　飲水は片羽御門外荒物屋島屋吉右衛門なる者の井近辺の名水これを汲む

中島家では、近隣の人々が井戸の水を汲みに来たことや、水を汲みに来た人々が天神祠にも詣でていたこ
とが語り継がれてきた。地域の人が詣でたとはいえ、天神講が組織されたり、近隣の人々と共に祭祀をし
たりということは語られず、あくまでも天神はシマヤの所有物であり、それと井戸とが一体のものである
との認識だったようだ。井戸があった屋敷地の東側半分は、明治30年代に売却された。中島家には天神祠
から西側の土地と築山が残ったが、井戸は他家の所有となった。井戸のある土地はその後２度に渡って転
売され、３番目の購入者の時に井戸が埋められたという。
　井戸と天神が切り離されて久しい昭和52～53年（1977〜78）頃、再び天神と水（井戸）との関わりが
意識される出来事があった。それは次のような内容である。「中島家の西隣で火災が起こり、火元の建物
は全焼してしまった。しかし、中島家への延焼はほとんどなかった。当時、天神祠を祀っていたのは敷地
西側の境界付近であったが、火元となったのは祠のすぐ西側であった。しかし、不思議なことに天神祠は
無事であり、中島家にも一切被害がおよばなかった。これは天神の利益に違いないと、近隣からも評判に
なった。」火防の利益をもたらした天神に、かつての水（井戸）との関わりの記憶がかすかに呼び起こさ
れた。
　平成30年（2018）時点の中島家では、天神に水神的な利益を期待したり、それに関する祈願や祭祀を行っ
たりすることはなかった。天神と井戸や水との関わりは時に応じて思い出されることはあるものの、明治
期の井戸を含む屋敷地の売却と、その後の井戸の埋め戻しにより、日常的に水神的性格を意識する機会は
失われていったものと考えられる。
⑵．神像の安置場所と祠の移転
　神像は本来屋外の祠に置かれていたが、遅くとも戦後には主屋で
保管するようになっていたという。宏次氏の記憶によれば、昭和17
～18年（1942〜43）頃、宏次氏の母親の実家（金精軒）である台ケ
原に疎開する際に神像を持参し、戦後に甲府に戻ってからは家のな
かで保管した。神棚ではなく居間の棚の上に安置し、外の祠には神
札を置いた。神像を祠に戻すのは、祭りの時のみであったという。
　祠の位置は、戦後に２回移動した。１回目は、築山南側から屋敷
地西側隅への移動で、昭和51年（1976）のことである。店舗の拡張
にともない、１階を駐車場と店舗に、２階を住居とした。祠は駐車
場の隅にあたる場所に安置し、祠の上は吹き抜けにして屋根を掛け
ないようにした。祭祀を依頼していた穴切神社の宮司に、「神様の上
には屋根を掛けてはいけない、空に抜けていなければいけない」と
の助言を受けたからであるという。
　２回目の移動は昭和59年（1984）
に行われた。この時も店舗の拡張
と改装にともなう移動で、祠は屋
敷地西側から北西隅に移動した。
この時、祠も新しく造り直した。
その後は現在に至るまで移転や新
造は行われていない（写真９）。
明治30年代の天神祠の配置と、そ
れ以降の祠の移動は、図１に概略

写真９　現在の「相生天神」の祠

平成30年時点での中島家の敷地

明治30年代までの中島家の敷地

明治30年代に売却した土地

①：～昭和51年（1976）年2月

②：昭和51年2月～昭和59年（1984）

③：昭和59年～

井

天
築山

①祠

①店舗・自宅②～③店舗

天天

②祠③祠

図１　天神祠移動の概略図
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図として示した。
⑶．天神を信仰した人
　宏次氏の記憶によれば、中島家において天神を最も篤く信仰したのは父の尚蔵氏で、その次に母であっ
たという。尚蔵氏は昭和40年代より北野天満宮に奉賛し、昭和48年（1973）の屋根葺き替えに際しては
感謝状や記念品が授与されている。この頃から「相生天満宮」の名を戴き、祭祀は地域住民参加型の祭り
として開放された。同時期は店の経営状況が非常に好調であったといい、家の繁栄に比例するように信仰
心が高まっていった様子がうかがえる。
　宏次氏の母（尚蔵氏夫人）は信心深く、神像を大切に扱い、花や茶を毎日欠かさず供え、戦時中の疎開
に神像をともなった。尚蔵氏の信仰が家業の繁栄や地域社会との関わりを重視し、家の外に向かっていた
のに対し、夫人の信仰はどちらかといえば家の内側に留まるものであった。
　天神の祭りは毎年12月25日で、これを終えると天神祠に新年の飾りをした。神事は、かつては穴切神社
宮司の松本氏に依頼し、その後、松本宮司の紹介で穴切神社の関係者である志村宮司に依頼するようになっ
た。天神の祭り以外には、中島家の子どもたちの七五三も天神祠で行った註12。
⑷．「相生天神」と地域行事
　中島家では、昭和40年代の北野天満宮への奉賛の頃を機に、
屋敷神の天神祠満宮に「相生天満宮」の名を冠して地域に行
事を開いた。祭りには近隣住民を呼び、出席者で御神酒をい
ただいた。店舗の拡張とともに祠を移転した年には、特に盛
大に祭りをした。最も大きく祭りを行ったのは、１回目に店
舗の拡張と祠の移転をし、火事をきっかけに利益も確認した
昭和51〜53年（1976〜77）頃のことである（写真10）。その
後の昭和59年（1984）にも祠を移転し、盛大な祭りと振る舞
いが行われた。
　祭りでは、近所の子どもたちの習字大会や餅つきも行われ
た。また、地域の人を招くだけでなく、露天商に日当を払って出店してもらい、綿菓子やヨーヨー、おで
んなどを振る舞ってもらった。子どもには、お菓子を詰め合わせた袋も配ったという。こうした振る舞い
は「オブックのようなもの」であるとされ、供物のお下がりの分配に近い認識があった。御守や絵馬も無
料配布した。
　祭りに役員や手伝いとして関わったのは、近所の有志や今村家具店など近隣商店の店主、従業員であっ
た。中島家における信仰心の高まりは家業の隆盛とも比例し、かつ、祭りは地域行事として拡大していっ
た。近隣商店主や従業員が祭りの役員として参加するという意味では、この時期の「相生天神」が、シマ
ヤの象徴として一種の企業神社的な性格も帯びていたことを指摘できるだろう。

４．甲府市内および山梨県内の天神信仰
　ここまで、中島家の天神信仰の実態について聞き書きを基にたどった。続いて、甲府市域の天神信仰の
様子を既存の報告から概観し、「相生天神」と近隣の信仰との比較を行いたい。
⑴．農業神的な天神
　甲府市域における天神信仰のうち、甲府市南部の農業地域においては農業神的な天神信仰をみることが
できる。例えば、上今井、西油川、国玉などの南部の農村地域においては、七所天神と呼んで七箇所の天
神祠を一体のものとして信仰する事例がある。七所天神は田地の一角に石造りの天神祠などを設けて祀っ
たもので、それぞれは個人が所有する農業神である。『甲府市史民俗編』によれば、天神を祀った基壇を
ドマンジュウ（土饅頭）と呼び、正月には屋敷神と同様に小さな鏡餅を作って供え、豊作になれば秋にも

写真10　昭和53年（1978）の祭り
（中島宏次氏提供）
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祭りを行ったという。また、小瀬では昭和６年（1931）に水田に落雷があり、土地の所有者が落雷の場所
に青竹を立てて注連縄を張って祀ったとの伝承がある。天神とは雷となって降臨する神であり、農業神的
な性格を有していたことがうかがえる。上今井の七所天神に関する調査を実施した大森義憲は、天神に関
する伝承を次のように記録している。

　上今井の今井九兵衛氏註13が生存していた頃までこの家の田植えの日には、植え終る頃になると、九
兵衛氏の宅に使いの早乙女が行き、その事を告げると久兵衛氏は紋付羽織で田の所まで出て来て御礼を
言い、同時に早乙女から一せいに泥を投げつけられ、また盛んにあくたいをあびせられることが習慣で
あったという。村の田のうち七カ所、ほぼ同様な天神の小祠が一坪くらいの四角な面積に祀られてあり、
此処には一様に梅の木が植えられている。これを上今井の七天神といっている。この天神を祀っている
田の所有者のうち大切にしている人は祠を新しくしたりしているが、少しでも祠のある土地を耕すよう
なことがあると、必ず、その人は死ぬと信じられており、また実際に死んだ例があるという註14。

　同様の七所天神は西油川にもあり、現在は環境センターの一角に天神祠が祀られている。毎年２月25日
に自治会で祭りをし、「奉納 天満天神宮」などの奉書が行われる。祠は、濁川沿いの竹藪に天神祠をまと
めたものを現在地に移動したものであるが、貞享２年（1685）の検地長に「天神」や「下天神」などの地
名が記録されていることや、「天神畑」「天神の前」などの地名があったことからも註15、元々は個別に天神
が祀られていたことがわかる。
　国玉の七所天神は、戦後に濁川河畔の五條天神を残して消滅した註16。同地域では、玉諸神社の山宮で
ある御室山に至る山腹にも「古天神」の地名が残り、大岩の上に祠が祀られていたという。雨乞いのため
に古天神に向かって祈願をしたとも伝えられ、水神的性格とみなされていたことがうかがえる。このほか、
小曲町や七沢町でも天神を祀る。七沢町の天神は、『甲斐国志』によれば旧社地が水害で流失したため場
所を改めたもので、豊作を願い田の神を招いたのが始まりと伝えられる註17。
　このように、甲府市南部にみられる天神は、本来農業神あるいは水神的な性格を持ち、学問神としての
性格は希薄である。しかしながら、上今井では「上今井から優れた人が出るのは七天神を祀っているから」
との伝承もあることから註18、後に学問神としての天神信仰とも結びついたことがうかがえる。
⑵．市街地の天神信仰
　市街地や、市街地の商家に由来する天神には農業神や自然神としての性格はみられない。例として甲府
市天神町の天神天満宮や不老園の梅天神をあげる。天神町の天神天満宮は、武田家家臣の屋敷の屋敷神で
あったとも伝えられ、武田家滅亡後に天神が残り「神光寺」という寺院の管理になったが、明治５年（1872）
の神仏分離で廃寺となった後に個人所有となったとされる。境内には梅の木や句碑が残り、かつては７月
25日が祭日で習字の奉納が行われたというが、現在では絶えている註19。
　不老園の梅天神は、明治30年代に甲府の呉服商であった奥村正右衛門の別荘に梅を植えて公開し、梅に
ちなみ北野天満宮から天神を勧請し社を創建したものである。勧請の背景に奥村家や市域の天神信仰が影
響していたわけではない。現在では学問神として信仰され、受験生の絵馬が奉納されるという。
⑶．山梨県内の天神信仰
　山梨県内では、１月25日を中心として天神講を行う地域が散見される。子どもが主体となって、あるい
は子どもたちだけで実施する行事で、ヤドに集まってご馳走を食べたり、「奉納 天満天神宮」と書いた習
字紙を天神に奉納したり家に貼ったりする。道志村善の木長又では、24日の夜に習字紙を竹の棒に付けて
旗にし、25日の未明に山の決まった場所に立てた註20。天神講を小正月の道祖神祭りと一連の行事と捉え
る地域もある。山梨市牧丘町鳥谷原では、１月15日に獅子舞が各家を回るカレイマイで各家茶碗１杯ずつ
の米を集め、天神講ではそれを使って野菜飯を炊いて食べる。



25

　三月節供にも天神が関わる。南部町など南巨摩地域では、戦前、初誕生の男児にドテンジン（土天神）
と呼ばれる天神人形や掛軸を贈り、女児には雛を贈り、三月節供に内裏雛とともに飾った。さらに、甲府
や北巨摩でも正月から３月にかけては天神人形が売れたという。それらは子どもが小学校に入学するとき
の贈答品で、神棚に飾り、子どもたちが朝夕水や茶を供えたという。
　このようにみていくと、甲府市や山梨県内においては、どちらかと言えば学問神としての天神信仰が色
濃く、とりわけ学齢期の子どもたちとの関わりが深い。これに対する農業神・自然神的な天神信仰は、現
時点の調査成果の範囲では甲府市南部に色濃い。しかしながら、「天神」の地名は、甲府市南部をはじめ
笛吹市・山梨市・甲州市など甲府盆地の東側にも散見され、それらのなかには耕作地内の古墳上に天神を
祀った例もみられる。現状で確認できるそれらの信仰実態は学問神としての利益であることが多いが、か
つては農業神としての天神信仰が存在した可能性を想起させる。

５．今後の課題
　ここまで、「相生天神」の神像をはじめとする資料群や、中島家の信仰について概要を述べ、類似する
神像との比較や周辺地域の天神信仰との比較を行った。最後に、「相生天神」についてひとまずのまとめ
を行うとともに、今後の課題について整理したい。
　中島家の天神は、かつては敷地内の井戸と一体のものと考えられ、水神的な性格を有していた。その性
格は井戸を含む土地の売却の後に次第に薄れ、信仰自体も家族のみに閉じられていった。しかし、昭和時
代の家業の隆盛とともに、天神は屋敷神から企業神社的な性格を持ち始め、地域にも信仰が開かれた。そ
の利益は、近世〜近代初頭の水神的性格から家の守護神へ、続いて商業神や学問神へと変容し、信仰の範
囲自体も家族や近隣住民および商業的関係者との間で伸縮があったことを確認できた。
　近隣地域の天神信仰については、甲府市南部の天神信仰は農業神としての性格を有し、国玉の古天神の
雨乞いの事例にも水神的性格をみることができるのに対し、甲府市街地や県内の他地域では、現状におい
ては学問神としての性格が強く、いずれも農業神や水神的性格を強く有していたということは言えない。
その意味では、甲府城下町地域に居住していた中島家における水神的な天神信仰は特異であり、農業地域
に残る天神信仰のあり方にも近いと言えるだろう。
　また、中島家の「天神」神像は、その造形表現から本来柿本人麻呂像として制作されたものであること
は間違いなく、いずれかの時点で天神としての道真と人麻呂との混同や同一視があったと考えられる。現
存する類似の人麻呂像との比較調査を実施するとともに、混同あるいは同一視の背景を明らかにするため、
今後は次の調査を進めていく。
　ひとつめは、県内および甲府市域における天神信仰の継続調査である。特に甲府盆地東部の「天神」の
地名や天神祠に関する伝承を通じ、農業神や自然神としての天神信仰について、事例の有無やその分布の
確認を進めていきたい。ふたつめは、山梨県内や甲府市域における人丸信仰の伝承の調査である。現状の
県内の民間信仰には人丸信仰と思しき事例はみられないが、先に述べた一蓮寺所蔵の絵画をはじめ、山梨
県博の収蔵資料や県内の歴史資料のなかには人丸影供に関わる資料が存在し、柿本人麻呂に関する信仰は
皆無ではない。また、人丸信仰には水神や火防せの信仰もあり本事例との類似点もみられる。これらに関
する調査とともに、山梨県内での聞き書きを進めて県内の人丸信仰の痕跡を探り、中島家の神像との関連
性を探りたい。

おわりに
　山梨県博に本資料が収蔵されるのと同時期に、シマヤはその看板を下ろした。聞き書きの際、宏次氏は、
昭和40年代以来続いた北野天満宮との付き合いも当代で終えるつもりである、と語った。家業の終焉とと
もに、屋敷神もまたひとつの区切りを迎えたのである。
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　甲府市中心部では、魚町自治会が平成25年（2013）に道祖神の祀り納めとして、道祖神を神々の世界
にお還しする神事を執り行った。市街地のドーナツ化と少子高齢化が進行し、これ以上の祭祀の継続は困
難であるとの判断からであった。民俗的な祭りや信仰の維持と社会が抱える課題とは密接に関わり、その
影響は大きい。祭りが行われ、信仰が維持されているということは、ある意味、その祭祀者や祭祀団体の
営みが健全で順調であるということの指標になっているのかもしれない。
　中島家にとって、とりわけ宏次氏にとっての天神は、信仰対象という以上に中島家やその歴史の象徴で
もあったと思われる。宏次氏が天神信仰そのものについて聞き伝えていることは必ずしも多くはなかった
が、話題の端々に、ご家族やご先祖の方々が大切に守ってきた天神であるとの意識がにじみ出ておられた。
中島宏次氏と奥様には、その大切な神像と関連資料を博物館に託していただき、貴重なお時間を割いて調
査に御協力いただいた。あらためて、ここに深く感謝を申しあげる。
　また、本稿で白河市指定文化財の人麻呂像に触れるにあたり、同市歴史民俗資料館の内野豊大氏には関
連資料のご教示をいただいた。

註
１　いずれも最大値
２　いずれも最大値
３　いずれも最大値
４　白河市指定文化財、白河市歴史民俗資料館寄託
５　�白河市HP http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/page/page000506.html　を参照した。ただし、鹿嶋神社への像の奉納
については、『西白河郡誌』には寛保２年に俳人元々舎英翁の奉納であるとの記述がある。従来の経緯については疑問も
残る。

６　�柿本人麻呂（人丸）信仰には、「人丸（ひとまる）」を「人生まる」「火止まる」と読み、安産や火防の信仰に結びつける
ものがある。また、柳田国男は栃木県佐野市の人丸神社の水神的な性格を指摘する。兵庫県明石市の柿本神社は「明か
しの神」として眼病の神として信仰される。このように、民間信仰の人丸信仰は広く雑多な性格を見せる。

７　山田勝利『柿本人麻呂と川越』42頁
８　信州松本 深志神社HP https://www.fukashi-tenjin.or.jp/hozonkai/2011/04/38/　を参照した。
９　いずれも南北朝時代（14世紀）の作、山梨県指定文化財。
10　『山梨県史 文化財編』369〜371頁
11　山梨県博所蔵（歴‐2005-009-000373）を参照した。
12　宏次氏の子どもたちの七五三を昭和55年（1980）に行ったのが最後であるという。
13　筆者註　天神の所有者の一人として挙げられている。
14　大森義憲『甲州年中行事』
15　『貞享二年甲州中郡筋西油川村検地水帳』貞享二年（1685）（歴-2005-002-001458,001459）を参照した。
16　�昭和61年（1986）の河川改修工事により、五條天神は川底に沈んだが、「国玉町五組崇敬者一同」により、右岸に新しい

祠と鳥居が建てられたという。また、国玉神社境内にも天神を祀る。
17　『甲府市史 民俗編』250頁
18　大森義憲「田の神と早乙女田」
19　『甲府市史 民俗編』246頁
20　『山梨県史 民俗編』576頁
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入
用
、
御
下
金
会
所
ゟ
其
方
拝
借
金
之
内
、
御
仕
法
通
り
来
辰
春
御
借

米
高
を
見
越
、
書
面
之
金
子
用
立
給
、
慥
ニ
請
取
借
用
申
処
実
正
也
、
右
返
金
之
儀
者
、
来

辰
五
月
御
借
米
後
、
当
用
金
之
内
ニ
て
元
利
共
不
残
引
取
可
被
申
候
、
為
後
日
証
文
仍
而
如

件　
　
　
　
寛
政
七
年
卯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
前
へ

　
　
　
　
覚
　
下
知
状
扣

一
、
来
ル
辰
年
ゟ
丑
年
迄
十
ヶ
年
間
、
年
々
御
蔵
掛渡〻
り
之
節
、
春
米
五
俵
、
冬
五二
俵
、
夏
五一
俵
、

都
合壱
ヶ
年
ニ
出
俵

〇
拾
五
俵
宛
何
屋
唯
（
誰
）方

へ
相
渡
し
可
給
候
、
尤
当
用
之
儀
者
右
割
合
之
通
引
落
し
、

残
り
高
を
以
三
季
当
用
証
文
相
認
メ
可
申
候
間
、
其
節
用
意
可
給
候
、
右
之
通
此
度
対
談

之
上
相
定
候
上
者
、
以
来
何
様
之
義
出
来
候
共
、
少
も
相
違
之
義
申
入
間
敷
候
、
為
後
日

書
付
遣
シ
置
候
、
以
上

　
　
　
　
年
号
月
日
　
　
　
何
の
た
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
れ
方
へ

　
　
　
　
覚

一
、
金
五
両
弐
分
ト
銀
六
匁
四
歩
　
　
　
御
預
り

一
、
米
拾
八
俵
ト
四
升
四
合
弐
勺
　
　
　
御
預
り

　
　
　
　
　
内

　
　
　
　
十
月
廿
二
日

　
　
　
　
一
、
金
弐
両
　
　
　
　
冨
津
登
（「
之
」脱
カ
）

助
様
江
上
ル

　
　
　
　
一
日
ニ
付
百
四
拾
八
文
ツ
ヽ

　
　
　
　
　
一
、
弐
貫
四
百
文
　
　
十
月
廿
四
日
ゟ

十
一
月
十
日
迄
　
御
雑
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
銀
弐
拾
四
匁

　
　
　
　
一
日
ニ
六
合
ツ
ヽ

　
　
　
　
　
一
、
白
米
九
升
六
合
　
十
月
廿
四
日
ゟ

十
一
月
十
日
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
代
銀
七
匁
三
歩
壱
厘

　
　
　
　
十
一
月
十
日

　
　
　
　
　
一
、
金
三
両
　
　
　
久
保
田
源
兵
衛
様
ヘ
上
ル

　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
一
、
金
弐
分
弐
朱
　
紬
嶋
小
袖
壱
ツ

　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
一
、
金
壱
分
弐
朱
　
紺
紬
綿
入
壱
ツ

　
　
　
　
〆
金
六
両
弐
分
銀
壱
匁
三
歩
壱
厘

　
引
而

　
　
　
金
三
分
ト
銀
九
匁
九
歩
壱
厘
　
御
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
内
四
拾
五
文
帰
（
返
）り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
銀
四
歩
七
り

　
　
米
拾
八
俵
ト
四
升
四
合
弐
勺
　
　
御
預
り

右
者
松
田
嘉
次
郎
様
御
分
、
先
達
而
御
預
り
申
上
候
御
米
金
、
今
日
迄
御
用
立
之
分
、
御
差

引
如
斯
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
卯
十
一
月
十
日
上
ル
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所
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左
候
而
ハ
、
御
仕
法
通
相
立
不
申
、
何
と
も
難
儀
至
極
奉
存
候
、
何
卒
乍
恐
右
之
趣
被
為

　
聞
召
分
、
右
御
済
方
御
仕
法
通
り
私
江
御
渡
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
右
願
之
通
被
成

下
置
候
ハ
ヽ
、
御
仕
法
通
相
立
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
十
月
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、
当
卯
五
月
、
御
会
所
金
奉
拝
借
、
高
田
孫
七
様
・
岡
本
八
十
郎
様
・
酒
井
文
五
郎
様
江

臨
時
御
入
用
金
拾
弐
両
御
用
立
申
候
、
右
之
内
服
部
角
左
衛
門
様
江
御
三
人
様
ゟ
御
か
し

金
御
座
候
や
、
私
共
方
ニ
而
者
相
分
り
不
申
候
、
乍
恐
右
之
段
、
書
付
を
以
奉
申
上
候
、

以
上

　
　
　
　
卯
十
一
月
朔
日
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緑
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
御
下
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
近
習
町

　
　
　
　
御
会
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
六

　
　
　
　
覚

一
、
以
来
三
季
御
蔵
渡
前
日
、
御
飯
米
代
丈
ケ
御
差
金
被
遊
、
御
渡
り
米
之
内
ニ
而
御
飯
米

差
上
可
申
旨
被
仰
付
候
得
共
、
御
返
上
ニ
相
成
候
丈
ケ
之
御
米
差
上
候
儀
者
格
別
、
前
日

ニ
御
差
金
被
遊
候
而
御
飯
米
丈
ケ
御
米
差
上
候
儀
者
、
何
分
御
請
難
仕
奉
存
候
、
右
之
趣

書
付
を
以
申
上
候
様
被
仰
候
ニ
付
、
乍
恐
如
斯
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
卯
十
一
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
文
字
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
福
井
小
三
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
　
覚

一
、
御
改
正
御
年
賦
金
之
儀
ニ
付
、
先
達
而
御
屋
鋪
様
江
御
届
ケ
申
上
、
御
会
所
江
御
願
書
差

上
申
候
処
、
右
願
書
写
奉
入
御
覧
候
様
被
仰
付
候
得
共
、
右
御
願
中
之
儀
ニ
御
座
候
間
、

其
儀
御
免
被
成
下
候
様
奉
申
上
候
処
、
右
之
段
書
付
を
以
申
上
候
様
被
仰
聞
候
ニ
付
、
乍

恐
如
斯
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
卯
十
一
月
七
日
認
メ
　
　
　
　
　
菊
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
助

　
　
　
吉
井
太
郎
吉
様

　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

見
越
証
文
下
書

　
　
　
　
借
用
申
金
子
之
事

　
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
文
字
金
也

29



－ 67 －

　
一
、
金
壱
分
　
　
　
同
七
月

　
一
、
金
弐
朱
　
　
　
同
月

　
　
　
　
　
　
　
　
七
月

　
一
、
金
壱
分
　
　
　
夏
上
納
金

　
　
〆
金
弐
分
弐
朱

　
　
　
壱
匁
五
り

　
元
り

　
　
〆
弐
両
弐
分

　
　
　
　
　
八
匁
四
歩

　
　
外
ニ
壱
分

　
合
テ

　
　
　
弐
両
三
分
八
匁
四
歩
　
　
　
　
　
　
」

卯
十
月
廿
八
日
臨
時
金
拝
借

（
印
「
写
」）
一
、
金
五
両
　
　
　
松
平
金
之
丞
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
五
両
　
　
　
庵
原
庄
次
郎
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
三
両
　
　
　
豊
原
為
五
郎
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
五
両
　
　
　
蔦
木
伝
蔵
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
五
両
　
　
　
堀
内
粂
之
丞
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
弐
拾
五
両
　
満
田
市
左
衛
門
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
七
両
　
　
　
牛
奥
太
郎
右
衛
門
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
七
両
　
　
　
酒
向
藤
十
郎
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
五
両
　
　
　
夏
目
政
蔵
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
五
両
　
　
　
末
高
鍋
五
郎
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
五
両
　
　
　
別
所
孫
左
衛
門
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
三
両
　
　
　
鳥
居
文
五
郎
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
五
両
　
　
　
水
野
藤
九
郎
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
七
両
弐
分
　
鈴
木
鉄
吉
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
六
両
　
　
　
斎
田
八
十
七
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
弐
両
弐
分
　
桜
井
幸
助
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
三
両
　
　
　
花
形
友
之
助
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
五
両
　
　
　
三
間
吉
三
郎
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
四
両
　
　
　
本
間
善
蔵
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
三
両
　
　
　
漆
原
栄
三
郎
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
両
　
　
　
清
野
権
左
衛
門
様

　
〆
御
証
文
弐
拾
壱
通

　
　
金
高
百
弐
拾
六
両
也

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

一
、
私
元
札
旦
那
吉
井
太
郎
吉
様
・
三
宅
牛
五
郎
様
御
儀
、
当
二
月
迄
之
御
残
金
、
御
高
百

俵
三
両
済
并
利
足
相
添
、
御
渡
被
下
候
儀
者
御
承
知
ニ
御
座
候
得
共
、
去
ル
七
年
以
前
酉

年
迄
之
御
用
立
金
之
儀
者
、
元
々
御
蔵
宿
藤
井
や
忠
兵
衛
ゟ
之
御
借
用
之〻
由
金
ニ
付〻

、
御
済
方
之

儀
者
、
右
忠
兵
衛
方
江
御
相
対
を
以
、
私
方
右
百
表
（
俵
）三

両
済
之
御
年
賦
金
皆
済
迄
、
御
済

方
御
延
引
被
遊
候
思
召
之
由
被
仰
聞
、私
方
江
御
渡
不
被
下
候
、尤
是
ハ
当
時
利
足
斗
請
取
、

前
書
当
二
月
迄
之
御
残
金
皆
済
之
上
、
百
表
（
俵
）三

両
済
ニ
可
奉
受
取
金
子
ニ
御
座
候
、
右
御

両
所
様
被
仰
聞
候
通
、
七
年
以
前
酉
年
迄
之
御
用
立
金
者
、
元
々
御
蔵
宿
忠
兵
衛
ゟ
之
御

用
立
ニ
御
座
候
得
共
、
六
年
以
前
戌
十
月
、
私
江
札
替
之
節
、
右
御
両
所
様
江
茂
御
相
対
申

上
、
忠
兵
衛
方
江
金
子
立
替
、
私
方
ゟ
之
御
用
立
金
ニ
相
改
申
候
ニ
付
、
当
春
迄
も
仕
切

ニ
入
、
御
仕
法
通
り
私
方
へ
御
年
賦
受
取
来
申
候
、
依
之
右
之
段
、
度
々
御
掛
合
申
上
候

得
共
、
御
聞
済
無
御
座
、
右
躰
忠
兵
衛
ゟ
之
御
借
用
之
由
被
仰
聞
、
何
分
御
渡
不
被
下
候
、
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同	

（
印
「
写
」）
一
、
金
六
両
也
　
大
竹
栄
次
郎
様

　
同	

（
印
「
写
」）
一
、
金
五
両
也
　
疋
田
喜
市
郎
様

　
同	
（
印
「
写
」）
一
、
金
五
両
也
　
後
藤
熊
之
助
様

　
同	

（
印
「
写
」）
一
、
金
六
両
也
　
佐
々
木
利
兵
衛
様

　
病
気	

（
印
「
写
」）
一
、
金
四
両
也
　
杉
浦
長
之
助
様

	

（
印
「
写
」）
一
、
金
五
両
也
　
山
崎
弥
太
郎
様

	

（
印
「
写
」）
一
、
金
八
両
也
　
飯
室
勝
五
郎
様

	

（
印
「
写
」）
一
、
金
四
両
也
　
野
田
嘉
吉
様

　
普
請	

（
印
「
写
」）
一
、
金
七
両
也
　
花
井
吉
蔵
様

　
同	

（
印
「
写
」）
一
、
金
八
両
也
　
本
間
大
之
助
様

　
普
請	

（
印
「
写
」）
一
、
金
四
両
也
　
松
下
源
三
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
〆
御
証
文
弐
拾
四
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
高
百
三
拾
弐
両
也

　
　
　
　
覚

一
、
服
部
角
左
衛
門
様
へ
御
三
人
様
ゟ
金
弐
両
三
分
八
匁
四
歩
弐
リ
御
座
候
由
ニ
付
、
此
度

右
角
左
衛
門
様
御
分
仕
切
返
上
金
弐
両
壱
分
七
匁
三
歩
五
り
と
差
引
不
足
之
分
金
弐
分
壱

匁
五
リ
ン
、
仲
間
共
損
毛
ニ
仕
候
様
御
支
配
様
ゟ
御
下
知
御
座
候
由
被
仰
聞
候
所
、
左
候

而
ハ
仲
間
共
一
同
迷
惑
至
極
奉
存
候
間
、
御
詫
御
訴
詔
（
訟
）奉
申
上
度
奉
存
候
旨
申
上
候
所
、

右
之
趣
書
付
を
以
申
上
候
様
被
仰
聞
候
ニ
付
如
此
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
卯
十
月
廿
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
文
字
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
曽
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

　
　
　
高
田
源
七
様

　
　
　
岡
本
八
十
郎
様

　
　
　
酒
井
文
五
郎
様

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

一
、
高
田
源
七
様
・
岡
本
八
十
郎
様
・
酒
井
文
五
郎
様
江
御
会
所
金
之
内
当
夏
ゟ
金
弐
拾
弐

両
弐
分
御
用
立
申
候
処
、
右
之
内
服
部
角
左
衛
門
様
江
金
弐
両
三
分
八
匁
四
分
（
歩
）、
右
御
三

人
様
ゟ
御
貸
御
座
候
由
ニ
付
、
右
角
左
衛
門
様
御
分
、
此
度
仕
切
勘
定
返
上
金
弐
両
壱
分

七
匁
三
分
（
歩
）五
厘
と
差
引
、
不
足
之
分
金
弐
分
壱
匁
五
厘
、
仲
間
共
損
毛
ニ
仕
候
様
御
下
知

御
座
候
由
、
右
御
三
人
様
被
仰
聞
候
、
左
候
而
ハ
仲
間
共
迷
惑
至
極
ニ
奉
存
候
ニ
付
、
乍

恐
書
付
を
以
御
願
奉
申
上
候
、
仲
間
共
ゟ
者
御
三
人
様
江
御
用
立
候
金
子
之
儀
ニ
御
座
候

得
者
、
右
御
三
人
様
よ
り
角
左
衛
門
様
江
何
程
御
か
し
付
被
成
候
儀
ニ
御
座
候
哉
、
一
向

存
不
申
候
、
前
書
之
通
御
会
所
拝
借
金
之
内
を
以
右
御
三
人
様
江
御
用
立
候
御
儀
ニ
御
座

候
得
者
、何
共
奉
恐
入
候
、乍
恐
右
之
趣
被
為
聞
召
分
ケ
、角
左
衛
門
様
御
差
引
斗
ニ
不
拘
、

御
三
人
様
ゟ
不
残
御
勘
定
御
立
被
下
候
様
仕
度
、
奉
願
上
候
、
右
願
之
通
被
成
下
置
候

ハ
ヽ
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上

「（
挟
込
文
書
）

　
　
　
　
角
左
衛
門
様
分

　
一
、
金
三
分
　
　
　
卯
四
月

　
　
　
　
此
り
三
匁
壱
歩
五
り

　
一
、
金
弐
分
弐
朱
　
同
五
月

　
　
　
　
此
弐
匁
弐
歩
五
り

　
一
、
金
弐
分
　
　
　
卯
六六〻
月

　
　
　
　
此
壱
匁
五
歩
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奥
様
駿
府
御
引
越

　
　
　
　
　
御〻
病〻
気〻	

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
五
両	

江
守
徳
次
郎
様

　
御
病
気	

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
両	

田
中
新
左
衛
門
様

　
破
損
修
復	

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
両	

加
藤
政
之
助
様

同
留
吉
様
　
　

　
病
中
ゟ
不
幸
入
用	
（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
弐
両	

今
村
平
蔵
様

　
破
損	

（
印
「
写
」）
一
、
金
九
両
弐
歩
（
マ
マ
）

	

南
条
彦
六
様

　
同
断	

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
壱
両	

石
丸
杏
庵
様

　
破
損	

（
印
「
写
」）
一
、
金
七
両	

大
竹
九
八
郎
様

　
病
気
入
用	

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
両	

石
川
五
郎
右
衛
門
様

　
御
番
入

入
用
　	

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
弐
両	

伊
藤
長
十
郎
様

同
伝
一
郎
様
　

　
破
損	

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
両	
佐
々
井
兵
次
郎
様

　
婚
礼	

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
三
両	
加
藤
万
兵
衛
様

　
普
請	

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
四
両	

中
村
助
九
郎
様

　
同
断

病
気	

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
両	

中
村
新
兵
衛
様

　
破
損	

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
弐
両	

矢
田
銀
作
様

　
不
幸	

（
印
「
写
」）
一
、
金
七
両
弐
分	

川
井
善
吉
様

　
普
請	

（
印
「
写
」）
一
、
金
七
両
弐
分	

岡
部
勝
之
助
様

　
弟
様

片
付	

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
両	

加
藤
冨
十
郎
様

　（
合
点
）

　
御
婚
礼

縁
談

	

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
五
両	

福
岡
彦
太
夫
様

　
病
気
入
用	

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
両	

森
宗
兵
衛
様

　
　
　
　
　
　
　
〆
金
弐
百
拾
弐
両
弐
歩
（
マ
マ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
事
出
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
兵
衛

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
披
露
奉
申
上
候

一
、
来
辰
二
月
御
高
引
当
御
用
立
方
之
儀
、
百
俵
ニ
付
金
三
拾
弐
両
之
目
当
を
以
御
用
立
申

候
、
右
之
段
乍
恐
御
披
露
奉
申
上上〻
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
卯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
十
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

卯
十
月
廿
六
日
臨
時
拝
借

　
普
請	

（
印
「
写
」）
一
、
金
七
両
也
　
岩
田
鍋
太
郎
様

　
同	

（
印
「
写
」）
一
、
金
六
両
也
　
平
井
五
郎
左
衛
門
様

　
婚
礼	

（
印
「
写
」）
一
、
金
七
両
也
　
小
林
岡
次
郎
様

　
破
損	

（
印
「
写
」）
一
、
金
七
両
也
　
飯
高
初
三
郎
様

　
同	

（
印
「
写
」）
一
、
金
三
両
也
　
芥
川
鉄
之
丞
様

　
同	

（
印
「
写
」）
一
、
金
三
両
也
　
山
田
勢
重
郎
様

　
や
ね
　

は
そ
ん	

（
印
「
写
」）
一
、
金
四
両
也
　
豊
前
八
右
衛
門
様

　
隠
居
所

普
請

	

（
印
「
写
」）
一
、
金
六
両
也
　
福
井
小
三
郎
様

　
普
請	

（
印
「
写
」）
一
、
金
八
両
也
　
矢
部
金
次
郎
様

　
破
損	

（
印
「
写
」）
一
、
金
三
両
也
　
葉
山
伊
之
助
様

　
同	
（
印
「
写
」）
一
、
金
五
両
也
　
斎
田
満
蔵
様

　
井
戸

普
請	
（
印
「
写
」）
一
、
金
六
両
也
　
杉
浦
八
百
之
丞
様

　
普
請	

（
印
「
写
」）
一
、
金
五
両
也
　
小
泉
大
蔵
様

32



－ 64 －

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竪
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
近
習
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
青
沼
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
平
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
平
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
近
習
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
近
習
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
七

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

一
、
先
達
而
御
用
立
候
金
拾
両
、
何
卒
御
返
金
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
明
十
八
日
御
会
所

金
上
納
仕
度
奉
存
候
処
、
金
子
差
支
申
候
ニ
付
乍
恐
御
願
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
卯
十
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
御
下
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町

　
　
　
　
御
会
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
披
露
奉
申
上
候

一
、
駿
府
御
勤
番
榊
原
太
郎
右
衛
門
様
御
儀
、
当
六
月
江
戸
表
ヘ
被
為
召
候
ニ
付
、
御
会
所

金
御
済
方
之
儀
、
是
迄
駿
府
御
代
官
様
ゟ
御
渡
し
被
下
候
所
、
右
御
引
越
ニ
付
、
於
江
戸

表
ニ
御
直
ニ
御
渡
し
可
被
下
旨
被
仰
下
候
、
依
之
右
之
段
乍
恐
御
披
露
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊
原
太
郎
右
衛
門
様

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
十
月
十
九
日
　
　
　
元
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
平
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

卯
十
月
廿
四
日
臨
時
拝
借

　
破
損	
（
印
「
写
」）
一
、
金
七
両	

郡
司
善
蔵
様
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成
と
も
、
御
金
ニ
て
成
と
も
返
上
可
仕
旨
奉
申
上
候
得
共
、
御
聞
済
無
御
座
、
右
之
段
書

付
を
以
奉
申
上
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
乍
恐
如
此
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
楽
や

　
　
　
寛
政
七
年
卯
十
月
九
日
朝
出
ス
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
所
手
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
兵
衛

　
　
　
山
本
与
次
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
窺
奉
申
上
候

一
、
私
札
旦
那
松
田
嘉
次
郎
様
、
当
冬
御
切
米
御
渡
り
高
之
内
ニ
而
、
私
方
江
可
奉
請
取
御

年
賦
御
済
方
之
分
、
御
窺
之
上
引
取
、
仕
切
勘
定
相
立
可
申
旨
、
冨
津
登
（「
之
」脱
カ
）

助
様
被
仰
聞
候
、

右
者
御
定
御
済
方
之
儀
ニ
御
座
候
間
、
御
渡
り
高
之
内
ニ
而
請
取
可
然
奉
存
候
得
共
、
御

窺
之
上
引
取
候
様
〇〇
右
御
方
様

被
仰
聞
候
ニ
付
、
乍
恐
書
付
を
以
御
窺
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
十
月
十
一
日
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

十
月
十
三
日
行
事
之
内
両
人
山
手
御
役
所
江
御
呼
出
シ
御
立
会
ニ
而
被
仰
渡
候
趣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
八

一
、
先
達
而
申
渡
候
外
町
人
共
ゟ
差
加
ヘ
金
八
百
両
、
此
度
申
付
候
、
但
し
午
年
十
月
上
納

限
金
主
ヘ
御
下
ケ
被
遊
候
旨
、
被
仰
渡
候

　
　
　
　
御
会
所
金
拝
借
証
文
之
御
事

　
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
文
字
金
也

右
者
私
共
惣
札
旦
那
方
江
御
用
立
候
ニ
付
、
御
会
所
金
御
願
申
上
、
書
面
之
通
只
今
慥
ニ
請

取
奉
拝
借
候
処
実
正
ニ
御
座
候
、然
ル
上
者
、来
辰
二
月
御
借
米
渡
り
之
節
、金
壱
両
ニ
付
壱
ヶ

月
銀
六
分
宛
之
利
足
を
加
ヘ
、
元
利
共
急
度
御
返
納
可
仕
候
、
尤
札
旦
那
方
御
当
用
証
文
之

儀
者
相
揃
、
一
所
ニ
差
上
可
申
候
、
為
後
日
仲
間
一
同
連
印
を
以
証
文
差
上
申
処
仍
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
城
屋
町

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
十
月
何
日
　
　
　
　
　
　
八
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
平
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緑
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町
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渡
之
節
、
御
蔵
方
御
役
所
ゟ
御
渡
可
被
下
旨
御
証
文
受
取
、
其
砌
右
之
段
御
披
露
奉
申
上

候
、
然
ル
処
右
私
御
蔵
宿
相
勤
罷
在
候
内
、
穴
山
町
勘
左
衛
門
ゟ
金
拾
弐
両
、
愛
宕
町
勘

左
衛
門
ゟ
金
六
両
弐
分
、
右
御
方
様
御
借
用
被
遊
候
ニ
付
、
私
引
請
加
印
仕
候
、
右
御
返

金
之
儀
者
当
春
迄
ニ
御
済
し
被
遊
候
御
約
速
（
束
）ニ

御
座
候
処
、
御
返
金
相
滞
候
ニ
付
、
私
方

江
数
度
及
掛
合
候
間
、
其
段
右
御
方
様
江
申
上
候
所
、
此
節
被
仰
聞
候
者
、
私
方
御
年
賦
金

江
右
両
人
ゟ
御
借
用
金
之
分
を
結
ひ
、
御
高
百
俵
ニ
付
壱
ヶ
年
元
金
三
両
済
并
壱
割
弐
分

之
利
足
相
添
、
御
蔵
方
御
役
所
ゟ
私
江
御
渡
可
被
下
間
、
右
両
人
方
江
割
合
相
渡
候
様
被

仰
聞
候
ニ
付
、
右
之
者
共
方
江
私
及
掛
合
候
趣
意
者
、
私
方
御
年
賦
金
之
儀
者
、
当
卯
年
ゟ

十
ヶ
年
賦
ニ
去
寅
十
二
月
御
定
被
遊
候
儀
故
、
両
人
御
用
立
金
之
分
皆
済
迄
者
私
方
者
十
ヶ

年
賦
之
積
り
ニ
請
取
、
右
両
人
御
年
賦
皆
済
之
上
、
私
方
江
者
百
俵
三
両
済
ニ
請
取
可
申
、

左
候
得
者
、
右
両
人
御
用
立
金
者
四
ヶ
年
余
ニ
者
皆
済
ニ
相
成
候
間
、
右
之
割
合
ニ
而
承
知

い
た
し
相
済
し
候
様
申
候
処
、
穴
山
町
勘
左
衛
門
儀
者
得
心
仕
候
得
共
、
愛
宕
町
勘
左
衛

門
儀
者
何
分
承
知
不
仕
候
ニ
付
、
其
段
山
下
与
惣
兵
衛
様
江
も
申
上
候
処
、
右
御
方
様
被

仰
聞
候
者
、
左
候
ハ
ヽ
百
俵
三
両
済
之
積
り
を
以
御
蔵
方
御
役
所
ゟ
私
方
へ
請
取
、
穴
山

町
勘
左
衛
門
方
江
者
割
渡
し
、
愛
宕
町
勘
左
衛
門
江割〻
者合〻
之
分
者
、
私
方
江
預
り
置
可
申
旨
被

仰
聞
候
、
依
之
当
冬
御
切
米
ゟ
百
俵
三
両
済
之
積
り
を
以
、
御
蔵
方
御
役
所
ゟ
私
方
へ
奉

請
取
候
、
去
寅
十
二
月
御
披
露
奉
申
上
候
御
年
賦
割
合
与
相
違
仕
候
ニ
付
、
乍
恐
右
之
段

御
披
露
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
十
月
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竪
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所
　
　
　
八
日
町
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
一
日
右
御
披
露
書
上
ル

　
　
　
　
請
取
申
冬
御
切
米
之
事

　
高
弐
百
俵
之
内

　
　
米
合
百
俵
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
三
斗
五
升
入

　
　
　
　
外
　
五
拾
俵
者
　
　
当
春

五
拾
俵
者
　
　
当
夏
　
　
　
為
御
借
米
嘉
次
郎
請
取
申
候

右
是
者
大
久
保
遠
江
守
支
配
松
田
嘉
次
郎
儀
、
御
吟
味
之
儀
有
之
、
於
江
戸
表
、
揚
座
鋪
江

被
遣
候
ニ
付
、
同
人
御
切
米
相
支
配
拙
者
印
形
ニ
而
請
取
候
積
、
御
勘
定
所
添
状
を
以
、
当

卯
冬
為
御
切
米
請
取
申
所
実
正
也
、
仍
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
遠
江
守
支
配

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
津
登
（「
之
」脱
カ
）

助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
仁
右
衛
門
殿

表
書
之
冬
御
切
米
可
有
御
渡
候
、
断
者
本
文
有
之
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
遠
江
守

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、
当
冬
御
切
米
渡
　
御
親
子
様
ニ
而
、
御
金
七
拾
五
両
と
御
米
凡
百
俵
程
相
渡
り
候
内
、

当
五
月
御
当
用
金
元
利
斗
私
方
江
奉
請
取
、
御
年
賦
済
と
札
差
口
銭
之
分
者
来
春
御
高
引

当
、
御
当
用
金
之
内
ニ
而
奉
請
取
候
様
被
仰
付
候
所
、
左
候
而
者
、
当
五
月
奉
請
取
候
御
証

文
御
文
言
通
り
ニ
相
違
仕
、
難
儀
至
極
仕
候
ニ
付
、
御
証
文
通
り
御
渡
り
高
之
内
ニ
而
、

御
年
賦
済
元
利
・
札
さ
し
口
銭
と
も
ニ
奉
請
取
、
全
ク
返
上
ニ
相
成
候
丈
ケ
、
御
米
ニ
而

35



－ 61 －

　
明
晦
日
、
右
御
方
様
御
臨
時
金
拝
借
御
願
奉
申
上
度
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
卯
九
月
晦廿〻
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
七

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

「（
朱
書
）

九
月
廿
八
日
八
日
町
御
会
所
ニ
而
被
仰
渡
候

松
田
嘉
次
郎
様
当
冬
御
切
米
之
儀
、
御
吟
味
中
之
事
故
、
冨
津
登
之
助
様
御
印
形
を
以
御

切
米
御
請
取
被
成
候
段
、
依
之
御
用
向
無
滞
御
用
立
候
様
被
仰
渡
候

　
　
　
　
　
　
　
　
永（永
楽
屋
久
右
衛
門
）

久
御
会
所
江
御
礼
申
上
候
由	

」

　
見
越
貸
御
証
文
下
書

　
　
　
　
借
用
申
金
子
之
事

不
用

「（
全
文
抹
消
）

　
合
何
両
者
　
　
　
　
　
　
　
　
但
文
字
金
也

　
右
者
勝
手
向
取
続
入
用
不
足
ニ
付
、
御
下
金
会
所
ゟ
其
方
拝
借
金
之
内
用
立
給
、
慥
ニ
請

取
借
用
申
処
実
正
也
、
返
金
之
儀
者
、
来
辰
五
月
御
借
米
後
当
用
金
之
内
ニ
而
書
面
之
金

子
元
利
共
不
残
引
取
可
被
申
候
、
為
後
日
証
文
仍
如
件

　
　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
何
月	

」

十
月
四
日

　
一
、
八
日
町
御
会
所
ゟ
被
仰
渡
候
、
小
野
藤
右
衛
門
様
よ
り
大
津
屋
久
米
右
衛
門
宛
名
ニ

而
、
去
ル
五
月
請
取
候
御
証
文
写
差
出
候
様
被
仰
渡
候
、
則
相
認
、
月
番
七
郎
兵
衛
持

参
候
事

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

　
一
、
私
札
旦
那
佐
々
井
兵
次
郎
様
ゟ
元
蔵
宿
大
黒
屋
長
蔵
方
江
御
返
金
可
被
遊
金
子
、
私

預
り
置
申
候
所
、
右
金
子
御
封
金
ニ
被
成
、
私
へ
御
渡
し
可
被
遊
旨
被
仰
聞
候
ニ
付
、

金
子
差
上
候
処
、
右
金
子
何
分
御
渡
不
被
遊
、
迷
惑
至
極
仕
候
ニ
付
、
不
顧
恐
を
、
無

是
悲
（
非
）右

之
段
、
当
七
月
廿
一
日
書
付
を
以
奉
願
上
候
処
、
昨
三
日
右
金
子
佐
々
井
兵
次

郎
様
ゟ
私
ヘ
御
渡
し
被
遊
、
則
元
宿
長
蔵
親
類
一
蓮
寺
地
内
町
彦
右
衛
門
方
ヘ
相
渡
し

相
済
申
候
、
依
之
当
七
月
廿
一
日
奉
差
上
候
願
書
、
何
卒
御
下
ケ
被
下
置
候
様
奉
願
上

候
、
誠
御
威
光
を
以
、
右
之
通
相
済
御
仕
法
通
り
相
立
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
十
月
四
日
上
ル
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竪
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
披
露
奉
申
上
候

一
、
山
下
与
惣
兵
衛
様
御
蔵
宿
、
去
寅
十
二
月
迄
私
相
勤
罷
在
候
所
、
御
相
対
を
以
御
蔵
宿

相
離
、
私
御
用
立
金
御
済
方
之
儀
者
、
当
卯
年
ゟ
十
ヶ
年
賦
之
積
り
を
以
、
三
季
御
切
米
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明
廿
六
日
右
御
方
様
御
臨
時
金
拝
借
御
願
奉
申
上
度
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚
町

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
九
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
元
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
右
衛
門

　
　
廿
六
日
御
会
所
延
引
ニ
付
、
此
書
付
下
ル
、
尤
来
ル
晦
日
之
積
り
被
仰
付
候
事

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
披
露
奉
申
上
候

一
、
久
保
田
源
右
衛
門
様
御
蔵
宿
是
迄
私
相
勤
罷
在
候
所
、
此
度
御
相
対
を
以
御
蔵
宿
御
離

し
被
遊
候
、
依
之
乍
恐
右
之
段
書
付
を
以
御
披
露
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
九
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
元
七

　
　
　
　
　
　
伊
勢
主
馬
助
様

　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
披
露
奉
申
上
候

一
、
久
保
田
源
兵
衛
様

一
、
久
保
田
源
右
衛
門
様

右
御
方
様
御
蔵
宿
是
迄
私
相
勤
罷
有
候
所
、
此
度
御
相
対
を
以
御
蔵
宿
御
離
し
被
遊
候
、
右

御
両
人
様
共
ニ
御
用
立
金
一
切
無
御
座
候
、
右
之
段
乍
恐
書
付
を
以
御
披
露
奉
申
上
候
、
以

上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
九
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
魚
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
七

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
窺
奉
申
上
候

一
、
御
小
普
請
之
御
方
様
、
当
卯
二
月
御
残
金
御
済
方
御
相
対
相
済
候
御
方
様
茂
有
之
、
亦

者
去
寅
十
月
迄
之
御
残
金
多
分
故
、当
二
月
御
残
金
之
分
別
段
ニ
御
済
方
御
附
被
遊
候
而
者
、

御
暮
方
御
差
支
ニ
茂
相
成
候
旨
被
仰
聞
、
今
以
御
済
方
御
定
メ
不
被
下
候
御
方
様
茂
御
座

候
、
右
者
御
暮
方
御
差
支
ニ
茂
不
相
成
候
様
御
済
方
奉
請
取
度
奉
存
候
得
共
、
御
相
対
ニ
而

者
御
定
難
被
下
段
被
仰
聞
候
御
方
様
茂
御
座
候
、
依
之
乍
恐
御
窺
奉
申
上
候
、
何
卒
可
相

成
御
儀
ニ
御
座
候
ハ
ヽ
、
御
下
知
被
成
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
九
月
廿
九
日
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
七

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
覚

一
、
金
弐
拾
両
　
　
　
愛
知
鉄
之
助
様

　
右
御
方
様
御
分
、
当
月
朔
日
奉
拝
借
候
御
臨
時
金
三
拾
両
、
明
晦
日
上
納
仕
、
同
日
右
弐

拾
両
御
臨
時
金
拝
借
御
願
奉
申
上
度
候
、
以
上
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沢
梶
五
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、此
度
御
破
損
御
入
用
金
拾
両
御
臨
時
金
、御
会
所
ゟ
拝
借
仕
、御
用
立
候
様
被
仰
付
候
処
、

　
御
屋
敷
様
御
儀
者
元
宿
御
残
金
多
分
ニ
而
、
御
仕
法
通
り
御
渡
被
遊
候
而
者
御
暮
方
御
差

支
ニ
相
成
候
旨
被
仰
聞
候
ニ
付
、
先
達
而
御
窺
之
上
、
元
宿
御
年
賦
減
少
仕
候
程
之
御
儀

ニ
御
座
候
得
者
、
右
御
破
損
御
入
用
金
拾
両
御
会
所
ゟ
拝
借
仕
御
用
立
候
而
者
、
猶
亦
御
済

方
多
分
ニ
相
成
候
ニ
付
、
此
度
御
入
用
之
儀
者
御
請
難
仕
奉
存
候
、
右
之
趣
書
付
を
以
申

上
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
乍
恐
如
此
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿
会
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
代

　
　
　
　
卯
九
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
兵
衛

　
　
　
　
小
幡
次
郎
蔵
様

　
　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
窺
奉
申
上
候

一
、札
旦
那
様
方
御
用
立
方
之
儀
、十
月
ゟ
来
二
月
迄
之
間
、弐
百
俵
取
之
御
方
様
江
拾
五
俵
、

春
御
借
米
高
見
越
御
用
立
、
二
月
ゟ
五
月
迄
之
間
五
俵
、
夏
御
借
米
高
見
越
御
用
立
、
合

而
弐
拾
俵
見
越
御
用
立
之
分
、
冬
御
切
米
高
ニ
而
引
取
可
申
旨
、
当
四
月
御
仕
法
被
　
仰

出
奉
畏
候
、
右
ニ
付
、
乍
恐
此
度
仲
間
一
同
御
窺
奉
申
上
候
趣
意
ハ
、
平
生
札
旦
那
様
方

三
季
御
当
用
御
証
文
金
之
分
、
不
残
一
所
ニ
御
請
取
被
遊
候
御
方
様
過
半
御
座
候
ニ
付
、

自
然
与
御
遣
ひ
込
ニ
相
成
、
向
御
高
渡
り
後
、
御
当
用
金
之
内
取
越
等
被
仰
付
候
御
方
様

茂
有
之
、
甚
難
渋
仕
候
、
尤
三
季
御
貸
替
之
節
、
可
成
丈
ケ
御
雑
用
御
飯
米
等
者
追
々
差

上
候
様
仕
度
旨
、
種
々
御
掛
合
申
上
候
得
共
、
御
聞
済
無
御
座
候
御
方
様
江
者
、
御
当
用

御
証
文
金
之
儀
ニ
御
座
候
間
、
達
而
御
預
り
可
申
旨
難
申
上
、
任
御
意
不
残
差
上
候
御
方

様
茂
有
之
、
右
之
通
御
遣
ひ
込
ニ
茂
相
成
申
候
、
依
之
十
月
ゟ
二
月
迄
之
見
越
拾
五
俵
者

十
二
月
下
旬
ゟ
御
用
立
、
二
月
ゟ
五
月
迄
之
見
越
者
四
月
よ
り
御
用
立
候
様
仕
度
奉
存
候
、

左
候
得
者
御
遣
ひ
込
ニ
茂
不
相
成
、
御
暮
方
御
差
支
茂
御
座
有
間
敷
と
奉
存
候
間
、
右
之
通

御
用
立
可
然
哉
ニ
奉
存
候
、
依
之
御
窺
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚
町

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
九
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
八
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
七

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
右
御
下
知

　
　
　
尤
成
願
ニ
候
間
、
預
り
置
候

　
　
　
　
右
九
月
廿
三
日
八
日
町
御
会
所
ゟ
被
仰
渡
候

　「（
朱
書
）

�

九
月
廿
八
日
御
下
知
、
見
越
貸
之
事
者
当
用
証
文
不
残
相
揃
、
御
会
所
江
納
候
後
、
貸
出

し
可
申
旨
被
仰
渡
候	

」

　
　
　
　
　
覚

（
印
「
写
」）
一
、
金
弐
拾
両
　
　
　
愛
知
鉄
之
助
様

　
右
御
方
様
御
分
当
月
朔
日
奉
拝
借
候
御
臨
時
金
三
拾
両
、
明
廿
六
日
上
納
仕
、
同
日
右
弐

拾
両
御
臨
時
金
拝
借
御
願
奉
申
上
度
候
、
以
上

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
両
　
　
　
山
崎
又
次
郎
様
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之
通
願
書
御
下
ケ
被
下
置
候
ニ
付
、
右
冨
五
郎
様
御
取
斗
之
程
窺
罷
在
候
、
然
ル
処
此
度

森
川
新
兵
衛
様
御
方
ニ
臨
時
御
入
用
出
来
仕
候
ニ
付
、
金
七
両
御
用
立
候
様
、
右
冨
五
郎

様
ゟ
被
仰
付
候
、
前
書
奉
申
上
候
通
、
右
新
兵
衛
様
御
儀
、
中
々
御
蔵
宿
難
相
勤
奉
存
候

ニ
付
、
当
四
月
御
願
奉
申
上
候
程
之
御
儀
ニ
御
座
候
間
、
右
御
臨
時
金
御
請
候
儀
、
甚
当

惑
仕
候
、
尤
富
五
郎
様
御
儀
、
当
四
月
一
件
御
取
斗
之
程
者
難
斗
奉
存
候
得
共
、
右
御
臨

時
御
入
用
ニ
付
、
御
会
所
金
奉
拝
借
御
用
立
候
儀
、
私
共
愚
案
ニ
難
決
奉
存
候
、
何
卒
乍

恐
御
下
知
被
成
下
置
候
様
、
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緑
町

　
　
寛
政
七
年
卯
八
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
兵
衛

　
　
御
下
金

　
　
　
御
会
所

　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

一
、
小
野
藤
右
衛
門
様
、
当
五
月
御
当
用
証
文
、
今
以
御
引
替
不
被
下
候

一
、
牛
奥
太
郎
右
衛
門
様
、
当
五
月
御
当
用
証
文
、
今
以
御
渡
し
不
被
下
候

　
右
御
方
様
、
先
達
而
書
付
を
以
奉
願
上
候
通
、
今
以
御
証
文
相
済
不
申
候
、
最
早
御
切
米

渡
ニ
茂
近
寄
申
候
間
、
何
卒
早
速
御
渡
し
被
下
候
様
、
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚
町

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
九
月
四
日
　
　
　
　
　
八
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
七

　
　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
乍（「
以
」脱
）

恐
書
付
奉
申
上
候

一
、
此
度
森
川
新
兵
衛
様
御
臨
時
御
入
用
出
来
仕
候
ニ
付
、
御
　
窺
之
上
御
用
立
候
様
被
仰

聞
候
ニ
付
、
則
御
　
窺
奉
申
上
候
処
、
右
御
方
様
御
蔵
宿
御
免
被
成
下
候
様
、
当
四
月
御

願
差
上
候
処
、　
殿
様
思
召
御
座
候
ニ
付
、
御
願
下
ケ
仕
候
様
被
仰
下
候
節
、
其
段
申
上

御
願
下
ケ
仕
候
而
、
尓
今
　
殿
様
御
取
扱
中
ニ
御
座
候
ニ得〻
付者〻
、
臨
時
御
入
用
年
賦
済
ニ
拝

借
仕
御
用
立
候
儀
者
御
聞
済
無
御
座
候
、
右
之
趣
書
付
を
以
申
上
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、

如
此
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
宿
会
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
代

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
九
月
八
日
　
　
　
　
　
嘉
兵
衛

　
　
　
　
酒
依
冨
五
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、
此
度
（
空
白
マ
マ
）

御
儀
、
庵
原
庄
次
郎
様
江
御
養
子
御
相
談
御
座
候
ニ
付
、
右
御
入
用

金
弐
拾
両
御
臨
時
金
、
御
会
所
ゟ
拝
借
仕
御
用
立
候
様
被
仰
付
候
得
共
、
先
達
而
御
不
幸

御
入
用
金
拾
両
御
用
立
候
上
、
又
候
此
度
御
入
用
ニ
付
、
御
臨
時
金
御
会
所
ゟ
二
重
ニ
拝

借
仕
御
用
立
候
儀
者
御
請
難
仕
旨
奉
申
上
候
処
、
右
之
趣
書
付
を
以
申
上
候
様
被
仰
付
候

ニ
付
、
乍
恐
如
此
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿
会
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
代

　
　
　
　
卯
九
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
兵
衛
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又
候
御
窺
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚
町

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
八
月
十
一
日
　
　
　
　
元
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
青
沼
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
兵
衛

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

一
、
八
月
十
三
日
諏
訪
紀
十
郎
様
ゟ
御
人
来
ル
、
同
日
手
代
嘉
兵
衛
参
上
仕
候
処
、
此
度
江

戸
出
府
御
入
用
十
ケ
年
賦
ニ
借
用
し
度
旨
申
聞
候
ニ
付
、
其
段
其
方
ゟ
窺
書
差
出
し
候
所
、

未
タ
御
下
知
無
之
由
差
懸
り
候
儀
ニ
候
間
、
先
ツ
五
ケ
年
賦
ニ
て
か
り
請
候
積
り
ニ
可
致

旨
被
仰
聞
候
、
依
之
其
段
八
日
町
御
会
所
へ
御
届
申
上
候

一
、
八
月
十
四
日
行
事
平
兵
衛
参
上
仕
候
様
、
柳
町
御
会
所
ゟ
御
書
付
を
以
被
仰
付
候
ニ
付
、

参
上
仕
候
所
、
此
度
江
戸
表
江
囚
人
被
遣
候
ニ
付
、
右
入
用
御
割
合
被
遊
候
迄
金
拾
両
御

用
立
候
様
被
仰
付
候
、
則
御
請
仕
同
日
金
子
差
上
申
候

「（
全
文
抹
消
）

　
　
　
　
覚

一
、
先
達
而
私
被
召
呼
候
節
、
会
所
手
代
嘉
兵
衛
翌
日
差
上
可
申
旨
申
上
候
処
、
右
嘉
兵
衛

無
拠
故
障
之
儀
御
座
候
ニ
付
、
翌
々
日
参
上
仕
候
処
延
引
ニ
罷
成
候
段
、
蒙
御
察
斗
、
依

之
菊
屋
幸
助
代
太
兵
衛
を
以
御
詫
申
上
候
処
、
早
速
御
聞
済
被
成
下
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、

右
之
趣
書
付
差
上
候
様
被
仰
聞
候
ニ
付
、
如
此
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
八
月
十
八
日
　
　
　
　
　
大
黒
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八

　
　
　
　
　
福
井
小
三
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様	

」

　
　
　
　
　
覚

一
、先
達
而
私
病
気
故
、仲
間
之
内
壱
人
差
上
候
様
被
仰
聞
候
間
、差
上
可
申
段
御
答
仕
候
処
、

右
之
者
差
上
候
儀
延
引
ニ
相
成
候
ニ
付
、
私
取
斗
不
届（マ
マ
）行候
段
、
蒙
御
察
斗
奉
恐
入
候
、

右
ニ
付
菊
屋
幸
助
代
太
兵
衛
を
以
御
詫
申
上
候
処
、
早
速
御（「聞
」脱
カ
）

済
被
成
下
、
難
有
仕
合
ニ
奉

存
候
、
右
之
趣
書
付
差
上
候
様
被
仰
聞
候
ニ
付
、
如
此
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
寛
政
七
年
卯
八
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
黒
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八

　
　
　
　
福
井
小
三
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
八
月
廿
四七〻
日
、
酒
依
冨
五
郎
様
ゟ
森
川
新
兵
衛
様
御
用
ニ
付
、
高
原
田
屋
藤
兵
衛
并
仲
間

之
内
同
道
ニ
て
参
上
仕
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
藤
兵
衛
代
文
七
并
夷
や
半
六
参
上
仕
候
所
、

此
度
右
新
兵
衛
様
御
女
中
変
死
ニ
付
、
右
御
入
用
金
七
両
御
用
立
候
様
被
仰
付
候
、
右
御

返
事
相
談
相
決
不
申
候
ニ
付
、
延
引
致
し
罷
有
候
所
、
同
月
廿
九
日
夜
夷（以

下
空
白
）

や
半
六
方
へ
酒

依
若
殿
様
御
代
、
右
金
子
之
内
三
両
、
急
々
差
上
候
様
被
仰
聞
候
ニ
付

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
窺
奉
申
上
候

一
、
森
川
新
兵
衛
様
御
儀
、
当
四
月
御
掛
合
之
儀
ニ
付
、
種
々
御
難
渋
被
仰
聞
、
中
々
御
蔵

宿
難
相
勤
奉
存
候
ニ
付
、
右
御
方
様
御
蔵
宿
之
儀
、
仲
間
共
一
同
御
高
免
被
成
下
置
候
様
、

書
付
を
以
奉
願
上
処（「
候
」脱
カ
）

、
右
ニ
付
酒
依
冨
五
郎
様
御
儀
、
当
十
月
迄
ニ
御
取
斗
被
遊
候
思
召

御
座
候
由
ニ
付
、
右
御
願
下
ケ
仕
候
様
、
達
而
被
仰
聞
候
ニ
付
、
其
段
奉
願
上
候
処
、
願

40



－ 56 －

一
、
金
拾
六
両
壱
分
余
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
断

　
右
之
通
御
済
方
御
座
候
、
尤
此
度
御
入
用
金
年
済
ニ
御
用
立
候
得
者
、
夫
だ
け
御
済
方
相

嵩
申
候
、
依
之
右
御
済
方
乍
恐
奉
入
御
高
覧
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
卯
八
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚
町
元
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七〻
左〻
衛〻
門〻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
兵
衛

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
森
川
様
上
ル
御
返
書
之
写

　
昨
日
者
御
書
被
成
下
難
有
奉
拝
見
候
、
然
者
於
江
戸
表
御
不
幸
御
座
候
□
（
趣
カ
）、
右
御
入
用
金

御
掛
合
之
儀
ニ
付
参
上
仕
候
様
被
仰
下
候
処
、
御
屋
敷
様
御
用
向
之
儀
ハ
酒
依
冨
五
郎
様

御
掛
合
中
之
儀
ニ
御
座
候
間
、
御
直
談
者
難
申
上
奉
存
候
、
依
之
私
共
参
上
之
儀
、
何
分

御
高
免
被
遊
可
被
下
候
、
右
之
段
宜
敷
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上

　
　
八
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
田
屋

　
　
　
森
川
新
兵
衛
様
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
服
部
角
左
衛
門
様
御
済
方
書
付
指
上
候
扣

　
　
　
　
覚

一
、
金
壱
両
壱
分
　
　
　
　
　
　
八
ヶ
年
賦

　
　
　
　
九
匁
三
分
七
り
六六〻
毛
　
　
　
卯
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
残
り

一
、
金
四
両
三
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
屋

　
　
　
　
四
匁
壱
分
七
り
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「（貼
紙
）
御
年
賦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卯
五
月
引
残
り
　
」

　
右
者
服
部
角
左
衛
門
様
御
分
如
此
御
座
候

　
　
　
卯
八
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
会
所

　
　
　
酒
井
文
五
郎
様
　
　
　
　
　
　
　
手
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
兵
衛

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
窺
奉
申
上
候

一
、
諏
訪
紀
十
郎
様
、
此
度
江
戸
表
御
出
府
御
入
用
金
之
儀
ニ
付
、
昨
十
日
御
窺
書
奉
差
上

候
処
、
右
御
方
様
被
仰
付
通
り
、
金
三
拾
両
三
ヶ
年
賦
ニ
な
り
と
も
五
ヶ
年
賦
ニ
な
り
と

も
御
用
立
、
尤
御
用
立
金
御
不
用
之
分
御
帰
府
之
節
請
取
、
其
節
御
証
文
仕
直
候
様
御
下

知
被
成
下
置
難
有
奉
存
候
、
依
之
右
之
趣
を
以
御
懸
合
申
上
候
処
、
私
方
御
残
金
多
分
御

座
候
ニ
付
、
十
ヶ
年
賦
ニ
御
用
立
候
様
被
仰
聞
候
、
手
代
嘉
兵
衛
申
上
候
ハ
、
御
臨
時
金

之
儀
者
三
ヶ
年
賦
・
五
ヶ
年
賦
ニ
御
用
立
可
申
旨
先
達
而
被
仰
渡
候
御
儀
、
殊
ニ
昨
日
御

窺
申
候
節
も
、
三
ヶ
年
賦
ニ
な
り
と
も
、
五
ヶ
年
賦
ニ
成
と
も
、
御
用
立
候
様
被
仰
付
候

御
儀
ニ
御
座
候
間
、
十
ヶ
年
賦
ニ
御
用
立
候
儀
者
御
免
被
成
下
候
様
申
上
候
処
、
左
候
ハ
ヽ

右
十
ヶ
年
賦
之
儀
御
窺
申
上
候
様
被
仰
聞
候
得
共
、
昨
日
御
下
知
被
成
下
候
儀
も
御
座
候

得
者
、
何
分
其
儀
者
御
免
被
成
下
候
様
申
上
候
所
、
御
聞
済
無
御
座
、
右
之
段
御
窺
申
上

候
共
、
又
者
其
儀
も
難
相
成
候
ハ
ヽ
、
其
段
仲
間
共
廿
三
人
連
印
を
以
書
付
差
上
候
共
可

仕
旨
被
仰
付
候
、
都
而
御
臨
時
御
入
用
之
儀
者
、
先
達
而
被
仰
付
候
通
り
三（「ケ
」脱
カ
）

年
賦
・
五
ヶ
年

賦
ニ
限
り
候
様
仕
度
奉
存
候
故
、
種
々
御
断
申
上
候
得
共
、
右
之
趣
故
不
顧
恐
を
無
是
悲
（
非
）
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寛
政
七
年
卯
八
月
二
日
　
　
　
　
忠
右
衛
門
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
兵
衛

　
　
　
山
本
与
次
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

去
年
中
夷
屋
平
左
衛
門
改
名
之
節
御
披
露
手
札
之
写

　
私
儀
此
度
平
左
衛
門
与
改
名
仕
候
ニ
付
、
此
段
乍
恐
御
披
露
申
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
兵
衛
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夷
屋
平
左
衛
門

　
此
通
り
之
手
札
、
御
代
官
・
御
蔵
御
立
会
・
御
組
頭
・
与
力
衆
四
人

　
〆
拾
弐
枚

　
私
儀
此
度
平
左
衛
門
と
改
名
仕
候
ニ
付
、
此
段
御
届
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
彦
兵
衛
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夷
屋
平
左
衛
門

　
此
通
手
札
、
御
蔵
方
上
役
下
役
六
人
江
、
〆
拾
八
人

一
、
此
度
井
戸
屋
七
左
衛
門
儀
改
名
致
し
候
ニ
付
、
右
之
振
合
ニ
相
認
メ
、
御
役
人
中
様
へ

相
廻
り
候
事

　
　
　
　
卯
八
月
八
日

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
窺
奉
申
上
候

一
、諏
訪
紀
十
郎
様
・
愛
知
鉄
之
助
様
御
儀
、御
用
ニ
付
此
度
江
戸
表
ヘ
御
出
府
被
遊
候
ニ
付
、

右
御
入
用
金
御
壱
軒
様
金
三
拾
両
宛
御
用
立
候
様
被
仰
付
候
、
尤
右
金
高
程
御
入
用
ニ
茂

御
座
有
間
敷
思
召
ニ
御
座
候
得
共
、
御
用
先
之
御
儀
ニ
御
座
候
間
、
御
用
立
金
共
ニ
右
之

通
御
用
立
候
様
被
仰
付
候
、
依
之
私
共
愚
案
仕
候
処
、
前
書
之
通
御
用
先
之
御
儀
ニ
御
座

候
得
者
、
御
用
立
金
之
儀
者
難
斗
奉
存
候
得
共
、
右
御
両
所
様
共
御
蔵
宿
御
済
方
多
分
御

座
候
上
、
此
度
御
入
用
金
右
被
仰
付
候
通
、
御
会
所
金
拝
借
仕
御
用
立
候
而
者
、
御
済
方

相
嵩
、
以
来
御
暮
方
御
差
支
ニ
茂
相
成
可
申
与
奉
存
候
、
殊
ニ
此
上
御
臨
時
之
程
茂
難
斗
奉

存
候
、
乍
併
此
度
御
大
切
成
御
用
向
ニ
而
御
出
府
被
遊
候
御
入
用
之
儀
ニ
御
座
候
得
者
、

何
程
斗
御
用
立
可
然
哉
、
私
共
愚
案
ニ
難
決
奉
存
候
ニ
付
、
乍
恐
書
付
を
以
御
窺
奉
申
上

候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
八
月
十
日
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚
町
元
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七〻
左〻
衛〻
門〻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
青
沼
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
兵
衛

　
　
　
　「（
朱
書
）
同
日
右
御
下
知

三
拾
両
ニ
て
ハ
多
分
之
様
ニ
も
被
存
候
へ
と
も
、
用
立
金
共
ニ
と
申
事
故
、
三

拾
両
貸
渡
し
、
帰
国
之
節
右
用
立
金
之
分
受
取
、
其
節
証
文
仕
直
し
可
申
候	

」

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
覚

諏
訪
紀
十
郎
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
戸
屋
元
七

一
、
金
弐
拾
四
両
弐
分
余
　
　
　
　
　
　
七〻
左〻
衛〻
門〻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
年
分
御
済
方

愛
知
鉄
之
助
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
文
字
屋
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平
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
平
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
右
衛
門

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
覚

（
印
「
写
」）
一
、
金
八
両
　
　
　
団
吉
太
郎
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
弐
両
　
　
庄
駒
之
進
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
両
　
　
　
小
笠
原
伊
左
衛
門
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
五
両
　
　
酒
依
冨
五
郎
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
両
　
　
　
賀
茂
宮
助
之
進
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
五
両
　
　
河
村
七
郎
右
衛
門
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
両
　
　
　
間
宮
宗
七
郎
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
両
　
　
　
山
岡
源
左
衛
門
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
両
　
　
　
沢
梶
五
郎
様

　
〆
金
百
両

来
ル
八
月
二
日
、
右
御
方
様
方
御
臨
時
金
拝
借
御
願
奉
申
上
度
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
卯
七
月
廿
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

一
、
去
ル
丑
夏
花
井
吉
蔵
様
御
儀
、
鈴
木
八
郎
右
衛
門
様
御
世
話
を
以
若
松
屋
弁
助
方
ゟ
金

五
両
御
借
用
被
遊
候
ニ
付
、
私
御
引
請
加
印
仕
候
、
然
ル
処
其
後
御
返
金
相
滞
候
ニ
付
、

度
々
御
催
促
申
上
候
得
共
、
彼
是
被
仰
聞
、
今
以
御
済
不
被
下
候
ニ
付
、
右
鈴
木
八
郎
右

衛
門
様
ゟ
私
方
江
度
々
御
催
促
ニ
て
甚
迷
惑
至
極
仕
候
、
依
之
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候
、

何
卒
右
金
子
花
井
吉
蔵
様
ゟ
早
速
御
返
金
被
下
、
乍
恐
私
御
請
合
之
印
形
相
立
候
様
奉
願

上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
ゝ
屋

43



－ 53 －

　
　
　
御
下
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

一
、
坂
部
仁
蔵
様
御
蔵
宿
大
津
屋
久
米
右
衛
門
儀
、
当
五
月
廿
七
日
御
蔵
宿
御
免
被
　
仰
付
、

右
代
り
蔵
宿
未
タ
不
被
　
仰
付
以
前
、
五
月
月
番
宛
名
ニ
而
御
当
用
証
文
受
取
置
申
候
、

然
処
先
月
四
日
右
代
り
蔵
宿
被
　
仰
付
候
三
人
之
内
、
和
泉
屋
庄
三
郎
儀
右
御
方
様
御
蔵

宿
御
引
請
仕
、
其
節
御
披
露
奉
申
上
候
、
依
之
右
月
番
宛
名
ニ
而
受
取
置
候
御
証
文
、
当

宿
庄
三
郎
宛
名
之
御
証
文
ニ
御
引
替
被
下
候
様
、
右
御
方
様
江
申
上
候
処
、
元
宿
久
米
右

衛
門
方
御
済
方
之
儀
者
、
御
相
対
を
以
御
済
し
可
被
成
思
召
ニ
付
、
元
宿
御
済
方
之
儀
、

御
証
文
文
段
ニ
相
除
キ
候
様
被
仰
聞
候
ニ
付
、
私
共
申
上
候
ハ
、
元
宿
江
之
御
済
方
当
宿

江
受
取
済
し
候
儀
者
、御
仕
法
通
之
儀
ニ
御
座
候
間
、御
文
段
ニ
相
除
キ
候
儀
者
難
仕
旨
呉
々

申
上
候
へ
と
も
御
聞
済
無
御
座
、
兎
角
元
宿
御
済
方
之
儀
者
御
相
対
ニ
而
御
済
し
可
被
成

思
召
ゆ
へ
、
御
証
文
ニ
御
書
加
江
被
遊
候
義
ハ
御
不
承
知
之
趣
被
仰
聞
、
迷
惑
至
極
仕
候
、

依
之
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候
、
何
卒
前
書
之
通
り
元
宿
御
済
方
之
儀
御
書
加
江
、
当
宿

庄
三
郎
宛
名
之
御
証
文
ニ
御
引
替
被
下
候
様
奉
願
上
候
、
左
候
へ
ハ
元
宿
江
之
御
済
方
当

宿
庄
三
郎
方
ゟ
相
渡
候
ニ
付
、
御
仕
法
通
相
立
難
有
仕
合
ニ
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
寛
政
七
年
卯
七
月
廿
四
日
上
ル
　
　
　
　
　
幸
助

　
　
　
御
下
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
柳
町

　
　
　
　
　
御
会
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　�

御
証
文
御
引
替
相
済
候
ニ
付
、
其
段
八
月
十
四
日
御
会
所
へ
御
届
申

上
候

　
　
　
　
差
上
申
証
文
之
御
事

一
、
金
弐
百
廿
六
両
　
　
　
　
　
　
井
戸
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
七

一
、
金
四
百
両
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
兵
衛

一
、
金
弐
百
拾
四
両
　
　
　
　
　
　
高
原
田
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門

一
、
金
百
七
拾
両
　
　
　
　
　
　
　
井
筒
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
右
衛
門

一
、
金
弐
百
九
拾
両
　
　
　
　
　
　
二
文
字
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

一
、
金
四
百
五
拾
両
　
　
　
　
　
　
永
楽
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

一
、
金
八
拾
両
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
助

一
、
金
四
百
壱
両
　
　
　
　
　
　
　
丸
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
十
郎

一
、
金
九
百
九
拾
六
両
　
　
　
　
　
き
く
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
助

　
〆
　
金
三
千
弐
百
廿
七
両

右
者
此
度
仲
間
一
同
連
印
を
以
奉
拝
借
候
御
会
所
金
之
内
、
手
廻
り
か
ね
候
ニ
付
、
右
之
者

共
奉
拝
借
候
処
実
正
ニ
御
座
候
、
然
上
者
当
卯
十
月
御
切
米
渡
之
節
、
金
壱
両
ニ
付
壱
ヶ
月

銀
六
分
ツ
ヽ
之
利
足
を
加
江
、
元
利
共
急
度
可
奉
上
納
候
、
万
一
拝
借
人
相
滞
候
ハ
ヽ
仲
間

共
一
同
割
合
御
弁
納
可
仕
候
、
其
節
少
も
相
違
仕
間
敷
候
、
為
後
日
証
文
差
上
申
候
所
仍
如

件　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚
町

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
六
月
　
　
　
　
　
元
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
兵
衛
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一
、
私
札
旦
那
牛
奥
太
郎
右
衛
門
様
江
当
五
月
御
借
米
後
御
当
用
金
之
内
、
拾
壱
両
余
御
用

立
候
処
、
御
当
用
証
文
御
渡
し
不
被
下
候
ニ
付
、
何
卒
右
御
証
文
御
渡
し
被
下
候
様
奉
申

上
候
処
、
右
御
方
様
被
仰
聞
候
者
、
元
宿
丸
屋
伝
十
郎
方
御
済
方
御
仕
法
通
り
御
渡
被
下

候
而
ハ
、
御
暮
方
御
差
支
ニ
相
成
候
趣
被
仰
聞
、
右
御
証
文
何
分
御
渡
し
不
被
下
甚
難
渋

仕
候
、
右
伝
十
郎
方
御
済
方
、
凡
壱
ヶ
年
ニ
元
利
ニ
而
九
両
程
宛
之
御
済
方
ニ
御
座
候
、

殊
ニ
年
増
少
々
宛
減
シ
申
候
得
者
、
御
暮
方
御
差
支
ニ
相
成
候
程
之
儀
ニ
者
御
座
有
間
敷

と
奉
存
候
得
共
、
右
躰
御
差
支
之
趣
被
仰
聞
、
今
以
御
証
文
御
渡
し
不
被
下
候
、
依
之
乍

恐
御
願
奉
申
上
候
、
何
卒
右
御
当
用
証
文
早
速
御
渡
し
被
下
候
様
被
成
下
置
候
ハ
ヽ
、
難

有
仕
合
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
青
沼
町

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
七
月
十
八
日
上
ル
　
　
清
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
町

　
　
　
　
御
下
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八

　
　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

一
、
私
札
旦
那
佐
々
井
兵
次
郎
様
ゟ
元
蔵
宿
大
黒
屋
長
蔵
方
江
御
返
金
可
被
遊
金
子
、
私
預

り
置
申
候
処
、
右
御
方
様
被
仰
聞
候
者
、
御
会
所
江
御
届
ケ
申
上
、
右
金
子
御
屋
敷
江
差
上

候
様
被
仰
聞
候
ニ
付
、
先
月
書
付
を
以
御
窺
奉
申
上
候
処
、
元
宿
江
之
御
済
方
当
宿
江
請

取
済
シ
候
儀
者
御
仕
法
通
り
之
儀
ニ
付
、
奉
窺
候
ニ
不
及
候
旨
、
御
下
知
被
成
置
候
ニ
付
、

其
段
右
御
屋
敷
江
申
上
御
断
奉
申
上
候
、
然
処
当
月
十
三
日
、
右
御
方
様
ゟ
被
仰
下
候
者
、

右
金
子
之
儀
、
思
召
御
座
候
ニ
付
御
改
メ
被
成
、
纔
五
七
日
之
内
な
り
と
も
御
封
金
ニ
被

成
、
私
江
御
預
ケ
可
被
遊
旨
被
仰
聞
候
ニ
付
、
私
持
参
可
仕
処
、
其
節
私
病
気
ニ
付
、
仲

間
共
之
内
菊
屋
幸
助
代
太
兵
衛
、
私
為
名
代
則
金
五
両
弐
分
・
銀
弐
分
壱
厘
持
参
仕
、
御

目
通
り
仕
、
右
金
子
差
上
申
候
処
、
其
御
席
ニ
而
直
々
御
封
金
ニ
被
遊
、
其
上
ニ
而
被
仰

聞
候
者
、
此
節
弁
助
不
快
ニ
候
ハ
ヽ
、
快
気
次
第
可
参
候
、
其
節
右
金
子
可
相
渡
ス
と
被

仰
聞
候
ニ
付
、
右
太
兵
衛
申
上
候
者
、
御
封
金
ニ
被
成
、
直
ニ
御
預
ケ
可
被
遊
旨
被
仰
聞

候
ニ
付
、持
参
仕
候
金
子
之
儀
ニ
御
座
候
間
、右
金
子
者
直
ニ
御
渡
し
被
下
候
様
申
上
候
処
、

い
つ
れ
弁
助
快
気
い
た
し
参
り
候
節
な
ら
で
ハ
相
渡
候
儀
不
相
成
と
被
仰
聞
候
ニ
付
、
せ

ひ
な
く
金
子
御
請
取
不
申
罷
帰
り
申
候
、
然
ル
処
私
儀
快
気
仕
候
ニ
付
、
当
月
十
八
日
・

廿
日
両
度
右
御
屋
敷
江
参
上
仕
、
先
達
而
太
兵
衛
へ
被
仰
聞
候
通
り
、
右
金
子
私
へ
御
渡

し
御
預
ケ
被
下
候
様
奉
申
上
候
処
、
又
々
右
御
方
様
被
仰
聞
候
者
、
元
蔵
宿
長
蔵
儀
去
々

丑
年
御
用
立
金
之
儀
ニ
付
、御
約
速
（
束
）違

之
儀
有
之
由
被
仰
聞
、或
は
此
間
之
御
下
知
之
趣
者
、

当
年
之
御
仕
法
ニ
而
、
御
改
正
之
節
ゟ
之
御
仕
法
ニ
者
有
之
間
敷
候〻
、
左
候
得
者
長
蔵
方
之

儀
者
去
寅
年
之
事
故
、
当
年
之
御
仕
法
と
は
ち
が
ひ
可
申
抔
彼
是
被
仰
聞
、
右
金
子
何
分

御
渡
し
不
被
遊
候
、
前
書
之
通
当
月
十
三
日
御
人
を
以
被
仰
下
候
者
、
私
不
快
ニ
候
ハ
ヽ

名
代
の
も
の
金
子
持
参
可
致
候
、
其
席
ニ
而
直
ニ
封
金
ニ
い
た
し
、
其
も
の
へ
金
子
可
相

渡
と
被
仰
下
候
ニ
付
、
金
子
為
持
差
上
申
候
処
不
寄
存
、
右
躰
彼
是
被
仰
聞
、
金
子
御
渡

し
不
被
下
候
儀
、
何
と
も
絶
言
語
可
申
上
様
無
御
座
、
迷
惑
至
極
仕
候
、
依
之
乍
恐
書
付

を
以
奉
願
上
候
、
何
卒
右
之
趣
被
為
　
聞
召
分
ケ
、
右
金
子
私
へ
御
渡
し
被
下
置
、
私
方

ゟ
元
蔵
宿
長
蔵
方
へ
相
渡
し
候
様
仕
度
奉
願
上
候
、
右
願
之
通
被
成
下
置
候
得
者
御
仕
法

通
り
相
立
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竪
町

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
七
月
廿
一
日
上
ル
　
　
　
願
人
　
弁
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
月
番
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
柳
町
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ゟ
差
上
候
義
、
何
分
御
高
免
被
遊
可
被
下
候
、
当
十
月
迄
ニ
酒
依
冨
五
郎
様
御
取
斗
被
遊
候

思
召
御
座
候
由
ニ
付
、
先
達
而
御
願
下
ケ
仕
候
御
儀
ニ
御
座
候
間
、
御
屋
敷
様
ゟ
被
仰
下
候

御
儀
、
不
依
何
事
御
屋
敷
様
へ
直
々
御
答
之
儀
難
申
上
奉
存
候
、
依
之
此
間
之
御
ヶ
条
書
、

則
奉
返
上
候
、
右
之
趣
可
然
様
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
屋

　
　
　
　
七
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
幸
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
こ
く
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八

　
　
　
　
森
川
新
兵
衛
様

　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
井
戸
屋
元
七
忰
七
左
衛
門
、
以
来
御
蔵
宿
相
勤
候
段
、
御
披
露
書
左
之
通

私
父
元
七
儀
病
気
差
重
り
候
ニ
付
、以
来
御
蔵
宿
私
相
勤
申
度
旨
、御
披
露
奉
申
上
候
処
、「（挿
入
）

当

月
二
日
」
御
聞
済
被
成
下
候
、
此
段
乍
恐
御
披
露
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
戸
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
兵
衛

右
之
通
口
上
書
相
認
持
参

　
　
　
御
組
頭
様
四
軒
　
　
印
鑑
共
ニ
上
ル

　
　
　
御
立
合
様
弐
軒

　
　
　
御
目
附
様
十
四
軒

　
　
　
御
代
官
様

　
　
　
御
蔵
手
代
衆
六
人

　
　
　
御
与
力
方
四
軒

　
　
　
　
〆
三
十
一
軒

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

一
、
小
野
藤
右
衛
門
様
御
蔵
宿
大
津
屋
久
米
右
衛
門
相
勤
罷
在
候
処
、
当
五
月
廿
七
日
右
久

米
右
衛
門
御
蔵
宿
御
免
、
代
り
蔵
宿
被
仰
付
候
三
人
之
内
、
井
筒
屋
喜
右
衛
門
儀
右
御
方

様
御
蔵
宿
御
引
請
仕
、
其
段
先
達
而
御
披
露
奉
申
上
候
、
右
ニ
付
当
五
月
大
津
屋
久
米
右

衛
門
宛
名
を
以
請
取
候
御
当
用
証
文
、
当
宿
喜
右
衛
門
宛
名
之
御
証
文
ニ
御
引
替
被
下
候

様
奉
申
上
候
処
、
右
御
方
様
被
仰
聞
候
者
、
以
来
御
蔵
宿
不
被
仰
付
、
御
直
差
ニ
被
遊
候

旨
被
仰
聞
候
ニ
付
、
左
候
ハ
ヽ
右
久
米
右
衛
門
宛
名
之
御
証
文
ニ
而
御
用
立
候
御
当
用
金
、

此
度
御
返
金
被
成
下
候
共
、
又
者
右
之
通
喜
右
衛
門
宛
名
之
御
証
文
ニ
御
引
替
被
下
、
十

月
御
切
米
後
ゟ
御
直
差
ニ
被
遊
候
儀
者
思
召
次
第
被
成
下
候
様
奉
申
上
候
処
、
此
儀
ニ
而

思
召
御
座
候
ニ
付
、
右
金
子
当
時
御
返
金
被
下
候
儀
茂
不
相
成
、
当
宿
喜
右
衛
門
宛
名
之

御
証
文
ニ
御
引
替
被
下
候
儀
茂
不
相
成
候
旨
被
仰
聞
甚
難
渋
仕
候
、
依
之
右
金
子
此
度
御

返
金
難
被
下
候
ハ
ヽ
、
前
書
之
通
喜
右
衛
門
宛
名
之
御
証
文
ニ
而
御
引
替
被
下
、
当
十
月

御
切
米
後
ゟ
御
差
（
マ
マ
）直ニ
被
遊
候
儀
ニ
而
思
召
被
成
下
候
様
仕
度
奉
存
候
、
乍
恐
右
之
趣
被

為
　
聞
召
分
、
願
之
通
被
成
下
置
候
ハ
ヽ
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
七
月
廿
四
日
上
ル
　
　
柳
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八

　
　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

46



－ 50 －

ニ
付
、
札
差
料
会
所
ニ
而
奉
請
取
候
筋
無
御
座
候
間
、
御
返
上
仕
候
様
申
聞
候
間
、
則
冨

五
郎
様
江
御
返
上
仕
候
所
、
冨
五
郎
様
被
仰
聞
候
者
、
会
所
ニ
而
請
取
不
申
候
ハ
ヽ
、
何
レ

取
扱
方
付
候
迄
、
其
方
預
り
置
候
様
被
仰
聞
候
ニ
付
、
私
奉
預
り
置
候
、
右
書
付
を
以
申

上
候
様
、
被
仰
付
候
ニ
付
、
乍
恐
如
此
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
筒
屋

　
　
　
　
卯
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
兵
衛

　
　
森
川
新
兵
衛
様

　
　
　
　
御
用
人
中
様

「（
全
文
抹
消
）

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、
此
度
松
田
嘉
次
郎
様
、
御
飯
米
御
雑
用
之
儀
、
久
保
田
源
兵
衛
様
御
加
印
を
以
御
用
立

候
様
被
仰
付
候
節
者
、
御
断
申
上
、
従
　
御
支
配
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
御
請
仕
候
段
、
蒙

御
察
斗
奉
恐
入
候
、
然
処
右
御
断
申
上
候
趣
意
者
、
此
節
御
慎
中
之
松
田
嘉
次
郎
様
ニ
御

座
候
得
者
、
金
子
御
用
立
候
儀
、
御
会
所
江
御
願
難
申
上
奉
存
候
而
御
断
奉
申
上
候
処
、
右

御
会
所
江
私
被
召
呼
、
松
田
嘉
次
郎
様
此
度
御
飯
米
御
雑
用
之
儀
、
外
々
様
御
同
様
、
御

当
用
御
証
文
を
以
、
無
心
置
御
用
立
候
様
ニ
被
仰
付
候
ニ
付
御
請
仕
候
、
右
之
段
書
付
を

以
申
上
候
様
被
仰
聞
候
ニ
付
、
乍
恐
如
此
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
楽
屋

　
　
　
　
卯
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
冨
津
登
之
助
様

　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様	
」

「（
全
文
抹
消
）

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、
此
度
松
田
嘉
次
郎
様
御
飯
米
御
雑
用
之
儀
、
殿
様
御
加
印
を
以
御
用
立
候
様
被
仰
付
候

節
者
、
御
断
申
上
、
従
（
平
出
）

御
支
配
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
御
請
仕
候
段
、
蒙
御
察
斗
奉
恐

入
候
、
○
然
ル
処
右
御
断
申
上
候
趣
意
者
、
此
節
御
慎
中
之
松
田
嘉
次
郎
様
ニ
御
座
候
得

共者〻
、
金
子
御
用
立
之
儀
、
御
会
所
へ
御
願
難
申
上
奉
存
候
而
御
断
奉
申
上
候
処
、
右
御
会

所
江
私
被
召
呼
、
松
田
嘉
次
郎
様
此
度
御
飯
米
御
雑
用
之
儀
、
外
々
様
御
同
様
御
当
用
証

文
請
取
、
無
心
置
御
用
立
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
御
請
仕
候
、
○
其
節
御
屋
敷
様
へ
一
応

奉
申
上
、
其
上
ニ
而
御
請
可
仕
処
、
無
其
儀
御
請
仕
候
儀
、
心
得
違
不
調
法
至
極
奉
存
候

得
者
、
其
段
御
高
免
被
成
下
候
様
奉
願
上
候
、
右
之
趣
書
付
を
以
奉
申
上
候
様
被
仰
付
候

ニ
付
、
乍
恐
如
此
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
楽
屋

　
　
　
　
卯
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
久
保
田
源
兵
衛
様

　
　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様	

」

　
　
森
川
新
兵
衛
様
ゟ
御
ヶ
条
書
を
以
書
付
差
上
候
様
被〻
仰〻
付〻
候〻
、
右
ヶ
条
書
之
写

　
　
　
　
覚

一
、
札
差
料
月
番
江
取
置
、
藤
兵
衛
方
へ
相
渡
不
申
訳
合

一
、
御
借
米
後
、
我
等
方
ニ
而
懸
合
可
致
之
旨
、
酒
依
氏
江
相
届
、
度
々
其
趣
申
遣
候
へ
と
も
、

不
承
知
之
趣
、
猶
又
申
付
候
所
、
十
月
迄
ハ
懸
合
等
我
等
直
段
（
談
）致
間
敷
趣
之
由
之
訳
合

一
、
当
御
借
米
酒
依
氏
家
来
御
蔵
物
へ
被
差
出
受
取
、
御
下
金
勘
定
致
候
所
、
札
差
料
遣
候

へ
と
も
、
我
等
蔵
宿
一
向
不
存
と
申
義
、
如
何
之
儀
ニ
御
座
候
や
、
此
訳
合

一
、
先
日
も
申
附
候
所
、
是
迄
借
金
片
付
以
後
、
蔵
宿
我
等
方
へ
罷
越
候
而
、
相
談
等
用
向

相
勤
申
候
哉
、
又
ハ
勤
り
不
申
哉
之
訳
合

　
右
今
日
中
ニ
早
々
印
形
書
付
を
以
可
申
聞
候

　
　
　�
右
之
通
御
ヶ
条
書
き
く
屋
太
兵
衛
へ
御
渡
被
成
候
ニ
付
、
手
紙
を
以
右
御
返
事
申
上

候
、
左
之
通

益
御
機
嫌
能
被
遊
御
座
奉（「存
」脱
カ
）

恐
悦
候
、
然
ハ
此
間
御
ヶ
条
書
を
以
被
仰
聞
候
書
付
之
儀
、
私
共

47



－ 49 －

置
候
様
」
御
断
奉
申
上
候
処
、
右
之
段
書
付
を
以
奉
申
上
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
如
此
御

座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
楽
や

　
　
　
　
卯
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
庵
原
庄
次
郎
様

　
　
　
　
加
藤
冨
十
郎
様

　
　
　
　
磯
部
元
右
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

七
月
十
日
、
右
御
三
人
様
ゟ
久
右
衛
門
被
召
呼
、
右
前
文
之
趣
被
仰
付
被
下
候
処
、
御
断
申

上
候
ニ
付
、
書
付
を
以
申
上
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
右
之
通
書
付
差
上
申
候

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、
松
田
嘉
次
郎
様
御
取
続
為
御
入
用
、
御
用
立
金
被
仰
付
候
得
共
、
右
御
方
様
御
儀
者
、

去
十
月
御
切
米
後
、
庵
原
庄
次
郎
様
御
対
談
を
以
、
御
蔵
宿
御
離
被
遊
、
其
節
御
残
金
四

拾
両
余
御
座
候
所
江
、
壱
ヶ
年
ニ
米
弐
拾
五
俵
ツ
ヽ
御
済
方
ニ
御
極
メ
被
遊
、
其
後
一
向

御
用
相
達
不
申
候
得
共
、
故
障
之
義
御
座
候
ニ
付
、
未
タ
御
届
者
不
仕
候
、
然
所
、
此
度

無
拠
御
入
用
御
座
候
由
、
右
ニ
付
金
子
之
義
被
仰
付
候
得
共
、
右
之
義
故
幾
重
ニ
も
御
高

免
被
下
置
候
様
、
御
断
奉
申
上
候
処
、
右
之
段
書
付
を
以
奉
申
上
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、

如
此
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
楽
屋

　
　
　
　
卯
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
庵
原
庄
次
郎
様

　
　
　
　
加
藤
冨
十
郎
様

　
　
　
　
磯
部
元
右
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

一
、
七
月
十
二
日
、
柳
町
御
会
所
江
平
兵
衛
被
召
呼
、
被
仰
渡
候
ハ
、
穴
山
町
久
米
右
衛
門

引
請
、
親
類
井
筒
屋
元
次
郎
方
江
掛
合
、
右
久
米
右
衛
門
拝
借
之
御
会
所
金
為
相
納
候
様

可
仕
段
被
仰
渡
候
、
尤
右
之
段
元
次
郎
方
へ
も
申
渡
置
候
と
被
仰
候
、
且
又
久
米
右
衛
門

方
へ
も
掛
合
可
然
節
茂
有
之
候
ハ
ヽ
、
勝
手
次
第
罷
越
相
談
申
候
様
被
仰
渡
候
、
尤
久
米

右
衛
門
儀
当
時
御
咎
中
故
、
罷
越
候
ハ
ヽ
穴
山
町
名
主
方
へ
相
届
ケ
候
様
可
仕
段
、
尤
名

主
方
へ
も
右
之
段
申
渡
し
置
候
と
被
仰
渡
候

一
、
同
日
井
筒
屋
元
次
郎
殿
■〻
被
参
候
様
会
所
ゟ
手
紙
遣
候
所
、
代
庄
兵
衛
殿
被
参
、
右
之

段
か
け
合
、
盆
後
ニ
者
早
速
被
相
納
候
様
申
渡
候

「（
全
文
抹
消
）

　
　
　
　
覚

一
、
先
達
而
御
会
所
江
御
願
申
上
候
案
書
、
奉
入
御
覧
候
様
被
仰
聞
候
得
共
、
此
儀
者
其
節
酒

依
冨
五
郎
様
御
声
掛
り
ニ
而
御
願
下
ケ
仕
候
儀
ニ
御
座
候
得
者
、
奉
入
御
覧
候
儀
者
、
何
分

御
高
免
被
遊
可
被
下
候
段
申
上
候
所
、
其
段
書
付
を
以
申
上
候
様
被
仰
聞
候
ニ
付
、
如
此

ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
卯
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
森
川
新
兵
衛
様
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様
　
　
　
　
　
幸
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八	

」

　
　
　
　
覚

一
、
当
五
月
御
屋
敷
様
御
蔵
渡
り
之
節
、
札
差
料
之
儀（
平
出
）酒

依
冨
五
郎
様
ゟ
私
江
御
渡
し

被
遊
候
ニ
付
、
会
所
江
持
参
仕
候
所
、
此
度
之
儀
者
、
冨
五
郎
様
御
人
ニ
而
御
請
取
被
遊
候
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候
事
故
、
其
方
ニ
而
違
変
い
た
し
減
少
い
た
し
候
事
不
相
分
候
、
右
拾
五
両
御
会
所
江
願

出
有
無
、
相
願
与
力
誰
・
同
心
誰
・
町
年
寄
誰
・
両
替
た
れ
、
右
之
者
共
何
と
申
候
や
、

御
会
所
何
レ
相
窺
、
其
上
返
答
可
致
候
ニ
而
者
、
其
方
ニ
而
何
程
ニ
い
た
し
不
幸
入
用
相
定

候
事
相
分
り
不
申
候
、
拾
五
両
出
来
不
申
候
ハ
ヽ
、
書
付
下
書
遣
し
可
申
候
間
、
其
通
書

付
差
出
し
可
申
旨
被
仰
下
候
、
御
下
書
別
紙
ニ
有
、
但
写

　
御
答
、
右
書
付
之
趣
差
上
申
候
義
奉
恐
入
候
ニ
付
、
罷
帰
り
一
同
相
談
可
仕
旨
奉
申
上
候
、

罷
帰
り

四
日
、
御
手
紙
度
々
被
下
候
、
吉
右
衛
門
・
八
郎
兵
衛
・
嘉
兵
衛
右
三
人
参
上
可
仕
旨
被
仰

下
候
ニ
付
、
吉
右
衛
門
代
豊
次
郎
・
八
郎
兵
衛
・
嘉
兵
衛
三
人
、
八
ツ
時
参
上
仕
候

　
　
佐
々
木
四
郎
兵
衛
様

　
　
岡
部
民
五
郎
様
　
　
　
　
御
立
合
、
被
仰
聞
候
者
、

　
昨
日
申
付
候
通
り
拾
五
両
御
用
立
可
申
候
旨
種
々
被
仰
聞
候
得
共
、
御
答
出
来
不
仕
書
付

之
義
も
御
請
不
仕
奉
申
上
候
処
、先
差
扣
江
罷
在
へ
く
旨
被
仰
付
、佐
々
木
様
御
立
被
遊
候
、

夜
五
ツ
比
迄
差
扣
江
罷
在
候
処
、

　
　
御
目
付

　
　
　
花
井
吉
蔵
様

　
　
　
沢
梶
五
郎
様
　
　
　
　
御
立
合
、
被
　
仰
聞
候

　
　
　
佐
々
木
四
郎
兵
衛
様

　
臨
時
入
用
拾
五
両
申
付
候
処
、
な
せ
用
立
不
申
候
や

　
　
　
　�

八
郎
兵
衛
御
答
、
是
迄
外
々
様
三
両
又
者
七
両
位
イ
御
不
幸
御
入
用
御
用
立
申
候
、

殊
ニ
御
隠
居
様
之
御
義
御
座
候
間
、
拾
両
な
ら
て
者
難
御
用
立
段
奉
申
上
候

　
八
郎
兵
衛
申
候
事
一
向
相
分
り
不
申
、
七
両
ト
申
候
者
何
者
か
申
出
し
候
事
ニ
候
や
、
行

事
共
申
候
事
や
、
亦
々
会
所
ニ
而
与
力
同
心
共
申
候
や
、
何
ヶ
之
訳
候
や
、
御
答
可
申
旨

被
仰
下
候

　
　
　
　
御
答

　
　
　
　�

右
七
両
之
義
者
前
書
之
通
外
々
様
御
入
用
ニ
応
し
御
用
立
申
候
、
仲
間
共
一
同
ニ

而
奉
申
上
候
御
義
ニ
御
座
候

　
其
訳
ニ
而
者
一
向
相
訳
り
不
申
候
、
七
両
ニ
而
何
葬
礼
入
用
等
出
来
い
た
し
候
や
、
算
用
い

た
し
候
様
算
盤
御
出
し
被
成

　
　
　
　
覚

（
印
「
写
」）
一
、
金
五
両
　
　
石
野
太
郎
兵
衛
様
（
印
「
合
」）

（
印
「
写
」）
一
、
金
五
両
　
　
植
村
鉄
蔵
様
（
印
「
合
」）

（
印
「
写
」）
一
、
金
五
両
　
　
江
原
兵
左
衛
門
様
（
印
「
合
」）

（
印
「
写
」）
一
、
金
五
両
　
　
満
田
左
十
郎
様
（
印
「
合
」）

（
印
「
写
」）
一
、
金
五
両
　
　
武
田
斧
之
助
様
（
印
「
合
」）

　
〆
金
弐
拾
五
両

　
　
　
　「（朱
書
）
出
入
帳
合
」

　
明
八
日
、
右
御
方
様
御
臨
時
金
奉
拝
借
度
、
御
願
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
卯
七
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
幸
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
御
下
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、
松
田
嘉
次
郎
様
御
取
続
為
御
入
用
、
御
用
立
金
被
仰
付
候
得
共
、
右
御
方
様
御
義
者
、

先去
十
月
御
切
米
後
、

〻
達〻
而〻
庵
原
庄
次
郎
様
御
対
談
を
以
、
御
蔵
宿
御
離
申
候
得
者
、「（挿
入
）

ニ
付
、
其
節
ゟ
一
向
御

用
相
達
不
申
候
、
別
而
此
節
△
」
△
御
取
続
御
用
立
之
義
者
、
幾
重
ニ
も
「（挿
入
）

御
高
免
被
下
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付
差
上
候
様
被
仰
聞
候
ニ
付
、
書
付
差
上
候
儀
者
御
免
被
成
下
候
様
奉
申
上
候
得
共
、
御

聞
済
無
御
座
候
ニ
付
、
則
書
付
相
認
メ
差
上
申
候
、
然
処
私
方
ゟ
差
上
候
書
付
之
趣
、
御

意
ニ
入
不
申
由
被
仰
聞
、
御
案
書
被
成
下
候
ニ
付
拝
見
仕
候
処
、
中
々
御
案
書
之
通
り
相

認
メ
印
形
仕
難
差
上
御
儀
ニ
奉
存
候
ニ
付
、
何
分
御
免
被
成
下
候
様
奉
申
上
候
得
共
、
御

聞
済
無
御
座
、
御
案
書
へ
直
ニ
印
形
仕
可
差
上
旨
、
御
威
光
を
以
種
々
御
難
渋
被
仰
聞
、

奉
恐
入
、
無
是
悲
（
非
）右

御
案
書
へ
印
形
仕
差
上
申
候
、
先
達
而
仲
間
共
之
内
、
右
躰
之
趣
ニ

て
無
拠
書
付
差
上
候
儀
有
之
、
蒙
御
咎
、
一
同
奉
恐
入
罷
在
候
ニ
付
、
右
御
方
様
如
何
様

之
儀
被
仰
聞
候
と
も
、
不
承
知
之
御
案
書
へ
印
形
仕
差
上
候
儀
者
、
幾
重
ニ
も
御
断
可
奉

申
上
御
儀
ニ
相
心
得
罷
在
候
得
共
、
私
儀
事
馴
不
申
候
者
ニ
御
座
候
間
、
種
々
御
難
渋
被

仰
聞
候
ニ
付
、
不
奉
得
止
事
、
誠
ニ
御
威
光
ニ
奉
恐
入
、
無
是
悲
（
非
）右
之
通
り
印
形
仕
差
上

申
候
、
此
上
御
咎
之
程
何
共
奉
恐
入
候
得
共
、
右
躰
之
仕
合
ニ
て
無
拠
書
付
差
上
候
ニ
付
、

乍
恐
右
之
趣
書
付
を
以
奉
申
上
候
、
則
右
御
方
様
へ
差
上
候
御
案
書
之
写
、
別
紙
相
認
奉

入
御
　
高
覧
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
青
沼
町

　
　
　
　
寛
政
七
年
卯
七
月
四
日
　
　
　
清
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煩
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
　
御
会
所

七
月
朔
日
山
岡
源
左
衛
門
様
ゟ
御
人
被
下
、
吉
右
衛
門
并
手
代
召
連
参
上
仕
候
様
被
仰
下
候
、

吉
右
衛
門
代
豊
次
郎
・
手
代
嘉
兵
衛
早
則
（
刻
）参

上
仕
候
、
岡
部
民
五
郎
様
被
仰
付
候
者
、
御
隠

居
様
御
不
幸
ニ
付
、
金
拾
五
両
臨
時
御
入
用
御
用
立
可
申
旨
被
仰
下
候
処
、
御
不
幸
御
入
用

是
迄
外
様
振
合
ニ
応
し
申
候
而
者
、
金
七
両
御
用
立
可
申
候
、
先
達
而
金
三
両
御
病
気
御
入
用

ニ
被
仰
聞
候
ニ
付
、
金
拾
両
御
用
立
可
申
旨
御
請
仕
候
処
、
拾
五
両
入
用
ニ
少
々
も
相
減
し

申
か
た
く
候
ニ
付
、
罷
帰
り
相
談
仕
候
而
、
拾
五
両
用
立
可
申
旨
、
且
金
三
両
急
々
入
用
ニ

候
間
、
直
ニ
為
持
遣
し
呉
候
様
被
仰
下
候
ニ
付
、
先
金
三
両
為
持
差
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
△
右
金
拾
五
両
出
来
不
仕
候
ハ
ヽ
、
書
付
明
日
持
参
可
仕
旨
被
仰
下
候

二
日
、
嘉
兵
衛
書
付
持
参
上
候
、
印
形
な
し

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、
此
度
御
不
幸
御
入
用
金
拾
五
両
御
用
立
可
申
旨
被
仰
付
候
処
、
外
々
様
御
振
合
ニ
応
し
、

金
拾
両
御
用
立
可
申
候
段
奉
申
上
候
処
、
右
之
外
出
来
不
仕
候
ハ
ヽ
、
其
段
書
付
差
上
可

申
旨
被
仰
付
候
ニ
付
、
乍
恐
如
此
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
所
手
代

　
　
　
　
卯
七
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
左
七
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
兵
衛

　
　
　
　
山
岡
源
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

右
之
通
書
付
持
参
仕
候
処
、
此
分
ニ
而
者
相
済
不
申
候
ニ
付
、
明
日
合
斎
（
マ
マ
）佐

々
木
四
郎
兵
衛

ヲ
呼
置
可
申
候
間
、
仲
間
内
行
事
召
連
参
上
可
仕
旨
被
仰
付
候
、
罷
帰
候

三
日
、
行
事
八
郎
兵
衛
・
嘉
兵
衛
両
人
ニ
而
参
上
仕
候
処
、

　
　
岡
部
民
五
郎
様
　
　

　
　
佐
々
木
四
郎
兵
衛
様
　
御
立
合

　
被
　
仰
付
候
拾
五
両
臨
時
入
用
之
事
、
被
　
仰
渡
候
通
り
此
方
三
百
俵
高
之
内
ニ
而
御
付
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御
用
人
中
様

　
私
父
元
七
儀
病
身
ニ
罷
成
、
御
蔵
宿
難
相
勤
候
ニ
付
、
以
来
私
ニ
為
相
勤
申
度
旨
、
御
会

所
江
御
披
露
奉
申
上
候
所
、
御
聞
済
被
成
下
置
候
、
依
之
右
為
御
披
露
ニ〻
私
参
上
可
仕
処
、

元
七
儀
今
日
病
気
差
重
り
候
ニ
付
、
乍
恐
代
を
以
御
披
露
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
戸
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
七
忰

　
　
　
　
七
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
七
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
兵
衛

　
　
ヶ
様
ニ
相
認
札
旦
那
江
代
太
兵
衛
参
上

七
月
二
日
、
元
七
儀
大
病
ニ
付
、
蔵
宿
忰
七
左
衛
門
ニ
為
相
勤
申
度
候
段
、
御
町
年
寄
所
ま

て
御
披
露
申
上
候
所
、
早
速
御
聞
済
有
之
、
殊
更
御
賞
美
之
御
詞
被
仰
下
候
、
数
年
来
実
躰

ニ
相
勤
、
別
而
仲
間
共
世
話
等
出
情
（
精
）い
た
し
候
段
、
神
妙
ニ
被
思
召
候
よ
し
被
仰
下
候
事

　
　
右
御
礼
ト
し
て

両
御
頭
様
并
御
会
所
へ
参
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
伝
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
平
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
司
　
　
平
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
次
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煩
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
兵
衛

　
　
　
　
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
喜
太
郎
様

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
両

　
　
三
宅
作
右左〻
衛
門
様
（
印
「
合
」）

（
印
「
写
」）
一
、
（
合
点
）金
拾
両
　
　
山
田
安
之
助
様
（
印
「
合
」）

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
両
　
　
桜
井
幸
助
様
（
印
「
合
」）

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
両
　
　
湯
川
弥
惣
次
様
（
印
「
合
」）

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
両
　
　
佐
々
木
四
郎
兵
衛
様
（
印
「
合
」）

（
印
「
写
」）
一
、
金
弐
拾
両
　
坪
内
新
太
郎
様

坪
内
新
蔵
様

（
印
「
合
」）

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
両
　
　
中
村
平
蔵
様
（
印
「
合
」）

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
両
　
　
浦
野
権
九
郎
様
（
印
「
合
」）

（
印
「
写
」）
一
、
金
拾
両
　
　
中
川
千
蔵
様
（
印
「
合
」）

　
〆
金
百
両

　
　「（朱
書
）

出
入
帳
合
」

明
五
日
、
右
御
方
様
方
御
臨
時
金
拝
借
御
願
奉
申
上
度
候
、
以
上

　
　
　
　
卯
七
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、
私
札
旦
那
牛
奥
太
郎
右
衛
門
様
御
儀
、
私
度
々
被
召
呼
、
御
暮
方
之
儀
種
々
御
懸
合
御

座
候
処
、
御
請
難
仕
御
儀
ニ
御
座
候
ニ
付
、
御
断
奉
申
上
候
処
、
右
御
断
申
上
候
趣
、
書
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「（
表
紙
）

寛
政
七
年
卯
六
月

　
会
所
日
記

　
　
　
　
　
　
　「
四
（
朱
書
）」　

」

　
　
　
　
差
上
申
書
付
之
事

　
此
度
十
月
迄
御
取
続
御
暮
方
之
儀
、先
達
而
ゟ
段
々
被
仰
付
候
間
、仲
間
共
江
相
談
仕
候
所
、

承
知
不
仕
候
ニ
付
、
奉
御
断
申
上
候
、
御
飯
米
御
雑
用
等
、
其
外
御
用
之
儀
被
仰
付
候
而

も
御
用
立
難
申
上
候
、
右
ニ
付
、
先
達
而
ゟ
申
上
候
儀
共
、
書
面
認
可
奉
申
上
旨
被
仰
付

奉
畏
候
、
則
委
細
ニ
相
認
差
上
申
候

一
、
丸
屋
伝
十
郎
方
御
年
賦
御
済
方
之
儀
、
御
暮
方
御
相
談
出
来
不
申
候
ニ
付
、
御
渡
不
被

遊
候
趣
、
被
仰
付
奉
畏
候
、
右
伝
十
郎
御
年
賦
御
済
方
元
利
、
私
方
江
奉
預
置
候
書
付
差

出
候
様
被
仰
付
候
得
共
、
是
又
右
之
段
仲
間
共
江
申
聞
候
所
、
承
知
不
仕
候
間
、
此
義
御

断
奉
申
上
候
、
尤
相
渡
不
申
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
私
方
江
御
預
り
置
奉
申
候
ニ
相
違
無

御
座
候

一
、
私
病
身
ニ
御
座
候
ニ
付
、
御
用
之
節
者
、
代
井
筒
屋
利
右
衛
門
差
上
、
御
用
向
等
も
相

伺
候
、
私
儀
御
蔵
宿
被
仰
付
候
節
、
病
身
ニ
付
、
御
蔵
宿
難
相
勤
趣
仲
間
江
茂
得
与
申
聞
候

処
、
相
勤
候
様
ニ
仲
間
共
取
斗
ひ
呉
可
申
候
由
ニ
御
座
候
、
右
ニ
付
金
子
仲
間
共
江
差
出

候
様
申
聞
候
間
、
差
出
置
可
申
候
ニ
付
、
諸
事
共
ニ
仲
間
共
承
知
不
仕
候
而
者
御
相
談
合

も
出
来
不
仕
候
、利
右
衛
門
罷
上
（
出
カ
）候
節
、得
与
私
儀
勘
弁
仕
御
請
可
申
上
旨
被
仰
付
候
得
共
、

右
奉
申
上
候
通
仲
間
承
知
不
仕
候
間
、
御
断
奉
申
上
候
、
此
後
御
札
差
不
被
仰
付
候
而
も

一
言
之
申
訳
無
御
座
候
、
壁
（
譬
）此
段
御
支
配
様
へ
被
仰
上
候
而
も
恐
多
者
御
座
候
得
共
、
及

是
悲
（
非
）不
申
儀
奉
存
候
、
為
後
日
一
札
奉
差
上
置
候
、
仍
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
寛
政
七
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
兵
衛

　
　
　
　
卯
六
月
晦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
右
衛
門

　
　
　
　
牛
奥
太
郎
右
衛
門
様
御
内

　
　
　
　
　
　
　
荒
川
藤
右
衛
門
様殿〻

　
　
　
　
覚

一
、
此
度
小
普
請
御
役
金
壱
両
差
出
候
様
被
仰
付
候
所
、
諸
事
御
相
談
合
出
来
不
仕
候
ニ
付
、

奉
書
付
差
上
候
程
之
儀
ニ（「無
」脱
カ
）

御
座
候
間
、
差
出
不
申
御
断
奉
申
上
候
、
右
ニ
付
当
五
月
御
借

米
相
渡
り
候
節
、
丸
屋
伝
十
郎
方
江
御
渡
し
被
遊
御
年
賦
金
元
奉
預
置
候
う
ち
、
御
上
納

金
ニ
奉
差
上
候
様
被
仰
付
候
得
共
、
是
又
御
断
奉
申
上
候
、
縦
御
不
納
ニ
相
成
候
共
、
及

是
非
不
申
候
儀
ニ
奉
存
候
、
右
ニ
付
書
付
指
出
候
様
被
仰
付
奉
畏
候
、
右
奉
申
上
候
通
相

違
無
御
座
候
、
為
後
日
仍
如
件

　
　
寛
政
七
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
　
　
卯
七
月
朔
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代

　
　
　
　
牛
奥
太
郎
右
衛
門
様
御
内
　
　
　
　
利
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
荒
川
藤
右
衛
門
様殿〻

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、
御
不
幸
御
入
用
金
拾
五
両
御
用
立
可
申
旨
可
申
上
候
様
被
仰
付
候
処
、
是
迄
外
々
様
江

御
用
立
申
候
振
合
ニ
応
、
金
拾
両
御
用
立
可
申
旨
申
上
候
所
、
右
之
外
出
来
不
仕
候
ハ
ヽ
、

其
段
書
付
を
以
申
上
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
乍
恐
如
斯
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
卯
七
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
会
所
手
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代

　
　
　
　
山
岡
源
左
衛
門
様
　
　
　
　
　
　
　
嘉
兵
衛
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畑
、
海
老
沼
、
中
野
）

第
二
回
　
二
〇
二
〇
年
六
月
　
遠
隔
開
催
（
六
月
二
〇
日
（
土
）
締
切
）

　
　
　
　
　�

翻
刻
（
堀
内
、
金
子
、
宮
澤
、
小
畑
、
海
老
沼
、
中
野
、
小
林
、
亀
井
、
村
松
）、
検
討
（
小

畑
、
海
老
沼
、
中
野
）

第
三
回
　
二
〇
二
〇
年
八
月
　
遠
隔
開
催
（
八
月
一
八
日
（
火
）
締
切
）

　
　
　
　
　�
翻
刻
（
堀
内
、
金
子
、
宮
澤
、
小
畑
、
海
老
沼
、
中
野
、
小
林
、
亀
井
、
村
松
）、
検
討
（
小

畑
、
海
老
沼
、
中
野
）

第
四
回
　
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
三
日
（
土
）
於
：
山
梨
県
立
博
物
館

　
　
　
　
　
輪
読
（
堀
内
、
金
子
、
宮
澤
、
小
畑
、
海
老
沼
、
中
野
、
亀
井
、
村
松
）

第
五
回
　
二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
九
日
（
土
）
於
：
山
梨
県
立
博
物
館

　
　
　
　
　
翻
刻
案
の
全
体
検
討
（
金
子
、
小
畑
、
海
老
沼
、
中
野
、
村
松
）

第
六
回
　
二
〇
二
一
年
一
月
～
二
月
　
※
随
時
メ
ー
ル
を
用
い
て
意
見
交
換

　
　
　
　
　
紀
要
掲
載
原
稿
の
確
認
、
原
本
校
正

（
３
）�

清
兵
衛
の
屋
号
は
今
回
紹
介
す
る
「
会
所
日
記
四
」
に
は
現
れ
て
こ
な
い
が
、
例
え
ば
「
惣
会
所
発

端
日
記
」
寛
政
七
年
二
月
三
日
、
同
九
日
な
ど
の
記
事
か
ら
確
認
で
き
る
。
他
の
札
差
に
つ
い
て
も

同
様
に
、
こ
れ
ま
で
の
会
所
日
記
か
ら
屋
号
を
特
定
し
た
が
、
煩
雑
に
な
る
の
を
避
け
る
た
め
、
以

下
は
註
記
を
省
略
す
る
。

（
４
）�

前
掲
註
（
１
）「
会
所
日
記
三
」
寛
政
七
年
六
月
条
、
井
筒
屋
清
兵
衛
「
覚
」。

（
５
）�『
山
梨
県
史 

通
史
編
三 

近
世
』（
二
〇
〇
六
年
三
月
）、
一
〇
八
ペ
ー
ジ
。

（
６
）�

前
掲
註
（
１
）「
会
所
日
記
三
」
解
題
、（
二
）・（
三
）。

（
７
）�

た
と
え
ば
、
先
の
清
兵
衛
の
七
月
四
日
「
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候
」
の
直
後
に
は
、
七
月
朔
日
の

記
事
が
続
い
て
い
る
。

　【
凡
例
】

　
史
料
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
本
の
体
裁
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
読
解
の
便
を
考
慮
し
て
、

以
下
の
よ
う
に
改
め
た
。

（
一
）
旧
字
・
俗
字
・
略
字
・
異
体
字
な
ど
の
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

た
だ
し
、
固
有
名
詞
な
ど
、
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
原
本
の

ま
ま
と
し
た
。

（
二
）
変
体
仮
名
は
、原
則
と
し
て
現
行
の
平
仮
名
に
改
め
た
。
た
だ
し
、江
（
え
）、而
（
て
）、

与
（
と
）、
者
（
は
）、
茂
（
も
）、
ゟ
（
よ
り
）、
〆
（
し
め
）
な
ど
、
慣
用
的
に
使

用
さ
れ
、
出
現
頻
度
の
高
い
文
字
に
つ
い
て
は
、
原
本
の
ま
ま
と
し
、
小
活
字
を
用

い
て
示
し
た
。

（
三
）
欠
損
・
虫
損
等
に
よ
り
判
読
し
難
い
場
合
は
、文
字
数
が
推
定
で
き
る
場
合
は
□
□
□
、

文
字
数
が
不
明
な
場
合
は
［
　
　
］
で
示
し
、
傍
注
で
そ
の
旨
を
示
し
た
。

（
四
）
抹
消
・
訂
正
箇
所
に
つ
い
て
は
、
抹
消
の
み
の
場
合
は
左
側
に
〻
〻
〻
で
示
し
、
訂

正
が
あ
る
場
合
は
そ
の
内
容
を
右
側
に
記
し
た
。
ま
た
、
抹
消
箇
所
が
広
範
囲
に
わ

た
る
場
合
は
、
そ
の
文
言
に
「
　
」
を
付
し
、
右
肩
に
傍
注
で
（
抹
消
）
と
示
し
た
。

さ
ら
に
、
抹
消
箇
所
が
判
読
不
能
の
場
合
、
文
字
数
が
推
定
で
き
る
場
合
は
■
■
■

不
明
な
場
合
は

で
示
し
た
。

（
五
）
貼
紙
・
付
札
な
ど
は
、
そ
の
文
言
に
「
　
　
」
を
付
し
、
右
肩
に
傍
注
で
そ
の
旨
を

示
し
た
。

（
六
）
史
料
に
は
、
適
宜
読
点
（
、）
や
並
列
点
（
・
）
を
付
し
た
。

（
七
）
改
行
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
追
い
込
み
と
し
た
。

（
八
）
尊
敬
を
表
す
闕
字
は
、
原
則
と
し
て
残
し
、
一
字
あ
け
と
し
た
。
ま
た
、
平
出
や
文

字
の
脱
落
等
に
お
け
る
空
白
部
分
は
二
字
あ
け
と
し
、
そ
の
旨
を
（
平
出
）、（
空
白

マ
マ
）
等
と
注
記
し
た
。
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で
、
下
金
会
所
に
対
し
て
服
部
へ
の
貸
与
金
額
が
わ
か
ら
な
い
旨
を
示
し
て
い
る
。

　
札
差
仲
間
た
ち
も
言
う
通
り
、
こ
れ
は
高
田
ら
三
名
と
服
部
の
や
り
と
り
で
あ
り
、
札
差

側
に
は
書
類
が
全
く
残
ら
ず
、
借
金
の
よ
う
す
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
い
く
ら
厳

し
く
会
所
の
金
を
管
理
し
、
勤
番
士
た
ち
に
返
済
へ
の
協
力
を
求
め
た
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し

た
帳
簿
外
の
取
引
の
損
失
を
札
差
に
負
わ
せ
ら
れ
て
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
服
部
は

こ
の
指
示
が
勤
番
支
配
か
ら
な
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
実
否
は
不
明
で

あ
る
。

　
さ
き
に
み
た
弁
助
と
穴
山
町
・
愛
宕
町
の
両
勘
左
衛
門
と
の
や
り
取
り
を
踏
ま
え
て
こ
の

件
を
考
え
る
に
、
札
差
か
ら
の
借
金
が
困
難
に
な
っ
た
勤
番
士
た
ち
の
な
か
に
は
、
札
差
以

外
の
商
人
や
ほ
か
の
勤
番
士
な
ど
か
ら
借
金
を
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
借
金
の
あ

り
方
は
、札
差
会
所
の
設
立
や
「
仕
法
」
制
定
以
前
か
ら
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、「
仕

法
」
の
運
用
が
定
着
し
、厳
格
に
な
っ
た
こ
と
で
、札
差
か
ら
の
金
融
が
、勤
番
士
た
ち
に
と
っ

て
あ
る
意
味
使
い
づ
ら
い
存
在
に
な
る
と
、
そ
う
し
た
非
公
式
の
金
融
ル
ー
ト
の
比
重
が
大

き
く
な
る
こ
と
は
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
会
所
日
記
が
札
差
仲
間
た

ち
の
日
記
で
あ
る
と
い
う
史
料
的
性
格
か
ら
、
そ
う
し
た
非
公
式
の
金
融
ル
ー
ト
の
存
在
の

全
体
は
、
こ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
な
い
だ
ろ
う
が
、
い
っ
ぽ
う
で
、
そ
う

し
た
金
融
の
存
在
が
そ
こ
か
し
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
も
、「
会
所
日
記

四
」
の
特
徴
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　「
会
所
日
記
四
」
に
は
、
寛
政
七
年
六
月
晦
日
か
ら
、
一
一
月
一
一
日
頃
ま
で
の
記
録
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
一
〇
月
の
扶
持
米
給
付
を
含
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
内
容
は
非
常
に

豊
富
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
会
所
日
記
は
甲
府
の
札
差
の
目
線
か
ら
、

当
時
の
甲
府
の
よ
う
す
を
探
る
う
え
で
非
常
に
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。
右
に
紹
介
し
た
他

に
も
、
森
川
新
兵
衛
を
め
ぐ
る
一
件
や
、
臨
時
金
の
拝
借
に
際
す
る
用
途
と
金
額
の
関
係
な

ど
、「
会
所
日
記
四
」
で
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。
会
所
や
札
差
仲

間
の
活
動
が
定
着
す
る
な
か
で
、
新
た
な
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し

た
動
向
が
、
一
九
世
紀
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
そ
れ
が
江
戸
な
ど
他
地
域
で
の
状

況
と
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
、
ま
た
関
連
す
る
の
か
、
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と

だ
ろ
う
。

註（
１
）
中
野
賢
治
・
海
老
沼
真
治
・
小
畑
茂
雄
・
小
林
可
奈
・
堀
内
亨
・
宮
澤
富
美
恵
「《
資
料
紹
介
》「
寛

政
六
年
十
一
月
　
惣
会
所
発
端
日
記
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
十
一
屋
野
口
家
資
料
の
う
ち
）」『
山

梨
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
第
一
二
集
』（
二
〇
一
八
年
三
月
。
以
後
「
発
端
日
記
」
と
略
記
）、
中
野

賢
治
・
海
老
沼
真
治
・
小
畑
茂
雄
・
亀
井
大
輔
・
小
林
可
奈
・
堀
内
亨
・
宮
澤
富
美
恵
・
山
本
倫
弘
「《
資

料
紹
介
》「
寛
政
七
年
三
月
　
会
所
日
記
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
十
一
屋
野
口
家
資
料
の
う
ち
）」

『
山
梨
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
第
一
三
集
』（
二
〇
一
九
年
三
月
。
以
後
「
会
所
日
記
二
」
と
略
記
）、

中
野
賢
治
・
海
老
沼
真
治
・
小
畑
茂
雄
・
金
子
誠
司
・
亀
井
大
輔
・
小
林
可
奈
・
堀
内
亨
・
宮
澤
富

美
恵
・
村
松
菖
蒲
・
山
本
倫
弘
「《
資
料
紹
介
》「
寛
政
七
年
五
月
　
会
所
日
記
」（
山
梨
県
立
博
物
館

所
蔵
十
一
屋
野
口
家
資
料
の
う
ち
）」『
山
梨
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
第
一
四
集
』（
二
〇
二
〇
年
三
月
。

以
後
「
会
所
日
記
三
」
と
略
記
）。
以
後
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
資
料
紹
介
を
そ
れ
ぞ
れ
略
称
で
記
し
、

註
記
を
省
略
す
る
。

（
２
）「
発
端
日
記
」・「
会
所
日
記
二
」・「
会
所
日
記
三
」
で
も
触
れ
た
が
、
こ
の
研
究
会
を
「
甲
府
町
方
研

究
会
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
二
か
月
に
一
度
程
度
、
山
梨
県
立
博
物
館
に
集
ま
っ
て
研
究

会
を
実
施
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
拡
大
を
う
け
、
二
〇
二
〇
年
四
月

か
ら
八
月
ま
で
は
遠
隔
開
催
と
し
て
、
史
料
の
画
像
デ
ー
タ
を
共
有
し
、
そ
れ
を
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ

が
作
成
し
た
翻
刻
案
を
メ
ー
ル
で
集
約
し
、
県
立
博
物
館
職
員
（
小
畑
、
海
老
沼
、
中
野
）
で
検
討

す
る
か
た
ち
で
実
施
し
た
。
一
〇
月
・
一
二
月
に
は
対
面
開
催
を
再
開
し
て
い
る
。
二
〇
二
一
年
二

月
ま
で
の
活
動
状
況
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
回
　
二
〇
二
〇
年
四
月
　
（
四
月
一
八
日
（
土
）
締
切
）

翻
刻
（
堀
内
、
金
子
、
宮
澤
、
小
畑
、
海
老
沼
、
中
野
、
小
林
、
亀
井
、
村
松
）、
検
討
（
小
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返
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り
計
ら
っ
て
く
れ
と
下
金
会
所
に
訴
え
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
一
〇
月
三
日
に
な
っ
て
、
佐
々
井
は
弁
助
に
封
金
に
し
た
金
子
を
返
却
し
た
。

返
却
を
う
け
た
弁
助
は
、
そ
れ
を
長
蔵
の
親
類
で
一
蓮
寺
地
内
町
の
彦
右
衛
門
に
渡
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
弁
助
は
、
七
月
二
一
日
の
願
書
を
取
り
下
げ
て
い
る
。

（
三
）
札
差
以
外
か
ら
の
金
融

　
ま
た
一
〇
月
に
は
、
山
下
与
惣
兵
衛
が
、
蔵
宿
で
あ
っ
た
竪
町
の
市
川
屋
弁
助
か
ら
の
借

金
を
相
対
に
切
替
、
そ
の
返
済
を
一
〇
年
賦
に
す
る
と
証
文
を
提
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、

弁
助
が
蔵
宿
を
勤
め
て
い
た
期
間
に
、
山
下
は
穴
山
町
の
勘
左
衛
門
か
ら
一
二
両
、
愛
宕
町

の
勘
左
衛
門
か
ら
は
六
両
二
分
の
借
金
を
し
て
い
た
。
穴
山
町
・
愛
宕
町
の
二
人
の
勘
左
衛

門
は
、
い
ず
れ
も
札
差
の
中
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
札
差
以
外
の
商
人
か
ら
勤
番
士
た
ち

が
借
金
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
弁
助
は
こ
の
借
金
に
つ
い
て
も
自
ら
が
引

き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
返
済
に
つ
い
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
こ
の
春
ま
で
に
済
ま
せ
る

約
束
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
滞
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
穴
山
町
・
愛
宕
町
の
両
勘

左
衛
門
か
ら
弁
助
に
催
促
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
弁
助
が
山
下
に
催
促
を
伝
え
る
と
、
山
下

か
ら
次
の
よ
う
な
提
案
が
あ
っ
た
。
弁
助
か
ら
の
借
金
と
穴
山
町
・
愛
宕
町
の
勘
左
衛
門
か

ら
の
借
金
を
「
結
ひ
」、
す
な
わ
ち
合
算
し
、
百
俵
あ
た
り
一
年
に
三
両
と
一
割
二
分
の
利

息
を
添
え
て
蔵
米
を
直
接
弁
助
に
渡
し
、
そ
こ
か
ら
弁
助
が
二
人
の
勘
左
衛
門
に
配
分
し
て

は
ど
う
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
弁
助
は
勘
左
衛
門
た
ち
に
、
自
分
は
去
年
の
一
二
月
か
ら
一

〇
年
賦
に
し
た
の
で
、
勘
左
衛
門
た
ち
が
用
立
て
た
借
金
が
皆
済
さ
れ
る
ま
で
は
弁
助
は
一

〇
年
賦
の
つ
も
り
で
、
山
下
の
蔵
米
か
ら
両
人
へ
の
返
済
分
を
差
し
引
い
た
う
え
で
受
け
取

り
、
両
人
へ
の
借
金
が
皆
済
さ
れ
た
の
ち
は
、
弁
助
が
百
俵
三
両
済
で
、
山
下
の
蔵
米
を
全

て
受
け
取
る
こ
と
に
し
た
い
、
そ
う
す
れ
ば
、
両
人
の
用
立
金
は
四
年
ほ
ど
で
完
済
さ
れ
る

の
で
、
こ
の
割
合
で
承
知
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
穴
山
町
の
勘
左
衛
門
は

承
知
を
し
た
が
、
愛
宕
町
の
勘
左
衛
門
は
承
知
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
山
下
に
報
告
し
た
と

こ
ろ
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
百
俵
三
両
済
の
計
算
で
蔵
方
役
所
か
ら
弁
助
に
支
払
い
を
行

い
、
そ
こ
か
ら
穴
山
町
の
勘
左
衛
門
に
返
済
分
を
渡
し
て
、
愛
宕
町
の
勘
左
衛
門
へ
の
返
済

分
は
ひ
と
ま
ず
弁
助
が
預
か
る
こ
と
に
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
が
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な

経
緯
を
報
告
し
、
弁
助
が
蔵
方
役
所
か
ら
山
下
へ
の
蔵
米
を
百
俵
三
両
済
の
割
合
で
受
け
取

る
こ
と
に
つ
い
て
、
去
年
一
二
月
に
報
告
し
た
割
合
と
変
わ
る
の
で
披
露
す
る
、
と
い
う
の

で
あ
る
。

　
一
〇
月
二
六
日
、
札
差
月
番
の
二
文
字
屋
幸
兵
衛
・
木
曽
屋
七
郎
兵
衛
は
、
高
田
源
七
・

岡
本
八
十
郎
・
酒
井
文
五
郎
に
あ
て
、
次
の
よ
う
な
書
面
を
出
し
た
。
す
な
わ
ち
高
田
ら
三

名
が
服
部
角
左
衛
門
に
貸
し
た
金
二
両
三
分
余
り
に
つ
い
て
、
角
左
衛
門
か
ら
の
返
済
分
を

差
し
引
き
、
不
足
分
の
二
分
一
匁
五
厘
を
、
札
差
仲
間
の
損
失
と
し
て
計
上
せ
よ
と
勤
番
支

配
か
ら
下
知
が
あ
っ
た
と
い
う
。
目
を
疑
う
よ
う
な
文
言
が
並
ん
で
い
る
が
、
当
然
札
差
た

ち
も
「
仲
間
共
一
同
迷
惑
至
極
」
と
こ
れ
に
反
発
し
、「
御
詫
御
訴
詔
（
訟
）」
を
し
た
い
と
願
い
出

て
い
る
。
そ
の
訴
訟
の
願
書
と
み
ら
れ
る
文
案
が
続
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

高
田
ら
三
名
は
、
会
所
金
の
う
ち
か
ら
こ
の
夏
に
二
二
両
二
分
を
借
用
し
、
そ
こ
か
ら
金
二

両
三
分
八
匁
四
歩
を
服
部
に
貸
し
付
け
て
い
た
。
服
部
か
ら
は
一
〇
月
の
返
済
と
し
て
二
両

一
分
七
匁
三
歩
五
厘
が
渡
さ
れ
た
が
、
不
足
分
の
二
分
一
匁
五
厘
に
つ
い
て
は
札
差
仲
間
の

損
失
に
せ
よ
と
下
知
が
あ
っ
た
と
高
田
ら
三
人
は
服
部
か
ら
聞
い
た
の
だ
と
い
う
。
し
か
し

そ
れ
で
は
札
差
仲
間
は
迷
惑
至
極
で
あ
る
の
で
、
願
書
を
提
出
す
る
。
札
差
仲
間
か
ら
は
、

高
田
ら
三
名
に
貸
し
た
金
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
服
部
に
又
貸
し
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
服
部
に

ど
の
く
ら
い
貸
し
付
け
ら
れ
た
の
か
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
会

所
か
ら
の
拝
借
金
か
ら
三
名
に
用
立
て
た
金
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
服
部
の
返
済
分
に

不
足
が
あ
る
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、
高
田
ら
三
名
が
残
ら
ず
返
済
し
て
く
れ
る
よ
う
に
と

願
い
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
丁
に
は
挟
込
文
書
が
あ
り
、
服
部
の
借
金
二
両
三
分

余
り
が
、
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
段
階
的
に
貸
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

月
が
替
わ
っ
て
一
一
月
朔
日
に
も
、
こ
の
月
の
月
番
緑
町
藤
兵
衛
と
竪
近
習
町
半
六
の
名
前
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出
し
な
か
っ
た
こ
と
で
下
金
会
所
に
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
元
の
札
差
丸
屋
伝
十

郎
へ
の
返
済
に
つ
い
て
、
仕
法
通
り
に
し
て
い
た
の
で
は
生
活
が
成
り
立
た
な
い
と
い
っ
て

証
文
の
提
出
を
拒
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
伝
十
郎
方
へ
の
返
済
は
一
年
に
九
両
ほ
ど
で
あ
り
、

そ
れ
も
年
々
減
っ
て
い
く
の
で
あ
る
か
ら
、
特
に
生
活
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
は
ず
だ
と
清

兵
衛
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
牛
奥
は
遅
く
と
も
九
月
四
日
ま
で
こ
の
証
文
を
提
出
し
て
い
な

い
が
、
一
〇
月
二
八
日
に
は
臨
時
金
七
両
を
借
り
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
は
解
決

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
札
差
交
代
時
の
ト
ラ
ブ
ル

　
右
に
み
た
清
兵
衛
と
牛
奥
の
一
件
は
、
丸
屋
伝
十
郎
か
ら
札
差
が
交
代
し
た
際
の
返
済
分

の
取
扱
い
に
起
因
し
て
い
た
。
同
じ
よ
う
に
、
札
差
の
交
代
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
が
、
他
に
も

確
認
さ
れ
る
。
七
月
二
四
日
の
下
金
会
所
宛
「
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候
」
で
は
、
小
野
藤

右
衛
門
の
蔵
宿
を
勤
め
て
い
た
大
津
屋
久
米
右
衛
門
が
蔵
宿
を
引
退
し
、
代
わ
り
に
井
筒
屋

喜
右
衛
門
が
蔵
宿
に
就
任
し
た
。
こ
の
と
き
、
こ
れ
に
先
立
つ
五
月
の
蔵
米
渡
し
に
際
し
て

出
さ
れ
た
久
米
右
衛
門
宛
の
証
文
を
喜
右
衛
門
宛
に
切
り
替
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

小
野
は
こ
れ
を
機
に
「
直
差
」、
す
な
わ
ち
蔵
宿
を
介
さ
ず
特
定
の
商
人
と
個
別
に
取
引
す

る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
意
向
を
示
し
た
。
そ
こ
で
久
米
右
衛
門
宛
の
証
文
で
用
立
て
た
金

に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
点
で
返
済
す
る
か
、
あ
る
い
は
喜
右
衛
門
宛
の
証
文
に
書
き
換
え
た

う
え
で
、
一
〇
月
の
蔵
米
渡
し
の
後
に
「
直
差
」
に
し
て
は
ど
う
か
と
札
差
側
か
ら
提
案
し

た
と
こ
ろ
、
小
野
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。
し
か
し
金
子
を
返
済
す
る
で
も
な
く
、
喜
右
衛
門

宛
の
証
文
に
切
り
替
え
る
こ
と
も
な
か
っ
た
た
め
、
札
差
は
困
惑
し
、
下
金
会
所
に
訴
え
た

の
で
あ
る
。

　
す
で
に
札
差
仲
間
の
申
し
合
わ
せ
で
、
札
差
か
ら
の
借
金
は
会
所
を
介
す
る
こ
と
が
推
奨

さ
れ
、「
直
差
」
は
避
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
貸
借
の
清
算
を
条
件
に
「
直

差
」
を
認
め
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
小
野
は
一
〇
月
四
日
に
な
っ
て
久
米
右
衛

門
宛
の
証
文
の
写
し
を
提
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
動
き
は
わ
か
ら
な
い
。

　
日
付
が
前
後
す
る
が
、
そ
の
後
に
出
て
く
る
七
月
二
一
日
付
下
金
会
所
宛
「
乍
恐
書
付
を

以
奉
願
上
候
」
で
は
、
佐
々
井
兵
次
郎
の
一
件
が
記
さ
れ
て
い
る
。
佐
々
井
の
蔵
宿
は
、
も

と
は
大
黒
屋
長
蔵
が
勤
め
て
い
た
。
長
蔵
か
ら
佐
々
井
の
蔵
宿
を
引
き
継
い
だ
竪
町
の
市
川

屋
弁
助
は
、佐
々
井
の
借
金
の
返
済
分
の
一
部
を
、お
そ
ら
く
長
蔵
か
ら
引
き
継
い
で
預
か
っ

て
い
た
。
佐
々
井
は
、
こ
れ
を
会
所
に
届
け
出
て
、
返
済
分
を
佐
々
井
の
屋
敷
へ
持
っ
て
来

る
よ
う
に
弁
助
に
命
じ
た
。
弁
助
が
会
所
に
伺
い
を
立
て
た
と
こ
ろ
、
会
所
か
ら
は
、
そ
も

そ
も
元
の
蔵
宿
へ
の
返
済
を
後
継
の
蔵
宿
に
行
う
こ
と
は
「
御
仕
法
」
の
通
り
で
あ
る
た
め
、

届
け
出
る
必
要
は
な
い
と
返
答
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
弁
助
は
返
済
分
の
金
子
を
屋
敷
へ
持
っ

て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
断
っ
た
。
す
る
と
七
月
一
三
日
、
佐
々
井
は
弁
助
に
対
し
、
返

済
分
の
金
子
に
つ
い
て
、
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
金
子
を
確
認
し
た
う
え
、
わ
ず
か
な
期
間

で
あ
っ
て
も
封
金
に
し
て
弁
助
に
預
け
た
い
と
言
っ
て
き
た
。
折
あ
し
く
弁
助
は
病
に
倒
れ

て
お
り
、
札
差
仲
間
の
う
ち
菊
屋
幸
助
の
代
理
の
太
兵
衛
が
弁
助
の
名
代
と
し
て
金
五
両
二

分
、
銀
二
分
一
厘
を
持
参
し
、
佐
々
井
に
面
会
し
て
金
子
を
渡
し
た
。
す
る
と
佐
々
井
は
そ

の
場
で
金
子
に
封
を
し
て
し
ま
い
、
弁
助
の
病
気
が
治
っ
て
本
人
が
こ
の
佐
々
井
の
屋
敷
に

来
た
ら
金
子
を
返
す
と
言
い
出
し
た
。
驚
い
た
太
兵
衛
は
、
封
金
に
し
た
ら
返
し
て
も
ら
え

る
と
言
わ
れ
て
持
参
し
た
金
子
な
の
で
、
す
ぐ
に
返
し
て
ほ
し
い
と
佐
々
井
に
言
っ
た
が
、

佐
々
井
は
弁
助
の
病
気
が
治
っ
て
本
人
が
来
た
と
き
で
な
け
れ
ば
渡
せ
な
い
と
言
い
、
仕
方

な
く
太
兵
衛
は
金
子
を
受
け
取
ら
ず
に
帰
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
。
病
気
が
治
っ
た
弁
助
は
、

七
月
一
八
日
と
二
〇
日
の
二
度
、
佐
々
井
の
屋
敷
を
訪
ね
、
金
子
を
返
し
て
く
れ
る
よ
う
に

言
っ
た
と
こ
ろ
、
佐
々
井
は
元
の
蔵
宿
長
蔵
が
、
一
昨
年
の
用
立
金
に
つ
い
て
約
束
違
い
の

こ
と
が
あ
っ
た
と
言
い
出
し
た
。
ま
た
先
日
下
知
が
あ
っ
た
趣
は
当
年
の
仕
法
で
あ
っ
て
、

「
御
改
正
」
の
時
以
来
の
仕
法
で
は
な
く
、
長
蔵
か
ら
の
借
金
は
去
年
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、

当
年
の
仕
法
と
は
異
な
る
、
な
ど
あ
れ
こ
れ
と
言
い
募
り
、
一
向
に
金
子
を
返
そ
う
と
は
し

な
か
っ
た
。
弁
助
は
「
何
と
も
絶
言
語
、
可
申
上
様
無
御
座
」
と
い
い
、
佐
々
井
に
金
子
を
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奥
の
と
こ
ろ
を
訪
ね
て
い
っ
た
際
、
よ
く
よ
く
勘
弁
し
て
牛
奥
か
ら
の
依
頼
を
う
け
る
よ
う

に
言
わ
れ
た
が
、
札
差
仲
間
が
承
知
し
な
い
た
め
に
断
る
の
だ
と
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
今
後

札
差
か
ら
外
さ
れ
て
も
文
句
は
言
わ
な
い
し
、
勤
番
支
配
に
訴
え
ら
れ
て
も
よ
い
、
仕
方
の

な
い
こ
と
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
明
く
る
七
月
朔
日
に
は
、
牛
奥
か
ら
小
普
請
役
金
一

両
を
出
す
よ
う
に
言
わ
れ
た
が
、
清
兵
衛
は
こ
れ
を
断
っ
た
。
さ
ら
に
牛
奥
は
、
そ
れ
な
ら

ば
五
月
に
支
給
さ
れ
た
蔵
米
の
う
ち
、
伝
十
郎
へ
の
返
済
分
と
し
て
清
兵
衛
が
預
か
っ
た
金

の
う
ち
か
ら
支
出
す
る
よ
う
に
指
示
を
し
た
が
、
こ
れ
も
清
兵
衛
は
断
り
、
小
普
請
金
が
不

納
に
な
っ
て
も
仕
方
が
な
い
と
し
、
そ
の
旨
を
書
面
で
牛
奥
に
通
知
し
て
い
る
。
小
普
請
金

は
、
甲
府
勝
手
小
普
請
に
課
さ
れ
た
唯
一
の
負
担
と
さ
れ
て
お
り（
５
）、
そ
の
役
目
が
果
た
せ
な

く
な
っ
て
も
「
及
是
非
不
申
候
」
と
、
清
兵
衛
は
牛
奥
に
い
う
の
で
あ
る
。

　
勝
手
小
普
請
で
あ
る
牛
奥
と
札
差
の
清
兵
衛
と
の
や
り
取
り
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
不
自

然
に
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
ず
清
兵
衛
は
、
牛
奥
か
ら
の
預
か
り
金
の
存
在
を
書

付
で
示
す
こ
と
を
拒
絶
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
六
月
晦
日
の
「
差
上
申
書
付
之
事
」

で
は
そ
の
存
在
を
認
め
て
お
り
、
書
付
で
示
し
た
の
と
同
じ
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
札
差
を
免
じ
ら
れ
て
も
よ
い
、
勤
番
支
配
に
訴
え
ら
れ
て
も
仕
方
が
な
い
、
あ
る
い
は

七
月
朔
日
の
「
覚
」
の
、
小
普
請
金
が
不
納
に
な
っ
て
も
仕
方
が
な
い
、
と
い
っ
た
文
言
は
、

こ
れ
ま
で
の
札
差
た
ち
の
動
き
か
ら
す
る
と
あ
ま
り
に
も
強
気
に
み
え
て
な
ら
な
い
。
さ
ら

に
、
双
方
を
通
じ
て
仲
間
の
意
向
を
確
認
し
な
け
れ
ば
何
も
で
き
な
い
と
い
う
、
個
別
の
札

差
の
無
力
さ
を
強
調
す
る
よ
う
な
ト
ー
ン
を
に
じ
ま
せ
て
い
る
あ
た
り
も
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
は
、
七
月
四
日
条
を
見
る
と
、
お
お
よ
そ
そ
の
背
景
が
明
ら
か
に
な
る
。
清

兵
衛
が
下
金
会
所
に
出
し
た
報
告
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
牛
奥
が
清
兵
衛

を
度
々
呼
び
出
し
、
融
資
な
ど
を
申
し
入
れ
た
が
、
清
兵
衛
は
こ
れ
を
断
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
牛
奥
は
そ
の
内
容
を
書
面
で
残
す
よ
う
に
清
兵
衛
に
命
じ
た
。
清
兵
衛
は
こ
れ
も
断
っ
た

が
、
牛
奥
が
納
得
せ
ず
、
や
む
な
く
書
付
を
提
出
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
が
気
に
入
ら

な
か
っ
た
牛
奥
は
、
書
付
の
案
を
用
意
し
て
清
兵
衛
に
提
示
し
た
。
清
兵
衛
に
と
っ
て
は
、

そ
の
内
容
の
通
り
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
書
付
で
あ
り
、
ど
う
か
勘
弁
し
て
ほ
し
い

と
伝
え
た
が
、
牛
奥
は
納
得
せ
ず
、
案
文
に
す
ぐ
捺
印
を
せ
よ
と
「
御
威
光
」
を
も
っ
て
清

兵
衛
に
迫
っ
た
。
や
む
な
く
清
兵
衛
は
そ
の
案
文
に
捺
印
を
し
て
し
ま
っ
た
。「
先
達
而
」
と

し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
同
じ
よ
う
な
で
き
ご
と（
６
）が

す
で
に
起
こ
っ
て
お
り
、
そ
の

際
に
は
勤
番
支
配
か
ら
札
差
た
ち
に「
御
咎
」が
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
も
あ
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
内
容
を
承
知
で
き
な
い
書
面
へ
の
捺
印
は
断
る
よ
う
に
心

得
て
い
た
も
の
の
、
札
差
業
務
に
（
す
な
わ
ち
、
武
士
と
の
応
対
に
）
慣
れ
て
お
ら
ず
、
様
々

に
「
御
難
渋
」
を
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
御
威
光
」
に
恐
れ
入
っ
て
や
む
な
く
捺
印
を

し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
う
え
は
ど
の
よ
う
な
処
罰
を
う
け
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う

な
仔
細
が
あ
っ
て
し
か
た
な
く
差
し
上
げ
た
書
付
で
あ
る
と
し
、
そ
の
際
の
案
文
の
写
し
を

添
え
て
報
告
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
清
兵
衛
に
よ
る
六
月
晦
日
の
「
差
上
申
書
付
之
事
」・
七
月
朔
日
の
「
覚
」

の
い
ず
れ
か
、
も
し
く
は
両
方
が
、
こ
の
と
き
牛
奥
か
ら
提
示
さ
れ
た
案
文
に
や
む
な
く
捺

印
さ
せ
ら
れ
た
も
の
だ
と
わ
か
る
。
先
に
み
た
不
自
然
な
点
も
、
牛
奥
側
が
提
示
し
た
内
容

を
清
兵
衛
が
そ
の
ま
ま
認
め
さ
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
れ
ば
納
得
で
き
よ
う
。
こ
の
下
金
会

所
へ
の
報
告
に
よ
っ
て
、
先
の
書
付
と
の
関
係
を
全
て
清
算
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
に
せ
よ
、

清
兵
衛
と
し
て
は
、
不
本
意
な
捺
印
で
あ
っ
た
こ
と
を
ど
う
し
て
も
書
き
残
し
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
先
に
見
た
六
月
晦
日
の
「
差
上
申
書
付
之
事
」・
七
月
朔
日
の
「
覚
」
と
、
七
月

四
日
の
「
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候
」
の
間
に
は
、
七
月
二
日
・
四
日
分
の
記
事
が
書
き
込

ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
会
所
日
記
が
作
成
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
案
件
ご
と
の
整

理
よ
り
も
、
日
付
に
よ
る
整
理
が
優
先
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
厳
密
に
日
付
通

り
で
な
い
部
分
も
散
見
さ
れ
る（
７
）が

、
大
き
な
傾
向
と
し
て
頭
に
置
い
て
お
き
た
い
。

　
牛
奥
は
こ
の
後
、
五
月
の
蔵
米
渡
し
に
際
し
て
一
一
両
を
借
用
し
た
が
、
そ
の
証
文
を
提
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【
解
題
】

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、
二
〇
一
六
年
度
に
山
梨
県
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
十
一
屋
野
口
家
資
料
の

う
ち
、「
会
所
日
記
」
と
題
さ
れ
た
、
寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
六
月
か
ら
同
年
一
一
月
こ
ろ

ま
で
の
内
容
を
含
む
冊
子
の
内
容
を
紹
介
す
る
。
当
該
史
料
は
、
当
館
紀
要
に
お
い
て
、
二

〇
一
八
年
度
以
降
紹
介
を
続
け
て
い
る
会
所
日
記
の
四
冊
目
で
あ
る（
１
）。

以
下
、
本
稿
で
紹
介

す
る
「
寛
政
七
年
六
月
　
会
所
日
記
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
慣
例
に
従
い
、「
会
所
日
記
四
」
と

略
記
す
る
。
な
お
、
史
料
群
と
し
て
の
十
一
屋
野
口
家
資
料
の
性
格
や
、
甲
府
札
差
の
経
営

状
況
な
ど
、
当
該
史
料
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
情
報
に
つ
い
て
は
、「
発
端
日
記
」
の

解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
十
一
屋
野
口
家
資
料
の
活
用
を
図
る
べ
く
、
研
究
会
を
継
続
的
に

実
施
し
た（
２
）。
メ
ン
バ
ー
の
所
属
が
変
わ
り
つ
つ
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
活
動
を
継
続
し
て

い
る
。

　
本
稿
で
は
、「
会
所
日
記
四
」
の
内
容
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
史
料
な
ど
か

ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
や
、
特
記
す
べ
き
事
項
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
、
当
該
史
料
を
理
解

す
る
た
め
の
一
助
と
し
た
い
。
な
お
本
解
題
の
執
筆
は
中
野
が
担
当
し
た
。
ま
た
今
回
紹
介

す
る
「
会
所
日
記
四
」
か
ら
の
引
用
は
、
日
時
と
事
書
な
ど
を
摘
記
し
て
示
す
も
の
と
す
る
。

（
一
）
牛
奥
太
郎
右
衛
門
の
強
要

　「
会
所
日
記
四
」
の
冒
頭
に
、
寛
政
七
年
六
月
晦
日
・
七
月
朔
日
の
両
日
、
札
差
の
井
筒

屋
清
兵
衛（
３
）と

そ
の
代
理
で
あ
る
井
筒
屋
利
右
衛
門
が
連
名
で
、
牛
奥
太
郎
右
衛
門
の
部
下
の

荒
川
藤
右
衛
門
に
宛
て
た
書
状
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
牛
奥
は
こ
の
直
前
に
も
、
清

兵
衛
に
対
し
て
、
元
の
札
差
で
あ
っ
た
丸
屋
伝
十
郎
へ
の
返
済
分
を
預
か
っ
て
い
る
旨
の
書

付
の
提
出
と
追
加
融
資
を
命
じ
た
が
、
い
ず
れ
も
断
ら
れ
て
い
る（
４
）。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
ま

ず
六
月
晦
日
に
は
、
蔵
米
支
給
の
あ
る
一
〇
月
ま
で
の
融
資
に
つ
い
て
、
清
兵
衛
は
札
差
仲

間
と
相
談
の
う
え
で
断
っ
て
お
り
、
そ
の
詳
細
を
示
し
て
い
る
。
一
つ
に
は
、
返
済
が
滞
っ

て
い
る
牛
奥
の
借
金
に
つ
い
て
、
元
札
差
の
丸
屋
伝
十
郎
へ
の
返
済
分
を
、
元
利
と
も
に
清

兵
衛
が
預
か
っ
て
い
る
と
書
面
を
出
す
よ
う
に
牛
奥
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
が
、
清
兵
衛
は
札

差
仲
間
と
相
談
の
う
え
、
以
前
と
同
様
に
こ
れ
を
断
る
の
だ
と
い
う
。
た
だ
し
預
か
り
金
は

実
際
に
存
在
す
る
と
し
て
、
そ
の
点
を
確
認
し
て
い
る
。
二
つ
目
に
は
、
清
兵
衛
は
病
気
で

あ
り
、
用
向
は
同
じ
井
筒
屋
の
利
右
衛
門
が
伺
う
と
す
る
。
そ
も
そ
も
清
兵
衛
が
札
差
に
就

任
す
る
際
に
も
、病
身
で
勤
め
難
い
と
札
差
仲
間
に
断
り
を
入
れ
て
い
た
が
、そ
れ
で
も
や
っ

て
ほ
し
い
と
札
差
仲
間
が
取
り
計
ら
っ
て
く
れ
た
た
め
に
札
差
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
、

そ
の
際
に
金
子
を
仲
間
に
差
出
す
よ
う
に
言
わ
れ
、
差
出
し
て
あ
る
の
で
、
諸
事
に
つ
い
て

札
差
仲
間
の
承
諾
が
な
け
れ
ば
、
直
接
の
相
談
も
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
。
利
右
衛
門
が
牛

山梨県立博物館研究紀要　第15集　2021

《
資
料
紹
介
》

　
　「
寛
政
七
年
六
月
　
会
所
日
記
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵 

十
一
屋
野
口
家
資
料
の
う
ち
）

中
野
　
賢
治
・
海
老
沼
真
治
・
小
畑
　
茂
雄
・
金
子
　
誠
司
・
亀
井
　
大
輔

小
林
　
可
奈
・
堀
内
　
　
亨
・
宮
澤
富
美
恵
・
村
松
　
菖
蒲
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中
心
に
分
析
し
、第
四
章
で
は
、若
尾
本
人
に
取
材
し
た
『
名
家
長
寿
実
歴
談
』
を
例
と
し
て
、

そ
の
証
言
内
容
を
検
証
し
た
。

　
第
三
章
ま
で
の
伝
記
・
評
伝
類
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
若
尾
逸
平
の
伝
記
・
評
伝
類
の
サ
ク

セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
を
彩
る
「
立
志
伝
」
と
も
言
え
る
数
々
の
逸
話
は
、
す
で
に
明
治
十
年
代

初
頭
の
『
明
治
百
商
伝
』
の
時
点
に
は
既
に
成
立
し
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後

の
多
く
の
評
伝
が
刊
行
さ
れ
た
明
治
二
十
か
ら
三
十
年
代
は
、
粗
製
濫
造
時
代
で
あ
る
と
は

言
え
、
内
容
的
に
は
停
滞
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
た
。
ま
た
、
明
治
十
年
代
初
頭
時
点

の
若
尾
逸
平
は
、
山
梨
県
有
数
の
富
豪
で
は
あ
っ
て
も
同
県
第
一
位
の
地
主
経
営
に
は
至
っ

て
い
な
い
、
ま
だ
全
国
区
と
は
言
え
な
い
存
在
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
時
点
で
同

時
代
に
お
け
る
若
尾
逸
平
像
が
ほ
ぼ
確
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
思
わ
れ
、
ま
た
そ
の
後
三
十
年
以
上
の
時
の
な
か
で
、
多
く
の
伝
記
・
評
伝
類
が

重
ね
ら
れ
て
い
く
な
か
で
も
、
そ
の
像
に
大
き
な
修
正
が
図
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
興
味
深

い
。

お
わ
り
に

　
以
上
の
よ
う
に
、
若
尾
と
同
時
代
の
伝
記
・
評
伝
類
の
刊
行
状
況
を
整
理
し
、
明
治
十
年

代
初
頭
の
各
逸
話
の
確
立
と
、
明
治
二
十
か
ら
三
十
年
代
の
内
容
的
停
滞
、
晩
年
の
本
人
取

材
の
も
の
の
紹
介
な
ど
、、「
正
史
」
で
あ
る
『
若
尾
逸
平
』
に
結
実
す
る
経
緯
を
整
理
し
た
。

と
は
言
え
、
確
認
し
た
伝
記
・
評
伝
類
も
ま
だ
完
全
と
も
言
え
ず
、
よ
り
注
意
深
い
調
査
と
、

著
編
者
や
出
版
の
環
境
お
よ
び
状
況
へ
の
考
察
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
稿
を
含
め
た
研
究
課
題
は
、
若
尾
逸
平
と
い
う
「
甲
州
財
閥
」
の
中
心
人
物
の
動
向
を
、

そ
の
歴
史
資
料
の
散
逸
と
い
う
状
況
の
な
か
で
理
解
を
深
め
て
い
く
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で

あ
る
が
、
こ
こ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
同
時
代
の
伝
記
・
評
伝
類
の
な
か
で
は
「
甲
州
財
閥
」
の

語
の
使
用
例
は
ひ
と
つ
も
な
か
っ
た
。『
当
代
の
実
業
家
　
人
物
の
解
剖
』（
番
号
10
）
で
は
「
我

国
実
業
界
に
於
て
謂
ふ
所
の
甲●

州●

派●

を
代
表
し
」
な
ど
、『
名
家
長
寿
実
歴
談
』（
番
号
12
）
に

て
「（
東
京
電
燈
を
）
所
謂
甲●

州●

派●

な
る
も
の
を
率
ひ
て
大
に
株
式
を
買
収
し
」
と
、『
修
養

叢
書
　
苦
学
力
行
の
人
』（
番
号
17
）
に
て
は
「
甲●

州●

派●

の
実
業
家
と
し
て
京
浜
間
に
雄
視
す
る

若
尾
逸
平
翁
の
如
き
」
な
ど
、「
甲
州
派
」
と
い
う
語
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
（
傍
点
筆
者
）。
今
後
は
、
同
時
代
に
お
け
る
若
尾
逸
平
像
と
と
も
に
、「
甲
州
財
閥
」
像

や
そ
の
呼
称
の
普
及
過
程
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

註（
１
）�

齋
藤
康
彦
氏
は
『
地
方
産
業
の
展
開
と
地
域
編
成
』（
多
賀
出
版
　
一
九
九
八
年
）、『
転
換
期
の
在
来

産
業
と
地
方
財
閥
』（
岩
田
書
院
　
二
〇
〇
二
年
）、『
地
方
財
閥
の
近
代
』（
岩
田
書
院
　
二
〇
〇
九

年
）
に
よ
っ
て
、若
尾
家
を
中
心
と
し
た
「
甲
州
財
閥
」
の
投
資
活
動
と
経
営
状
況
を
分
析
し
て
い
る
。

（
２
）�

中
澤
年
章
（
な
か
ざ
わ
と
し
あ
き
）
一
八
六
四
―
一
九
二
一
　
甲
斐
国
巨
摩
郡
布
施
村
出
身
の
浮
世

絵
師
。
そ
の
画
業
に
つ
い
て
は
守
屋
正
彦
氏
の
「
明
治
時
代
の
浮
世
絵
師 

中
澤
年
章
に
つ
い
て
」（
山

梨
県
立
美
術
館
『
山
梨
県
立
美
術
館 

研
究
紀
要
』
第
４
号
　
一
九
八
三
）
参
照
。

（
３
）�

南
ア
ル
プ
ス
市
蔵
。
本
作
品
は
『
ま
ち
見
物
誌
ラ
ン
デ
ブ
ー
』
第
６
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
の
ほ
か
、

山
梨
県
立
博
物
館
『
企
画
展
　
山
梨
の
近
代
人
物
と
鉄
道
展
』（
二
〇
一
三
年
）
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

（
４
）�

松
崎
天
民
（
ま
つ
ざ
き
て
ん
み
ん
）
一
八
七
八
―
一
九
三
四
　
こ
の
時
点
で
は
東
京
朝
日
新
聞
記
者

と
し
て
山
梨
県
を
訪
れ
て
い
る
。

（
５
）�

明
治
四
十
五
年
の
東
宮
山
梨
行
啓
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
治
45
年
３
～
４
月
皇
太
子
（
大
正
天
皇
）

山
梨
行
啓
に
つ
い
て（
一
）」（『
山
梨
県
立
博
物
館
　
研
究
紀
要
　
第
８
集
』二
〇
一
四
年
）お
よ
び「
同

（
二
）」（『
山
梨
県
立
博
物
館
　
研
究
紀
要
　
第
10
集
』
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

（
６
）�

こ
の
際
に
招
か
れ
た
の
は
若
尾
、
栗
原
と
八
田
達
也
。
松
崎
天
民
は
東
宮
行
啓
に
先
立
っ
て
山
梨
入

り
し
て
お
り
、『
甲
州
見
聞
記
』
の
巻
頭
の
口
絵
に
は
、
こ
の
三
名
の
顔
写
真
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

（
７
）�

若
尾
の
初
代
甲
府
市
長
就
任
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
八
月
二
十
四
日
（
退
任
は
翌
年
六
月

三
日
）、
貴
族
院
議
員
の
在
任
期
間
は
明
治
二
十
三
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
同
二
十
七
年
八
月
二
十
日
。

（
８
）
山
梨
県
立
博
物
館
蔵
（
甲
州
文
庫
・
大
木
家
資
料
）。

（
９
）
大
隈
は
、
渋
沢
栄
一
と
と
も
に
、『
若
尾
逸
平
』
の
巻
頭
言
を
記
し
て
い
る
。

（
10
）
横
浜
開
港
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
六
月
二
日
。

（
山
梨
県
立
博
物
館
）
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其
の
頃
弟
（
幾
造
氏
）
も
横
浜
に
居
つ
て
、
何
ん
で
も
木
葉
水
晶
の
や
う
な
物
を
西
洋
人
に
売

つ
た
が
其
の
方
は
な
か
な
か
受
け
が
能
く
、
ソ
コ
デ
見
本
を
見
せ
て
い
よ
い
よ
約
束
を
取
組
ん

だ
の
は
私
が
四
十
に
な
る
歳
の
十
二
月
の
二
十
八
日
で
あ
り
ま
し
た
。
私
も
弟
も
其
の
足
で
直

ぐ
と
、
而
か
も
夜
通
し
で
甲
府
に
帰
り
、
水
晶
の
山
元
で
あ
る
御
嶽
に
行
つ
て
品
を
仕
入
れ
て
、

又
た
夜
通
し
で
以
て
横
浜
に
駈
け
つ
け
、
翌
年
の
正
月
に
か
け
横
浜
と
甲
州
と
の
間
を
三
度
往

復
し
て
四
五
百
両
の
儲
け
に
有
り
つ
き
ま
し
た
。
い
く
ら
善
い
事
で
も
考
へ
て
居
た
ば
か
り
で

は
仕
様
が
無
い
。
又
其
れ
と
勘
考
が
就
い
た
な
ら
直
ぐ
に
遣
つ
て
見
る
と
云
ふ
の
も
私
の
一
つ

の
心
掛
け
で
あ
り
ま
す
ヨ
。

　
水
晶
販
売
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
『
若
尾
逸
平
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
伝
説
的
な
「
逸

話
」だ
が
、こ
れ
も
ま
た
本
人
の
口
か
ら「
見
通
し
が
つ
い
た
ら
停
滞
せ
ず
に
着
手
し
て
み
る
」

と
い
う
自
身
の
哲
学
と
と
も
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
午
後
六
時
か
ら
十
時
ま
で
の
四
時
間
に
も
お
よ
ん
だ
と
し
て
お
り
、
若

尾
の
口
か
ら
は
、
明
治
十
年
代
の
紙
幣
価
値
の
回
復
に
よ
っ
て
巨
利
を
得
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

同
二
十
三
年
の
貴
族
院
議
員
就
任
ご
ろ
の
こ
と
ま
で
語
ら
れ
、
最
後
に
次
の
よ
う
な
処
世
訓

を
述
べ
て
い
る
。

・�

借
れ
（
マ
マ
）た

も
の
は
屹
度
返
へ
す
と
云
ふ
心
掛
け
と
、
骨
身
を
惜
ま
ず
時
間
を
無
駄
に
し
な
い
で
能

く
勉
強
す
る
こ
と
ゝ
、
一
と
歩
一
と
歩
と
前
き
に
進
む
ご
と
に
後
方
に
も
気
を
配
つ
て
油
断
し

な
い
こ
と
ゝ
の
三
個
条
丈
け
は
、
大
に
も
小
に
も
誰
れ
で
も
守
る
可
き
心
掛
で
あ
ら
う
と
思
は

れ
る
。

・�

昔
か
ら
今
に
至
る
迄
飯
は
五
分
間
位
で
食
つ
て
仕
舞
う
か
ら
、
旨
い
不
味
い
な
と
云
ふ
考
え
が

頭
に
浮
ぶ
間
隙
が
無
い
ョ
。
此
の
節
で
こ
そ
朝
六
時
に
起
き
晩
十
時
に
床
に
就
い
て
居
る
が
、

働
き
盛
り
の
時
分
は
寝
た
の
か
起
き
た
の
か
分
ら
な
い
程
で
あ
つ
た
。

　
こ
う
し
た
若
尾
自
身
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
若
尾
の
仕
事
や
商
売
に
関
す
る
哲
学
、
食
事
に

時
間
を
掛
け
な
い
生
活
習
慣
、
殆
ど
寝
な
く
て
も
活
動
で
き
る
強
靭
な
体
力
な
ど
が
垣
間
見

え
る
。
こ
う
し
て
晩
年
に
若
尾
自
身
に

よ
っ
て
自
ら
の
足
跡
が
語
ら
れ
て
い
た
こ

と
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
本
人
談
と
い
う

資
料
性
の
高
い
か
た
ち
で
、
自
叙
伝
と
し

て
そ
の
業
績
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
恐
ら

く
は
「
正
史
」
で
あ
る
『
若
尾
逸
平
』
を

含
め
、
若
尾
没
後
の
伝
記
・
評
伝
類
の
内

容
を
彩
る
も
と
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
、
没
後
の

伝
記
・
評
伝
も
含
め
て
、
著
編
者
や
取
材
、

編
集
の
過
程
な
ど
、
さ
ら
に
そ
の
成
立
過

程
や
系
譜
、
関
係
性
に
つ
い
て
の
考
察
や

分
析
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ
と
で
、
若
尾
逸
平
と
い
う
人
物
と
、
若
尾
を
見
つ
め
る
同
時

代
の
人
々
の
視
線
や
意
識
に
つ
い
て
も
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

五
、
同
時
代
の
若
尾
逸
平
像
と
伝
記
・
評
伝
類

　
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
若
尾
逸
平
と
同
時
代
に
お
け
る
若
尾
の
伝
記
・
評
伝
類
で
の
描
か
れ

か
た
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

　
第
一
章
で
は
、
実
際
に
若
尾
と
出
会
い
、
そ
の
出
会
い
の
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
し
た
ふ

た
り
の
著
述
を
紹
介
し
、
彼
ら
の
描
写
を
現
在
の
私
た
ち
が
若
尾
と
い
う
人
物
を
素
描
す
る

た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
い
く
方
法
論
に
つ
い
て
述
べ
た
。
第
二
章
で
は
、
同
時
代
の
伝
記
・

評
伝
類
の
な
か
で
若
尾
の
人
物
像
が
ど
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
、「
若
尾
逸
平
一
代
図
屏
風
」
や

内
藤
文
治
良
『
若
尾
逸
平
』
に
結
実
す
る
若
尾
逸
平
の
「
正
史
」
形
成
に
寄
与
し
た
か
に
つ

い
て
述
べ
た
。
第
三
章
で
は
、
伝
記
・
評
伝
類
の
系
譜
、
特
に
誤
表
記
の
書
き
継
ぎ
な
ど
を

『名家長寿実歴談』目次（個人蔵）

60



－ 36 －

・
若
尾
の
出
身
地
「
塚
原
村
」
の
記
述
（
番
号
３
・
４
・
６
・
９
・
10
・
11
・
20
）

・
横
浜
開
港
の
「
万
延
○
年
」
の
記
述
（
番
号
２
～
６
・
９
・
10
・
16
・
20
）

　
こ
の
よ
う
に
、
三
項
目
と
も
重
複
し
て
誤
り
の
記
述
し
て
い
る
も
の
は
『
当
代
の
実
業
家
　

人
物
の
解
剖
』（
番
号
10
）
と
『
成
功
百
話
』（
番
号
20
）
の
み
で
は
あ
る
も
の
の
、
二
項
目
間
で

み
れ
ば
四
作
以
上
が
重
複
し
て
お
り
、
そ
の
執
筆
や
編
集
に
お
い
て
引
用
や
参
考
と
さ
れ
て

い
る
関
係
や
、
別
に
共
通
の
種
本
と
な
る
伝
記
・
評
伝
が
存
在
す
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
は
一
次
的
な
調
査
や
聞
き
取
り
を
省
い
た
執
筆
や
編
集
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
も
あ
ま
り
出
来
が
良
い
と
は
言

え
な
い
も
の
と
評
価
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
伝
記
・
評
伝
類
が
粗
製
濫
造
さ
れ
た
の

は
、
前
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
が
刊
行
さ
れ
た
概
ね
明
治
二
十
か
ら
三
十
年
代
に

お
い
て
は
、
経
済
発
展
や
議
会
開
設
を
背
景
と
し
て
、
民
間
の
人
物
の
活
躍
や
、
立
身
出
世

を
遂
げ
た
人
物
の
伝
記
・
評
伝
類
の
需
要
の
大
き
な
増
加
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
こ
の
時
期
の
若
尾
に
つ
い
て
の
も
の
は
、
数
こ
そ
多
く
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
、
多
く
は

二
番
煎
じ
、
三
番
煎
じ
の
内
容
で
あ
っ
て
、
間
違
い
の
書
き
継
ぎ
の
み
な
ら
ず
、
新
た
な
要

素
も
少
な
い
た
め
に
、
見
る
べ
き
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
基
本
的
に
は
管
見
の
限
り
最
古

で
あ
る
明
治
十
三
年
刊
行
の
『
明
治
百
商
伝
』（
番
号
１
）
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
と
さ
え
言
え

る
状
況
な
の
で
あ
る
。

四
、
若
尾
自
身
の
言
葉
を
伝
え
る
も
の

　
粗
製
乱
造
が
続
い
た
若
尾
逸
平
の
伝
記
・
評
伝
類
で
あ
る
が
、
明
治
四
十
年
代
に
は
先
の

松
崎
天
民
『
甲
州
見
聞
記
』
の
よ
う
に
若
尾
に
直
接
取
材
し
た
も
の
な
ど
、
若
尾
自
身
の
言

葉
と
し
て
見
る
こ
と
が
可
能
な
資
料
的
価
値
の
高
い
も
の
も
登
場
し
て
く
る
。『
甲
州
見
聞

記
』
同
様
に
若
尾
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
、
若
尾
自
身
が
語
る
体
裁
で
構
成
し
て
い

る
の
が
中
村
木
公
編

の
『
名
家
長
寿
実
歴

談
』（
番
号
12
）
で
あ

る
。

　
在
家
塚
村
で
の
誕

生
と
家
族
や
家
柄
に

つ
い
て
の
紹
介
か
ら

始
ま
り
、
江
戸
へ
の

出
奔
資
金
が
父
林
右

衛
門
が
川
普
請
（
徳
島
堰
修
築
に
よ
る
収
入
か
）
に
よ
っ
て
得
た
二
十
五
両
の
う
ち
二
両
二

分
を
こ
っ
そ
り
拝
借
し
た
こ
と
な
ど
、
の
ち
に
『
若
尾
逸
平
』
に
も
収
録
さ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
若
尾
自
身
の
口
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
商
人
と
し
て
の
挫
折
と
成
長
、
婿
入

り
と
離
縁
、
そ
し
て
再
出
発
と
語
ら
れ
て
い
く
。
甲
府
商
人
と
し
て
の
成
長
時
代
に
つ
い
て

は
、
左
の
よ
う
な
述
懐
が
語
ら
れ
て
い
る
。

二
ヶ
月
目
に
一
度
づ
ゝ
と
暮
れ
に
一
度
と
、
都
合
年
七
度
八
王
子
か
ら
江
戸
に
か
け
て
甲
府
の

間
を
往
復
し
た
。
八
王
子
と
甲
府
と
の
間
は
小
仏
峠
を
中
に
二
十
四
里
あ
る
が
、
荷
を
負
つ
た

り
担
い
だ
り
し
て
、
其
れ
を
大
概
一
日
旅
に
歩
い
た
も
の
だ
。
其
の
時
分
の
私
の
勉
強
は
随
分

激
し
か
つ
た
も
の
で
、
食
ふ
物
も
食
ず
寝
る
目
も
寝
ず
と
云
ふ
訳
で
、
足
か
け
三
年
間
は
一
日

四
時
間
位
し
か
眠
ら
な
か
つ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
若
尾
は
二
十
四
里
（
約
九
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
甲
府
・
八
王
子
間
を

一
日
行
程
で
走
破
し
た
と
断
言
し
て
お
り
、
通
常
三
日
程
度
の
そ
れ
を
荷
物
を
担
い
で
や
っ

て
の
け
た
と
い
う
「
逸
話
」
レ
ベ
ル
の
こ
と
を
、
若
尾
本
人
の
証
言
と
し
て
残
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
こ
ろ
の
若
尾
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
有
名
な
、
横
浜
の
開
港
場
で
の

水
晶
の
販
売
に
つ
い
て
の
記
述
が
次
で
あ
る
。

JR笹子駅前の「笹子隧道紀念碑」（裏面）
本碑の拓本が『若尾逸平』および、『名
家長寿実歴談』に掲載されている。
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せ
が
む
若
尾
に
旅
費
ま
で
渡
し
て
い
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
明
治
二
十
二
年
の『
山

梨
県
人
物
誌
』（
番
号
２
）
以
来
、
若
尾
が
武
士
を
目
指
し
て
上
京
を
志
す
そ
の
動
機
の
ひ
と
つ

を
「
父
母●

の
名
を
顕
す
へ
し
（
傍
点
筆
者
）」
と
す
る
な
ど
、
上
京
や
若
尾
を
帰
郷
さ
せ
る

く
だ
り
に
お
い
て
働
き
か
け
た
の
は
「
父
母
」
で
あ
る
と
記
述
す
る
も
の
は
複
数
あ
り
、「
母

に
旅
費
を
せ
び
っ
て
上
京
す
る
逸
平
」
は
、
数
あ
る
誤
認
識
コ
ピ
ー
の
な
か
の
著
し
い
「
劣

化
コ
ピ
ー
」
に
過
ぎ
な
い
と
も
言
え
る
。
こ
う
し
た
「
家
族
と
の
関
わ
り
」
は
、若
尾
の
「
物

語
」
に
お
い
て
、
そ
の
「
超
人
的
行
動
力
」
や
「
合
理
的
思
考
」
と
い
っ
た
要
素
と
も
に
若

尾
逸
平
像
を
構
成
し
た
「
人
情
深
さ
」
を
形
成
す
る
前
章
だ
と
指
摘
で
き
、『
若
尾
逸
平
』
に

お
い
て
は
父
林
右
衛
門
や
弟
幾
造
を
は
じ
め
と
し
た
一
族
周
辺
の
人
々
が
そ
の
役
割
を
担
う

の
だ
が
、
こ
れ
ら
架
空
の
「
母
」
を
め
ぐ
る
記
述
に
は
、
こ
う
し
た
「
物
語
」
上
の
若
尾
逸

平
像
の
形
成
の
萌
芽
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
誤
っ
た
記
述
を
書
き
継
い
だ
例
は
あ
り
、
横
浜
開
港
に
関
す
る
記
述
に
お

い
て
は
、開
港
の
年
月（

（1
（

を
『
山
梨
県
人
物
誌
』（
番
号
２
）
で
「
万
延
元
年
八
月
」
と
し
て
以
来
、

「
万
延
元
年
」
な
い
し
「
万
延
元
年
八
月
」
と
す
る
も
の
が
八
作
（
番
号
２
・
３
・
４
・
５
・
６
・
９
・

10
・
16
）
に
お
よ
び
、『
成
功
百
話
』（
番
号
20
）
に
い
た
っ
て
は
、「
万
延
三●

年
横
浜
に
出
で
ゝ
貿

易
を
試
み
（
傍
点
筆
者
）」
と
記
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
若

尾
の
立
身
出
世
の

物
語
を
正
面
か
ら

評
価
、
あ
る
い
は

顕
彰
す
る
も
の
ば

か
り
で
は
な
く
、

冷
や
や
か
な
、
あ

る
い
は
シ
ニ
カ
ル

な
視
線
を
向
け
た

も
の
も
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、『
実
業
家
奇
聞
録
』（
番
号
８
）
に
お
い
て
は
、「
若
尾
逸
平
書

家
を
気
取
る
」
の
標
題
の
一
文
で
、
巨
万
の
富
を
築
き
栄
達
し
た
こ
と
で
増
長
し
た
と
も
と

れ
る
、
鼻
持
ち
な
ら
な
い
若
尾
逸
平
の
姿
を
描
い
て
い
る
。

若
尾
逸
平
文
盲
を
以
て
巨
萬
の
富
を
致
し
、
齢
五
十
二
に
し
て
始
め
て
手
習
に
従
事
し
今
は
相

応
の
能
書
と
な
る
。
故
を
以
て
天
下
ま
た
己
の
れ
よ
り
ゑ
ら
い
者
な
し
と
思
意
し
、
衣
帽
下
駄

傘
の
如
き
も
力
め
て
最
上
飛
切
を
用
る
に
至
る
。
一
日
友
人
の
来
り
て
揮
毫
を
求
む
る
あ
り
。

曰
く
『
先
生
の
如
き
能
筆
宜
し
く
雅
号
無
か
る
べ
か
ら
ず
。
願
は
く
は
自
ら
撰
べ
』
と
逸
平
乃

ち
逸
斎
の
号
を
撰
で
之
を
署
し
、
又
其
落
款
を
刻
し
て
俄
然
書
家
を
気
取
る
。
人
以
て
明
治
の

小
野
の
道
風
と
な
す
や
否
や
。

　
も
っ
と
も
同
書
で
は
、
こ
の
章
の
後
に
離
縁
と
な
っ
た
も
と
婿
入
り
先
の
没
落
に
対
す
る

援
助
を
お
こ
な
う
若
尾
の
「
報ほ
う

怨え
ん

以い

徳と
く

」
ぶ
り
を
紹
介
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
批
判
的
一
色

の
論
調
で
は
な
い
の
だ
が
、
本
書
で
は
若
尾
の
お
の
れ
よ
り
「
え
ら
い
者
な
し
」
の
増
長
と

と
も
に
、「
最
上
飛
切
」
の
着
道
楽
ぶ
り
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
正
史
」
で
語
ら
れ

る
、
お
気
に
入
り
の
一
張
羅
ば
か
り
を
着
た
り
、
訪
問
先
で
草
履
や
羽
織
を
頓
着
せ
ず
他
人

の
も
の
を
履
い
て
き
て
し
ま
う
若
尾
の
姿
や
、
餅
や
蕎
麦
な
ど
の
粗
食
を
旨
と
し
て
い
た
と

す
る
若
尾
の
人
と
な
り
と
は
必
ず
し
も
符
合
し
な
い
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
若
尾
逸
平

像
を
よ
り
正
確
に
理
解
し
て
い
く
た
め
に
は
、
批
判
的
な
も
の
も
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
み
た
伝
記
・
評
伝
類
の
分
析
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
調
査
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

　
さ
て
、
本
章
で
紹
介
し
て
き
た
誤
り
の
書
き
継
ぎ
に
つ
い
て
、
そ
の
記
述
内
容
を
次
の
と

お
り
整
理
し
て
見
る
と
、
若
尾
の
伝
記
・
評
伝
類
の
一
定
の
特
徴
、
あ
る
い
は
系
譜
が
若
干

見
え
て
く
る
。

・�

若
尾
の
上
京
（
出
奔
）
や
帰
郷
に
関
す
る
「
母
」
の
関
与
（
番
号
２
・
５
・
10
・
11
・
20
）

『若尾逸平』掲載の「兄弟三人」の写真
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交
流
範
囲
の
広
が
っ
た
若
尾
に
と
っ
て
は
揮
毫
の
機
会
が
増
加
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
著
名
人
に
な
っ
た
こ
と
で
経
歴
や
実
像
の
露
出
が
増
え
た
こ
と
が
、「
七
十
の
手
習
い
」

説
が
流
布
し
て
い
っ
た
理
由
の
真
相
な
の
で
あ
ろ
う
。『
修
養
叢
書 

苦
学
力
行
の
人
』（
番
号

17
）
に
お
い
て
は
、「
特
に
習
字
を
以
て
貴
重
な
る
日
課
と
な
し
、
毎
日
規
則
的
に
実
行
し
、

先
づ
一
日
に
習
ふ
字
は
多
き
時
は
四
枚
折
の
唐
紙
百
枚
、
少
な
き
時
は
四
十
枚
と
定
め
、
平

均
一
日
の
習
字
数
二
千
五
百
字
内
外
を
違
へ
た
る
事
な
し
。
七
十
の
手
習
と
は
古
来
の
諺
な

り
し
も
、
翁
に
取
て
は
我
身
の
生
涯
に
著
大
な
る
実
歴
た
り
し
な
り
。」
と
、
前
掲
の
松
崎

天
民
『
甲
州
見
聞
記
』（
番
号
26
）
と
同
様
、
書
道
を
日
課
と
し
て
精
励
す
る
若
尾
晩
年
の
姿
に

つ
い
て
描
写
し
て
い
る
。

　
壮
年
に
な
る
に
お
よ
ん
で
、
若
尾
は
商
人
と
し
て
の
地
位
が
確
立
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
う
や
く
書
に
興
味
を
持
ち
得
た
（
そ
の
よ
う
な
余
暇
が
持
ち
得
た
）
の
は
確
か
な
の
だ
ろ

う
が
、
書
道
が
若
尾
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
っ
た
の
は
、
若
尾
の
地
位
の

高
ま
り
に
よ
る
、
若
尾
の
書
の
需
要
や
機
会
の
増
加
が
背
景
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、

こ
う
し
た
一
連
の
記
述
の
変
遷
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ち
な
み
に
、
書
道
と
な
ら
ぶ
若
尾
逸
平
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
言
え
る
の
が
囲
碁
で
あ
り
、

若
尾
自
身
「
私
は
酒
は
飲
ま
ず
、
煙
草
は
吸
は
ず
、
外
に
之
ぞ
と
し
た
道
楽
と
云
ふ
も
の
は

無
い
が
、強
ゐ
て
云
つ
た
ら
囲
碁
と
手
蹟
位
な
も
の
で
せ
う
。」（
番
号
12
『
名
家
長
寿
実
歴
談
』）

と
述
べ
て
お
り
、「
甲
斐
碁
鑑（
８
）」
で
は
東
の
大
関
に
列
す
る
ほ
ど
、
そ
の
囲
碁
へ
の
傾
倒
振
り

は
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
囲
碁
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
す
で
に
明
治
十
三
年
の
『
起

業
秀
才
　
明
治
百
商
伝
』（
番
号
１
）
に
見
ら
れ
、『
名
流
百
話
』（
番
号
13
）
に
は
、「
若
尾
逸
平
、

囲
碁
に
酔
ふ
」
と
題
し
て
、
大
隈
重
信（
９
）邸
で
の
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。

若
尾
逸
平
、
囲
碁
を
好
む
こ
と
、
三
度
の
食
事
よ
り
も
太は
な
は
だ甚

し
。
一
日
大
隈
邸
に
於
て
、
某
客

と
烏う

ろ鷺
の
争
ひ
を
な
す
や
、
敵
手
妙
出
殆
ん
ど
防
ぎ
難
し
。
逸
平
考
案
数
時
、
遂
に
石
を
握
り

た
る
儘
ウ
ー
ン
と
昏
倒
し
て
前
後
を
知
ら
ざ
る
に
至
る
。
乃
ち
水
を
吹
き
医
師
を
呼
び
漸
く
息

を
吹
き
返
へ
さ
し
む
。
後
帰
宅
せ
し
め
ん
と
す
る
や
、
逸
平
曰
く
、『
ま
ァ
待
つ
て
下
さ
い
、

今
の
勝
負
を
片
づ
け
て
か
ら
帰
り
ま
し
や
う
。』

三
、
伝
記
・
評
伝
類
記
述
の
系
譜
・
特
徴

　
若
尾
逸
平
に
関
し
て
は
多
く
の
伝
記
・
評
伝
類
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
若
尾
自
身
の
栄
達

や
そ
の
長
き
に
わ
た
っ
た
生
涯
も
あ
り
、
そ
の
記
述
も
変
化
や
成
長
も
見
ら
れ
る
が
、
叙
述

に
お
い
て
は
既
刊
の
刊
行
物
も
参
考
と
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
記
述
内
容
の
系
譜
も
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
数
々
の
伝
記
・
評
伝
類
の
な
か
に
は
、
大
阪
で
刊
行
さ
れ
た
『
実
業
立
志 

日
本
新
豪
傑
伝
』

（
番
号
４
）
と
『
日
本
新
立
志
伝
』（
番
号
６
）
の
よ
う
に
、
別
の
編
者
で
あ
り
な
が
ら
（
発
行
者

は
同
じ
）
全
く
同
じ
内
容
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
こ
の
前
者
の
編
者
で
あ
る
篠
田
正
作（
城
南
）が
そ
の
前
年
に
発
行
し
た『
明
治
新
立
志
伝
』

（
番
号
３
）
に
お
い
て
は
、
若
尾
の
出
身
地
を
「
塚
原
村
」
と
す
る
誤
っ
た
記
述
が
あ
る
が
、

こ
の
間
違
い
は
そ
の
後
の
伝
記
・
評
伝
類
で
も
散
見
さ
れ
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）

刊
行
の
『
成
功
百
話
』（
番
号
20
）
ま
で
七
作
品
に
ま
で
続
く
間
違
い
の
系
譜
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
既
刊
を
種
本
に
し
て
無
批
判
に
叙
述
し
た
だ
け
の
泡
沫
的
な
伝
記
・
評

伝
類
が
横
行
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
記
述
上
の
間
違
い
だ
け
で
な
く
、

年
代
や
記
述
内
容
に
つ
い
て
も
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
書
き
継
が
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
逸

話
」
が
「
定
評
」
化
し
て
い
っ
た
側
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
必
ず
し
も
正
し
い
コ
ピ
ー
が
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
よ
う
で
、『
商
人
立
志
　

豪
商
の
雇
人
時
代
』（
番
号
11
）
に
お
い
て
は
、「
母
の
忠
言
を
排
し
て
の
上
京
」
と
の
章
だ
て
で
、

誕
生
後
ま
も
な
く
生
母
を
、
数
え
年
十
四
歳
で
継
母
を
失
っ
て
い
る
は
ず
の
若
尾
の
母
を
登

場
さ
せ
る
く
だ
り
が
あ
り
、「
ト
ウ
ト
ウ
母
親
か
ら
僅
か
の
旅
費
を
調
達
し
て
貰
つ
て
、
喜
び

勇
む
で
江
戸
に
出
た
。
然
か
も
何
の
様
な
腹
案
が
あ
つ
た
の
や
ら
。」
と
、
上
京
の
許
し
を
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エ
ピ
ソ
ー
ド
に
紙
数
が
割
か
れ
て
い
る（
６
）。

　
さ
ら
に
『
山
梨
県
人
物
誌
』
で
は
、
若
尾
が
明
治
十
年
代
の
紙
幣
価
値
の
低
迷
の
際
に
、

横
浜
正
金
銀
行
か
ら
銀
貨
を
大
量
に
借
入
し
紙
幣
と
交
換
、
そ
の
後
の
紙
幣
価
値
の
回
復
を

も
っ
て
為
替
相
場
を
中
心
に
数
十
万
円
も
の
巨
利
を
博
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
初
め
て
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
若
尾
逸
平
の
個
性
の
ひ
と
つ
で
あ
る
書
道
へ
の
造
詣
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

初
出
も
本
書
で
あ
る
。「
年
五
十
歳
に
至
り
初
て
家
政
整
頓
し
、
小
事
は
托
す
る
に
人
あ
る
を

以
て
文
学
に
志
し
、
閑
あ
れ
ば
則
ち
書
を
読
み
字
を
書
し
、
自
か
ら
楽
と
為
す
に
及
に
（
マ
マ
）べ

り
」

と
あ
り
、
商
売
上
の
安
定
を
得
て
か
ら
の
「
五
十
の
手
習
い
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。「
五
十

の
手
習
い
」
に
つ
い
て
は
、『
商
海
英
傑
伝
』（
番
号
５
）
に
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
ご
ろ

の
着
手
、『
実
業
家
奇
聞
録
』（
番
号
８
）
に
は
「
齢
五
十
二
に
し
て
始
め
て
手
習
に
従
事
し
今

は
相
応
の
能
書
と
な
る
」
と
の
記
述
も
あ
り
、
山
梨
県
や
甲
府
町
内
の
政
財
界
に
進
出
を
し

て
い
っ
た
明
治
五
年
ご
ろ
に
筆
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
『
当
代

の
実
業
家
　
人
物
の
解
剖
』（
番
号
10
）
や
『
名
家
長
寿
実
歴
談
』（
番
号
12
）
で
は
、
若
尾
の
貴

族
院
多
額
納
税
者
議
員
選
任
ご
ろ
か
ら
と
す
る
「
七
十
の
手
習
い
」
説
も
あ
り
、『
嗜
好
百
種
』

（
番
号
19
）
に
至
っ
て
は
「
老
人
が
手
習
ひ
を
始
め
た
の
は
、
世
事
を
民
造
君
に
譲
て
、
店
の

方
一
切
を
関
は
ぬ
や
う
に
な
つ
て
か
ら
で
、
ヤ
ヽ
八
十
に
手
の
届
く
頃
か
ら
だ
」
と
「
八
十

の
手
習
い
」
説
を
取
っ
て
い
る
。

　
実
際
に
若
尾
が
筆
を
執
る
こ
と
を
好
む
よ
う
に
な
っ
た
始
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、「
七
十

の
手
習
い
」
説
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
貴
族
院
議
員
就
任
ご
ろ
に
は
頼
ま
れ
て
書
く
量
も
、

若
尾
自
身
の
こ
と
を
報
道
さ
れ
る
量
も
増
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。『
当
代
の
実
業

家
　
人
物
の
解
剖
』
に
お
い
て
は
、
若
尾
を
し
て
「
当
時
新
聞
紙
の
議
会
瑣
話
が
無
学
議
員

の
一
人
と
し
て
伝
へ
た
る
所
な
ら
ず
や
、
書
は
以
て
姓
名
を
記
す
に
足
る
と
は
戦
国
武
士
の

常
態
な
れ
ど
も
、
彼
れ
は
其
初
め
姓
名
を
記
す
だ
に
覚
束
な
か
り
し
と
い
ふ
」
と
酷
評
し
て

い
る
の
だ
が
、
若
尾
が
一
代
で
昇
り
つ
め
た
立
法
府
を
占
め
る
議
員
と
い
う
地
位
は
学
問
や

能
書
を
求
め
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
が
、
若
尾
の
野
武
士
的
な
前
半
生
と
驚
異
的
な
立
身
出
世

を
支
え
た
も
の
は
学
問
的
と
は
か
け
離
れ
た「
実
力
」で
あ
る
。
同
書
の
記
述
で
は
若
尾
の「
ス

ピ
ー
ド
出
世
」
を
可
能
に
し
た
そ
う
し
た
あ
る
種
の
知
性
や
才
能
、
器
量
と
い
っ
た
も
の
を
、

「
無
学
」
や
「
文
盲
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
読
み
手
に
与
え
る
こ
と
で
、
逆
に
際
立
た
せ
る
記
述

を
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
若
尾
本
人
に
取
材
し
た
『
名
家
長
寿
実
歴
談
』
に
お
い
て
、
若
尾
は
「
其
の
時
（
筆
者
註
　

貴
族
院
議
員
就
任
時
＝
七
十
一
歳
）
手
蹟
の
ま
づ
い
の
が
残
念
だ
と
思
つ
て
手
習
ひ
を
始
め

た
処
、
何
時
と
な
し
に
面
白
み
が
出
来
て
来
て
今
で
も
楽
み
半
分
に
遣
つ
て
居
ま
す
ョ
」
と

述
べ
て
い
る
。
若
尾
の
貴
族
院
議
員
や
初
代
甲
府
市
長
な
ど
の
就
任
、
そ
し
て
明
治
二
十
年

代
初
頭
の
若
尾
ら
に
よ
る
在
京
企
業
買
収
の
拡
大
は
、
若
尾
の
名
声
と
地
位
を
急
速
に
高
め
、

若尾の碁盤（当館蔵）蓋内部に記された
「明治二拾年亥二月求之」の記述

若尾晩年製作の扇面（当館蔵）
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十
四
頁
に
わ
た
っ
て
、
若
尾
の
生
誕
か
ら
江
戸
へ
の
出
奔
、
地
元
の
葉
煙
草
の
商
売
人
と
し

て
の
旗
揚
げ
か
ら
は
じ
ま
り
、
小
仏
峠
で
仕
入
れ
た
渋
団
扇
を
雨
で
損
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

最
初
の
結
婚
の
経
緯
、
再
出
発
と
甲
府
の
商
人
と
し
て
の
発
展
、
横
浜
開
港
に
伴
う
同
地
へ

の
進
出
、
外
国
人
へ
の
水
晶
販
売
に
よ
る
巨
利
、
若
尾
機
械
の
考
案
、
官
軍
甲
府
進
駐
時
の

混
乱
と
若
尾
の
発
砲
に
よ
る
威
嚇
、
大
小
切
騒
動
で
の
焼
き
討
ち
、
道
路
・
学
校
の
設
立
な

ど
の
甲
府
町
政
へ
の
貢
献
、
弟
幾
造
ら
へ
の
財
産
分
与
な
ど
が
描
か
れ
、
同
書
発
刊
年
の
明

治
天
皇
巡
幸
時
に
お
け
る
奉
迎
と
鯉
魚
献
上
に
つ
い
て
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
出
身
地
が
家

塚
村
（「
在
」
欠
　
在
家
塚
村
が
正
し
い
）
と
の
誤
表
記
や
、
水
晶
に
よ
る
利
益
が
二
千
余

両
と
他
の
評
伝
類
と
金
額
が
異
な
る
点
（
も
っ
と
も
こ
の
水
晶
に
ま
つ
わ
る
金
額
は

「
一
五
〇
〇
両
余
り
」
が
多
数
で
あ
る
も
の
の
、
評
伝
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
る
）
な
ど

が
指
摘
で
き
る
も
の
の
、
同
書
が
刊
行
さ
れ
た
時
点
で
の
若
尾
の
主
要
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
余

す
こ
と
な
く
押
さ
え
て
い
る
。

　
凡
例
に
は
「
諸
氏
ノ
伝
ハ
多
ク
其
人
及
ヒ
其
履
歴
ヲ
詳
知
セ
シ
人
ニ
就
キ
確
実
ナ
ル
説
ヲ

撰
ミ
、
亦
諸
書
ニ
参
考
セ
シ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
大
概
誤
謬
ナ
キ
ヲ
信
ス
ル
モ
、
尚
ホ
遺
脱
等
ア
ラ

ハ
幸
ニ
覧
者
ノ
高
教
ヲ
乞
フ
」
と
あ
り
、
著
者
の
取
材
と
記
述
の
方
針
と
と
も
に
、
同
時
代

の
共
通
認
識
に
基
づ
く
記
述
で
あ
る
こ
と
と
、
参
考
と
し
た
何
ら
か
の
種
本
の
存
在
が
示
唆

さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
成
立
や
、
そ
れ
以
前
の
若
尾
の
伝
記
や
評
伝
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な

る
調
査
が
求
め
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
の
時
点
で
の
若
尾
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
集
大
成

と
見
る
こ
と
も
で
き
、
そ
の
後
の
若
尾
の
伝
記
・
評
伝
類
の
基
礎
と
な
っ
た
可
能
性
も
指
摘

で
き
る
。

　
明
治
二
十
年
代
に
な
る
と
、
わ
が
国
の
企
業
勃
興
お
よ
び
産
業
革
命
が
進
む
経
済
発
展
の

世
相
の
な
か
で
、
若
尾
の
よ
う
な
商
業
で
「
立
身
出
世
」
を
遂
げ
た
人
物
の
伝
記
・
評
伝
が

そ
の
数
を
増
や
し
て
く
る
。
現
段
階
で
は
、
明
治
二
十
年
代
に
若
尾
を
取
り
上
げ
た
も
の
は

六
点
、
同
三
十
年
代
は
四
点
、
同
四
十
年
代
に
入
る
と
十
三
点
に
も
上
り
、
若
尾
の
没
す
る

直
前
の
大
正
元
年
・
二
年
に
は
三
点
が
確
認
で
き
て
い
る
。

　
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
刊
行
の
『
山
梨
県
人
物
誌
』（
番
号
２
）
に
は
、『
起
業
秀
才
　

明
治
百
商
伝
』
で
記
述
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
加
え
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
の
第
十

国
立
銀
行
に
お
け
る
、
頭
取
栗
原
信
近
と
の
争
い
に
つ
い
て
の
記
述
を
初
め
て
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

明
治
十
六
年
甲
府
第
十
銀
行
役
員
改
選
の
事
あ
り
。
此
行
は
向
に
公（
興
）益
社
と
称
せ
し
合
資
会
社

の
改
て
銀
行
と
な
り
し
者
に
て
、
当
時
の
頭
取
相（

栗
）原
某
は
公
益
社
の
発
起
人
た
り
し
よ
り
し
て

継
続
以
て
頭
取
の
地
位
に
在
る
人
な
る
が
、
自
専
の
処
置
極
め
て
多
く
甚
だ
世
上
の
信
用
を
失

せ
り
。
若
し
今
年
に
し
て
尚
ほ
同
人
の
重
任
す
る
が
如
き
こ
と
な
ら
ば
、
株
主
は
相
率
て
背
き

去
ら
ん
と
す
る
の
趣
あ
り
て
頗
る
危
急
の
域
に
際
し
た
り
。
然
る
に
阿
諛
の
輩
は
尚
ほ
改
選
に

異
論
を
唱
へ
重
任
を
依
頼
す
べ
し
と
為
し
、
議
論
分
派
し
て
決
す
る
所
を
知
ら
ず
。
終
に
可
否

を
起
立
に
取
ら
ん
と
す
る
に
及
び
た
り
。
時
に
君
は
取
締
役
た
り
し
が
、
決
を
取
ら
ば
或
は
重

任
に
至
ら
ん
と
す
る
の
機
あ
る
を
見
て
、
起
て
堂
々
其
不
可
を
鳴
し
、
曰
く
宜
く
条
例
の
明
文

に
依
て
改
選
を
投
票
す
べ
し
。
何
ぞ
条
例
を
措
て
之
を
起
立
に
問
ひ
、
然
後
に
事
を
定
む
る
が

如
き
反
則
を
為
さ
ん
、
と
衆
論
を
弁
破
し
た
る
を
以
て
事
漸
く
定
ま
り
。
其
投
票
を
為
す
に
及

び
、
佐
竹
作
太
郎
氏
挙
ら
れ
て
頭
取
と
な
り
た
る
を
以
て
、
行
業
の
信
用
始
て
回
復
し
破
綻
痕

を
収
め
今
日
の
盛
業
を
致
せ
り
。

　
栗
原
の
名
を
「
相●

原
某
」
と
し
、
創
業
以
来
同
行
の
頭
取
を
務
め
て
来
た
相●

原
が
専
横
し

た
た
め
に
、
若
尾
が
綱
紀
の
粛
正
を
図
っ
た
と
す
る
内
容
で
、
相●

原
を
悪
魔
化
し
た
う
え
で

主
張
は
若
尾
の
「
正
論
」
の
み
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
極
め
て
若
尾
側
に
立
っ
た
書
き
ぶ

り
で
あ
る
。
の
ち
の
『
若
尾
逸
平
』
に
は
、
同
書
後
半
の
「
逸
斎
翁
逸
事
」
内
の
「
翁
と
栗

原
梧
園
翁
」
に
て
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
収
録
し
て
い
る
が
、「
翁
は
藤
村
県
令
の
政
策
に
も
栗

原
翁
の
遣や
り
く
ち口

に
も
反
対
の
意
見
を
持
つ
て
居
た
。
何
時
か
は
堂
々
と
戦
は
ね
ば
な
る
ま
い
と

覚
悟
し
て
居
た
。」
と
、
か
な
り
中
立
的
な
表
現
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
明
治
四
十
五
年
の

東
宮
山
梨
行
啓
の
際
、
共
に
皇
太
子
（
大
正
天
皇
）
宿
舎
で
あ
る
機
山
館
に
招
か
れ
た
際
の
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商伝

第二巻 明治13年 12月23日 竹内蠖亭 発兌元　東京出版
会社

東京下谷練塀町 若尾逸平君伝 甲州（520）・国会

2 山梨県人物誌 初　編 明治22年 11月26日 平野文 平野文 東京府芝区神明町 若尾逸平君伝 大木（8431）・国会

3 明治新立志伝 明治24年 ４月16日 篠田正作 中村芳松　発売所　
競争屋

大阪心斎橋北詰 若尾逸平氏 国会

4 実業立志 日本新
豪傑伝

明治25年 11月25日 篠田城南（正作） 岡本仙助 大阪市東区北久太
郎町

若尾逸平君 国会 日本新立志伝と同
内容

5 商海英傑伝 第三編 明治26年 ４月10日 瀬川光行（一気呵
成斎主人編纂）

瀬川光行（大売捌　
大倉書店　富山房
書店）

神田区錦町 若尾逸平君伝 国会

6 日本新立志伝 明治26年 10月12日 河合東涯（寿造） 岡本仙助 大阪市東区北久太
郎町

若尾逸平君 国会 日本新豪傑伝と同
内容

7 山梨人士伝評 第一巻 明治26年 10月31日 米山信八 米山信八 山梨県甲府市稲門
村

甲州（478） 印刷所山梨県甲府
市常盤町八番戸内
藤伝右衛門

8 実業家奇聞録 明治33年 11月15日 実業之日本社（代
表増田義一）

実業之日本社 東京市麹町区有楽
町

（五七）若尾逸平外
商をヘコます

（八八）若尾逸平書
家を気取る

（一四〇）若尾逸平
の報怨以徳

国会

9 商海立志　明治豪
商苦心談

明治34年 10月11日 岩崎徂堂（勝三郎）岩崎鐵次郎　発兌
元大学館

東京神田区鍛冶町 若尾逸平 国会

10 当代の実業家　人
物の解剖

明治36年 ９月６日 実業之日本社（筆
者：〈永田〉岳淵）

実業之日本社 東京市麹町区有楽
町

若尾逸平を論ず 国会 「無学議員の一人、
初め姓名を記すだ
に覚束なかりし」

11 商人立志　豪商の
雇人時代

明治38年 ９月26日 墨堤隠士 大学館 東京神田区鍋町 若尾逸平 国会 「母の忠言を排し
ての上京、物を売
る時は売り銭を用
意すへし」

12 名家長寿実歴談 明治40年 ９月28日 中村木公 増田義一（発兌元　
実業之日本社）

東京市京橋区南紺
屋町

富豪若尾逸平翁 国会、個人

13 名流百話 明治42年 ２月１日 渡辺斬鬼 文錦堂 東京市神田区小川
町

若尾逸平囲碁に酔
ふ

国会

14 実 験 立 身 策　 官
吏・会社員・商店員

明治42年 10月11日 藤田日東（栄三郎） 前川文栄閣 東京市京橋区中橋
広小路

麦飯に舌皷の若尾
逸平翁

国会

15 滑稽百話 明治42年 11月1日 加藤教栄 文学同志会（大月
隆）

東京市神田区錦町 若尾逸平の盗み儲
け

国会

16 現代峡中名士小伝 明治43年 ２月27日 中村重造（香山） 中村重造 甲府市横近習町 若尾逸平氏 甲州（466）・国会 印刷内藤伝右衛門

17 苦学力行の人 明治43年 ５月18日 永田岳淵 富田能次（発行元
富田文陽堂）

東京市神田区美土
代町

第五章　七十年前
九貫目の重荷を負
ふて小仏峠を往来
したる小男、今は
富豪若尾逸平

国会

18 無資奮闘成功家実
歴　最新実業家立
志編

明治43年 ９月10日 実業力行会 樋口福三郎・源次
郎（発売所樋口蜻
輝堂・樋口隆文館）

大阪市千日前溝の
側北へ入・大阪市
南区三休橋鰻谷南
入

武士に成り損ねて
実業に成功した　
若尾逸平

国会

19 嗜好百種 明治43年 11月25日 服部太喜弥（大夢）服部太喜弥（大夢）甲府市百石町 若尾逸平氏 国会 販売所柳正堂・徴
古堂、朗月堂、眞
盛堂

20 成功百話 明治43年 12月10日 大月隆 文学同志会 東京市神田区錦町 若尾逸平の艱難 国会

21 立志訓話　精神修
養

明治44年 ５月５日 吉丸一昌 武田福蔵（発売所　
武田交盛館）

大阪市東区安土町 若尾逸平の無資本
成功

国会

22 成功者と其人格　
処世修養

明治44年 ８月20日 島田福太郎 春江堂書店（発行
者　湯浅粂策）

東京市日本橋区若
松町

若尾逸平君 国会

23 成功立志談 明治45年 １月10日 東華山人 岡村書店（発行者　
岡村庄兵衛）

東京市浅草区下平
右衛門町

恠傑若尾逸平 国会

24 成功座右銘　名家
家訓

明治45年 ５月31日 河内夏山 岡村書店（発行者　
岡村庄兵衛）

浅草区下平右衛門
町

〔百八〕　若尾逸平 国会

25 現代実業家立身伝 大正元年 10月５日 氷川隠士 磯部甲陽堂（発行
者　磯部辰次郎）

東京市日本橋区蛎
殻町

若尾逸平 国会

26 甲州見聞記 大正元年 10月17日 松崎天民 磯部甲陽堂（発行
者　磯部辰次郎）

東京市日本橋区蛎
殻町

高齢者の多い國・
若尾逸平の足跡

甲州（675）・国会 発行所に磯部長平
（山梨県甲府市鍛
冶町）もあり

27 偉人成功の径路 大正２年 ３月19日 山田草人 岡村書店（発行者　
岡村庄兵衛）

東京市浅草区下平
右衛門町

若尾逸平氏 国会

28 若尾逸平 大正３年 ９月７日 内藤文治良 内藤文治良（発行
元博文館）

山梨県西山梨郡清
田村（博文館は東
京市日本橋区本
町）

甲 州（21824）・国
会

別表１　若尾逸平の伝記・評伝（没時までのものおよび『若尾逸平』）

※所蔵欄の「甲州」は甲州文庫（山梨県立博物館蔵）、「大木」は大木家文書（同）で、カッコ内は資料番号。「国会」は国立国会図書館蔵。
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二
、
若
尾
逸
平
の
「
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
と
そ
の
伝
記
・
評
伝

　
若
尾
逸
平
の
生
涯
を
語
る
う
え
で
最
重
要
の
資
料
と
し
て
、
前
掲
の
「
若
尾
逸
平
一
代
図

屏
風
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
屏
風
に
は
、
若
尾
の
九
十
三
年
近
い
生
涯
の
波
乱
万
丈
に
彩

ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
描
か
れ
て
い
る
。
若
尾
の
没
後
に
描
か
れ
た
で
あ
ろ
う
本
作
品
に
収

録
さ
れ
た
逸
話
の
数
々
は
、
若
尾
の
若
き
日
の
挫
折
や
そ
の
後
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
に

お
い
て
、
代
表
的
な
も
の
が
抜
き
出
さ
れ
て
い
る
も
の
と
言
え
、
若
尾
の
「
正
史
」
と
し
て

確
立
し
た
物
語
と
も
言
え
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
伝
記
や
評
伝
で
同
時
代
の
共
通
認
識
と
し

て
成
立
し
て
い
た
、
若
尾
逸
平
像
で
あ
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
は
本
作
品
に
描
か
れ

た
若
尾
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
、
若
尾
の
年
齢

と
各
場
面
に
相
当
す
る
内
藤
文
治
良
『
若
尾
逸
平
』
の
挿
絵
の
掲
載
頁
を
添
書
き
し
た
。

【
第
一
扇
】

①
継
母
を
弔
う
灯
籠
を
自
作
す
る
。（
十
四
歳
　
五
五
頁
）

②
故
郷
を
出
て
江
戸
に
向
か
う
。（
十
九
歳
　
九
三
頁
）

③
行
商
生
活
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
信
濃
へ
桃
売
り
。（
二
十
二
歳
　
一
五
六
頁
）

④
最
初
の
妻
の
不
義
を
知
る
。（
三
十
三
歳
　
二
三
六
頁
）

⑤
婿
入
り
先
の
父
母
に
養
子
の
解
消
を
告
げ
る
。（
三
十
四
歳
　
二
四
六
頁
）

⑥
両
国
屋
喜
兵
衛
と
綿
商
売
で
再
出
発
。（
三
十
四
歳
　
二
五
七
頁
）

【
第
二
扇
】

①
繰
綿
相
場
の
下
落
で
無
一
文
に
な
る
。（
三
十
五
歳
　
二
六
五
頁
）

②�

小
仏
峠
で
夕
立
ち
に
遭
い
、
商
品
の
火
口
と
渋
団
扇
を
台
無
し
に
す
る
。（
二
十
三
歳
　

一
八
一
頁
）

③
再
婚
し
た
は
つ
夫
人
が
出
迎
え
る
様
子
。（
三
十
八
歳
　
三
〇
二
頁
）

④
緑
橋
付
近
の
須
原
屋
で
の
ト
ラ
ブ
ル
か
。（
三
十
六
～
七
歳
　
二
七
六
頁
）

⑤
鰍
沢
二
階
屋
で
の
支
払
い
ト
ラ
ブ
ル
か
。（
三
十
六
～
七
歳
　
二
八
〇
頁
）

⑥
外
国
人
と
の
初
貿
易
。（
四
十
歳
　
三
五
〇
頁
）

⑦
若
尾
機
械
を
考
案
し
、
製
糸
工
場
を
設
立
す
る
。（
四
十
三
歳
　
三
八
五
頁
）

【
第
三
扇
】

①�

官
軍
甲
府
進
駐
直
前
の
混
乱
に
乗
じ
た
暴
徒
へ
威
嚇
射
撃
。（
四
十
九
歳
　
四
〇
九
頁
）

②
大
小
切
騒
動
に
お
け
る
焼
き
討
ち
の
様
子
。（
五
十
三
歳
　
四
二
〇
頁
）

③�

生
糸
価
格
の
暴
落
を
機
に
兄
弟
や
手
代
へ
の
財
産
分
与
を
行
う
。（
五
十
七
歳
　
四
二
七
頁
）

④
明
治
天
皇
巡
幸
に
際
し
奉
迎
送
。（
六
十
一
歳
　
該
当
挿
絵
な
し
）

⑤
貴
族
院
多
額
納
税
者
議
員
就
任
。（
七
十
一
歳
　
該
当
挿
絵
な
し
）

⑥
若
尾
公
園
（
愛
宕
町
）
に
寿
像
建
設
。（
九
十
三
歳
　
四
七
三
頁
）

⑦
最
晩
年
の
書
を
記
す
若
尾
。（
九
十
歳
代
　
巻
頭
口
絵
写
真
）

　（
※
年
齢
は
数
え
年
に
よ
る
表
記
に
よ
る
。）

　
屏
風
上
の
各
場
面
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
同
定
に
つ
い
て
は
異
同
も
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

若
尾
逸
平
の
生
涯
の
主
要
な
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
シ
ー
ン
を
挙
げ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、『
若

尾
逸
平
』
の
要
旨
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
紹
介
し
て
い
る
作
品
で
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
若
尾

が
没
し
た
大
正
時
代
の
は
じ
め
に
製
作
・
編
纂
さ
れ
た
「
若
尾
逸
平
一
代
図
屏
風
」
と
『
若

尾
逸
平
』
に
よ
っ
て
、
若
尾
の
生
涯
を
彩
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
「
正
史
」
と
し
て
確
立
し
た
と

も
言
え
る
が
、
こ
の
両
作
品
に
結
実
し
た
若
尾
の
物
語
が
、
若
尾
の
生
前
中
か
ら
ど
の
よ
う

に
語
ら
れ
て
き
た
か
を
見
て
み
よ
う
。

　
若
尾
逸
平
の
伝
記
・
評
伝
に
つ
い
て
、
山
梨
県
立
博
物
館
と
国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
か

ら
対
象
と
な
る
も
の
を
調
べ
た
。
こ
の
調
査
に
よ
り
、
内
藤
文
治
良
『
若
尾
逸
平
』
お
よ
び

前
述
の
『
甲
州
見
聞
記
』
を
含
め
、二
十
八
の
評
伝
類
（
別
表
１
）
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
管
見
の
限
り
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
若
尾
の
伝
記
・
評
伝
で
最
古
の
も
の
は
明
治
十
三
年

（
一
八
八
〇
）
刊
行
の
『
起
業
秀
才
　
明
治
百
商
伝
』（
リ
ス
ト
番
号
１
）
で
あ
る
。
同
書
で
は
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松
崎
の
記
す
と
こ
ろ
で
は
、
今
な
お
丈
夫
な
肉
体
と
老
人
と
な
っ
て
も
最
小
限
の
睡
眠
し

か
取
ら
な
い
こ
と
、
習
字
を
日
課
と
す
る
「
八
十
手
習
い
」、
少
な
い
趣
味
と
し
て
は
囲
碁

を
愛
し
て
い
る
こ
と
、
粗
食
を
旨
と
し
て
い
る
が
餅
を
大
変
好
ん
で
、
朝
か
ら
海
苔
を
巻
い

た
餅
を
七
切
れ
も
食
べ
る
こ
と
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
睡
眠
が
少
な
い
こ
と
や
習
字
・
囲
碁
・

粗
食
は
、
若
尾
逸
平
の
人
物
像
を
構
成
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
記
に
も

扱
わ
れ
て
い
る
が
、
最
晩
年
に
は
若
尾
逸
平
像
の
一
部
と
し
て
確
立
し
て
い
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
餅
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
は
『
若
尾
逸
平
』
に
は
さ
ら
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り
、

養
嗣
子
民た
み
ぞ
う造

の
妻
幾
久
子
（
弟
幾
造
の
娘
で
若
尾
の
姪
に
も
あ
た
る
）
が
毎
朝
作
る
特
製
の

餅
で
あ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
も
う
一
人
は
山よ
う

田だ

町ま
ち

の
若
尾
家
の
そ
ば
に
居
住
し
て
い
た
名
取
淑
子
に
よ
る
『
た
ど
り
し

あ
と
』
に
記
さ
れ
た
名
取
の
幼
年
時
代
に
目
撃
し
た
、
若
尾
の
最
晩
年
の
姿
で
あ
る
。

若
尾
さ
ん
の
本
家
に
は
、
空
襲
で
も

焼
け
残
っ
た
ほ
ど
の
大
き
な
お
蔵
が

あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
東
の
方
に
ず
っ

と
な
ら
ん
で
。

そ
の
お
蔵
の
中
の
ハ
リ
へ
、
ブ
ラ
ン

コ
を
つ
っ
て
も
ら
い
ま
し
て
ね
。
勝

世
さ
ん
（
筆
者
註
　
若
尾
璋し

ょ
う
は
ち八三

女
）

と
、
交
互
に
乗
っ
て
遊
ん
で
い
た
ん

で
す
が
、
そ
の
と
き
逸
平
さ
ん
（
若

尾
財
閥
の
創
始
者
）
が
…
…
。
本
当

に
忘
れ
も
し
な
い
ん
で
す
よ
。
小
さ

い
お
じ
い
さ
ん
で
し
て
ね
。
キ
ン
キ

ン
の
声
で
し
て
。
ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
コ
、

蔵
の
中
の
私
達
の
と
こ
ろ
へ
出
て
い

ら
っ
し
て
ね
。
甲
州
弁
丸
出
し
で
ね
。

「
あ
れ
、
こ
れ
が
名
取
さ
ん
ち
の
ぼ
こ
け
え
！
」

ほ
ん
と
う
に
…
…
。
い
ま
も
っ
て
そ
の
声
が
耳
に
つ
い
て
忘
れ
ら
れ
な
い
の
。
幼
稚
園
の
こ
ろ

で
す
か
ら
明
治
四
十
二
年
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
ね
。

あ
あ
、
こ
れ
が
若
尾
逸
平
さ
ん
ち
ゅ
う
人
か
な
あ
ー
、
と
ね
、
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
二
、三
年
の
ち
に
、
逸
平
さ
ん
、
九
十
い
く
つ
か
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
逸

平
さ
ん
に
お
会
い
し
た
最
初
に
し
て
最
後
で
し
た
。
勝
世
さ
ん
の
ひ
い
お
じ
い
さ
ん
に
な
る
の

か
し
ら
。
民
造
さ
ん
の
お
父
さ
ん
で
す
か
ら
ね
。

　
名
取
に
と
っ
て
の
若
尾
逸
平
は
、「
キ
ン
キ
ン
声
」
の
鮮
烈
な
印
象
と
と
も
に
記
憶
さ
れ
て

い
る
も
の
だ
っ
た
。「
甲
州
弁
丸
出
し
」
と
い
う
こ
と
は
、
若
尾
の
口
調
は
甲
府
盆
地
西
部

「
西に
し
ご
お
り郡
」
の
地
域
特
有
の
方
言
を
色
濃
く
纏
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
名
取
の
見
た
若

尾
逸
平
は
、名
取
本
人
の
言
に
あ
る
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
か
ら
「
二
、三
年
の
ち
に
」

の
範
疇
で
あ
る
同
四
十
四
年
ご
ろ
の
満
年
齢
八
十
九
歳
か
ら
九
十
一
歳
の
姿
だ
っ
た
こ
と
に

な
る
が
、
小
柄
で
あ
り
な
が
ら
「
ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
コ
」
と
出
て
来
る
様
か
ら
は
、
い
ま
だ
活
動

力
を
失
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
類
推
で
き
、
小
柄
で
あ
り
な
が
ら
馬
力
に
あ
ふ
れ
た
往
年

の
行
商
人
若
尾
逸
平
の
姿
を
髣
髴
と
さ
せ
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
同
時
代
人
か
ら
見
た
若
尾
逸
平
の
姿
や
言
行
の
記
録
は
、
そ
の
記
録
の
目
的
や

性
質
、
バ
イ
ア
ス
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
一
定
の
価
値
観
に
よ
っ
て
叙
述
さ
れ
る
評

伝
上
の
若
尾
逸
平
像
だ
け
で
は
知
り
得
な
い
姿
を
も
た
ら
さ
れ
得
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
実

際
に
若
尾
に
出
会
っ
た
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
人
物
の
記
録
は
、
同
時
代
人
に
よ
っ
て
若

尾
逸
平
が
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
た
か
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
の
な
か
で
は
、
創
作
性

が
低
く
資
料
性
の
高
い
立
脚
点
と
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
同
時
代
の
視
線
の
な
か
で
、
若
尾
逸
平
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
、
伝
記
『
若
尾

逸
平
』
と
し
て
結
実
し
、
後
世
の
我
々
に
と
っ
て
の
若
尾
逸
平
像
が
確
立
す
る
に
い
た
っ
た

の
か
、
そ
の
一
端
を
次
章
以
降
で
繙
い
て
い
き
た
い
。

明治45年当時の「若尾本邸」とされる写真（当館蔵）
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い
て
の
理
解
を
深
め
る
試
み
と
し
た
い
と
も
考
え
て
お
り
、
ひ
い
て
は
山
梨
県
の
近
代
史
の

理
解
の
深
ま
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
、
若
尾
逸
平
の
人
物
像

　
若
尾
逸
平
と
い
う
人
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
語
る
う
え
で
、
そ
の
形
成
の
中
心
と
な
っ
て
い
る

の
が
「
正
史
」
と
も
言
う
べ
き
内
藤
文
治
良
『
若
尾
逸
平
』
で
あ
ろ
う
。
同
書
は
、
文
政
三

年
十
二
月
六
日
の
若
尾
の
出
生
か
ら
大
正
二
年
九
月
七
日
の
死
去
と
そ
の
後
の
葬
儀
に
い
た

る
ま
で
、
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
つ
つ
、
若
尾
の
生
涯
を
生
き
生
き
と
描
い
て
い
る
。

同
書
と
軌
を
一
に
す
る
内
容
が
、
郷
土
画
家
で
あ
る
中
澤
年
章（
２
）の

筆
に
よ
る
「
若
尾
逸
平
一

代
図
屏
風（
３
）」

に
よ
っ
て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
お
り
、
若
尾
の
生
涯
に
お
け
る
注
目
の
シ
ー

ン
の
数
々
が
、
三
曲
一
隻
の
屏
風
の
上
に
て
、
紙
芝
居
風
な
展
開
で
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
描
か

れ
て
い
る
。

　『
若
尾
逸
平
』
は
若
尾
の
一
周
忌
に
あ
た
る
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
九
月
七
日
に
刊
行

さ
れ
て
お
り
、
没
後
に
編
集
が
開
始
さ
れ
、
丸
一
年
の
節
目
に
あ
わ
せ
て
完
成
さ
せ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
当
然
自
叙
伝
の
よ
う
な
本
人
の
証
言
を
と
る
こ
と
は
叶
わ
ず
、
著
者
の
内
藤
自

身
の
見
聞
を
は
じ
め
、『
若
尾

逸
平
』
後
半
の
「
逸
斎
翁
逸
事
」

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
関
係
者
の

証
言
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
既
存

の
評
伝
な
ど
か
ら
も
取
材
し
な

が
ら
編
集
を
進
め
て
い
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。本
稿
で
は
、

『
若
尾
逸
平
』
を
結
実
点
と
見

る
同
時
代
に
お
け
る
若
尾
逸
平

像
の
把
握
を
進
め
て
い
く
が
、
そ
の
前
に
若
尾
に
直
接
会
っ
て
い
る
二
名
が
記
す
若
尾
逸
平

像
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　
ま
ず
一
人
目
は
、
岡
山
県
出
身
の
作
家
・
新
聞
記
者
で
あ
る
松
崎
天
民（
４
）に

よ
る
『
甲
州
見

聞
記
』
で
あ
る
。
松
崎
は
「
東
京
朝
日
新
聞
」
の
記
者
と
し
て
、
折
し
も
皇
太
子
（
の
ち
の

大
正
天
皇
）
行
啓
に
沸
く
山
梨
県
を
訪
問
し
て
お
り（
５
）、

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
春
の

山
梨
の
姿
と
と
も
に
、
満
年
齢
九
十
一
歳
（
数
え
年
九
十
三
歳
）、
最
晩
年
の
若
尾
逸
平
に

対
面
し
て
、
そ
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

一
代
に
し
て
稀
有
の
大
地
主
と
な
り
、
巨
萬
の
富
を
致
し
得
た
若
尾
逸
平
老
人
も
、
今
は

九
十
三
歳
の
高
齢
者
と
し
て
、
甲
斐
一
国
の
宝
物
た
り
。
耳
こ
そ
稍
遠
く
な
つ
た
が
眼
も
腰
も

確
な
も
の
で
、
白
髪
蒼
顔
生
来
の
強
情
張
は
、
今
に
至
る
も
衰
へ
な
い
。
四
十
一
年
に
赤
痢
を

煩
つ
て
、
危
篤
を
伝
へ
ら
れ
て
も
容
易
に
死
な
ず
。
今
年
一
月
尿
毒
症
に
罹
つ
て
か
ら
は
、
健

康
復
昔
日
の
様
で
な
い
が
、
そ
れ
で
も
朝
は
六
時
頃
に
起
き
て
、
夜
は
十
一
時
に
な
ら
ぬ
と
臥

床
に
入
ら
な
い
。
三
年
前
の
九
十
歳
ま
で
は
、
漢
籍
を
村
上
帰
雲
に
就
て
学
び
、
書
は
市
河
米

庵
の
手
本
に
依
つ
て
、
毎
日
唐
紙
に
二
十
字
づ
ゝ
書
く
と
云
ふ
元
気
、
八
十
手
習
ひ
と
は
、
眞

此
の
老
人
の
事
で
あ
る
。
客
を
好
ん
で
能
く
語
り
、
碁
を
囲
ん
で
は
時
の
移
る
を
知
ら
ず
、
脂

肪
濃
い
物
は
好
ま
な
い
が
、
蛋
白
な
物
は
何
で
も
食
ふ
。
殊
に
好
物
は
蕎
麦
と
豆
腐
で
、
パ
ン

な
ど
も
出
せ
ば
頬
張
る
。
九
十
三
歳
で
あ
り
な
が
ら
、
老
人
臭
く
な
い
の
が
、
逸
平
翁
の
異
つ

た
所
。

何
う
し
て
長
命
が
出
来
ま
す
か
と
、
逢
つ
て
聞
い
て
見
て
も
笑
つ
て
答
へ
ぬ
。
芝
居
も
講
談
も

見
ず
聴
か
ず
、
字
を
習
つ
て
書
く
だ
け
で
、
書
画
骨
董
に
も
趣
味
を
有
た
ぬ
。
壮
年
か
ら
初
老

の
頃
を
、
多
く
は
南
船
北
馬
で
送
つ
た
。
最
も
老
人
に
珍
と
す
る
は
、
餅
を
好
む
こ
と
異
常
な

一
事
で
、
大
概
朝
は
海
苔
に
巻
い
た
餅
七
切
位
を
平
気
で
食
ふ
。
碁
を
囲
ん
で
居
る
折
の
如
き

は
、
無
意
識
の
裡
に
餅
を
食
ふ
こ
と
驚
く
ば
か
り
。

人
は
若
尾
逸
平
の
長
命
を
、
今
日
の
富
に
帰
す
る
け
れ
ど
、
人
並
勝
れ
て
餅
を
食
つ
て
も
、
更

に
胃
腑
を
害
ね
ざ
る
其
の
性
来
の
健
康
體
も
、
富
貴
長
命
の
素
因
を
な
し
た
に
違
ひ
な
い
。
甲

州
一
の
分
限
者
若
尾
逸
平
は
、
ま
た
甲
州
の
代
表
的
高
齢
者
と
し
て
記
す
る
に
足
る
。

内藤文治良『若尾逸平』（大正3年）
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は
じ
め
に

　
甲
州
財
閥
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
若
尾
逸
平
は
、
文
政
三
年
十
二
月
六
日
生
ま
れ
（
グ
レ

ゴ
リ
オ
暦
換
算
で
一
八
二
一
年
一
月
九
日
）、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
九
月
七
日
逝
去
の

満
九
十
二
年
八
か
月
の
生
涯
で
あ
り
、
そ
の
生
誕
か
ら
二
百
年
を
迎
え
た
。

　
若
尾
は
初
代
甲
府
市
長
や
貴
族
院
多
額
納
税
者
互
選
議
員
、
鉄
道
会
議
員
を
歴
任
し
、
県

内
富
裕
層
に
よ
る
鉄
道
・
電
力
事
業
へ
の
投
資
を
主
導
す
る
な
ど
、
山
梨
県
の
近
代
史
前
半

に
お
け
る
政
治
・
経
済
分
野
で
最
も
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
人
物
と
言
え
る
。

　
山
梨
県
の
近
代
史
の
理
解
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
甲
州
財
閥
の
実
像
を
明
ら
か
に
す
る
う

え
で
、
若
尾
逸
平
お
よ
び
若
尾
家
に
つ
い
て
の
研
究
を
深
め
る
こ
と
の
重
要
性
は
言
う
ま
で

も
な
い
が
、
関
東
大
震
災
や
金
融
恐
慌
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
若
尾
家
の
事
業
的
頓
挫
と
解
体

に
よ
っ
て
、「
若
尾
資
料
」
な
ど
の
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
若
尾
逸
平
に
関
す
る
一
次
的
資

料
や
若
尾
家
の
家
伝
文
書
な
ど
は
散
佚
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
斎
藤
康
彦

氏
の
一
連
の
研
究（
１
）に
よ
っ
て
若
尾
家
の
経
営
動
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
甲
州
財
閥
の

事
業
的
な
実
態
に
つ
い
て
の
理
解
が
大
き
く
進
展
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
一
代
で
巨
富
を
築
き
上
げ
た
若
尾
逸
平
個
人
に
つ
い
て
は
、
散
佚
し
た
資

料
的
な
限
界
も
あ
っ
て
十
分
に
検
証
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
。
現
在
で
は
、
若
尾
没
後
に

刊
行
さ
れ
た
伝
記
『
若
尾
逸
平
』（
大
正
三
年
刊
）
が
若
尾
の
「
正
史
」
と
な
っ
て
お
り
、
生

前
か
ら
没
後
に
数
多
く
刊
行
さ
れ
た
評
伝
に
よ
っ
て
語
ら
れ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で

あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
立
身
出
世
主
義
に
彩
ら
れ
た
人
物
像
が
、
現
在
の
若
尾
逸
平
像
を
支

配
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
伝
記
や
評
伝
と
い
っ
た
刊
行
物
の
資
料
性
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
高
く

評
価
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
若
尾
に
関
し
て
は
在
世
中
か
ら
同
時
代
に
よ
る
評
価
が

数
多
く
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
評
伝
類
に
お
い
て
も
若
尾
自
身
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
も
の

か
ら
、既
刊
か
ら
の
丸
写
し
の
も
の
ま
で
、ま
さ
に
玉
石
混
交
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

本
稿
に
お
い
て
は
若
尾
と
同
時
代
の
評
伝
を
主
対
象
と
し
て
、
そ
の
記
述
内
容
を
整
理
し
、

同
時
代
の
人
々
の
な
か
で
若
尾
逸
平
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
か
を
考
察
す
る
と
と

も
に
、「
正
史
」
へ
至
る
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
成
立
過
程
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
同

時
に
若
尾
自
身
に
よ
る
証
言
を
収
集
す
る
こ
と
で
、
若
尾
逸
平
の
思
考
や
活
動
の
背
景
に
つ

　
　
伝
記
資
料
か
ら
み
る
甲
州
財
閥
・
若
尾
逸
平
像
の
再
構
築

小
　
畑
　
茂
　
雄
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（
14
）
坂
田
家
に
は
、何
年
分
か
の
欠
損
は
あ
る
も
の
の
、延
宝
六
（
一
六
七
九
）
年
の
「
御
公
用
諸
事
之
留
」

か
ら
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
の
「
御
用
日
記
」
ま
で
が
残
存
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
山
梨
県
立
博

物
館
所
蔵
坂
田
家
文
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
し
た
。
な
お
冊
子
ご
と
に
表
題
が
異
な
る
た
め
、

以
下
の
行
論
で
は
こ
の
坂
田
家
の
一
連
の
日
記
史
料
を
「
公
用
日
記
」
と
呼
称
す
る
。

（
15
）
前
掲
註
（
５
）『
甲
府
市
史
』
九
一
二
～
九
一
五
ペ
ー
ジ
。

（
16
）
坂
田
家
文
書
公
用
日
記
、安
政
五
年
八
月
二
七
日
条
。
な
お
、引
用
史
料
中
の
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。

（
17
）
こ
の
と
き
の
水
野
の
立
場
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
年
九
月
に
は
駿
府
大
目
付
に
転
任
し
て
い
る
ら
し

い
こ
と
か
ら
（「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」、（
安
政
五
年
）
九
月
五
日
「
駿
府
目
付
水
野
清
六
巡
見
に
つ
き

達
書
」
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
坂
名
井
家
文
書
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
五
二
―
〇
〇
一
三
五
な
ど
）、
甲

府
で
は
仮
目
付
あ
た
り
を
務
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
18
）
前
掲
註
（
５
）『
甲
府
市
史
』
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
通
り
、
こ
の
と
き
の
死
者
は
三
三
の
町
で

三
〇
三
名
を
数
え
、
病
床
に
あ
る
者
は
三
五
町
の
二
五
三
名
に
及
ん
で
い
る
。
な
お
、
同
年
九
月

二
一
日
条
で
は
、
九
月
中
旬
ま
で
の
集
計
が
行
わ
れ
、
死
者
は
四
百
六
名
、
病
床
に
あ
る
者
は

四
四
一
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
年
に
行
わ
れ
た
人
別
改
で
は
、
甲
府
の
住
民
は
一
万
一
九
九
二
名

で
あ
り
、
死
亡
率
を
単
純
に
割
り
出
せ
ば
約
三
・
三
八
％
と
な
る
。

（
19
）
坂
田
家
文
書
公
用
日
記
、
安
政
五
年
九
月
一
九
日
条
。

（
20
）
一
、
山
崎
久
左
衛
門
殿
ゟ
以
手
紙
談
之
儀
有
之
ニ
付
、
山
手
御
役
所
迄
罷
越
候
様
被
申
越
候
間
、
罷

出
候
処
、
瞽
女
共
御
救
筋
之
儀
ニ
付
内
談
有
之
候
（
坂
田
家
文
書 

公
用
日
記 

安
政
五
年
九
月
二
二

日
条
）

（
21
）
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
甲
州
文
庫
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
三
―
〇
一
八
九
三
四
。
な
お
以
下
本
稿
で

は
同
資
料
を
「
触
書
写
」
と
略
記
す
る
。

（
22
）
前
掲
註
（
21
）「
触
書
写
」。

（
23
）
現
在
、
同
名
の
神
社
は
存
在
し
な
い
が
、
お
そ
ら
く
北
杜
市
白
州
町
横
手
に
所
在
す
る
巨
麻
神
社
の

こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
小
山
神
社
年
中
録
」
は
現
在
、
天
保
一
四
（
一
八
四
三
）

年
か
ら
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
ま
で
の
一
九
冊
が
残
存
し
て
い
る
（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
甲
州

文
庫
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
三
―
〇
〇
七
六
九
二
～
〇
〇
七
七
一
〇
）。

（
24
）「
小
山
神
社
年
中
録
」
安
政
五
年
八
月
一
一
日
条
。

（
25
）「
小
山
神
社
年
中
録
」
安
政
五
年
八
月
一
六
日
条
。

（
26
）「
小
山
神
社
年
中
録
」
安
政
五
年
八
月
二
五
日
条
。

（
27
）
甲
斐
国
に
「
大
場
」
村
は
存
在
し
な
い
。
大
八
田
村
（
現
北
杜
市
）
の
こ
と
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

横
手
村
か
ら
は
や
や
離
れ
て
お
り
、
断
定
し
が
た
い
。

（
28
）『
都
留
市
史 

史
料
編 

近
世
Ⅱ
』
三
九
一
～
三
九
二
ペ
ー
ジ
、
三
四
一
号
文
書
。

（
29
）
彗
星
に
関
す
る
記
述
が
他
地
域
で
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
の
は
、
意
識
が
及
ば
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ

う
か
。「
書
か
れ
な
か
っ
た
理
由
」
の
推
定
は
極
め
て
難
し
い
。

（
30
）『
都
留
市
史 

史
料
編 

近
世
Ⅱ
』
四
一
一
〜
四
一
三
ペ
ー
ジ
、
三
五
四
号
文
書
。

（
31
）
史
料
に
記
載
の
あ
る
村
は
、
下
谷
村
、
上
谷
村
、
十
日
市
場
村
、
夏
刈
村
下
組
・
上
組
、
倉
見
村
、

境
村
、
玉
川
村
、
四
日
市
場
村
、
小
形
山
村
、
井
倉
村
、
古
川
渡
村
、
川
茂
村
、
田
之
倉
村
、
大
月
村
、

駒
橋
村
、
殿
上
村
、
猿
橋
村
、
小
野
村
、
上
花
咲
村
、
下
花
咲
村
、
小
沼
村
上
組
・
下
組
、
加
畑
村
、

平
栗
村
、
金
井
村
、
中
津
森
村
、
川
棚
村
、
真
木
村
上
組
、
藤
崎
村
、
下
吉
田
村
、
上
暮
地
村
、
中

初
狩
村
、
下
初
狩
村
、
葛
野
村
・
下
和
田
村
・
強
瀬
村
・
浅
利
村
・
岩
殿
村
・
畑
倉
村
、
戸
沢
村
、

法
能
村
、
松
山
村
で
あ
る
。
た
だ
し
、
葛
野
村
以
下
四
ヶ
村
は
畑
倉
村
の
名
主
が
兼
任
し
て
お
り
、

松
山
村
に
は
名
主
な
ど
の
記
載
が
な
い
。
現
在
の
都
留
市
か
ら
西
桂
町
、
富
士
吉
田
市
に
か
け
て
の

地
域
で
あ
る
。

（
32
）
前
掲
註
（
４
）「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」。

（
33
）
な
お
白
山
は
幕
末
ま
で
越
前
国
で
あ
り
、
越
前
藩
が
支
配
し
て
い
た
。
以
下
の
記
述
で
は
全
て
「
加

賀
国
白
山
」
と
現
れ
て
お
り
、
情
報
源
の
同
一
性
を
考
え
る
手
が
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
34
）
同
類
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
後
で
触
れ
るTw

itter

で
の
紹
介
以
後
、
様
々
な
形
で
博
物
館
や
著
者
個

人
に
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。
重
複
す
る
も
の
や
間
接
的
な
も
の
も
あ
り
、紙
幅
の
制
約
も
大
き
い
た
め
、

こ
こ
で
情
報
提
供
者
全
員
の
お
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
が
、
み
な
さ
ま
に
は
心
よ
り
お

礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

（
35
）「
安
政
雑
記
」
安
政
四
年
「
加
賀
白
山
両
頭
烏
」（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、https://

w
w

w.digital.archives.go.jp/das/m
eta/M

1000000000000034278.htm
l

）。

（
36
）「
安
政
雑
記
」
安
政
四
年
「
両
頭
烏
之
絵
摺
立
御
仕
置
」（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、

https://w
w

w.digital.archives.go.jp/das/m
eta/M

1000000000000034279.htm
l

）。

（
37
）「
吉
田
屋
覚
日
記
抄
」
安
政
五
年
八
月
三
〇
日
条
（『
双
葉
町
史
』
近
世
資
料
、
一
〇
七
五
ペ
ー
ジ
）。

（
38
）
名
付
け
親
は
、
小
林
可
奈
非
常
勤
職
員
（
当
時
）
で
あ
っ
た
（
丸
尾
依
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

（
39
）
当
該
ツ
イ
ー
ト
はhttps://tw

itter.com
/kaiseum

_ypm
/status/1245971076888145929

。

（
40
）
こ
の
と
き
休
止
と
な
っ
た
の
は
、
常
設
展
示
・
企
画
展
示
の
観
覧
と
資
料
閲
覧
業
務
で
あ
り
、
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
や
貸
室
、
外
庭
は
利
用
が
可
能
で
あ
っ
た
。

（
41
）�

四
月
八
日
に
五
月
末
日
ま
で
の
臨
時
休
館
と
、「
北
斎
漫
画
」
展
の
一
般
公
開
中
止
が
発
表
さ
れ
た
。

（
42
）
末
尾
の#

は
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
と
呼
ば
れ
、Tw

itter

で
は
こ
れ
を
つ
け
て
お
く
と
、
同
じ
タ
グ
を
含
む
ツ

イ
ー
ト
が
検
索
し
や
す
く
な
り
、
ま
と
め
て
見
る
の
に
便
利
で
あ
る
。
こ
の
ツ
イ
ー
ト
で
は
、
ア
マ

ビ
エ
を
検
索
し
た
人
に
見
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ア
マ
ビ
エ
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
て

お
い
た
の
で
あ
っ
た
。

（
43
）�

リ
ツ
イ
ー
ト
は
自
他
を
問
わ
ず
、同
じ
ツ
イ
ー
ト
を
再
投
稿
す
る
こ
と
で
あ
り
、い
い
ね
は
そ
の
ツ
イ
ー

ト
に
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
を
つ
け
、
後
か
ら
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
い
い
ね

よ
り
リ
ツ
イ
ー
ト
の
方
が
拡
散
し
や
す
く
、
多
く
の
閲
覧
者
を
得
や
す
い
が
、
多
く
の
利
用
者
は
心

理
的
な
ハ
ー
ド
ル
か
ら
、
い
い
ね
を
つ
け
る
だ
け
に
と
ど
め
る
場
合
も
多
い
。
ま
た
ひ
と
つ
の
ツ
イ
ー

ト
に
対
し
て
両
方
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
44
）
こ
の
「
甲
斐
の
国
の
た
か
ら
も
の
」
展
で
は
「
み
ん
な
で
選
ぶ
展
示
品
」
と
題
し
、
収
蔵
品
二
〇
点

の
う
ち
か
ら
投
票
で
展
示
品
を
選
ぶ
試
み
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
は
二
位
に

入
選
し
、
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
一
位
は
葛
飾
北
斎
「
冨
嶽
三
十
六
景
」）。
そ
れ
だ
け
人
気

の
資
料
に
「
成
長
」
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
山
梨
県
立
博
物
館
）
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る
事
例
の
集
積
を
続
け
、
甲
斐
国
以
外
の
地
域
と
の
比
較
検
討
も
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　
後
半
で
は
、「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の
情
報
を
整
理
し
た
。
現
在
進
行

中
の
事
象
で
は
あ
る
が
、
あ
る
時
点
で
区
切
り
を
つ
け
た
情
報
を
集
積
す
る
こ
と
に
も
一
定

の
意
義
が
あ
る
と
感
じ
た
た
め
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
現
在
、
甲
斐
国
に
お
い
て

安
政
の
コ
レ
ラ
に
関
連
す
る
史
料
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
も
の
は
数
が
少
な
い
が
、
当
該

時
期
を
含
む
記
録
史
料
は
多
数
存
在
す
る
。
今
回
使
用
し
た
も
の
も
そ
の
一
部
で
あ
る
。
し

か
し
そ
れ
ら
の
記
録
は
雑
多
な
情
報
を
含
ん
で
お
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
活
用
し
づ
ら
い
。
時

代
が
く
だ
っ
て
大
正
時
代
の
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
に
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
叙
述
に
使
え
る
史

料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
様
々
な
情
報
が
あ
ふ
れ
、
そ
の
取
捨
選
択
が
日
を
追
っ
て
難
し
く

な
る
な
か
で
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
騒
動
の
一
環
と
し
て
、
こ

れ
ら
の
情
報
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
も
、
そ
れ
な
り
の
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

　
歴
史
資
料
に
限
ら
ず
、
博
物
館
資
料
の
価
値
は
多
様
で
あ
り
、
様
々
な
評
価
軸
が
存
在
し

て
い
る
。
調
査
研
究
の
進
展
や
世
の
中
の
状
況
に
応
じ
て
、
資
料
の
価
値
は
常
に
変
化
す
る

も
の
で
あ
る
。
学
芸
員
は
資
料
を
扱
う
仕
事
で
あ
る
が
、
資
料
だ
け
を
見
て
い
て
は
勤
ま
ら

な
い
。
広
く
世
の
中
一
般
の
人
々
が
、
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
を
持
っ
て
い
る
か
を
把
握
し
て
、

適
切
な
資
料
を
紹
介
す
る
こ
と
も
ま
た
、
重
要
な
任
務
で
あ
る
。
今
回
の
「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」

を
め
ぐ
る
一
連
の
で
き
ご
と
は
、
少
な
く
と
も
情
報
発
信
に
あ
た
っ
た
筆
者
に
、
そ
の
こ
と

を
改
め
て
痛
感
さ
せ
て
く
れ
た
。
今
後
も
過
度
に
お
も
ね
っ
た
り
流
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
な

く
、
調
査
研
究
の
成
果
を
適
切
に
発
信
で
き
る
よ
う
、
そ
の
方
法
や
内
容
に
つ
い
て
考
え
続

け
て
い
き
た
い
。

註（
１
）
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
高
橋
敏
『
幕
末
狂オ
ル
ギ
ー乱

コ
レ
ラ
が
や
っ
て
来
た
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五

年
一
一
月
、
後
に
『
江
戸
の
コ
レ
ラ
騒
動
』（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
）
と
し
て

再
刊
）
を
あ
げ
て
お
く
。

（
２
）
大
月
市
郷
土
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.city.otsuki.yam

anashi.jp/bunka/shisetsu/
im

ages/korera_kaisetsu_w
eb.pdf

）、
二
〇
二
一
年
一
月
二
二
日
閲
覧
。

（
３
）
こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
県
内
の
自
治
体
史
で
、
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
に
つ
い
て
の
記
述
が
み

ら
れ
る
の
は
、『
東
山
梨
郡
誌
』（
一
九
一
六
年
七
月
）、『
上
野
原
町
誌
上
巻
』（
一
九
七
五
年
七

月
）、『
大
月
市
史
通
史
編
』（
一
九
七
八
年
一
二
月
）、『
甲
府
市
史
通
史
編
第
二
巻
近
世
』

（
一
九
九
二
年
三
月
）、『
都
留
市
史
通
史
編
』（
一
九
九
六
年
三
月
）、『
塩
山
市
史
通
史
編
上
巻
』

（
一
九
九
九
年
三
月
）、『
富
士
吉
田
市
史
通
史
編
第
二
巻
近
世
』（
二
〇
〇
一
年
三
月
）、『
西
桂
町

誌
本
編
一
』（
二
〇
〇
三
年
二
月
）、『
山
梨
市
史
通
史
編
上
巻
』（
二
〇
〇
七
年
三
月
）
の
み
で
あ

る
。

（
４
）「
一
〇
安
政
五
年
暴
瀉
病
流
行
日
記
」（『
甲
斐
志
料
集
成
第
十
二
』、
甲
斐
志
料
刊
行
会
、
一
九
三
五

年
三
月
）、「
一
七
一
市
川
喜
左
衛
門
「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」」（『
山
梨
市
史
史
料
編
近
世
』、山
梨
市
、

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）
な
ど
。

（
５
）『
甲
府
市
史
通
史
編
第
二
巻
近
世
』（
甲
府
市
、
一
九
九
二
年
三
月
）。

（
６
）
以
下
、「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
の
分
析
に
あ
た
っ
て
は
前
掲
註
（
４
）『
山
梨
市
史
史
料
編
近
世
』
所

載
の
翻
刻
を
底
本
と
し
、
適
宜
「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
原
本
（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
頼
生
文
庫
、

歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
八
―
〇
〇
三
八
七
八
）
を
参
照
す
る
。

（
７
）
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
流
行
時
の
三
峰
神
社
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
は
、前
掲
註
（
１
）
高
橋
著
書
「
安

政
五
年
の
武
州
秩
父
三
峰
神
社
」
を
参
照
。

（
８
）『
甲
斐
国
志
』
に
は
那
賀
都
神
社
と
し
て
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
じ
上
釜
口
村
に
は
「
赤
ノ
浦

権
現
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
現
在
の
那
賀
都
神
社
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
９
）
石
川
博
「
燈
籠
仏
や
浮
世
絵
に
見
る
近
世
の
善
光
寺
」（『
甲
斐
路
』
八
九
、一
九
九
八
年
一
月
）。

（
10
）
七
貫
一
八
八
文
を
二
八
軒
で
割
る
と
、
一
軒
あ
た
り
二
五
六
文
ほ
ど
と
な
り
、
計
算
が
合
わ
な
い
。

規
定
よ
り
も
多
く
支
出
し
た
家
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
11
）
平
山
敏
治
郎
「
取
越
正
月
―
文
献
と
伝
承
に
つ
い
て
―
」（『
民
間
伝
承
』
第
一
三
巻
第
一
一
号
、

一
九
四
九
年
一
一
月
）、
同
「
取
越
正
月
の
研
究
―
日
本
民
族
信
仰
の
伝
承
学
的
考
察
―
」（『
人
文
研

究
』
第
三
巻
第
一
〇
号
、
一
九
五
二
年
一
〇
月
）
な
ど
。

（
12
）
安
政
五
年
八
月
二
二
日
の
日
付
を
も
つ
「
療
治
方
」
は
、写
し
を
含
め
て
県
内
各
所
で
多
数
確
認
さ
れ
、

当
館
の
所
蔵
品
の
な
か
に
も
「
悪
病
流
行
致
候
ニ
付
御
触
流
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
甲
州
文
庫
、

歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
三
―
〇
一
八
九
三
三
）
な
ど
、
複
数
存
在
し
て
い
る
。
な
お
「
療
治
方
」
そ
の

も
の
の
日
付
と
、
公
用
日
記
な
ど
の
記
録
類
に
「
療
治
方
」
が
現
れ
る
ま
で
に
は
数
日
の
タ
イ
ム
ラ

グ
が
あ
る
。
こ
の
点
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
13
）
た
だ
し
「
其
外
人
別
無
之
分
不
数
知
」、
す
な
わ
ち
人
別
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
数

が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
注
記
が
つ
い
て
い
る
。
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を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
四
月
三
日
に
山
梨
県
立
博
物
館
の

Tw
itter

で
紹
介
し
て
以
降
で
あ
る（

（3
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
、
二
月
か
ら
の
状
況
と
あ
わ
せ
て
整
理

を
し
て
お
き
た
い
。

　
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
国
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
感
染
者
数
は
さ

ほ
ど
増
加
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
海
外
で
の
爆
発
的
な
流
行
拡
大
を
う
け
、
国
内
で
も
徐
々

に
自
粛
ム
ー
ド
が
強
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
多
く
の
博
物
館
・
美
術
館
が
「
当
面
の
間
」
の
休

館
を
発
表
す
る
な
か
、
二
月
二
七
日
に
は
、
山
梨
県
立
博
物
館
で
も
一
部
業
務
を
二
月
二
八

日
か
ら
三
月
二
〇
日
ま
で
休
止
す
る
こ
と
を
発
表
し
た（

（4
（

。
三
月
一
四
日
に
予
定
し
て
い
た「
北

斎
漫
画
」
展
の
開
幕
も
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
二
一
日
に
延
期
さ
れ
た
う
え
、
三
月
一
九
日
に

は
業
務
休
止
期
間
が
延
長
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
、
展
覧
会
の
一
般
公
開
は
さ
ら
に
延
期
さ
れ
、

や
が
て
中
止
と
な
っ
た（

（4
（

。
三
月
二
四
日
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
が
発
表
さ
れ
、
週

末
の
外
出
自
粛
が
政
府
や
都
道
府
県
か
ら
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　
展
示
の
公
開
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
行
っ
て
き
た
活
動
が
長
期
的
に
不
可
能
に

な
る
な
か
で
、
公
立
の
博
物
館
と
し
て
ど
の
よ
う
に
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
か
が
課
題

と
し
て
認
識
さ
れ
、他
館
の
ひ
そ
み
に
倣
っ
て
、職
員
が
自
発
的
に
常
設
展
示
や
「
北
斎
漫
画
」

展
の
内
容
をTw

itter

な
ど
で
少
し
ず
つ
紹
介
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
のTw

itter

で
は
、
二

月
下
旬
こ
ろ
か
ら
「
ア
マ
ビ
エ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
題
し
て
、
様
々
な
人
々
が
、
妖
怪
ア
マ
ビ

エ
の
絵
を
描
く
と
い
う
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
。
ア
マ
ビ
エ
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵

す
る
瓦
版
に
描
か
れ
た
妖
怪
で
、
疫
病
が
流
行
し
た
際
に
は
自
身
の
姿
を
写
し
て
人
々
に
見

せ
よ
と
語
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
疫
病
除
け
の
妖
怪
と
し
て
、白
羽
の
矢
が
立
っ

た
の
が
「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」
で
あ
っ
た
。

　
四
月
三
日
、「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」
の
画
像
を
添
え
て
、「【
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
】
当
館
蔵
の
「
暴

瀉
病
流
行
日
記
」
に
は
、安
政
４
（
１
８
５
７
）
年
12
月
、加
賀
国
白
山
に
あ
ら
わ
れ
た
「
ヨ

ゲ
ン
ノ
ト
リ
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
頭
が
２
つ
の
不
思
議
な
鳥
が
、
翌
年
に
流
行
す
る
コ

レ
ラ
を
予
言
し
、「
私
の
姿
を
朝
夕
に
拝
め
ば
難
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ぞ
」
と
言
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。#

ア
マ
ビ
エ #

ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」
と
い
う
ツ
イ
ー
ト
を
行
っ
た（

（4
（

。
ウ
ェ
ブ

で
の
盛
り
上
が
り
に
や
や
遅
れ
て
、
よ
う
や
く
テ
レ
ビ
で
ア
マ
ビ
エ
が
話
題
に
な
っ
た
こ
ろ

で
も
あ
り
、
ツ
イ
ー
ト
直
後
か
ら
数
多
く
の
リ
ツ
イ
ー
ト
や
い
い
ね
を
さ
れ
た（

（4
（

。
令
和
三
年

二
月
七
日
時
点
で
リ
ツ
イ
ー
ト
は
九
、三
六
一
件
、
い
い
ね
は
一
三
万
一
、二
一
一
件
を
数
え
、

イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
（
ユ
ー
ザ
ー
が
こ
の
ツ
イ
ー
ト
を
見
た
回
数
）
は
実
に
一
、

三
九
万
四
、一
三
三
回
に
上
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
当
館
のTw

itter

で
は
空
前
の
数
値
で
あ
る
。

　
四
月
一
〇
日
の
山
梨
日
日
新
聞
を
皮
切
り
に
、
新
聞
掲
載
も
相
次
い
だ
。
さ
ら
に
同
二
三

日
に
は
全
国
ネ
ッ
ト
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
大
き
な
反
響
を
実
感
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
す
で
に
こ
の
時
点
で
い
く
つ
か
の
業
者
か
ら
、「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」
を
商
品
に
使

用
し
た
い
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
が
、
同
二
七
日
に
は
県
内
の
事
業
者
を
対
象
に
、
画
像
の
使

用
料
を
免
除
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」
グ
ッ
ズ

が
多
数
生
み
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
商
業
利
用
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
方

が
描
か
れ
た
「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」
の
イ
ラ
ス
ト
も
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。
博
物
館
の
開
館
を
願

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伴
う
イ
ラ
ス
ト
に
、
思
い
を
共
有
す
る
人
々
の
広
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
五
月
に
入
る
と
、
当
初
は
五
月
末
と
さ
れ
て
い
た
休
館
期
間
が
短
縮
さ
れ
る
見
通
し
と
な

り
、
同
一
五
日
、
山
梨
県
立
博
物
館
は
二
二
日
か
ら
の
営
業
再
開
を
発
表
し
た
。
開
館
す
る

と
な
る
と
、
当
然
「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」
を
実
際
に
見
た
い
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
く
る
。

そ
こ
で
営
業
再
開
に
あ
わ
せ
て
、
常
設
展
示
室
で
「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
を
展
示
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
初
夏
の
シ
ン
ボ
ル
展
、
夏
の
企
画
展
は
延
期
と
さ
れ
た
が
、
秋
の
特
別
展
「
未

来
へ
伝
え
た
い 

甲
斐
の
国
の
た
か
ら
も
の
」
展
は
開
催
さ
れ
る
見
込
み
と
な
り
、
そ
こ
に
も

「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
が
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

（4
（

。
こ
の
よ
う
に
、「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」

が
話
題
に
な
る
こ
と
で
、「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
と
い
う
史
料
の
存
在
も
広
く
認
識
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
の
前
半
で
は
、
い
わ
ゆ
る
安
政
の
コ
レ
ラ
に
つ
い
て
、
甲
斐
国
に
お
け
る
流
行
状
況

を
瞥
見
し
た
。
史
料
の
制
約
も
あ
り
、
全
体
像
の
把
握
に
は
遠
く
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、

甲
府
城
下
町
・
巨
摩
郡
・
都
留
郡
で
の
流
行
が
ほ
ぼ
同
時
に
進
行
し
た
こ
と
や
、
そ
の
記
述

に
共
通
点
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
た
だ
し
巨
摩
郡
南
部
な
ど
、
今
の
と

こ
ろ
情
報
が
把
握
で
き
て
い
な
い
地
域
も
ま
だ
多
い
。
今
後
も
そ
う
し
た
空
白
地
域
に
お
け
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流
行
日
記
」
に
書
き
留
め
ら
れ
た
烏
に
ま
つ
わ
る
伝
承
は
、
江
戸
近
辺
で
創
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
甲
斐
国
に
ま
つ
わ
る
霊
山
と
し
て
は
富
士
山
が
著
名
だ
が
、
こ
の

よ
う
な
不
思
議
な
伝
承
と
関
連
付
け
る
に
は
富
士
山
は
あ
ま
り
に
も
近
す
ぎ
る
と
考
え
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
人
々
に
は
霊
山
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
富
士
山
に
比
べ
て
遠
方

で
あ
り
、
実
否
を
容
易
に
は
確
認
で
き
な
い
場
所
と
し
て
白
山
が
選
ば
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　
同
じ
よ
う
な
双
頭
の
鳥
が
描
か
れ
た
史
料
が
、
他
に
も
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
た

と
え
ば
藤
川
整
斎
の
「
安
政
雑
記
」
の
記
事
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

〔
史
料

（
（3
（
８
〕

　
　
〇
安
政
四
年
丁
巳

此
度
加
賀
国
白
山
ニ
両
頭
の
烏
出
、
申
け
る
ハ
、
世
の
人
九
分
死
ぬ
難
あ
り
、
依

之
我
姿
を
朝
夕
見
る
時
は
、
其
難
義
を
遁
る
ゝ
也
、
我
ハ
熊
野
権
現
の
使
な
り
と

云
、
此
節
世
上
専
ら
流
行
、
我
人
共
ニ
此
図
を
写
す
な
り

　
こ
の
文
字
の
下
に
、
双
頭
の
烏
ら
し
き
鳥
を
描
い
て
い
る
。「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」
が
白
と
黒

の
二
つ
の
頭
を
持
つ
の
に
対
し
、
こ
の
双
頭
の
烏
は
頭
が
二
つ
と
も
白
く
描
か
れ
て
い
る
。

喜
左
衛
門
が
書
き
残
し
た
内
容
と
一
致
す
る
部
分
も
多
い
が
、
白
山
に
現
れ
た
時
期
や
「
世

の
人
九
分
死
ぬ
難
」
が
い
つ
起
こ
る
か
に
つ
い
て
は
示
し
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
難
を
免
れ
る

に
は
こ
の
絵
を
見
る
だ
け
で
よ
い
と
す
る
点
も
異
な
っ
て
い
る
。
難
の
起
こ
る
時
期
を
指
定

し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
い
う
難
が
必
ず
し
も
コ
レ
ラ
な
ど
の
流
行
病
だ
け
を
想
定

し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。な
お
、こ
の
記
事
に
は
続
き
が
あ
る（

（3
（

。そ
れ
に
よ
る
と
、

鉄
五
郎
ら
が
住
所
も
知
れ
な
い
者
か
ら
双
頭
の
烏
が
描
か
れ
た
一
枚
摺
の
絵
を
買
い
取
り
、

常
五
郎
に
摺
ら
せ
て
販
売
し
て
利
得
を
得
た
こ
と
が
不
届
き
と
さ
れ
、
江
戸
処
払
い
の
処
罰

を
う
け
た
。
さ
ら
に
版
元
の
常
五
郎
も
過
料
五
貫
文
に
処
さ
れ
て
い
る
。
鉄
五
郎
が
入
手
し

て
頒
布
す
る
安
政
四
年
以
前
、
す
な
わ
ち
喜
左
衛
門
が
甲
府
で
「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」
を
見
る

一
年
以
上
前
か
ら
双
頭
の
烏
の
摺
物
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
や
、
こ
の
「
奇
怪
」
な
摺
物
の

流
布
を
幕
府
が
規
制
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
記
録
が
『
双
葉
町
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

〔
史
料

（
（3
（
９
〕

〇
流
行
之
悪
病
除
ニ
両
頭
ノ
烏
一
羽
、
白
紙
ニ
書
、
門
口
又
ハ
家
ノ
内
ニ
張
置
事
、
此

烏
ハ
加
賀
ノ
白
山
ニ
出
現
ノ
烏
之
由

　
こ
の
文
字
の
下
に
、
双
頭
の
烏
の
絵
と
、
金
棒
を
持
っ
た
鬼
の
よ
う
な
絵
が
描
か
れ
て
い

る
。
こ
の
双
頭
の
烏
は
頭
が
二
つ
と
も
黒
く
、
黒
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
、
目
な
ど
も
描
か

れ
て
い
な
い
。
福
島
県
域
で
も
、
安
政
五
年
の
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
各
地
で
コ
レ
ラ
が

流
行
し
た
。
コ
レ
ラ
を
避
け
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
双
頭
の
烏
の
絵
を
描
き
、
門
口
や
家
内

に
掲
示
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
、
こ
の
烏
が
白
山
に
出
現
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
以
外
の
情
報
は
な
く
、
災
難
か
ら
の
救
済
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
他
に
も
い
く
つ
か
類
例
が
み
ら
れ
る
が
、
多
く
は
「
安
政
雑
記
」
と
同
様
の
姿
の
写
し
で

あ
り
、
双
頭
の
烏
を
描
き
な
が
ら
、
そ
の
頭
を
白
と
黒
に
塗
り
分
け
て
い
る
事
例
は
、
今
の

と
こ
ろ
「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」
以
外
に
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
喜
左
衛
門
の
写
し
間
違
い
の

可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
お
そ
ら
く
喜
左
衛
門
が
甲
府
で
見
た
烏
は
こ
の
よ
う
な
塗
り
分
け
の

姿
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
安
政
の
コ
レ
ラ
流
行
以
前
か
ら
「
奇
怪
」
な
も
の
と
し
て
存
在
し
た
双
頭
の
烏
は
、
コ
レ

ラ
と
い
う
「
世
の
人
九
分
通
死
ル
難
」
を
う
け
て
、
何
者
か
に
よ
っ
て
そ
の
見
た
目
や
性
格
、

予
言
の
内
容
を
変
化
・
具
体
化
さ
せ
ら
れ
、
人
口
に
膾
炙
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

予
言
は
病
気
の
流
行
を
う
け
て
、
い
わ
ば
後
出
し
で
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
人
々

は
ま
さ
に
藁
に
も
す
が
る
思
い
で
、
そ
の
姿
を
神
棚
に
祀
り
、
拝
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

（
二
）
山
梨
県
立
博
物
館
と
「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」

　「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
は
、『
甲
斐
志
料
集
成
』
に
掲
載
さ
れ
て
以
来
、
幕
末
の
甲
斐
国
の

社
会
状
況
や
民
俗
を
物
語
る
史
料
と
し
て
様
々
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。
頼
生
文
庫
の
う
ち
の

一
点
と
し
て
、
山
梨
県
立
博
物
館
開
館
時
に
山
梨
県
立
図
書
館
か
ら
移
管
さ
れ
て
以
降
、
常

設
展
示
や
企
画
展
示
の
な
か
で
何
度
も
紹
介
し
て
き
た
史
料
で
あ
る
。
平
成
二
六

（
二
〇
一
四
）
年
に
当
館
で
開
催
し
た
「
幽
霊
・
妖
怪
画
大
全
集
」
展
と
あ
わ
せ
て
開
催
さ

れ
た
「
や
ま
な
し
の
幽
霊
・
妖
怪
」
展
で
の
紹
介
に
あ
た
っ
て
、「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」
と
名
付

け
ら
れ
た
と
い
う（

（3
（

。

　
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
と
関
連
し
て
、「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」
が
脚
光
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コ
レ
ラ
の
流
行
は
、
当
時
の
人
々
の
認
識
ど
お
り
、
東
か
ら
順
に
進
行
し
た
も
の
と
み
て
よ

い
だ
ろ
う
。

　
巨
摩
郡
の
例
で
み
た
と
お
り
、
甲
斐
国
内
で
も
そ
の
発
生
時
期
に
は
差
が
あ
っ
た
が
、
多

く
の
記
録
で
は
七
月
下
旬
か
ら
九
月
に
か
け
て
コ
レ
ラ
が
流
行
し
た
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
記
録
の
多
く
が
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
後
か
ら
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
流
行
の
時
期
に
つ
い
て
の
記
述
が
、

あ
ま
り
に
も
符
合
し
す
ぎ
て
い
る
感
が
あ
る
。
コ
レ
ラ
の
予
防
や
治
癒
に
関
す
る
情
報
と
同

様
に
、
流
行
時
期
に
つ
い
て
も
情
報
は
流
布
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
う
し
た
情
報
に
基

づ
い
て
記
主
の
記
憶
が
修
正
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
後
も
県

内
を
中
心
に
事
例
を
集
積
し
、
コ
レ
ラ
や
そ
の
関
連
情
報
の
伝
播
の
ス
ピ
ー
ド
を
踏
ま
え
、

よ
り
細
か
く
分
析
を
加
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

三
　「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」
の
登
場

（
一
）「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
で
の
「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」

　
さ
て
、「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
に
は
、
七
月
末
か
ら
八
月
初
頭
と
み
ら
れ
る
時
期
に
、
次
の

よ
う
な
記
述
が
現
れ
る
。

〔
史
料

（
（3
（

７
〕

如
図
な
る
烏
、
去
（
安
政
四
年
）

年
十
二
月
加
賀
国
白
山
ニ
あ
ら
わ
れ
出
て
、
申
て
云
、
今（安
政
五
年
）

午
年
八
・

九
月
の
比
、
世
の
人
九
分
通
死
ル
難
有
、
依
テ
我
等
か
姿
を
朝
夕
共
ニ
仰
信
心
者
ハ
、

か
な
ら
ず
其
難
の（が
脱
）るべ
し
与
云
々

　
　
　
是

熊
野
七
社
大
権
現
御
神
武
の
烏
ニ
候
旨
申
伝

今
年
八
・
九
月
至
テ
人
多
死
ル
事
、
神
辺
不
思
議
之
御
つ
け
成
、
又
云
、
世
上
あ
ま
り

お
ご
り
ニ
長
し
、
上
下
共
ニ
古
の
事
ヲ
わ
す
れ
、
只
麗
成
已
ニ
身
を
か
た
向
、
上
た
る

人
は
下
ヲ
あ
わ
れ
む
な
く
、
下
ハ
只
先
ニ
云
お
ご
り
ニ
長
し
候
斗
ゆ
へ
ニ
、
諸
神
諸
仏

の
い
ま
し
め
成
与
、
諸
人
一
統
ニ
申
伝

　
　
依
テ
右
御
姿
ヲ
家
々
神
棚
ニ
祭
テ
、
神
武
御
烏
ト
信
心
ス

諸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸

上
ノ
図
如
な
る
紙
ニ
書
、
門
口
ニ
張
者
不
幸

無
之
与
申
、
甲
府
町
々
者
軒
別
ニ
張
出
申
候

事

弐寸

　
規
氏
将
孫
内
懐
中
御
守
　
　

民
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来

　
　
　
　
　
　
　
　
四
寸

　
図
の
よ
う
な
、
頭
が
二
つ
あ
り
、
そ
の
片
方
が
白
く
、
片
方
が
黒
い
烏
が
、
去
年
一
二
月

に
加
賀
国
白
山
（
現
石
川
県
白
山
市
）
に
現
れ
た（

（3
（

。
こ
の
烏
は
、「
こ
の
午
年
の
八
・
九
月
こ

ろ
に
、
世
の
中
の
人
が
九
割
死
ぬ
難
が
起
こ
る
。
そ
こ
で
我
ら
の
姿
を
朝
夕
共
に
仰
ぎ
、
信

心
す
る
も
の
は
、
必
ず
そ
の
難
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
語
っ
た
。
こ
れ
は
「
熊
野
七

社
大
権
現
御
神
武
の
烏
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
安
政
五
年
の
八
・
九
月
に
人
が
多
く

死
ん
だ
、
こ
れ
は
神
辺
不
思
議
の
お
告
げ
で
あ
っ
た
。
ま
た
あ
る
人
は
、
世
の
中
が
あ
ま
り

驕
り
に
長
じ
、
上
下
と
も
に
昔
の
こ
と
を
忘
れ
、
た
だ
贅
沢
な
こ
と
だ
け
に
心
を
傾
け
、
上

に
立
つ
者
は
下
を
憐
れ
む
こ
と
が
な
く
、
下
の
者
は
た
だ
驕
り
に
長
じ
て
い
る
ば
か
り
で
あ

る
た
め
、
神
仏
が
こ
の
よ
う
に
し
て

戒
め
た
の
だ
と
い
っ
た
。
そ
こ
で
右

の
姿
を
家
々
の
神
棚
に
祀
り
、「
神
武

御
烏
」
と
し
て
信
心
を
し
た
。
さ
ら

に
「
規
氏
将
孫
内
懐
中
御
守
」
な
ど

と
書
い
た
縦
四
寸
、
横
二
寸
の
紙
を

門
口
に
貼
れ
ば
不
幸
が
な
く
な
る
と

い
い
、
甲
府
の
町
々
で
は
軒
ご
と
に

こ
れ
を
貼
り
出
し
て
い
た
と
い
う
。

　
白
山
は
八
世
紀
に
泰
澄
に
よ
っ
て

開
山
さ
れ
た
霊
山
と
し
て
知
ら
れ
、

白
山
比
咩
神
社
・
白
山
寺
を
拠
点
と

し
て
、
長
ら
く
山
岳
信
仰
の
一
つ
の

核
を
な
し
て
い
た
。
し
か
し
白
山
近

辺
に
は
右
の
烏
に
ま
つ
わ
る
伝
承
は

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
暴
瀉
病
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る
も
の
の
、
正
確
な
数
値
は
わ
か
ら
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
巨
摩
郡
北
部
で
の
コ
レ
ラ
流
行
の
よ
う
す
を

み
て
き
た
。
韮
崎
や
小
淵
沢
と
い
う
大
き
な
宿
場
町
で
は
多
数
の
死
者
が
出
て
お
り
、
村
方

で
も
数
人
か
ら
数
十
人
ほ
ど
の
犠
牲
者
が
あ
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
、
コ
レ
ラ
の
流
入
が
甲
斐
国

で
は
遅
い
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
コ
レ
ラ
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
噂
も
ほ
ぼ
同

時
に
流
入
し
た
こ
と
が
こ
の
地
域
で
の
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
対
処
や
予
防
法
は
、

甲
府
で
語
ら
れ
て
い
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
甲
府
で
語
ら
れ
て
い
た
も
の
が
ほ
と
ん

ど
そ
の
ま
ま
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
都
留
郡
の
状
況

　
右
に
見
た
記
録
類
で
は
、
甲
斐
国
で
コ
レ
ラ
が
流
行
す
る
ル
ー
ト
と
し
て
、
江
戸
か
ら
都

留
郡
を
経
由
し
て
甲
府
盆
地
に
至
る
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
自
体
が
甲

斐
国
と
江
戸
と
の
関
係
や
甲
州
街
道
の
重
要
性
を
示
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
経
路
で

あ
る
都
留
郡
に
お
け
る
流
行
の
よ
う
す
は
あ
ま
り
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
同
時
期
の
記
録

も
少
な
い
地
域
で
は
あ
る
が
、『
都
留
市
史
』
や
『
富
士
吉
田
市
史
』
に
は
、
関
係
す
る
史
料

が
い
く
つ
か
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　『
都
留
市
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
コ
レ
ラ
流
行
に
付
記
録
」
と
題
さ
れ
た
史
料（

（2
（

は
、

古
川
渡
村
（
現
都
留
市
）
に
お
け
る
コ
レ
ラ
の
流
行
状
況
の
記
録
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
意
味
が
取
り
づ
ら
い
部
分
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
域
で
も
安
政
五
年
七

月
下
旬
か
ら
コ
レ
ラ
が
流
行
し
、
八
月
中
旬
ま
で
に
、
八
〇
軒
で
四
五
人
が
亡
く
な
っ
た
。

人
々
は
仕
事
を
休
み
、昼
夜
念
仏
を
あ
げ
、医
者
や
行
者
が
逼
迫
す
る
と
い
っ
た
混
乱
に
陥
っ

た
。
八
月
上
旬
に
は
病
気
で
頓
死
す
る
の
と
同
様
に
責
殺
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
全
快
し
た

も
の
は
二
〇
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
狐
や
狸
の
仕
業
で
あ
る
と
か
、
異
国
船
が
乱
妨
を
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
と
い
っ
た
、
病
気
に
関
す
る
様
々
な
う
わ
さ
が
飛
び
交
う
よ
う
に
な
る
。
さ

ら
に
北
の
空
に
明
る
い
星
が
見
え
、
人
々
は
こ
れ
を
病
難
流
行
の
顕
れ
と
し
て
昼
夜
拝
ん
だ
。

八
月
下
旬
に
は
病
難
が
去
っ
た
こ
と
か
ら
、
先
の
星
を
ほ
う
き
星
と
呼
ん
だ
。
九
月
に
な
る

と
病
人
は
一
人
も
出
な
く
な
っ
た
た
め
、
人
々
は
仕
事
に
戻
っ
て
い
っ
た
。

　
七
月
下
旬
か
ら
の
コ
レ
ラ
の
流
行
、
八
月
の
社
会
の
混
乱
、
噂
話
の
流
布
、
九
月
の
終
息

と
い
う
流
れ
は
甲
斐
国
の
他
の
地
域
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
横
手
村
で
目
撃
さ
れ
て
い
た
彗

星
が
、
こ
こ
で
も
目
撃
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
甲
斐
国
の
ほ
ぼ
全
域
で
観
測
で

き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。

　
続
け
て
下
谷
村
（
現
都
留
市
）
近
辺
の
状
況
を
み
て
い
こ
う
。「
下
谷
村
外
三
か
村
よ
り
コ

レ
ラ
流
行
救
助
方
に
付
非
常
備
金
な
ら
び
に
御
囲
籾
拝
借
願
書
」（

（3
（

は
、
下
谷
村
・
上
谷
村
・

十
日
市
場
な
ど
、
都
留
郡
の
三
八
ヶ
村
が
連
名
で
谷
村
役
所
に
提
出
し
た
歎
願
書
で
あ
る（

（3
（

。

こ
こ
で
も
流
行
は
七
月
下
旬
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
八
月
に
か
け
て
村
々
の
七
・
八
割
の
人
々

が
病
気
に
か
か
り
、
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
た
。
中
に
は
一
家
が
全
滅
し
た
も
の
も
あ
り
、

恐
れ
を
抱
か
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
病
気
を
患
っ
た
も
の
は
、
生
死
の
境
を
さ
ま

よ
い
、
尋
常
の
よ
う
す
で
は
な
か
っ
た
と
い
い
、
禰
宜
や
修
験
者
に
昼
夜
を
問
わ
ず
祈
祷
を

さ
せ
て
日
々
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
歎
願
書
が
作
成
さ
れ
た
九
月
こ
ろ
に
は
状
況
は

落
ち
着
い
て
い
た
が
、
病
人
た
ち
は
治
療
を
う
け
ね
ば
な
ら
ず
、
病
気
に
か
か
ら
な
か
っ
た

も
の
た
ち
は
病
人
や
病
死
人
の
世
話
に
か
か
り
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
七
月
以
来
農

業
な
ど
を
一
切
で
き
ず
に
い
た
。
そ
の
た
め
人
々
は
日
々
の
暮
ら
し
に
差
し
支
え
、
途
方
に

暮
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
で
さ
え
都
留
郡
は
富
士
山
の
北
根
方
に
あ
た
り
、
焼
砂
が
混

じ
る
地
味
の
よ
く
な
い
場
所
で
あ
り
、
平
年
で
あ
っ
て
も
さ
ほ
ど
作
物
が
実
ら
な
い
と
こ
ろ

だ
と
い
う
。
昨
年
末
の
大
雪
で
、
麦
の
根
が
腐
っ
て
し
ま
う
被
害
が
出
て
お
り
、
種
麦
さ
え

も
失
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
病
災
が
続
き
、
さ
ら
に
こ
の
秋
は
こ
と
の
ほ
か
不
熟

で
、
畑
作
は
皆
無
同
様
で
あ
り
、
田
作
も
三
・
四
割
ほ
ど
し
か
収
穫
が
見
込
め
な
い
。
さ
き

に
年
貢
の
減
額
を
願
い
出
た
が
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と
さ
れ
、
地
主
た
ち
が
小
作
籾
を

引
き
下
げ
る
な
ど
し
て
対
応
し
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
違
作
が
続
い
て
お
り
、さ
ら
に
「
前

代
未
聞
」
の
病
災
が
諸
国
を
襲
っ
た
た
め
、
特
産
の
織
物
も
売
れ
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
村
々

は
行
き
詰
っ
て
し
ま
う
。
よ
う
や
く
病
災
が
収
ま
っ
て
も
、
飢
餓
に
至
る
こ
と
が
目
に
見
え

て
い
る
の
で
、
拝
借
米
を
お
願
い
し
た
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
拝
借
米
の
歎
願
と
い
う
史
料
の
性
格
か
ら
、
多
少
の
誇
張
は
あ
る
に
し
て
も
、
大
筋
で
は

事
実
を
反
映
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
都
留
郡
で
も
七
月
下
旬
か
ら

八
月
に
か
け
て
コ
レ
ラ
の
流
行
が
拡
大
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
甲
府
や
巨
摩
郡
の
事
例

と
比
べ
、
一
村
あ
た
り
の
患
者
・
犠
牲
者
数
が
多
い
点
も
注
目
さ
れ
る
。
甲
斐
国
に
お
け
る
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の
返
答
で
あ
っ
た
。
そ
の
奇
病
は
、
一
両
日
病
め
ば
た
ち
ど
こ
ろ
に
死
ん
で
し
ま
う
。
七
月

二
三
日
こ
ろ
か
ら
市
川
で
は
一
一
四
人
ば
か
り
が
な
く
な
っ
た
と
い
い
、
多
い
日
に
は
一
日

一
七
人
も
亡
く
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。
ま
た
近
辺
で
は
台
ヶ
原
宿
の
酒
屋
の
番
頭
が
、
甲
府

へ
用
事
に
出
か
け
、
そ
の
帰
り
道
に
韮
崎
で
亡
く
な
っ
た
。

　「
小
山
神
社
年
中
録
」
に
お
い
て
、
安
政
の
コ
レ
ラ
と
み
ら
れ
る
流
行
病
の
よ
う
す
が
記

さ
れ
た
最
初
の
部
分
で
あ
る
。
七
月
下
旬
か
ら
流
行
の
み
ら
れ
た
甲
府
近
辺
か
ら
や
や
遅
れ
、

八
月
一
〇
日
過
ぎ
に
流
行
の
兆
し
が
見
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
時
点
で

コ
レ
ラ
に
つ
い
て
の
情
報
が
す
で
に
入
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
ぐ
に
百
姓
代
ら
が
神
社

に
祈
祷
の
依
頼
を
し
て
い
る
。
七
月
二
三
日
こ
ろ
に
一
〇
〇
名
を
超
え
る
死
者
が
出
た
と
い

う
「
市
川
」
は
、
人
数
の
多
さ
や
流
行
の
時
期
な
ど
か
ら
、「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
に
現
れ
る

市
川
村
で
は
な
く
、
市
川
大
門
村
（
現
市
川
三
郷
町
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
日
記
の
続
き
を
み
て
み
よ
う
。

〔
史
料
５（

（2
（

〕

十
六
日
結
願
ニ
付
村
中
人
別
千
垢
り
、
十
八
日
諏
方
高
嶋
迄
大
小
修
復
ニ
行
、
別
紙
ニ

有
、
諏
方
一
宮
江
勅
願
所
ト
云
額
を
揚
、
是
ハ
今
度
ア
メ
リ
カ
ニ
付
始
て
か
け
候
也
、

十
九
日
夜
雨
、
雨
少
し
、
廿
日
夜
雨
、
廿
一
日
雨
少
し
、
公
方
様
御
薨
御
、
此
間
中
鳴

も
の
停
止
奉
申
、
家
定
公
様
与
申
君
也
、
廿
日
諏
方
表
ゟ
帰
宅
、
同
日
原
組
佐
左
衛
門

死
ス
、
廿
一
日
雨
少
し
、
大
雨
、
同
日
葬
義
、
此
間
中
夕
か
た
宮
座
山
辺
の
前
方
江
は

う（箒
星
）き

ぼ
し
出
る
、
廿
二
日
雨
少
し
、
夕
か
た
冷
気
、
廿
三
日
同
日
村
中
原
組
薬
師
堂
江

集
り
、
そ
れ
ゟ
原
組
百
万
遍
、
尤
家
別
、
廿
四
日
新
居
本
村
西
組
家
別
安〻
福〻
寺〻
取〻
も〻
の〻

良
兵
衛
ニ
結
願
也
、
当
社
・
本
了
院
ハ
寺
社
の
社
堂
■〻
ニ
て
祈
祷
、
の
り
入
八
切
ニ
て

御
札
百
十
枚
出
ス
、
廿
四
日
安
福
寺
大
般
若
修
行
、
村
中
人
別
ニ
て
和
尚
ニ
付
添
て
新

居
丁
始
ニ
て
歩
行
、
尤
ひ
る
前
ニ
相
帰

　
一
六
日
に
は
祈
祷
が
終
わ
り
、
千
垢
離
を
行
っ
た
。
一
八
日
に
は
信
濃
国
の
高
嶋
（
現
長

野
県
諏
訪
市
）
ま
で
神
主
の
刀
の
修
復
に
行
っ
て
い
る
。
同
地
の
諏
方
一
宮
（
諏
訪
大
社
）

に
は
「
勅
願
所
」
と
い
う
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
人
が
来
た
こ
と
に
対

し
て
か
け
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
一
九
日
か
ら
二
一
日
ま
で
雨
が
続
い
た
。
二
〇
日
に
は

横
手
村
に
戻
り
、
二
一
日
に
は
将
軍
家
定
の
訃
報
と
鳴
物
停
止
令
が
通
達
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
同
じ
二
一
日
に
は
、
宮
座
山
近
辺
で
箒
星
が
目
撃
さ
れ
た
。
二
三
日
に
は
百
万
遍
の
念

仏
が
執
行
さ
れ
、
二
四
日
に
は
村
内
新
居
組
の
良
兵
衛
宅
で
結
願
し
、
本
了
院
は
糊
入
紙
を

切
り
分
け
た
祈
祷
札
を
配
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
安
福
寺
で
は
大
般
若
経
の
転
読
が
行
わ
れ
、

住
職
が
村
内
を
巡
っ
た
。

　
こ
こ
に
は
病
気
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
、
降
り
続
く
雨
、
各
地
の

寺
社
で
続
け
ら
れ
る
祈
祷
、
信
濃
一
宮
で
あ
る
諏
方
社
に
ア
メ
リ
カ
人
対
策
と
し
て
掲
げ
ら

れ
た
「
勅
願
所
」
の
額
、
将
軍
家
定
の
訃
報
、
は
て
は
箒
星
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
で

き
ご
と
が
人
々
の
不
安
を
あ
お
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

〔
史
料
６（

（2
（

〕

廿
六五〻
日
四
ツ
時
ゟ
雨
、
夜
雨
、
廿
六
日
雨
、
夜
迄
、
袖
鏡
と
か
云
端
本
ニ
、
文
政
年
中

此
病
は
や
る
と
有
申
候
、
そ
の
時
も
や
は
り
ち
よ
（「
ろ
」脱
カ
）
り
こ
ろ
り
と
申
せ
し
也
、
是
ハ
慥
成

事
也
、
下
筋
ハ
に
（
韮
崎
）

ら
さ
き
辺
迄
、
そ
れ
ゟ
川
路
通
り
ニ
ハ
病
人
無
之
、
逸
見
筋
ニ
ハ
有

之
也
、
八
月
三
日
・
四
日
比
ゟ
江
戸
表
ニ
て
御
書
上
の
死
人
一
万
八
千
八
十
人
、
病
人

八
千
六
百
人
、
イ
キ
リ
ス
国
ゟ
コ
レ
ラ
ト
申
地
疫
れ（癘
）ゐ

腹
病
う
つ
り
来
ル

　
二
五
・
六
日
も
雨
が
続
い
た
。「
袖
鏡
」
と
い
う
本
に
、
文
政
年
間
に
こ
の
病
気
が
流
行
っ

た
と
あ
り
、
そ
の
と
き
も
「
ち
よ
り
こ
ろ
り
」
と
言
っ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
こ
の
と
き
の

流
行
は
韮
崎
近
辺
ま
で
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
「
川
路
通
り
」
で
は
病
人
は
な
か
っ
た
が
、
逸

見
筋
に
は
み
ら
れ
た
。
八
月
三
・
四
日
こ
ろ
、
江
戸
で
は
死
者
が
一
万
八
、〇
八
〇
人
を
数
え
、

病
人
は
八
、六
〇
〇
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
こ
の
原
因
で
あ
る
コ
レ
ラ
を
、
イ
ギ
リ
ス

か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。

　
流
行
病
へ
の
対
処
を
探
る
た
め
、
過
去
の
記
録
も
参
照
さ
れ
、
文
政
二
年
の
コ
レ
ラ
流
行

の
よ
う
す
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
の
甲
斐
国
内
で
の
流
行
地
域
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、

文
政
二
年
の
コ
レ
ラ
流
行
時
に
は
、
韮
崎
以
南
の
釜
無
川
・
富
士
川
流
域
で
は
流
行
が
み
ら

れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　
甲
府
で
コ
レ
ラ
が
終
息
し
つ
つ
あ
っ
た
九
月
一
〇
日
過
ぎ
に
は
、
こ
の
地
域
で
も
病
気
の

流
行
が
終
息
に
向
か
っ
て
い
た
ら
し
い
。
一
一
日
に
は「
大
場
」（

（2
（

村
に
祈
祷
札
を
送
っ
て
い
る
。

一
七
日
に
は
甲
府
で
八
〇
〇
名
あ
ま
り
、
韮
崎
で
八
〇
名
あ
ま
り
が
今
回
の
病
気
で
亡
く

な
っ
た
と
い
う
知
ら
せ
が
入
っ
た
。
い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
史
料
の
数
値
と
は
異
な
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の
記
述
の
多
く
は
、
先
に
見
た
坂
田
家
の
公
用
日
記
と
同
様
に
、
幕
府
な
ど
か
ら
の
触
・
達

の
写
し
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
触
書
写
」
に
は
一
ヶ
所
だ
け
、「
私
曰
」
か
ら
始
ま
る
、

名
主
の
私
見
を
記
し
た
と
み
ら
れ
る
部
分
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
ま
ず
七
月
上
旬
の

将
軍
家
定
死
去
に
つ
い
て
触
れ
た
う
え
で
、
コ
レ
ラ
の
流
行
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

〔
史
料
３（

（2
（

〕

七
月
下
旬
頃
よ
り
東
海
道
小
田
原
辺
よ
り
悪
き
病
起
り
候
由
ニ
而
、
江
戸
表
者
勿
論
、

并
所
々
国
々
城
下
〳
〵
大
流
行
ニ
而
、其
病
症
わ
つ
ら
い
候
時
、先
わ
く
ら
ん
之
様
ニ
而
、

吐アケ
ル
ク
タ
ス

瀉
し
き
り
ニ
し
て
、惣
身
ひ
へ
、忽
ミ
や
く
た
へ
テ
な
し
、医
師
も
手
当
可
致
様
な
く
、

当
惑
之
内
両
三
日
ニ
死
ス
者
お
ひ
た
ゝ
し
、
先
当
国
甲
府
ニ
而
も
七
月
下
旬
ゟ
八
月
中
、

日
々
五
・
八
人
位
ゟ
廿
人
位
ツ
ヽ
死
人
有
之
、
其
外
韮
崎
抔
ニ
而
も
八
月
中
ニ
百
人
も
死

し
候
由
、
逸
見
郡
中
ニ
而
も
御
用
下
り
等
も
一
円
人
馬
通
行
な
し
、
逸
見
ニ
而
小
渕
（
淵
）沢

大
流
行
、
其
外
村
々
甲
府
辺
ゟ
奉
公
ニ
参
り
居
候
者
病
付
、
被
送
届
ノ
候
連
（
道
カ
）中

ニ
而
死

ス
も
あ
り
、
村
先
江
来
テ
死
も
あ
り
キ
、
症
即
座
う
つ
る
病
ニ
而
、
人
々
お
そ
る
ゝ
事

大
へ
ん
な
り
、
右
ニ
付
前
書
有
之
候
　
御
公
儀
様
ゟ
も
御
達
し
向
種
々
有
之
、
尚
又
御

役
所
ゟ
村
々
江
　
疫
神
退
散
之
御
書
付
も
一
村
一
通
ツ
ヽ
被
下
置
候

　
七
月
下
旬
こ
ろ
、
小
田
原
近
辺
か
ら
「
悪
き
病
」
が
起
こ
り
、
江
戸
を
は
じ
め
と
す
る
諸

国
で
流
行
し
た
。
そ
の
病
に
か
か
る
と
、
ま
ず
惑
乱
し
た
よ
う
に
な
り
、
頻
繁
に
吐
瀉
し
て

体
が
冷
え
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
脈
が
絶
え
る
の
だ
と
い
う
。
医
者
も
手
の
施
し
よ
う
が
な

く
、
当
惑
す
る
う
ち
に
三
日
ほ
ど
で
亡
く
な
る
も
の
が
多
数
あ
っ
た
。
甲
斐
国
内
で
も
甲
府

で
七
月
下
旬
か
ら
八
月
中
に
か
け
て
流
行
し
、
当
初
は
一
日
に
八
人
ほ
ど
が
亡
く
な
っ
て
い

た
が
、
そ
の
う
ち
死
者
は
一
日
二
〇
人
ほ
ど
に
も
な
っ
た
。
そ
の
他
に
韮
崎
な
ど
で
も
八
月

中
に
一
〇
〇
人
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
逸
見
郡
中
で
は
街
道
を
通
行
す
る
者
も
な
く
、
ま

た
小
淵
沢
で
も
大
流
行
し
た
。
そ
の
他
の
村
々
で
は
、
甲
府
に
奉
公
に
出
て
い
た
者
が
感
染

し
、
郷
里
ま
で
送
り
届
け
ら
れ
る
途
中
に
亡
く
な
っ
た
り
、
村
の
近
く
ま
で
来
て
亡
く
な
る

も
の
も
あ
っ
た
。
即
座
に
移
る
病
で
あ
り
、人
々
は
こ
れ
を
大
変
恐
れ
た
。
幕
府
か
ら
も
様
々

な
通
達
が
あ
り
、
代
官
所
か
ら
は
「
疫
神
退
散
之
御
書
付
」
が
一
村
に
一
通
ず
つ
配
ら
れ
た
。

　
こ
の
記
事
は
、
お
そ
ら
く
安
政
五
年
八
月
に
書
か
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
具
体
的
な
数

値
に
は
に
わ
か
に
信
を
置
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
も
、こ
れ
ら
の
地
域
に
お
い
て
も
「
大

流
行
」
と
書
か
れ
る
ほ
ど
の
コ
レ
ラ
の
流
行
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
後
の
記
述
に

よ
れ
ば
、
村
内
の
寺
院
で
大
般
若
経
の
転
読
が
行
わ
れ
、
村
々
に
は
祈
祷
札
が
配
ら
れ
た
。

九
月
中
旬
こ
ろ
か
ら
段
々
と
コ
レ
ラ
の
流
行
が
終
息
し
、
結
局
谷
戸
村
で
の
死
者
は
一
人
で

あ
っ
た
と
い
う
。

　
も
う
一
つ
、
史
料
か
ら
巨
摩
郡
北
部
に
お
け
る
流
行
状
況
を
み
て
お
き
た
い
。「
小
山
神
社

年
中
録
」
と
題
さ
れ
た
、
横
手
村
（
現
北
杜
市
）
に
所
在
し
た
神
社
の
神
主
横
手
千
渕
に
よ

る
日
記
で
あ
る（

（2
（

。
こ
れ
に
よ
る
と
、
横
手
村
で
コ
レ
ラ
の
影
響
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の

は
、
八
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

〔
史
料
４（

（2
（

〕

江
戸
表
、
或
ハ
郡
内
道
ニ
て
ハ
頓
死
之
病
気
行（マ
マ
）流
ニ
付
、
同
日
西
組
武
兵
衛
様
婚
姻
先

才（妻
、以
下
同
）

、
二
日
中
死
去
ニ
付
、
北
下
條
村
今
福
彦
助
娘
也
、
是
ハ
原
組
長
兵
衛
才
与
成
し
か
、

此
間
（「
十
」脱
カ
）

中
り
ゑ
ん
之
上
右
之
次
第
、
酒
ニ
て
被
招
、
十
三
日
丁
内
限
り
千
垢
り
、
同
病
気

無
之
様
心
願
ニ
付
、
同
日
原
組
百
姓
代
市
郎
左
衛
門
、
本
村
瀬
兵
衛
両
人
ニ
テ
、
江
戸

表
或
ハ
郡
内
料
（
領
）・

甲
府
市
何
れ
ニ
て
（「
も
」脱
カ
）

奇
病
流
行
ニ
付
、
村
内
静
謐
之
夜
三
日
修
行
い
た

し
く
れ
候
様
無
心
ニ
来
ル
、
則
十
四
日
修
行
ニ
取
か
か
る
、
本
了
院
・
安
福
寺
同
断
、

何
れ
も
社
頭
江
相
集
り
く
れ
候
様
頼
ミ
候
処
、
両
人
相
こ
た
え
候
ハ
、
銘
々
道
場
有
之

ニ
付
、そ
れ
ニ
て
つ
と
め
候
よ
し
相
こ
た
え
候
、其
奇
病
と
云
ハ
、一
両
日
や
ミ
候
得
者
、

立
処
ニ
死
去
す
、
先
月
廿
三
日
比
ゟ
市
川
ハ
百
十
四
人
斗
り
死
ス
ト
云
、
其
内
多
き
日

ハ
一
日
ニ
十
七
人
斗
り
死
ス
ト
云
、
此
辺
ニ
て
ハ
大
（
台
）ケ
原
酒
や
番
頭
、
甲
府
表
江
用
事

ニ
行
、
そ
の
帰
る
さ
に（
韮
崎
）

ら
さ
き
ニ
て
死
ス

　
江
戸
表
や
都
留
郡
に
お
い
て
「
頓
死
之
病
気
」
が
流
行
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
西
組

の
武
兵
衛
の
妻
が
八
月
一
二
日
に
亡
く
な
っ
た
。
一
三
日
に
は
村
内
で
千
垢
離
が
行
わ
れ
、

病
気
平
癒
が
祈
ら
れ
た
。
同
日
、
百
姓
代
の
市
郎
左
衛
門
と
瀬
兵
衛
が
、
江
戸
や
都
留
郡
、

甲
府
で
「
奇
病
」
が
流
行
し
て
い
る
こ
と
を
う
け
て
、
村
内
静
謐
の
祈
祷
を
し
て
く
れ
る
よ

う
に
頼
ん
で
き
た
。
そ
こ
で
小
山
神
社
で
は
一
四
日
か
ら
祈
祷
を
開
始
し
、
同
じ
く
横
手
村

の
本
了
院
や
安
福
寺
で
も
祈
祷
が
行
わ
れ
た
。
小
山
神
社
か
ら
は
、
本
了
院
や
安
福
寺
か
ら

も
神
社
に
参
集
し
て
く
れ
る
よ
う
に
依
頼
を
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
場
で
勤
行
を
す
る
と

78



－ 18 －

ろ
う
。

　
坂
田
家
の
公
用
日
記
が
甲
府
の
町
の
よ
う
す
に
触
れ
る
の
は
、
な
ん
ら
か
の
形
で
行
政
に

か
か
わ
る
場
合
が
多
い
。
九
月
一
日
に
は
、
山
手
役
所
か
ら
暴
瀉
病
の
「
療
治
方
」
が
触
れ

出
さ
れ
、
同
三
日
に
は
流
行
病
に
よ
る
死
者
と
「
煩
居
候
者
」、
す
な
わ
ち
病
床
に
あ
る
患

者
の
数
が
調
査
さ
れ
た（

（1
（

。
同
九
日
、
勤
番
支
配
は
難
渋
者
に
対
す
る
救
恤
を
打
ち
出
し
、
そ

れ
に
先
立
っ
て
難
渋
者
に
つ
い
て
調
査
す
る
よ
う
に
町
年
寄
を
通
じ
て
町
に
命
じ
て
い
る
。

同
一
二
日
に
は
柳
町
・
魚
町
な
ど
甲
府
城
下
町
の
各
町
の
家
持
惣
代
が
連
署
し
て
、
安
値
に

よ
る
米
の
払
い
下
げ
を
願
い
出
て
い
る
。
こ
れ
は
町
の
自
主
的
な
救
恤
願
い
で
は
な
く
、
幕

府
や
勤
番
支
配
に
よ
る
救
恤
の
意
向
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
、
形
ば
か
り
の
請
願
で
あ
っ
た
。

同
一
四
日
、
難
渋
者
の
調
査
が
一
通
り
終
わ
り
、
勤
番
支
配
へ
の
報
告
が
な
さ
れ
た
の
ち
、

翌
一
五
日
に
は
救
恤
策
が
触
れ
出
さ
れ
た
。
コ
レ
ラ
で
の
死
亡
者
の
遺
族
と
、
コ
レ
ラ
に
罹

患
し
て
窮
乏
し
た
者
に
対
し
、
男
は
一
人
あ
た
り
玄
米
を
京
升
で
五
升
、
女
に
は
三
升
、
さ

ら
に
味
噌
を
一
〇
〇
匁
と
塩
を
一
合
ず
つ
配
給
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
町
々
に
御
救
小
屋
が
設

け
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
救
済
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
合
計
一
二
〇
九
名
で
、
四
八
石
二
斗
九

升
の
米
、
一
二
〇
貫
九
〇
〇
匁
の
味
噌
、
一
石
二
斗
九
合
の
塩
が
与
え
ら
れ
た
。
同
一
六
日

に
は
坂
田
与
一
郎
が
山
手
役
所
に
参
上
し
、
救
恤
へ
の
礼
を
述
べ
、
骨
折
り
に
対
す
る
褒
美

と
し
て
金
一
〇
〇
疋
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
続
い
て
同
一
九
日
に
は
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ

る
。

〔
史
料
２（

（1
（

〕

一
、
横
近
習
町
名
主
忠
右
衛
門
来
、
町
内
瞽
女
座
元
か
ん
儀
、
仲
間
之
も
の
四
十
九
人

有
之
候
処
、
御
停
止
ニ
付
相
慎
罷
在
、
然
ル
処
此
度
流
行
之
病
気
相
煩
候
者
も
有
之
、

一
同
極
困
窮
い
た
し
、
凌
兼
候
ニ
付
、
御
慈
悲
を
以
御
救
被
成
下
度
旨
、
願
書
并
人

数
書
添
差
出
候
間
、
預
り
置
、
山
崎
久
左
衛
門
殿
宅
江
罷
越
、
右
之
段
及
談
願
書
差

出
置
候

　
横
近
習
町
の
名
主
忠
右
衛
門
が
坂
田
与
一
郎
の
も
と
へ
や
っ
て
き
て
、
町
内
の
瞽
女
の
座

元
か
ん
か
ら
の
願
書
な
ど
を
差
し
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
瞽
女
仲
間
四
九
名
が
、
鳴
物

停
止
令
に
伴
う
営
業
自
粛
に
よ
っ
て
仕
事
を
失
っ
た
う
え
、
コ
レ
ラ
に
罹
患
す
る
も
の
も
あ

り
、
一
同
が
「
極
困
窮
」
で
あ
る
と
訴
え
、
救
済
を
求
め
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
坂
田

与
一
郎
は
こ
れ
を
勤
番
士
に
取
り
次
ぎ
、
同
二
二
日
に
は
山
手
役
所
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
、

瞽
女
た
ち
に
対
す
る
救
済
策
に
つ
い
て
相
談
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
れ
以
降
、
こ
の
件
に
関
す
る
記

述
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
瞽
女
た
ち
が
ど
う
な
っ
た
か
、
お
よ
び
そ
の
救
済
策
の
具
体
的
内

容
な
ど
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
コ
レ
ラ
の
流
行
そ
の
も
の
も
脅
威
で
あ
っ
た
が
、
瞽

女
た
ち
に
と
っ
て
は
そ
れ
と
同
様
に
、
鳴
物
停
止
令
に
よ
る
営
業
自
粛
も
大
き
な
問
題
で

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
人
々
を
脅
か
し
て
い
た
の
は
何
も
病
気
だ
け
で
は
な

い
。
経
済
的
な
圧
迫
も
、
そ
の
業
種
に
よ
っ
て
は
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
と
並
ん
で
甲
府
城
下
町
で
の

安
政
の
コ
レ
ラ
流
行
の
よ
う
す
を
知
る
た
め
に
使
わ
れ
て
き
た
坂
田
家
の
公
用
日
記
で
は
、

町
の
よ
う
す
は
行
政
に
伴
う
も
の
と
し
て
し
か
記
述
さ
れ
ず
、
病
気
の
流
行
に
対
し
て
、
幕

府
や
勤
番
支
配
側
か
ら
の
動
き
を
う
け
て
対
応
す
る
、
坂
田
家
の
受
動
的
な
姿
勢
し
か
見
え

て
こ
な
い
。
こ
れ
以
外
に
坂
田
家
の
動
向
を
伝
え
る
史
料
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
実
際
に

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
町
年
寄
で
あ
っ
て

も
、
単
独
で
は
こ
う
し
た
状
況
へ
の
対
処
が
で
き
ず
、
指
示
を
待
つ
よ
り
な
か
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
コ
レ
ラ
の
流
行
に
よ
っ
て
確
か
に
人
々
の
生
活
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
が
、

病
気
の
流
行
だ
け
が
脅
威
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
点
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。「
暴
瀉
病

流
行
日
記
」
で
も
、
同
年
に
起
こ
っ
た
水
害
で
の
被
害
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
喜
左
衛
門
は

そ
ち
ら
に
も
意
識
を
注
い
で
い
た
。
坂
田
家
の
公
用
日
記
に
お
い
て
も
、
将
軍
家
定
死
去
に

伴
う
鳴
物
停
止
令
に
よ
っ
て
困
窮
に
追
い
込
ま
れ
る
人
々
が
み
ら
れ
た
。
コ
レ
ラ
を
主
題
に

す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
流
行
病
に
関
す
る
記
述
だ
け
を
史
料
か
ら
抜
き
出
し
て
並
べ
て
い
く

と
、
あ
た
か
も
当
時
の
人
々
が
病
気
だ
け
を
恐
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
が
、

決
し
て
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

（
二
）�
巨
摩
郡
北
部
の
状
況
―
谷
戸
村
の
名
主
と
横
手
村
の
神
主
の
日
記
―

　
次
は
、
甲
府
盆
地
の
西
側
に
お
け
る
記
録
を
み
て
い
く
。
ま
ず
取
り
上
げ
る
の
は
、
巨
摩

郡
谷
戸
村
（
現
北
杜
市
）
の
名
主
が
記
し
た
「
御
公
儀
様
ゟ
御
達
し 

時
行
病
防
方
御
触
書
写

并
ニ
村
方
御
祈
祷
御
神
楽
次
第
其
外
心
得
書
記
」
で
あ
る（

（2
（

。
こ
の
表
題
の
通
り
、「
触
書
写
」
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然
そ
の
よ
う
な
統
計
が
当
時
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
右
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
矛
盾
す
る

数
値
も
書
か
れ
て
い
る
。「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
は
、
喜
左
衛
門
が
町
で
聞
い
た
噂
や
、
喜
左

衛
門
自
身
の
感
覚
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
部
分
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
事
実
と
の

判
別
が
極
め
て
難
し
い
。
喜
左
衛
門
が
記
す
具
体
的
な
数
値
に
は
信
を
置
く
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
そ
の
点
も
含
め
、
当
時
の
甲
府
城
下
町
を
は
じ
め
と
す
る
甲
府
盆
地
各
地
の
混
乱
の

よ
う
す
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
利
用
す
べ
き
だ
ろ
う
。

二
　
甲
斐
国
に
お
け
る
安
政
の
コ
レ
ラ
流
行
の
全
体
像

　
右
に
み
た
よ
う
に
、「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
は
、
市
川
村
近
辺
と
甲
府
城
下
町
に
お
け
る
安

政
の
コ
レ
ラ
流
行
を
詳
細
に
記
録
し
た
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
が
、「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
以
外
に
も
、
甲
斐
国
内
の
安
政
の
コ
レ
ラ
流
行
期
の

状
況
を
記
し
た
史
料
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
当
時
の
状
況
を
よ
り
具
体
的
に
理
解
す
る
た

め
に
、
以
下
で
は
そ
れ
ら
の
史
料
を
読
ん
で
い
く
。

（
一
）
甲
府
城
下
町
の
状
況
―
町
年
寄
坂
田
家
の
公
用
日
記
―

　
江
戸
時
代
の
甲
斐
国
に
お
い
て
、
甲
府
城
下
町
は
も
っ
と
も
記
録
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ

る
。
と
は
い
え
、右
に
み
た
「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
を
除
い
て
、安
政
五
年
の
七
・
八
月
こ
ろ
、

安
政
の
コ
レ
ラ
が
流
行
し
て
い
た
時
期
の
記
録
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
を

通
じ
て
甲
府
町
年
寄
を
勤
め
た
坂
田
家
が
代
々
書
き
継
い
だ
公
用
日
記（

（1
（

が
、
こ
の
時
期
の
も

の
も
残
存
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
公
用
日
記
か
ら
、「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
に
み
ら
れ
な

い
甲
府
城
下
町
の
よ
う
す
を
探
っ
て
み
た
い
。
坂
田
家
の
公
用
日
記
は
、す
で
に『
甲
府
市
史
』

に
お
い
て
用
い
ら
れ
、
安
政
の
コ
レ
ラ
流
行
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が（

（1
（

、
そ
こ
で
は

自
治
体
史
と
い
う
媒
体
の
性
格
も
あ
っ
て
、
叙
述
の
不
十
分
さ
が
否
め
な
い
。
そ
こ
で
、
屋

上
屋
を
重
ね
る
き
ら
い
は
あ
る
が
、
改
め
て
甲
府
城
下
町
の
町
年
寄
が
み
た
安
政
の
コ
レ
ラ

流
行
の
よ
う
す
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　『
甲
府
市
史
』
も
指
摘
す
る
通
り
、
甲
府
で
の
安
政
の
コ
レ
ラ
流
行
に
つ
い
て
、
坂
田
家

の
公
用
日
記
に
最
初
に
現
れ
る
の
は
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
八
月
一
一
日
条
で
あ
る
。

こ
の
日
、
工
町
の
白
山
神
社
の
神
主
土
屋
図
書
が
、
町
方
の
病
人
が
多
い
の
で
、
今
夜
氏
子

の
町
々
へ
神
輿
渡
御
を
行
う
と
伝
え
て
き
た
。「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
で
み
た
よ
う
に
、
甲
府

で
の
コ
レ
ラ
流
行
は
七
月
下
旬
に
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
八
月
上
旬

ま
で
に
多
く
の
病
人
が
発
生
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
公
用
日
記
か
ら
は
そ
う
し
た
状
況

は
見
え
て
こ
な
い
。
二
日
後
の
一
三
日
に
は
畔
村
の
住
吉
神
社
か
ら
も
神
輿
渡
御
を
行
う
旨

通
知
が
あ
っ
た
。
ま
た
同
じ
一
三
日
の
夕
方
、
山
手
勤
番
支
配
に
呼
び
出
さ
れ
た
町
年
寄
た

ち
は
、
将
軍
家
定
の
訃
報
と
普
請
・
鳴
物
停
止
令
な
ど
を
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
後
し
ば
ら
く
流
行
病
に
関
す
る
記
事
は
姿
を
見
せ
な
い
。
甲
府
の
町
で
猖
獗
を
極
め

て
い
る
は
ず
の
コ
レ
ラ
に
つ
い
て
、
八
月
末
に
い
た
る
ま
で
、
公
用
日
記
に
は
何
ら
記
述
さ

れ
な
い
。
そ
の
背
景
を
考
え
る
う
え
で
、
注
目
さ
れ
る
の
は
同
年
八
月
二
七
日
の
次
の
記
事

で
あ
る
。

〔
史
料
１（

（1
（

〕

一
、
今
九
ツ
時
過
、
此
方
与
一
郎
・
問
屋
源
六
郎
、
一
同
麻
上
下
着
、
御
目
付
小
屋
江

罷
出
、
今
日
御
逢
可
被
成
下
ニ
付
、
罷
出
候
様
、
昨
日
御
沙
汰
ニ
付
参
上
仕
候
段
、

御
取
次
を
以
申
上
候
処
、
公
用
方
水
崎
小
藤
太
殿
出
会
、
例
席
江
罷
出
候
様
被
申
聞

候
間
、
罷
出
候
処
、
清
六
殿
被
成
御
逢
、
町
方
相
変
儀
無
之
哉
御
尋
ニ
付
、
御
静
謐

之
段
申
上
候
処
、
猶
又
入
念
候
様
被
　
仰
聞
候

　
同
日
の
九
つ
時
過
ぎ
、
坂
田
与
一
郎
と
問
屋
の
源
六
郎
は
、
麻
上
下
を
着
て
御
目
付
小
屋

に
参
上
し
た
。
そ
の
前
日
に
勤
番
士
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
公
用
方

の
水
崎
小
藤
太
の
取
次
を
受
け
、
水
野
清
六（

（1
（

と
面
会
し
た
坂
田
与
一
郎
ら
は
、
水
野
か
ら
、

町
方
で
変
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
か
、
と
尋
ね
ら
れ
、「
御
静
謐
」
で
あ
る
と
返
答
し
、
さ
ら
に

念
を
入
れ
て
業
務
に
あ
た
る
よ
う
に
水
野
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
坂
田
与
一
郎
も
、
町
方
で
多
く
の
人
が
病
に
倒
れ
て
い
る
状
況
を
知
ら
な
い
わ

け
で
は
あ
る
ま
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少
な
く
と
も
こ
の
日
記
の
中
で
は
、「
御
静
謐
」
で

あ
る
と
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
甲
府
町
年
寄
は
、

甲
府
勤
番
支
配
の
も
と
、
城
下
町
の
秩
序
維
持
を
担
っ
て
い
た
。
流
行
病
の
た
め
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
特
に
勤
番
士
に
対
し
て
、
そ
の
秩
序
の
乱
れ
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
坂
田
家
の
公
用
日
記
は
、
勤
番
支
配
に
都
合
の
悪
い
情
報
が

記
載
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
性
格
を
踏
ま
え
て
内
容
を
読
み
解
く
必
要
が
あ
る
だ
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て
蘇
り
、
四
日
ほ
ど
生
き
な
が
ら
え
た
ら
し
い
。
ま
た
上
の
坊
の
三
二
歳
の
和
尚
も
狐
憑
き

同
様
に
な
っ
た
、
い
ず
れ
も
違
変
の
こ
と
で
あ
る
と
喜
左
衛
門
は
記
し
て
い
る
。
な
お
、
源

蔵
は
二
八
日
に
亡
く
な
っ
た
。

　
二
九
日
に
は
龍
泉
寺
で
百
万
遍
念
仏
が
執
行
さ
れ
た
。
村
内
の
人
々
は
残
ら
ず
招
か
れ
、

昼
食
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。
人
々
は
金
や
米
、
飾
り
物
を
寄
進
し
、
大
変
賑
や
か
で
あ
り
、
評

判
が
よ
か
っ
た
と
い
う
。
三
〇
日
に
は
下
組
に
龍
泉
寺
の
和
尚
が
出
向
い
て
辻
念
仏
を
行
っ

た
。
二
九
・
三
〇
両
日
は
遊
び
日
で
あ
っ
た
。

　
九
月
一
日
に
は
暴
瀉
病
に
対
処
す
る
た
め
の
「
療
治
方（

（1
（

」
が
触
れ
知
ら
さ
れ
た
。
同
三
日

に
は
駿
府
大
目
付
の
水
野
清
六
が
八
幡
・
恵
林
寺
・
塩
山
へ
来
る
と
の
こ
と
で
、
鳴
物
停
止

を
も
う
一
日
延
長
す
る
よ
う
に
八
幡
北
・
南
両
村
で
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

喜
左
衛
門
は
「
御
停
止
中
、
此
度
之
様
成
事
ハ
前
代
聞（未
聞
）見
之
事
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
時

点
で
八
幡
北
村
で
は
三
八
人
、
市
川
村
で
は
二
人
、
八
幡
南
村
で
は
一
一
人
、
大
工
村
・
堀

之
内
村
で
各
一
人
が
亡
く
な
っ
て
い
た
。
江
曽
原
村
で
は
死
者
は
出
て
い
な
い
と
い
う
。

　
同
四
日
、
大
工
村
の
源
助
が
亡
く
な
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
に
は
甲
府
市
中
は
少
し
状
況
が
落

ち
着
い
て
い
た
ら
し
い
。
同
六
日
、大
工
村
の
羽
右
衛
門
の
家
内
で
狐
憑
き
が
あ
り
、三
峯
講
・

大
嶽
講
の
講
中
が
集
ま
っ
て
垢
離
を
あ
げ
、
狐
を
責
め
た
と
こ
ろ
、
市
川
村
内
の
空
き
家
に

逃
げ
込
ん
だ
。
通
り
か
か
っ
た
僧
侶
が
狐
と
交
渉
し
、
油
揚
げ
二
〇
枚
と
米
三
合
を
渡
し
た

と
こ
ろ
、
大
工
村
の
南
山
と
い
う
と
こ
ろ
で
狐
の
声
が
三
遍
聞
こ
え
、
病
人
は
翌
日
に
全
快

し
た
と
い
う
。

　
同
六
日
・
七
日
・
八
日
は
遊
び
日
で
あ
っ
た
。
村
内
の
清
水
寺
で
は
村
内
安
全
の
た
め
護

摩
が
焚
か
れ
た
。
同
九
日
に
は
金
毘
羅
山
の
祭
り
を
し
、
餅
投
げ
が
行
わ
れ
た
。
同
日
に
は

軒
別
に
垢
離
を
取
り
、
片
山
光
明
院
が
祈
祷
を
行
い
、
龍
泉
寺
で
名
主
の
会
合
が
あ
っ
た
。

同
九
日
の
夕
方
に
は
村
内
の
友
右
衛
門
の
母
が
亡
く
な
っ
た
。
流
行
病
で
は
な
か
っ
た
と
い

う
。
い
っ
ぽ
う
江
曽
原
村
で
は
流
行
病
で
一
人
死
者
が
出
た
。

　
同
一
一
日
、
市
川
村
上
組
の
祖
助
が
流
行
病
に
か
か
り
、
明
け
方
に
亡
く
な
っ
た
。
ま
た

上
組
で
は
他
に
四
人
流
行
病
の
患
者
が
出
た
。
龍
泉
寺
で
は
昼
夜
不
断
の
念
仏
が
行
わ
れ
た
。

　
同
一
四
日
、
甲
府
代
官
が
江
戸
か
ら
甲
府
に
戻
る
途
中
、
大
月
宿
で
流
行
病
に
か
か
っ
た
。

花
咲
宿
に
し
ば
ら
く
逗
留
し
て
養
生
し
た
の
ち
、
同
二
七
日
に
甲
府
に
戻
っ
た
。
同
二
四
日

に
は
、
岩
手
村
の
荒
神
が
八
幡
近
辺
の
村
々
を
巡
幸
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
市
川
村
で
は
初

穂
料
と
し
て
金
一
〇
〇
疋
を
渡
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
九
月
二
〇
日
時
点
の
情
報
と
し
て
、
江
戸
で
は
一
二
万
三
、三
〇
九
人（

（1
（

、
小
田

原
で
は
一
八
二
五
人
が
亡
く
な
っ
た
と
記
す
。
さ
ら
に
同
二
六
日
ま
で
に
、
甲
府
で
は

六
八
三
人
、
八
幡
北
村
で
は
四
三
人
、
八
幡
南
村
で
は
一
七
人
が
亡
く
な
っ
た
と
記
し
て
、

記
録
は
終
わ
っ
て
い
る
。

（
二
）「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
の
記
述
の
特
徴

　
右
に
み
た「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」は
、甲
斐
国
内
に
お
け
る
安
政
の
コ
レ
ラ
流
行
に
つ
い
て
、

そ
の
渦
中
に
あ
っ
た
人
物
が
刻
々
と
移
り
行
く
状
況
を
書
き
残
し
た
記
録
と
し
て
重
要
な
も

の
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
な
描
写
に
よ
っ
て
、
コ
レ
ラ
の
流
行
状
況
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の

人
々
の
対
応
や
社
会
の
状
況
に
つ
い
て
も
探
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
冒
頭
に
「
安
永
（
政
）五

癸
卯
年
三
月
末
方
ゟ
同
年
十
月
末
方
迄
、
諸
国
江
変
死
流
行
し
、
世
の

人
多
ク
死
ス
事
ト
云
、
始
者
病
症
不
相
分
、
医
師
も
銘
薬
つ
く
す
と
い
へ
共
、
中
々
人
力
ニ

及
難
与
申
伝
ヲ
承
り
居
候
」
と
あ
る
こ
と
や
、
以
降
の
記
述
に
推
敲
の
跡
が
ほ
と
ん
ど
み
ら

れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
日
記
は
早
く
と
も
安
政
五
年
一
〇
月
下
旬
以
降
、
甲
斐
国
に

お
け
る
コ
レ
ラ
の
流
行
が
ほ
ぼ
終
息
し
た
段
階
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
日
付
は
前
後
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
時
系
列
順
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
一

つ
書
き
を
並
べ
て
い
く
箇
条
書
き
が
大
半
を
占
め
る
が
、
冒
頭
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
そ
の

形
を
と
っ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
記
録
を
整
理
し
て
ひ
と
ま
ず
書
き
始
め
た
の
ち
、
八
月
朔

日
の
あ
た
り
か
ら
記
事
を
一
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
を
や
め
、
箇
条
書
き
に
切
り
替
え
た
も
の

と
み
ら
れ
る
。

　
記
主
の
喜
左
衛
門
が
市
川
村
の
名
主
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
市
川
村
暴
瀉
病
流
行
日
記
」

の
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
コ
レ
ラ
の
流
行
に
関
す
る
記
事
に
限
れ
ば
、
甲
府
で
の

状
況
を
よ
り
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
病
気
に
対
す
る
人
々
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

市
川
村
と
そ
の
近
辺
で
の
よ
う
す
を
細
か
く
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
記
録
を
読

み
解
く
う
え
で
は
、
甲
府
と
市
川
村
を
行
き
来
す
る
喜
左
衛
門
の
視
点
の
変
化
に
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
一
日
あ
た
り
の
死
者
数
に
何
か
所
か
で
言
及
し
て
い
る
が
、
当
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一
三
日
、
村
の
用
事
で
甲
府
に
出
て
い
た
喜
左
衛
門
は
、
江
戸
表
か
ら
早
便
で
到
来
し
た

御
用
状
の
中
身
を
知
る
。
そ
れ
は
同
月
六
日
に
将
軍
家
定
が
死
去
し
た
こ
と
に
伴
う
鳴
物
停

止
令
を
知
ら
せ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
同
日
七
つ
半
時
に
は
甲
府
代
官
所
か

ら
村
々
へ
触
れ
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
甲
府
の
城
下
町
で
は
コ
レ
ラ
に
よ
る
「
変
死
」
を
防
ぐ

た
め
、住
吉
神
社
の
神
輿
の
渡
御
が
あ
っ
た
。
神
輿
は
町
々
を
練
り
歩
き
、大
い
に
に
ぎ
わ
っ

た
と
い
う
が
、
そ
の
直
後
、
将
軍
死
去
に
伴
う
鳴
物
停
止
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
こ
れ
に
先

立
つ
七
日
に
は
、
甲
府
山
田
町
の
浅
間
大
明
神
で
も
神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。

　
さ
て
一
三
日
の
夕
方
に
は
、
甲
府
の
町
で
火
災
が
あ
っ
た
。
火
元
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、

天
火
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
甲
府
勤
番
山
手
支
配
斎
藤
三
理
と
追
手
支
配
小

田
切
直
恭
が
連
名
で
、
町
年
寄
に
あ
て
て
火
の
元
の
取
締
り
を
命
じ
、
町
年
寄
か
ら
各
町
の

名
主
ら
に
通
達
さ
れ
て
い
る
。
家
々
で
は
「
戸
口
土
地
ふ（幅
）く
」、
敷
居
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、

そ
こ
に
女
は
右
、
男
は
左
の
足
を
乗
せ
、
そ
の
足
先
や
土
踏
ま
ず
に
灸
を
据
え
れ
ば
コ
レ
ラ

に
か
か
ら
な
い
と
い
う
噂
が
流
れ
て
い
た
。
喜
左
衛
門
も
滞
在
し
て
い
た
井
筒
屋
庄
蔵
方
で

こ
れ
を
試
し
て
い
る
。
さ
ら
に
小
さ
い
茄
子
、
茗
荷
の
子
、
鍬
の
根
の
三
品
、
あ
る
い
は
黒

豆
を
入
れ
た
四
品
を
煎
じ
て
飲
め
ば
コ
レ
ラ
に
か
か
ら
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
た
。

　
一
四
日
の
早
朝
、
甲
府
代
官
所
は
全
て
の
公
事
出
入
の
審
理
を
停
止
し
、
関
係
者
に
帰
村

を
命
じ
た
。
さ
ら
に
疫
病
神
に
退
散
を
命
じ
る
「
疫
神
差
紙
」
を
出
し
、
コ
レ
ラ
の
対
処
法

と
し
て
砂
糖
水
や
熱
湯
に
塩
と
生
姜
汁
を
加
え
た
も
の
を
飲
む
こ
と
を
進
め
る
通
達
を
添
え

て
村
々
に
廻
達
さ
せ
た
。
こ
の
と
き
、
市
川
村
を
含
む
組
合
の
惣
代
は
大
工
村
（
現
山
梨
市
）

の
又
兵
衛
と
八
幡
北
村
の
勘
兵
衛
で
あ
っ
た
が
、
又
兵
衛
が
病
気
の
た
め
、
勘
兵
衛
が
触
の

通
達
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
一
五
日
に
は
市
川
村
の
通
宝
寺
が
村
内
安
全
の
た
め
に
大
般
若
経
の
転
読
を
行
っ
た
。

一
六
日
・
二
〇
日
に
は
村
内
を
回
っ
て
転
読
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
際
に
、
通
宝
寺
は
寄
付

の
値
段
を
設
定
し
、
寄
付
を
し
な
い
家
に
は
回
ら
ず
、
旦
那
で
な
い
家
で
あ
っ
て
も
寄
付
を

し
た
家
に
は
訪
問
し
た
た
め
、
非
常
に
評
判
が
悪
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
ろ
に
は
八
幡
北

村
で
は
死
者
が
多
数
出
て
、
南
村
で
も
死
者
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
市
川
村
で
は
一
人
も
亡

く
な
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
神
仏
に
ひ
た
す
ら
手
を
合
わ
せ

て
祈
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
市
川
村
で
は
村
内
の
組
ご
と
に
講
を
立
て
、
三
峰
神
社
に
代
参
さ

せ
、「
御
現（眷
属
）足」

を
拝
借
す
る
こ
と
に
し
、
喜
左
衛
門
の
組
で
は
三
人
が
代
参
に
出
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
費
用
は
一
軒
に
つ
き
二
四
八
文
ず
つ
徴
収
さ
れ
、
二
八
軒
の
合
計
が
七
貫

一
八
八
文
で
あ
っ
た（

（1
（

。
一
六
・
七
日
こ
ろ
か
ら
は
昼
夜
を
問
わ
ず
に
念
仏
が
行
わ
れ
た
。
一

人
も
仕
事
を
す
る
も
の
は
な
く
、
百
姓
も
商
人
も
、
ひ
た
す
ら
信
心
を
す
る
日
々
が
続
い
た
。

　
少
し
日
が
あ
い
て
二
一
・
二
日
、
今
度
は
村
内
の
龍
泉
寺
が
村
内
安
全
の
た
め
に
大
念
仏

を
執
行
し
て
村
内
を
回
っ
た
。
さ
ら
に
二
三
日
か
ら
は
毎
日
、
龍
泉
寺
で
大
念
仏
が
行
わ
れ

る
と
と
も
に
、
大
山
石
尊
・
三
峰
神
社
・
那
賀
都
神
社
に
垢
離
を
捧
げ
、
家
々
で
は
灯
明
を

あ
げ
て
神
仏
に
祈
り
続
け
た
。
こ
れ
を
喜
左
衛
門
は
「
開
白
（
闢
）以

来
之
珍
事
」
と
評
し
て
い
る
。

　
二
四
日
、「
年
替
」
と
し
て
松
を
飾
り
餅
を
つ
く
も
の
が
あ
っ
た
。
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
な

ど
に
、
年
の
途
中
に
正
月
の
儀
式
を
行
う
慣
行
で
、
取
越
正
月
や
流
行
正
月
な
ど
と
呼
ば
れ

る（
（1
（

。
市
川
村
で
は
松
飾
り
だ
け
を
行
っ
た
が
、
近
郷
の
村
々
で
は
そ
の
他
の
行
事
ま
で
行
っ

た
と
い
う
。
ま
た
こ
の
八
月
に
は
、
村
内
の
大
神
宮
で
湯
立
の
神
事
を
行
い
、
豊
後
太
夫
と

い
う
芸
能
者
を
呼
ん
で
、
獅
子
舞
が
村
中
を
回
っ
た
。
こ
の
と
き
喜
左
衛
門
は
甲
府
に
逗
留

し
て
い
た
た
め
、
村
に
戻
っ
て
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
た
ら
し
い
。
経
費
の
酒
四
本
と
金
二
分

は
村
入
用
か
ら
支
払
わ
れ
た
。

　
二
六
日
、
市
川
村
の
源
蔵
が
流
行
病
を
患
っ
た
。
こ
の
時
、
源
蔵
は
狐
が
憑
い
た
か
の
よ

う
な
様
子
で
あ
っ
た
た
め
、
隣
の
江
曽
原
村
（
現
山
梨
市
）
か
ら
大
山
石
尊
講
を
呼
び
、
狐

払
い
の
祈
祷
を
行
っ
た
。
す
る
と
源
蔵
の
よ
う
す
が
変
わ
っ
た
の
で
、
更
に
祈
祷
を
続
け
た

と
こ
ろ
、源
蔵
に
憑
い
た
狐
は
万
力
村（
現
山
梨
市
）か
ら
来
た
と
語
り
出
し
た
。
そ
こ
で
人
々

は
、
狐
に
退
散
し
て
く
れ
る
よ
う
に
掛
け
合
っ
た
と
こ
ろ
、
狐
は
無
宿
で
あ
る
た
め
、
宮
を

建
て
て
く
れ
た
ら
立
ち
退
く
と
い
う
。
ど
こ
に
宮
を
勧
請
す
れ
ば
よ
い
か
と
重
ね
て
人
々
が

聞
く
と
、
狐
は
市
川
村
の
南
隣
の
大
工
村
の
う
ち
芦
原
へ
行
き
た
い
と
い
っ
た
。
そ
こ
は
他

村
で
あ
る
の
で
難
し
い
、
市
川
村
内
な
ら
ば
ど
こ
が
よ
い
か
と
狐
に
問
う
と
、
狐
は
日
向
山
・

畑
山
の
「
神
之
森
」
へ
行
き
た
い
と
い
う
の
で
、
人
々
は
そ
こ
へ
宮
を
建
て
る
こ
と
に
し
た
。

お
供
え
と
し
て
油
揚
げ
や
赤
飯
な
ど
を
用
意
し
、
予
定
の
場
所
へ
向
か
う
と
、
こ
れ
ま
で
臥

せ
っ
て
い
た
源
蔵
が
、
目
的
地
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
早
足
に
な
り
、
元
気
に
な
っ
た
。
そ
の

後
源
蔵
は
森
の
鳥
居
を
二
度
回
っ
て
倒
れ
、
気
を
失
っ
た
た
め
、
人
々
が
連
れ
帰
っ
た
の
だ

と
い
う
。
八
幡
北
村
で
は
、
一
角
と
い
う
社
人
が
い
っ
た
ん
病
死
し
た
も
の
の
、
狐
が
憑
い
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し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
事
柄
も
織
り
交
ぜ
て
書
か
れ
て
お
り
、
冒
頭
に
記
さ
れ
た
「
安
永
（
政
）五

癸
卯
年
」
か
ら
始
ま
る
く
だ
り
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
こ
と
が
ら
が
い
つ
の
時
点
の
内
容

な
の
か
、
一
見
し
て
わ
か
り
づ
ら
い
こ
と
も
多
い
。
後
で
み
る
「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」
に
関
係

し
て
、「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
の
現
代
語
訳
を
求
め
る
声
が
多
く
聞
か
れ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、

こ
こ
で
は
ま
ず
「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
の
内
容
を
丁
寧
に
読
ん
で
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

（
一
）「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
を
読
む

　
村
の
用
事
で
甲
府
の
代
官
所
に
通
う
た
め
、
横
近
習
町
の
郷
宿
井
筒
屋
庄
蔵
方
に
宿
を
借

り
て
い
た
喜
左
衛
門
は
、
同
年
七
月
末
か
ら
江
戸
で
コ
レ
ラ
が
流
行
し
、
武
士
や
町
人
が
多

く
亡
く
な
っ
た
と
い
う
噂
を
聞
き
、
驚
き
と
と
も
に
書
き
留
め
て
い
る
。
さ
ら
に
コ
レ
ラ
が

八
王
子
・
谷
村
な
ど
で
も
発
生
し
た
、
あ
る
い
は
五
街
道
全
て
で
コ
レ
ラ
が
流
行
し
た
、
と

い
っ
た
噂
が
流
れ
て
い
た
。
七
月
二
四
日
こ
ろ
に
は
、
甲
府
城
下
町
で
も
一
日
に
二
・
三
人

が
亡
く
な
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
数
日
後
の
二
八
日
こ
ろ
に
は
、
亡
く
な
る
人
が
一

日
に
八
・
九
人
に
も
及
ん
だ
。
喜
左
衛
門
は
こ
の
と
き
二
九
日
ま
で
甲
府
に
滞
在
し
、
同
日

中
に
市
川
村
に
戻
っ
た
。
こ
の
時
、
市
川
村
で
は
何
事
も
な
か
っ
た
た
め
、
喜
左
衛
門
は
無

事
を
喜
ん
で
い
る
。

　
こ
こ
か
ら
話
題
が
少
し
変
わ
る
。
安
政
五
年
は
夏
の
間
じ
ゅ
う
雨
が
続
き
、
川
も
度
々
出

水
し
て
、
い
く
つ
も
の
堤
防
が
決
壊
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
洪
水
が
発
生
し
、
多
く
の
人
が
亡

く
な
っ
た
の
だ
と
い
い
、
七
月
二
二
日
か
ら
二
六
日
ま
で
、
笛
吹
川
流
域
の
み
で
一
七
人
が

水
死
し
た
と
も
、
ま
た
二
二
人
が
水
死
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
市
川
村
で
も
二
四
歳
の

金
五
郎
が
川
を
渡
ろ
う
と
し
て
流
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
。
死
体
の
行
方
は
し
ば
ら
く
わ
か
ら

な
か
っ
た
が
、二
九
日
夕
方
に
な
っ
て
、笛
吹
川
と
重
川
の
合
流
点
に
位
置
す
る
大
野
村
（
現

山
梨
市
）
で
発
見
さ
れ
た
。
早
速
親
類
や
村
の
者
が
大
野
村
に
赴
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

年
格
好
な
ど
か
ら
間
違
い
な
く
金
五
郎
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
大
野
村
の
名
主

に
様
子
を
聞
く
と
、
二
七
日
の
夕
方
に
死
体
が
川
か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
、
領
主
で
あ
る
田
安

家
の
見
分
を
受
け
た
の
ち
、
二
八
日
に
は
仮
埋
葬
し
た
の
だ
と
い
う
。
死
体
を
掘
り
出
し
て

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
金
五
郎
本
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
死
体
の
引
き
渡
し
に
つ
い
て
、

田
安
家
に
届
を
出
す
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
届
を
出
し
た
場
合
、「
両
御
支
配
」、
す

な
わ
ち
田
安
家
と
石
和
代
官
所
の
検
使
が
立
ち
会
わ
な
い
と
死
体
が
引
き
渡
せ
な
い
だ
ろ
う

し
、
そ
の
場
合
は
検
使
に
対
応
す
る
た
め
の
費
用
も
か
か
る
。
そ
こ
で
内
々
で
引
き
渡
す
こ

と
に
な
り
、
二
九
日
未
明
に
市
川
村
に
戻
っ
て
い
る
。
ま
た
二
七
日
の
検
分
の
費
用
五
両
二

分
を
市
川
村
か
ら
大
野
村
に
支
出
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
が
こ
の
金
五
郎
一
件
に
関
す
る
記

述
で
あ
る
。
ま
た
八
月
一
日
か
ら
は
例
年
通
り
八
幡
宮
の
神
事
の
準
備
が
岩
手
村
の
信
盛
院

で
行
わ
れ
て
い
る
。
市
川
村
で
は
、
八
月
一
日
時
点
で
は
ま
だ
コ
レ
ラ
の
被
害
は
出
て
お
ら

ず
、
通
常
通
り
の
生
活
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。

　
少
し
日
付
が
戻
っ
て
七
月
二
六
・
七
日
こ
ろ
か
ら
は
、
甲
府
城
下
町
で
の
死
者
は
数
十
人

に
の
ぼ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
右
に
み
た
二
八
日
こ
ろ
の
「
一
日
に
八
・
九
人
」
と
矛

盾
し
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
の
甲
府
で
の
死
者
数
と
し
て
は
多
す
ぎ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

こ
の
部
分
を
含
め
、「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
に
は
、
具
体
的
な
情
報
に
基
づ
い
た
記
述
だ
け
で

は
な
く
、
喜
左
衛
門
の
感
覚
や
希
望
的
観
測
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
し
て
お
き
た

い
。
こ
の
こ
ろ
に
は
、
医
者
は
増
え
続
け
る
患
者
の
た
め
に
昼
夜
と
も
に
寝
る
暇
も
な
く
診

察
に
あ
た
っ
て
お
り
、
神
仏
へ
の
祈
念
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
に
続
け
て
、
日
記
で
は
「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」
に
関
す
る
記
述
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
部
分
は
後
ほ
ど
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
八
月
二
・
三
日
こ
ろ
、
甲
府
で
は
コ
レ
ラ

で
一
日
に
三
・
四
〇
人
が
亡
く
な
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
、
さ
ら
に
市
川
村
近
辺
の
東
郡

に
も
流
行
が
拡
大
し
て
、
隣
の
八
幡
北
村
で
は
二
・
三
人
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。

　
八
月
初
頭
、
甲
斐
国
で
は
町
・
村
と
も
に
神
仏
を
拝
み
、
三
峰
山
（
三
峰
神
社
）
に
代
参

人
を
立
て
、「
御
現
そ
（
眷
属
）く
」
の
借
用
を
申
し
出
て
い
る（
７
）。
さ
ら
に
大
嶽
山
那
賀
都
神
社（
８
）に
は
毎

日
の
よ
う
に
代
参
人
を
立
て
、
甲
府
善
光
寺
の
灯
籠
仏
に
も
代
参
人
を
立
て
て
い
る
。
善
光

寺
の
灯
籠
仏
は
吉
凶
を
占
う
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が（

９
）、
こ
の
と
き
は
病
気
平
癒
が
祈

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
三
つ
の
寺
社
が
、「
大
大
変
」
な
状
況
に
陥
っ
た
市
川
村
の
人
々

に
と
っ
て
、
頼
る
べ
き
村
外
の
信
仰
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
主
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
八
月
一
〇
日
こ
ろ
に
は
甲
府
の
他
に
も
流
行
が
拡
大
し
、
市
川
村
近
辺
で
も
八
幡
南
・
北

両
村
（
と
も
に
現
山
梨
市
）
で
は
一
日
に
五
・
六
人
が
亡
く
な
る
よ
う
に
な
り
、
岩
手
村
（
現

山
梨
市
）で
も
死
者
が
出
て
い
た
ら
し
い
。
日
記
に
は「
当
村
に
ハ
一
人
も
無
之
候
」と
あ
り
、

市
川
村
で
は
こ
の
時
点
で
死
者
が
出
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
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は
じ
め
に

　
二
〇
二
〇
年
は
、
世
界
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（C

O
V

ID
-19

）
に
蹂
躙
さ
れ

た
年
と
な
っ
た
。
日
本
で
は
、
流
行
病
へ
の
対
応
と
し
て
は
初
め
て
緊
急
事
態
が
宣
言
さ
れ
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
今
回
の
流
行
病
は
、
人
々
の
生
命
や
健
康
を
直
接

脅
か
す
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
的
・
経
済
的
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
コ

ロ
ナ
禍
」
の
な
か
で
、
生
活
基
盤
が
破
壊
さ
れ
、
今
も
な
お
そ
の
影
響
に
苦
し
む
人
も
多
い
。

歴
史
的
に
み
れ
ば
、
過
去
に
は
感
染
症
・
流
行
病
が
何
度
も
継
起
し
、
数
多
く
の
人
命
が
失

わ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
政
治
や
社
会
に
大
き
な
変
革
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
大

き
く
言
え
ば
、
人
類
は
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
感
染
症
の
脅
威
に
直
面
し
、
そ
の
都
度
多
大

な
犠
牲
を
払
い
な
が
ら
、
再
起
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
現
在
の
私
た
ち
も
、
ま
さ
に

そ
う
し
た
局
面
を
生
き
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
そ
う
し
た
な
か
、
過
去
の
感
染
症
の
「
克
服
」
の
過
程
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
本
稿

で
取
り
上
げ
る
安
政
の
コ
レ
ラ
は
、
全
国
各
地
に
関
係
資
料
が
豊
富
に
残
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
に
言
及
さ
れ
て
き
た（

１
）。
山
梨
県
内
で
も
最
近
、
大
月
市
郷
土
資
料

館
が
、
特
別
展
「
地
域
に
残
る
古
文
書
か
ら
読
み
取
れ
る 

幕
末
の
大
月
に
も
あ
っ
た
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
」
の
解
説
資
料
と
し
て
作
成
し
た
「
安
政
の
コ
レ
ラ
流
行 

地
域
の
状
況
を
地
方
文
書

か
ら
読
み
取
る（

２
）」
に
お
い
て
、
大
月
市
域
に
あ
っ
た
下
和
田
村
の
事
例
を
中
心
に
、
安
政
五

（
一
八
五
八
）
年
の
コ
レ
ラ
流
行
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

　
翻
っ
て
甲
斐
国
全
域
を
見
渡
す
と
、
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
状
況
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
自
治
体
史
な
ど
に
部
分
的
に
記
述
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も（

３
）、

全
体
像
が
整
理
さ
れ

た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
そ
れ
ら
の
自
治
体
史
で
も
、
後
で
取
り
上
げ
る
「
暴
瀉
病
流
行

日
記
」
に
基
づ
い
て
記
述
さ
れ
た
『
甲
府
市
史
』
と
『
山
梨
市
史
』
を
除
け
ば
、
そ
の
分
量

は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
記
述
が
あ
る
自
治
体
も
、
都
留
郡
を
中
心
に
甲
府
市

以
東
の
地
域
に
偏
っ
て
お
り
、
甲
府
盆
地
西
部
や
南
部
の
状
況
は
わ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う

の
が
現
状
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
流
行
に
つ
い
て
、
限
ら
れ
た
史
料
か
ら
で

は
あ
る
が
、
山
梨
郡
に
位
置
す
る
甲
府
と
巨
摩
郡
、
都
留
郡
な
ど
複
数
地
点
に
お
け
る
記
録

に
基
づ
い
て
、
甲
斐
国
内
の
状
況
の
把
握
を
目
指
す
。

　
ま
た
昨
年
、
山
梨
県
立
博
物
館
の
も
の
と
し
て
話
題
と
な
っ
た
「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
文
献
の
か
た
ち
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
も
現
時
点
で
の
情
報
を
整
理
し
て
、
県
立
博
物
館
が
今
回
の
非
常
事
態
と
ど
の
よ
う

に
向
き
合
っ
た
か
を
考
え
る
た
め
に
整
理
を
し
て
お
き
た
い
。

一
　「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
に
み
る
安
政
の
コ
レ
ラ
流
行

　「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
は
、
全
二
〇
丁
か
ら
な
る
市
川
村
（
現
山
梨
市
）
の
名
主
喜
左
衛

門
の
日
記
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
『
甲
斐
志
料
集
成
』
で
の
翻
刻
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
内

容
は
様
々
に
紹
介
さ
れ
て
き
た（

４
）。
喜
左
衛
門
が
公
用
で
甲
府
と
の
間
を
行
き
来
す
る
際
に
見

聞
し
た
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
た
記
録
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
、
主
に
甲
府
で
の
コ
レ
ラ
の
流

行
状
況
を
示
す
も
の
と
し
て
、
そ
の
概
要
は
『
甲
府
市
史
』
な
ど
の
記
述
に
反
映
さ
れ
て
い

る（
５
）。

し
か
し
、
そ
の
記
述
は
断
片
的
に
引
用
さ
れ
る
の
み
で
、
日
記
全
体
を
対
象
と
し
た
解

釈
や
分
析
が
十
分
に
行
わ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
「
暴
瀉
病
流
行

日
記
」
全
体
を
検
討
の
対
象
と
し
て
み
た
い（

６
）。

　「
暴
瀉
病
流
行
日
記
」
は
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
八
月
一
日
か
ら
の
日
記
で
あ
る
。

　
　
甲
斐
国
に
お
け
る
安
政
の
コ
レ
ラ
流
行
と
「
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
」

中
　
野
　
賢
　
治
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Leiden &
 Boston: H

otei Publishing.
（
16
）�

菓
子
屋
の
名
前
ら
し
き
印
に
つ
い
て
は
、
上
段
が
「
犬
籠
富
二
」（
朱
文
方
印
）、
下
段
が
「
笠
（
も

し
く
は
笈
）
喜
」（
朱
文
円
印
）
で
は
な
い
か
と
の
ご
教
示
を
田
原
市
博
物
館
様
か
ら
賜
っ
た
。
記
し

て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
17
）
前
掲
註
（
１
）
参
照
。

（
18
）
市
川
家
資
料
（
歴-2005-089-003363

）
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
。

（
19
）
上
野
晴
朗
氏
収
集
資
料
（
歴-2005-093-001997

）
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
。

（
20
）
前
掲
註
（
13
）
参
照
。

（
21
）
前
掲
註
（
１
）
参
照
。

（
22
）『
く
す
り
博
物
館
収
蔵
資
料
集
④
　
は
や
り
病
の
錦
絵
』
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
。

（
23
）
飯
島
虚
心
『
日
本
繪
類
考
』
一
九
〇
〇
年
。

（
24
）
熨
斗
が
最
初
か
ら
摺
ら
れ
、
達
磨
や
兎
が
描
か
れ
た
赤
一
色
で
仕
立
て
ら
れ
た
疱
瘡
絵
の
菓
子
袋
。

（
25
）�

源
頼
朝
、
達
磨
が
描
か
れ
た
菓
子
袋
と
、
富
士
、
達
磨
、
源
為
朝
、
鍾
馗
が
描
か
れ
た
菓
子
袋
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
（『
子
ど
も
の
領
分
』
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
一
九
九
七
年
）。
な
お
、
こ
の
二
点
の

菓
子
袋
に
は
版
元
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
前
者
は
山
𠮷
印
、
後
者
は
山
サ
印
で
あ
る
。

（
26
）
前
掲
註
（
４
）
参
照
。

（
27
）�「
福
」
と
「
渡
辺
」
の
両
名
主
に
よ
る
改
印
で
あ
る
が
、
こ
の
名
主
同
士
の
改
印
の
組
み
合
わ
せ
は
確

認
さ
れ
た
例
が
な
く
、
今
後
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

（
28
）
淡
島
寒
月
「
淡
島
屋
の
か
る
や
き
袋
」（『
梵
雲
庵
雑
話
』
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）。

（
29
）�

確
認
で
き
た
改
印
は
「
巳
八
」「
改
」
の
二
印
で
、安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

文
末
に
あ
る
「
庚
申
八
月
再
板
」
と
照
合
が
取
れ
な
く
な
り
、今
後
の
検
討
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。（
今

村
規
子
「
菓
子
袋
」（『
和
菓
子
』
第
二
十
六
号
、
虎
屋
文
庫
、
二
〇
一
九
年
））。

（
30
）
前
掲
註
（
６
）
参
照
。

（
31
）
今
村
規
子
「
菓
子
袋
」（『
和
菓
子
』
第
二
十
六
号
、
虎
屋
文
庫
、
二
〇
一
九
年
）。

（
32
）
前
掲
註
（
31
）
参
照
。

（
33
）�

例
え
ば
、
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
所
蔵
の
桃
太
郎
や
鍾
馗
が
描
か
れ
た
疱
瘡
絵
（
安
政
四
年
の
改

印
と
歌
川
芳
盛
（
一
八
三
〇
〜
八
五
）
の
署
名
が
あ
る
）
等
は
、
画
面
全
体
を
使
い
、
絵
と
文
字
が

表
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
註
（
22
）
参
照
）。

（
34
）�『
懐
潜
諸
屑
』
内
の
資
料
は
袋
状
で
は
な
く
、
袋
の
表
面
を
切
り
抜
い
た
も
の
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い

る
。

（
35
）
前
掲
註
（
28
）
参
照
。

（
36
）
前
掲
註
（
15
）
参
照
。

（
37
）
前
掲
註
（
15
）
参
照
。

（
38
）
前
掲
註
（
15
）
参
照
。

（
39
）
前
掲
註
（
４
）
参
照
。

（
40
）
前
掲
註
（
28
）
参
照
。

（
41
）
残
さ
れ
て
い
る
淡
島
屋
の
軽
焼
き
の
菓
子
袋
に
も
版
元
印
は
見
ら
れ
な
い
。

（
42
）�

今
村
氏
に
よ
れ
ば
、
紅
問
屋
の
伊
勢
谷
半
右
エ
門
が
幕
末
期
に
地
本
草
紙
問
屋
仮
組
に
加
入
し
、
明

治
期
に
か
け
て
菓
子
袋
を
販
売
し
て
い
た
例
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
註
（
31
）
参
照
）。

（
43
）
前
掲
註
（
１
）
参
照
。

（
44
）
吉
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
宝
船
図
に
関
し
て
は
、
右
下
に
「
金
子
屋
製
」
と
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

【
図
版
】

図
版
１
　
島
根
県
立
美
術
館
所
蔵
（
永
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）　
画
像
提
供

図
版
２
、
図
３
、
図
５
（
左
部
分
）　
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
　
竹
本
春
二
氏
撮
影

図
１
　�

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
　
画
像
提
供
　W

illiam
 S.and John T. Spaulding Collection 21.10234 

Photograph © 2021 M
useum

 of Fine Arts, Boston. All rights reserved.c/o D
N

Partcom

図
２
　
太
田
記
念
美
術
館
所
蔵
　
執
筆
者
撮
影

図
４
、
図
８
～
10
　
日
本
浮
世
絵
博
物
館
所
蔵
　
画
像
提
供

図
５
（
右
部
分
）、
図
14
（
右
部
分
）
吉
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
執
筆
者
撮
影

図
６
（
右
部
分
）、
図
14
（
左
部
分
）
虎
屋
文
庫
所
蔵
　
執
筆
者
撮
影

図
６
（
左
部
分
）
国
立
国
会
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
画
像
転
載

図
７
　
田
原
市
博
物
館
所
蔵
　
画
像
提
供

図
11
　(

株)

山
星
屋
所
蔵
　
執
筆
者
撮
影

図
12
　
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
所
蔵
　
画
像
提
供

図
13
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
　
画
像
提
供

【
付
記
】

　
本
稿
執
筆
の
た
め
、
各
所
蔵
施
設
の
皆
様
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
が
、
と
り
わ
け
虎
屋
文
庫
の
今
村
規

子
様
、
株
式
会
社
山
星
屋
の
森
宜
資
子
様
、
吉
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
吉
田
隆
一
様
、
太
田
記
念
美
術
館
の
日

野
原
健
司
様
、
日
本
浮
世
絵
博
物
館
の
五
味
あ
ず
さ
様
、
田
原
市
博
物
館
の
鈴
木
ま
り
な
様
に
は
、
多
大
な

る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
大
和
文
華
館
の
浅
野
秀
剛
様
、
及
び
名
古
屋

市
博
物
館
の
津
田
卓
子
様
に
は
、
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
ご
助
言
及
び
資
料
所
蔵
先
の
ご
紹
介
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
、
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
　
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
　
若
手
研
究B

「 

包
装
紙
等
の
実
用
的
作
例
に
お
け
る
浮
世
絵
師
の
画
業
研
究
」（
研
究
課
題
番
号
：16K16738

）
に
よ
る
成
果

の
一
部
で
す
。

（
山
梨
県
立
博
物
館
）
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あ
る
。
拙
稿
に
お
い
て
、
虎
屋
文
庫
と
吉
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
同
様
の
版
木
を
用
い
た
宝

船
の
菓
子
袋
が
あ
る
旨
を
指
摘
し
た
が（

（4
（

、
絵
の
部
分
以
外
は
ど
の
店
で
も
使
え
る
よ
う
、
菓

子
名
な
ど
は
入
れ
ら
れ
ず
、「
御
菓
子
」
と
文
字
が
入
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た（

（4
（

。

　
こ
れ
と
同
様
の
例
と
し
て
、
最
後
に
「
風
流
新
製
」
と
暖
簾
に
書
か
れ
た
店
先
が
表
さ
れ

た
菓
子
袋
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
は
い
く
つ
か
現
存
作
例
が
確
認
で
き
る
が
、
全
て
同
じ
図
様

で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
二
種
類
の
存
在
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
れ
を
比
較
す
る
図
を
作
成

し
た
が
（
図
14
）、
吉
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
菓
子
袋
は
左
手
前
と
中
央
奥
に
紅
葉
型
の
菓
子

が
見
え
る
の
に
対
し
、
虎
屋
文
庫
の
菓
子
袋
は
そ
れ
が
丸
型
の
菓
子
に
な
っ
て
い
る
。
よ
く

見
る
と
、「
風
流
新
製
」
の
文
字
も
筆
致
が
異
な
る
他
、
他
に
も
細
か
な
差
異
が
多
く
確
認
で

き
る
。
な
お
、よ
り
細
部
ま
で
描
い
て
あ
る
こ
と
か
ら
、吉
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
風
流
新
製
」

が
先
に
作
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
は
じ
め
は
版
木
の
一
部
を
そ
ぎ
落
と
し
入
れ
木

を
施
し
た
事
例
か
と
考
え
た
が
、
あ
ま
り
に
も
異
な
る
場
所
が
多
い
た
め
、
お
そ
ら
く
虎
屋

文
庫
の
菓
子
袋
は
吉
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
菓
子
袋
を
ト
レ
ー
ス
し
、
新
た
に
版
木
を
制
作
し

て
摺
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
版
木
を
再
び
作
成
し
て
ま
で
作
り
続
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
こ
の
菓
子
袋
に
需

要
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
例
は
他
に
も
確
認
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
紹
介
で
き
た
菓
子
袋
は
ご
く
一
部
で
あ
り
、
他
に
も
多
く
の
菓
子
袋
が
残
さ
れ
て

い
る
。
ど
の
よ
う
な
背
景
を
以
て
制
作
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
こ
れ
ら
の
菓
子
袋
に
施
さ
れ
た

図
様
は
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
描
か
れ
た
の
か
、
浮
世
絵
師
の
作
例
を
中
心
に
絵
師
と
菓
子

屋
の
関
係
や
錦
絵
か
ら
の
図
様
転
用
例
な
ど
い
く
つ
か
事
例
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
た
が
、

ま
だ
検
討
の
余
地
は
多
い
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
菓
子
袋
の
制
作
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
を
本
稿
で
は
い
く
つ
か
挙
げ

た
が
、
そ
れ
以
外
の
過
程
を
経
て
作
ら
れ
た
も
の
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
だ
ろ
う
。
菓
子
袋
に
見

ら
れ
る
版
元
印
に
つ
い
て
も
ま
だ
謎
が
多
く
、
と
り
わ
け
錦
絵
の
作
例
で
は
見
た
こ
と
が
な

い
版
元
に
つ
い
て
は
、
菓
子
袋
な
ど
の
実
用
的
な
小
品
を
中
心
に
取
り
扱
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
版
元
印
に
つ
い
て
は
今
後
新
た
な
事
例
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ

ら
に
考
察
が
進
展
す
る
こ
と
を
望
む
。

　
今
後
は
本
調
査
・
研
究
の
中
で
得
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
浮
世
絵
師
が
携
わ
っ
た
と
見
ら

れ
る
菓
子
袋
以
外
の
作
例
に
も
そ
の
範
囲
を
広
げ
、
そ
の
制
作
背
景
や
制
作
意
図
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
註
】

（
１
）�

拙
稿
「
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
の
菓
子
袋
に
関
す
る
一
考
察
」（『
山
梨
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
第

十
二
集
、
山
梨
県
立
博
物
館
、
二
〇
一
八
年
）。

（
２
）�『
―
錦
絵
　
太
平
喜
餅
酒
多
多
買
―
た
い
へ
い
き
も
ち
さ
け
た
た
か
い
「
お
菓
子
と
お
酒
の
大
合
戦
」

展
』
虎
屋
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
。

（
３
）�

実
際
に
使
用
し
た
と
思
し
き
菓
子
袋
用
の
版
木
と
印
判
が
吉
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
残
さ
れ
て
い
る

（『
郷
土
資
料
展
示
室
特
別
展
　
菓
子
往
来
　
吉
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
』
厚
木
市
教
育
委
員
会
、
一

九
九
一
年
）。

（
４
）
浅
野
秀
剛
「
菓
子
袋
・
菓
子
箱
と
商
標
」（『
和
菓
子
』
第
十
九
号
、
虎
屋
文
庫
、
二
〇
一
二
年
）。

（
５
）�

挿
絵
で
は
店
先
で
の
場
面
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
菓
子
袋
を
作
成
す
る
作
業
は
店
の
奥

で
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
註
（
４
）
参
照
）。

（
６
）
鈴
木
俊
幸
「
特
集
　
草
双
紙
　
豆
合
巻
小
考
」（『
江
戸
文
学
』
三
十
五
、ペ
リ
カ
ン
社
、二
〇
〇
六
年
）。

（
７
）
前
掲
註
（
４
）
参
照
。

（
８
）
江
戸
（
東
都
）、摂
津
、山
城
と
三
ヶ
所
の
名
所
を
、雪
月
花
で
表
し
た
小
判
サ
イ
ズ
の
錦
絵
シ
リ
ー
ズ
。

（
９
）『
新
・
北
斎
展
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
一
九
年
。

（
10
）
浅
野
秀
剛
「
何
で
も
描
い
た
北
斎
」（『
別
冊
太
陽
　
北
斎
決
定
版
』
平
凡
社
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
11
）
前
掲
註
（
４
）
参
照
。

（
12
）
前
掲
註
（
１
）
参
照
。

（
13
）�

前
掲
註
（
４
）
参
照
。『
郷
土
資
料
展
示
室
特
別
展
　
菓
子
往
来
　
吉
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
』
厚
木

市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
一
年
、『
蒐
め
る
楽
し
み
　
吉
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
見
る
和
菓
子
の
世
界
』

虎
屋
文
庫
、
二
〇
一
二
年
な
ど
。

（
14
）�「
安
宅
の
関
」（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
な
ど
）、「
加
賀
国
安
宅
関
弁
慶
主
従
危
難
救
図
」（
国
立
音
楽

大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
な
ど
）

（
15
）�A

ndreas M
arks, 2011, Publishers of Japanese W

oodblock Prints: A C
om

pendium
, 
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れ
る
こ
と
の
多
い
山
サ
印
が
ど
ち
ら
の
版
元
で
あ
る
が
断
言
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
江
戸

の
浮
世
絵
師
が
描
い
た
錦
絵
を
よ
り
多
く
扱
っ
て
い
た
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

み
て（

（3
（

、
太
田
屋
佐
吉
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
自
身
の
店
で
錦
絵
を

刊
行
し
て
い
る
浮
世
絵
師
た
ち
に
菓
子
袋
の
デ
ザ
イ
ン
を
依
頼
し
、
自
店
舗
の
商
品
と
し
て

販
売
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
至
極
自
然
な
流
れ
で
あ
ろ
う
。

　
山
𠮷
印
も
山
サ
印
と
と
も
に
菓
子
袋
に
多
く
見
ら
れ
る
版
元
印
で
あ
る
。
先
述
し
た
英
俊

の
落
款
が
あ
る
「
芝
愛
宕
」
を
は
じ
め
、同
じ
く
虎
屋
文
庫
所
蔵
の
「
偽
紫
田
舎
源
氏
」
に
も
、

英
俊
の
署
名
と
山
𠮷
印
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、「
吉
」
の
字
を
用
い
た
山
型
に
「
吉
」
の
版

元
印
は
、
榎
本
屋
吉
兵
衛
や
井
筒
屋
庄
吉
、
山
城
屋
と
い
っ
た
版
元
が
用
い
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
が
、
菓
子
袋
に
多
く
見
ら
れ
る
「
𠮷
」
の
字
を
用
い
た
印
に
つ
い
て
は
、
現

在
ど
こ
の
版
元
の
も
の
で
あ
る
か
断
定
は
で
き
て
い
な
い（

（3
（

。

　
同
じ
よ
う
に
、
菓
子
袋
に
見
ら
れ
る
版
元
印
に
は
そ
の
版
元
を
断
定
す
る
こ
と
が
難
し
い

も
の
が
多
く
、
入
り
山
形
に
十
を
用
い
た
も
の
や
、
丸
屋
清
次
郎
と
清
水
屋
常
次
郎
が
用
い

て
い
た
丸
に
清
印
な
ど
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
そ
れ
に
追
加
す
る
形
で
、
国
芳
の
菓
子

袋
に
見
ら
れ
た
山
一
印
、
及
び
、
吉
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
及
び
田
原
市
博
物
館
所
蔵
の
菓
子

袋
に
、
四
角
の
中
に
「
キ
」
の
字
が
入
れ
ら
れ
た
印
が
捺
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、

本
稿
で
新
た
に
報
告
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
こ
で
、
淡
島
寒
月
に
よ
る
以
下
の
記
述
を
示
し
て
お
き
た
い
。
淡
島
屋
で
使
用
し
て
い

た
軽
焼
き
用
の
菓
子
袋
で
あ
る
が
、「
こ
の
錦
絵
袋
を
摺
る
の
は
、
始
め
深
川
の
江
崎
屋
が

や
っ
た
が
、
後
に
柳
原
土
手
う
な
ぎ
屋
東
屋
の
先
の
団
扇
屋
だ
っ
た
園
原
屋
が
や
る
事
に

な
っ
た
。」
と
あ
る（

（4
（

。
江
崎
屋
に
関
し
て
は
、
お
そ
ら
く
江
崎
屋
吉
兵
衛
、
も
し
く
は
江
崎

屋
辰
蔵
の
ど
ち
ら
か
で
あ
り
、
園
原
屋
は
地
本
問
屋
の
園
原
屋
正
助
を
指
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
の
版
元
に
よ
る
菓
子
袋
の
制
作
例
を
確
認
で
き
て
い
な
い
た
め（

（4
（

、
こ
れ
以
上

の
報
告
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
本
稿
の
初
め
に
示
し
た
菓
子
屋
内
で
菓
子
袋
を
制
作
し

て
い
た
ケ
ー
ス
以
外
に
、
淡
島
屋
の
よ
う
に
自
身
の
店
用
の
菓
子
袋
を
外
注
し
て
い
た
ケ
ー

ス
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
一
度
菓
子
袋
の
制
作
例
と
し
て
考
え
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
を
ま
と
め
て
お
く
。
ま
ず
、

菓
子
屋
各
店
で
独
自
に
作
っ
た
ケ
ー
ス
。
次
に
特
殊
な
事
例
だ
が
、
甲
府
の
升
屋
と
国
芳
の

よ
う
に
、
菓
子
屋
か
ら
絵
師
に
直
接
依
頼
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
私
家
版
の
菓
子
袋
。
さ

ら
に
、
淡
島
屋
の
よ
う
に
改
印
を
受
け
、
錦
絵
と
同
様
の
扱
い
で
制
作
し
た
例
。
な
お
、
こ

の
事
例
に
関
し
て
は
自
身
の
店
舗
名
入
り
の
菓
子
袋
を
、
外
部
に
依
頼
し
て
摺
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
非
売
品
に
当
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
芳
虎
の
宝
船
図
の
よ
う
に
、
錦
絵
か
ら
菓
子
袋
へ
転
用
さ
れ
た
と
思
し
き
ケ
ー
ス
も
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
地
本
問
屋
に
お
い
て
、
改
印
や
版
元
印
な
ど
を
捺
さ
ず
に
制
作
し
た
作
例
の
中

に
菓
子
袋
も
入
っ
て

く
る（

（4
（

だ
ろ
う
。

　
地
本
問
屋
で
制
作

し
た
と
思
し
き
菓
子

袋
は
、
ど
こ
の
店
舗

で
も
使
用
で
き
、
応

用
が
効
く
よ
う
に
、

そ
れ
こ
そ
シ
ン
プ
ル

に
「
御
菓
子
」
と
表

さ
れ
た
も
の
な
ど
が

大
量
に
生
産
さ
れ
て

い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、
絵

が
施
さ
れ
て
い
た
と

し
て
も
、
や
は
り
多

く
の
店
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
た
は
ず
で

87

図14　「菓子袋」（風流新製）比較図
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能
性
に
つ
い
て
も
、
本
稿
で
は
言
及
し
て
お
き
た
い
。

　
さ
て
、
最
後
に
赤
一
色
で
は
な
い
も
の
の
、
軽
焼
き
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
菓
子
袋
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。「
京
丸
山
御
軽
焼
」
と
中
央
に
菓
子
名
が
入
れ
ら
れ
、
桃
太
郎
、
達
磨
、
兎
が

描
か
れ
た
菓
子
袋
で
あ
る
が
、
本
資
料
は
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
蔵
の
も
の
（
図
12
）
と
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
『
懐
溜
諸
屑
』（
第
九
）
に
収
め
ら
れ
た
も
の
（
図

（
（3
（

13
）、
少
な
く

と
も
二
点
の
確
認
が
取
れ
て
い
る
。
両
者
と
も
に
同
じ
菓
子
袋
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
特
に

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
右
下
の
書
き
込
み
で
あ
る
。

　
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
所
蔵
の
菓
子
袋
に
は
「
こ
の
か
る
焼
と
私
一
家
の
製
法
に
て
め

し
あ
け
て
御
薬
に
相
成
候
　
か
し
□
疱
瘡
は
し
か
に
効
能
あ
り
　
元
大
坂
町
　
岩
附
屋
清
三

郎
」
と
あ
る
が
、『
懐
溜
諸
屑
』
中
の
も
の
は
、
途
中
の
文
言
ま
で
は
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、

最
後
の
店
舗
名
が
「
東
都
堺
町
　
湊
屋
茂
兵
衛
」
と
な
っ
て
い
る
。
岩
附
屋
に
つ
い
て
の
詳

細
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
湊
屋
茂
兵
衛
に
関
し
て
は
、
寒
月
が
軽
焼
き
を
扱
う
店
の

ひ
と
つ
と
し
て
名
を
挙
げ
て
い
る（

（3
（

。
店
舗
名
の
み
を
入
れ
木
か
何
か
で
差
し
替
え
、
同
じ
版

木
を
用
い
て
菓
子
袋
を
制
作
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
店
舗
名
以
外
に
も
細
部
に
差
異

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
店
名
を
差
し
替
え
る
際
、
他
に
も
修
正
を
加
え
た
上
で
作
り
直
し

た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
な
お
、
色
鮮
や
か
に
摺
ら
れ
て
い
る
が
、
改
印
や
版
元
印
等
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら

非
売
品
と
し
て
作
成
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
特
定
店
舗
の
菓
子
袋
で
さ
え
、
転
用
し

て
他
の
店
用
に
仕
立
て
直
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
面
白
い
事
例
の
ひ
と
つ
と
し
て
取
り
上

げ
て
お
き
た
い
。

菓
子
袋
の
制
作
例

　
最
後
に
、
菓
子
袋
に
捺
さ
れ
た
版
元
印
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
、
さ
ら
に
菓
子
袋
の
制
作

背
景
に
つ
い
て
考
え
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
菓
子
袋
に
見
ら
れ
る
版
元
印
の
中
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
に
山
サ
印
が
あ
る
が
、
こ
の

印
を
用
い
た
版
元
と
し
て
、
神
田
鍛
冶
町
に
店
舗
を
構
え
た
地
本
問
屋
の
太
田
屋
佐
吉
と
、

京
都
に
店
舗
を
構
え
て
い
た
山
城
屋
佐
兵
衛
の
両
者
が
確
認
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
菓
子
袋
に
捺
さ

88

図12　「桃太郎とだるま」
（内藤記念くすり博物館所蔵）

図13　� 『懐溜諸屑』のうち「堺町　湊屋」
（国立歴史民俗博物館所蔵）
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の
に
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
と
い
う（

（2
（

。
淡
島
屋
が
制
作
し
た
軽
焼
き
の
菓
子
袋
全
て
に
改
印

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
錦
絵
と
し
て
扱
い
、
改
印
を
受
け
る
時
期
が
長
く
続
い

た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
江
戸
時
代
、
地
本
問
屋
の
流
通
に
乗
せ
な
い
商
品
の
中
に
は
、
改
印
や
版
元
印
な
ど

が
な
い
も
の
も
多
く（

（3
（

、
菓
子
袋
は
こ
う
し
た
例
に
該
当
し
た
の
で
は
な
い
か
と
今
村
氏
は
指

摘
し
て
い
る（

（3
（

。
よ
っ
て
、
淡
島
屋
の
事
例
が
あ
る
と
は
い
え
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
多
色
摺

り
の
菓
子
袋
に
関
し
て
は
、
改
印
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
さ
て
こ
こ
で
、
三
代
豊
国
の
署
名
が
あ
る
疱
瘡
絵
を
再
度
取
り
上
げ
る
が
、
本
資
料
に
関

し
て
は
他
の
疱
瘡
絵
と
と
も
に
制
作
し
、
同
時
に
改
め
を
受
け
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る（
（3
（

。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
他
の
疱
瘡
絵
と
と
も
に
改
め
を
受
け
て
い
た
と
し
て
も
、
一
枚

摺
り
の
疱
瘡
絵
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
疱
瘡
絵
の
菓
子
袋
と
し
て
改
め
を
受
け
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

　
疱
瘡
絵
が
施
さ
れ
た
菓
子
袋
と
、
そ
の
他
の
い
わ
ゆ
る
疱
瘡
絵
と
し
て
作
ら
れ
た
赤
絵
を

比
較
し
受
け
る
印
象
で
あ
る
が
、
疱
瘡
絵
が
画
面
全
体
を
使
っ
て
絵
や
文
字
を
配
し
て
い
る

の
に
対
し（

（3
（

、
菓
子
袋
の
疱
瘡
絵
は
袋
の
上
部
分
を
折
り
畳
む
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
、
画
面
上

部
に
何
も
描
か
れ
な
い
空
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
当
初
は
、
疱
瘡
絵
と
し
て

改
印
を
受
け
た
も
の
が
菓
子
袋
に
転
用
さ
れ
た
例
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た

が
、
画
面
隅
々
ま
で
絵
が
描
か
れ
た
疱
瘡
絵
を
菓
子
袋
用
に
転
用
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の

画
面
上
ス
ペ
ー
ス
の
配
分
で
少
々
難
が
出
て
く
る
。
よ
っ
て
、
既
存
の
疱
瘡
絵
を
参
考
に
し

た
ケ
ー
ス
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
菓
子
袋
用
の
疱
瘡
絵
は
、
袋
に
す
る
こ
と
を
前
提
に
、

い
ち
か
ら
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
疱
瘡
絵
で
は
な
い
が
、「
福
」
と
「
村
松
」
の
名
主
印
が
確
認
で
き
る
、
山
佐
印
が

捺
さ
れ
た
菓
子
袋
（
㈱
山
星
屋
所
蔵
）（
図
11
）
を
提
示
し
た
い
。
こ
の
宝
船
を
描
い
た
歌
川

芳
虎
（
生
没
年
未
詳
）
の
菓
子
袋
は
、
名
主
印
が
二
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
め
が
名
主
両
印

時
代
の
作
成
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
中
で
も
、「
福
」
と
「
村
松
」
の
組
み
合
わ
せ
は

嘉
永
二
～
四
年
（
一
八
四
八
～
五
一
）
の
制
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
資
料
の
制
作
年
が
特

定
で
き
る
。

　
こ
こ
で
菓
子
袋
を
注
意
深
く
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
だ
が
、
表
面
の
四
分
の
三
程
に
絵
が

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
紐
を
通
し
た
と
思
し
き
穴
が
六
ヶ
所
空
い
て
い
る
が
、

一
番
下
の
穴
は
絵
に
か
ぶ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
袋
状
で
あ
る
点
か
ら
菓
子
袋
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
の
だ
が
、
こ
れ
だ
け
見
る
と
宝
船
図
を
描
い
た
芳
虎
の
錦
絵
の
よ
う
で
あ
る
。

宝
船
の
描
か
れ
た
絵
を
正
月
に
枕
の
下
に
入
れ
る
と
良
い
夢
が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
正
月
に
な
る
と
宝
船
図
が
売
ら
れ
て
い
た
が
、
本
資
料
に
関
し
て
は
元
は
そ
う
し

た
錦
絵
の
類
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
先
述
し
た
よ
う
に
、
疱
瘡
絵
の
菓
子
袋
は
菓
子
袋
に
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
画
面
下

に
絵
を
集
約
し
て
描
く
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
図
は
、
絵
の
部
分

に
穴
が
開
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
考
え
て
、
最
初
か
ら
菓
子
袋
の
絵
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
な
ん
ら
か
の
事
情
で
菓
子
袋
に
転
用
し
た
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ

ん
淡
島
屋
の
菓
子
袋
と
同
様
の
ケ
ー
ス
も
考
え
得
る
が
、
錦
絵
の
版
木
の
再
利
用
と
い
う
可
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き
等
の
菓
子
が
入
れ
ら
れ
、
病
児
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　
描
か
れ
て
い
る
達
磨
や
金
太
郎
は
疱
瘡
絵
に
よ
く
描
か
れ
た
も
の
で
、
他
に
も
源
為
朝
や

鍾
馗
、
兎
、
桃
太
郎
な
ど
が
画
題
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
。
本
資
料
に
は
、「
三
千
と

せ
の
　
桃
太
郎
よ
り
　
怪
童
か
　
冨
士
ほ
と
山
を
　
あ
け
る
疱
瘡
」
と
歌
が
入
れ
ら
れ
て
お

り
、
右
下
に
は
広
重
の
署
名
、
さ
ら
に
山
型
に
「
佐
」
の
版
元
印
（
以
下
、
山
佐
印
）
が
確

認
で
き
る
。
現
在
、
本
資
料
は
袋
状
で
は
な
い
が
、
上
部
に
菓
子
袋
と
し
て
使
用
し
た
こ
と

が
わ
か
る
小
さ
な
穴
が
四
ヶ
所
空
い
て
い
る
他
、
裏
面
を
見
る
と
、
も
と
も
と
袋
状
で
あ
っ

た
本
資
料
の
裏
面
の
み
を
切
り
取
っ
た
痕
跡
が
確
認
で
き
た
。
さ
ら
に
、
熨
斗
も
摺
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
鑑
み
て
、
元
は
疱
瘡
見
舞
い
用
の
菓
子
を
入
れ
、
袋
と
し
て
使
用
し
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
同
じ
く
日
本
浮
世
絵
博
物
館
所
蔵
の
資
料
と
し
て
、
熨
斗
が
摺
ら
れ
、
ま
た
上
部
六
ヶ
所

に
穴
が
確
認
で
き
る
疱
瘡
絵
の
「
菓
子
袋
」（
図
10
）
も
取
り
上
げ
て
お
く
。
富
士
、
達
磨
、

源
為
朝
、
鍾
馗
が
赤
一
色
で
摺
ら
れ
、「
疱
瘡
も
　
正
気
て
山
を
　
あ
け
さ
せ
て
　
八
方
ね
ら

む
　
た
る
ま
為
と
も
」
と
歌
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
広
重
の
も
の
と
は
異
な
り
、
袋
の
形
状

で
保
管
さ
れ
て
い
る
上
、
袋
の
上
部
が
折
り
込
ま
れ
て
い
た
折
り
跡
も
確
認
で
き
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
絵
の
作
者
、
及
び
版
元
印
等
は
見
当
た
ら
な
い
。
な
お
、
こ
の
手
の
菓
子
袋
は

虎
屋
文
庫
所
蔵
の
疱
瘡
絵
の
菓
子
袋（

（2
（

を
は
じ
め
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
『
子

ど
も
の
領
分
』
展
の
図
録（

（2
（

等
に
も
類
例
が
見
ら
れ
る
。

　
な
お
、
熨
斗
入
り
、
上
部
に
穴
の
あ
る
疱
瘡
絵
の
菓
子
袋
の
中
で
、
三
代
歌
川
豊
国
（
一

七
八
六
～
一
八
六
四
）
の
署
名
が
あ
る
「
菓
子
袋
」（
吉
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
は
、
山
サ
印
以

外
に
安
政
五
年
三
月
の
改
印
も
捺
さ
れ
て
い
る
大
変
珍
し
い
資
料
で
あ
る（

（2
（

。
熨
斗
が
あ
る
点

か
ら
当
初
よ
り
菓
子
袋
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
菓
子
袋
が
改

め
を
受
け
た
例
と
し
て
、
他
に
吉
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
高
砂
図
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る（

（2
（

。

　
さ
て
、
改
印
が
捺
さ
れ
た
菓
子
袋
に
つ
い
て
、
今
村
氏
が
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
が
、

そ
れ
を
紹
介
す
る
に
先
立
ち
、
疱
瘡
見
舞
い
用
の
菓
子
袋
で
あ
る
、
淡
島
屋
の
菓
子
袋
の
例

を
示
し
て
お
き
た
い
。

　「
京
丸
山
御
軽
焼
」
と
書
か
れ
た
扇
子
を
片
手
に
床
几
に
座
る
源
為
朝
の
姿
が
、
赤
一
色

で
は
な
く
多
色
で
摺
ら
れ
た
菓
子
袋
で
あ
る
が
、
熨
斗
も
摺
ら
れ
、
右
下
に
「
浅
草
御
見
附

内
馬
喰
町
四
丁
目
　
淡
嶋
伊
賀
掾
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
馬
喰
町
の
淡
島
屋
と
い
え
ば
、
軽

焼
き
が
名
物
の
菓
子
屋
で
あ
っ
た
。
こ
の
淡
島
屋
の
御
曹
司
で
、
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か

け
て
活
躍
し
た
淡
島
寒
月
（
一
八
五
九
～
一
九
二
六
）
と
い
う
文
学
者
が
い
る
が
、
そ
の
寒

月
自
身
が
記
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
他
の
店
が
一
色
摺
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
淡
島
屋
で

作
っ
て
い
た
軽
焼
き
用
の
菓
子
袋
は
七
～
八
色
で
摺
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
絵
袋
は
錦
絵
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
、
組
合
に
加
入
し
錦
絵
同
様
、
名
主
の
改
印
が
捺
し
て
あ
っ
た
と
い
う（

（2
（

が
、

先
述
し
た
多
色
摺
の
「
高
砂
図
」
な
ど
は
、
淡
島
屋
の
菓
子
袋
と
同
様
の
事
例
に
あ
た
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
な
お
、
今
村
氏
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、

東
京
大
学
総
合
図
書
館
等
に
淡
島
屋
の
菓
子
袋
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
中
で
改

印
が
確
認
で
き
た
も
の
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
一
点
の
み
で
あ
り
、
他
所
蔵
の
も
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で
き
な
い
が
、「
御
菓
子
」
と
い
う
文
字
と
漢
詩
が
中
央
上
部
に
入
れ
ら
れ
、
左
下
に
「
大
村

城
下 
御
菓
子
司 

出
雲
屋
製
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
図
８
）。
描
か
れ
て
い
る
の
は
富
士
に
江

戸
城
、
日
本
橋
と
、
浮
世
絵
の
風
景
画
で
日
本
橋
を
描
く
際
に
よ
く
見
ら
れ
る
定
型
の
も
の

で
、
小
さ
い
画
面
な
が
ら
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
出
雲
屋
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
版
元
印
や
改
印
等
が
無
い
こ
と
か

ら
推
測
し
て
、
広
重
が
菓
子
屋
か
ら
直
接
依
頼
を
受
け
、
本
図
を
制
作
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が（

（2
（

、
山
梨
の
菓
子
屋
で
あ
る
升
屋
の
依
頼
を
受
け
、

国
芳
が
私
家
版
と
も
い
え
る
菓
子
袋
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
よ
う
な
依
頼

を
広
重
も
受
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
仮
定
し
た
い
。

　
な
お
、
本
資
料
が
現
状
袋
の
形
態
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
菓
子
袋
で
は
な
く
、
菓
子
箱
の

ラ
ベ
ル
、
も
し
く
は
菓
子
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
も
考
え
得
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
浮
世
絵
師
の
作
例
に
こ
う
し
た
資
料
が
あ
る
と

い
う
点
で
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
も
う
一
点
、
日
本
浮
世
絵
博
物
館
に
は
広
重
の
署
名
入
り
の
菓
子
袋
と
思
し
き
資
料

が
あ
る
が
、
そ
れ
に
関
し
て
は
次
項
に
て
紹
介
す
る
。

疱
瘡
絵
の
菓
子
袋

　
広
重
の
作
例
と
し
て
、
最
後
に
富
士
に
達
磨
、
桃
太
郎
、
金
太
郎
が
赤
一
色
で
摺
ら
れ
た

疱
瘡
絵
の
「
菓
子
袋
」（
日
本
浮
世
絵
博
物
館
所
蔵
）（
図
９
）
を
取
り
上
げ
る
。
天
然
痘
を
引

き
起
こ
す
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
た
疱
瘡
神
は
、
古
来
赤
色
を
好
む
、
も
し
く
は
忌
み
嫌
う

と
い
わ
れ
て
い
た
。
罹
患
し
た
患
者
の
痘
疹
の
色
が
紫
か
ら
赤
に
変
化
す
る
こ
と
が
回
復
の

兆
し
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
赤
色
で
摺
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
疱
瘡
絵
（
赤
絵
）
が
、
見
舞
い
品

と
し
て
贈
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た（

（2
（

。
こ
う
し
た
疱
瘡
絵
は
基
本
的
に
絵
草
紙
屋
で
販
売
し
て

い
た
が
、
疱
瘡
流
行
時
は
菓
子
袋
に
も
疱
瘡
絵
の
図
様
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り（

（2
（

、
軽
焼
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真
景
」
に
描
か
れ
た
、
馬
で
旅
路
を
行
く
人
物
や
茶
屋
、
駕
籠
か
き
の
描
写
等
に
共
通
点
が

見
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
高
輪
は
画
題
と
し
て
他
の
絵
師
も
取
り
上
げ
て
お
り
、
し
ば
し
ば

浮
世
絵
に
描
か
れ
た
題
材
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
広
重
は
い
く
つ
も
の
作
例
を
描
い
て
お

り
、
多
く
世
に
出
回
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
参
考
に
し
や
す
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
、
歌
川
芳
宗
（
一
八
一
七
～
八
〇
）
の
署
名
が
あ
る
、「
霞
ヶ
関
」
を
描
い
た
菓
子
袋

（
図
７
）（
田
原
市
博
物
館
所
蔵
）
を
取
り
上
げ
る
が
、
こ
れ
は
大
変
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。

そ
の
特
徴
と
し
て
、「
御
菓
子
」
の
文
字
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
扇
状
型
の
枠
中
に
、「
東
都
名

所
霞
ヶ
関
」
と
画
題
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
他
、
菓
子
屋
の
名
前
ら
し
き
印
も
表
さ
れ
て
い
る（

（1
（

点
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
絵
と
セ
ッ
ト
で
文
字
も
作
成
さ
れ
た
事
例
に
当
た

る
。
絵
の
周
囲
に
あ
る
額
縁
状
の
花
文
様
や
、
画
中
の
扉
、「
霞
ヶ
関
」
と
入
れ
ら
れ
た
文
字

背
景
の
赤
色
と
、
上
部
文
字
の
赤
色
と
が
同
じ
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
本
図
と
扇
型
文

字
部
分
は
、北
斎
の
「
江
戸
八
景
」
と
同
様
、同
じ
版
木
を
用
い
て
摺
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
な
お
、
本
資
料
も
広
重
か
ら
の
影
響
が
見
て
取
れ
る
。
正
月
の
霞
ヶ
関
の
光
景
で
あ
る
が
、

例
え
ば
広
重
に
よ
る
錦
絵
の
「
名
所
江
戸
百
景 

霞
か
せ
き
」
と
比
較
す
る
と
、
遠
く
に
江
戸

湾
を
望
む
そ
の
視
点
の
取
り
方
は
さ
も
あ
り
な
が
ら
、
大
き
な
門
松
と
空
高
く
あ
が
る
凧
、

三
河
万
歳
、
太
神
楽
の
集
団
が
描
か
れ
る
点
な
ど
、
共
通
箇
所
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
既
に
拙
稿
で
指
摘
し
て
い
る
の
で
詳
細
は
割
愛
す
る
が（

（1
（

、
近
江
八
景
の
内
、
三
井

晩
鐘
を
描
い
た
当
館
蔵
の
菓
子
袋（

（1
（

は
、四
ツ
切
判
の
広
重
の
風
景
画
「
近
江
八
景 

三
井
晩
鐘
」

を
も
と
に
作
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
東
都
名
所
之
内 

真
乳
山
之
雪
」
と
題
さ
れ
た
、
同
じ

く
当
館
蔵
の
「
菓
子
袋
」（

（1
（

に
関
し
て
も
、
背
景
の
雪
景
色
が
広
重
の
「
江
戸
名
所
張
交
図
会
」

に
あ
る
、
真
乳
山
の
風
景
と
ほ
ぼ
同
構
図
を
取
っ
て
い
る
。

　
菓
子
袋
の
図
柄
と
既
存
の
浮
世
絵
と
の
類
似
は
他
に
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
今
回
調
査
を

行
っ
た
風
景
画
を
伴
う
菓
子
袋
に
関
し
て
は
、
そ
の
典
拠
を
広
重
の
作
例
に
求
め
る
も
の
が

多
く
見
ら
れ
た
。
風
景
画
の
名
手
と
し
て
多
数
の
錦
絵
を
世
に
残
し
た
分
、
人
々
が
目
に
す

る
機
会
も
多
く
、
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
さ
て
次
に
、
広
重
の
署
名
入
り
の
菓
子
袋
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
図
録

等
で
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が（

（2
（

、「
御
殿
山
ノ
花 

東
都
名
所 

雪
月
花
の
内
」（
吉
田
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
）
と
題
名
が
付
け
ら
れ
た
菓
子
袋
に
つ
い
て
で
あ
る
。
御
殿
山
か
ら
の
眺
め
を
楽
し

む
花
見
客
の
女
性
を
画
面
中
央
に
据
え
た
本
資
料
で
あ
る
が
、
版
元
印
と
し
て
山
サ
印
が
見

ら
れ
る
他
、
画
面
左
に
広
重
と
署
名
が
あ
る
。
こ
う
し
た
御
殿
山
の
風
景
は
、
例
え
ば
「
江

戸
名
所 

御
殿
山
花
盛
」
等
、
広
重
の
錦
絵
に
も
見
ら
れ
る
。
な
お
、
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
い

る
雪
月
花
の
内
、
本
図
は
「
花
」
に
あ
た
る
が
、「
雪
」
と
「
月
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
同
菓
子

袋
に
つ
い
て
は
、
今
現
在
確
認
は
取
れ
て
い
な
い
。
他
に
も
「
武
陽
小
金
井
花
盛
」
と
題
し
、

武
蔵
小
金
井
の
桜
越
し
に
、奥
に
富
士
を
望
む
図
様
が
施
さ
れ
た
菓
子
袋
（
吉
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
）
が
あ
る
。
こ
の
武
蔵
小
金
井
に
お
け
る
桜
越
し
の
富
士
は
、
広
重
に
よ
る
錦
絵
の
「
不

二
三
十
六
景 

武
蔵
小
金
井
」
に
も
見
ら
れ
る
構
図
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
広
重
自
身
の
菓
子

袋
に
も
、
や
は
り
自
身
の
錦
絵
と
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
次
に
述
べ
る
日
本
浮
世
絵
博
物
館
が
所
蔵
す
る
広
重
が
制
作
し
た
と
思
し
き
資
料

は
、
大
変
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
現
状
袋
で
は
な
い
の
で
、
元
が
菓
子
袋
で
あ
っ
た
と
断
言
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広
重
の
風
景
画
と
菓
子
袋

　
本
項
に
お
い
て
は
、
広
重
が
直
接
制
作
に
関
わ
っ
た
と
み
ら
れ
る
菓
子
袋
に
つ
い
て
述
べ

る
前
に
、
広
重
が
描
い
た
錦
絵
風
景
画
か
ら
の
影
響
が
窺
え
る
菓
子
袋
に
つ
い
て
、
先
に
触

れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、「
五
十
三
次
之
内 
原
」
と
明
記
の
あ
る
「
菓
子
袋
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
）
に

つ
い
て
で
あ
る
。
本
資
料
は
吉
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
あ
る
、
や
は
り
原
を
題
材
と
し
た
風

景
画
が
描
か
れ
た
「
菓
子
袋
」
と
、
周
り
の
枠
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
同
様
の
図
様
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
（
図
５
）。
同
じ
版
木
を
用
い
て
の
制
作
か
と
思
わ
れ
た
が
、
細
部
を
よ
く

見
る
と
、
富
士
の
裾
野
や
樹
木
の
描
写
、
絵
の
周
り
の
枠
に
明
ら
か
な
不
一
致
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
当
館
蔵
の
「
菓
子
袋
」
は
題
名
が

記
さ
れ
て
い
る
他
、
人
物
の
顔
貌
表
現
や

輪
郭
線
の
残
り
具
合
が
吉
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
「
菓
子
袋
」
よ
り
も
良
い
こ
と
か
ら
、

先
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

北
斎
の
作
例
を
も
と
に
作
ら
れ
た
菓
子
袋

に
つ
い
て
既
に
述
べ
た
が
、
本
資
料
に
つ

い
て
も
、
当
館
蔵
の
「
菓
子
袋
」
の
図
様

を
ト
レ
ー
ス
す
る
な
ど
し
て
、
吉
田
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
菓
子
袋
が
生
み
出
さ
れ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
な
お
、
本
図
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
、

広
重
の
錦
絵
風
景
画
で
あ
る
「
東
海
道
五

拾
三
次
之
内 

原
」（
保
永
堂
版
）、
及
び
「
東

海
道
十
四 

五
十
三
次
之
内 

原
」（
蔦
屋
版
）

を
参
考
に
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
右
手
奥
へ
配
さ
れ
た
富
士
は
も
ち
ろ
ん
、
左
手
前
に
配
さ

れ
た
人
物
が
富
士
を
仰
ぐ
姿
な
ど
に
保
永
堂
版
の
影
響
が
、
左
手
に
樹
木
を
配
す
る
構
図
等

に
、
蔦
屋
版
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
資
料
は
図
柄
に
広
重
の
風
景
画
か

ら
の
影
響
が
見
て
取
れ
る
作
例
と
な
る

が
、
さ
ら
に
同
様
の
事
例
を
取
り
上
げ

て
い
き
た
い
。

　
山
型
に
「
𠮷
」
の
版
元
印
（
以
下
、

山
𠮷
印
）、
及
び
英
俊
（
生
没
年
不
詳
）

の
署
名
が
見
ら
れ
る
「
芝
愛
宕
」（
虎
屋

文
庫
所
蔵
）
と
い
う
菓
子
袋
が
あ
る
。

英
俊
と
い
う
絵
師
に
関
し
て
は
そ
の
詳

細
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本

図
は
広
重
の
錦
絵
「
東
都
名
所 

芝
愛
宕

山
」
や
「
江
都
名
所 

芝
あ
た
ご
山
」
な

ど
の
影
響
が
見
ら
れ
、
山
門
の
配
置
や

左
手
奥
に
江
戸
湾
が
広
が
る
光
景
な
ど
、

構
図
の
類
似
が
指
摘
で
き
る
（
図
６
）。

　
同
じ
く
虎
屋
文
庫
所
蔵
の「
高
輪
」も
、

「
芝
愛
宕
」
同
様
山
𠮷
印
が
捺
し
て
あ
る

菓
子
袋
で
あ
る
。
作
者
の
記
載
は
な
い

も
の
の
、
や
は
り
広
重
の
錦
絵
風
景
画

を
も
と
に
し
て
い
る
節
が
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、「
新
撰
江
戸
名
所 

高
輪
廿
六
夜

之
圖
」
中
の
駕
籠
か
き
や
、
茶
屋
に
吊

る
さ
れ
た
提
灯
の
描
写
な
ど
に
同
様
の

図
様
が
見
ら
れ
る
他
、「
東
都
名
所 

高
輪

93
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の
よ
う
に
、
他
の
資
料
を
利
用
し
た
上
で
生
み
出
さ
れ
た
例
も
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、

浮
世
絵
師
が
直
接
描
い
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
菓
子
袋
を
制
作
す
る
上
で
、
彼
ら
の
作

例
か
ら
の
影
響
力
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
北
斎
の
菓
子
関
連
資
料
と
し
て
、
最
後
に
無
落
款
な
が
ら
も
北
斎
の
筆
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
資
料
を
取
り
上
げ
る
。「
弁
慶
図
」（
島
根
県
立
美
術
館
所
蔵
（
永
田
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
））
は
、
も
と
は
菓
子
を
入
れ
る
た
め
の
袋
で
、
武
蔵
坊
弁
慶
が
「
御
菓
子
」

と
書
か
れ
た
高
札
を
も
ち
、
円
形
の
枠
組
み
の
中
に
納
ま
っ
て
い
る
図
様
の
資
料
で
あ
る
。

北
斎
の
署
名
は
な
い
も
の
の
、
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
〜
一
七
）
中
期
頃
の
作
と
推
定
さ
れ
、

珍
し
い
北
斎
作
品
の
一
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
９
）。

　
北
斎
は
他
に
も
封
筒
絵
や
幟
、
提
灯
絵
な
ど
を
残
し
て
お
り
、
そ
れ
こ
そ
錦
絵
や
掛
幅
装

の
肉
筆
画
以
外
も
、
自
身
の
意
欲
が
赴
く
ま
ま
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
描
い
た
絵
師
と
捉
え
ら

れ
て
い
る（

（1
（

。
菓
子
袋
に
関
し
て
も
、「
江
戸
八
景
」
以
外
の
作
例
が
今
後
発
見
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
、
北
斎
の
署
名
が
あ
る
菓
子
袋
に
関
し
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
次
に
山
梨
県

立
博
物
館
に
も
所
蔵
が
あ
る
、
国
芳
の
菓
子
袋
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。

国
芳
の
菓
子
袋

　
甲
府
の
菓
子
屋
、
升
屋
か
ら
の
依
頼
を
受
け
制
作
さ
れ
た
と
思
し
き
菓
子
袋
類
が
残
さ
れ

て
い
る
国
芳
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
国
芳
が
携
わ
っ
た
と
見
ら
れ
る
他
の
事
例
に
つ
い
て
述
べ

て
お
く
。
な
お
、
当
館
蔵
の
国
芳
に
よ
る
菓
子
袋
に
つ
い
て
は
、
浅
野
氏
論
文（

（1
（

及
び
拙
稿（

（1
（

に

そ
の
詳
細
の
記
載
が
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。

　
そ
の
存
在
は
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の（

（1
（

、
国
芳
の
名
前
が
あ
る
「
勧
進
帳
」
が
あ

し
ら
わ
れ
た
菓
子
袋（
吉
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）に
つ
い
て
ま
ず
取
り
上
げ
る
。
安
宅
の
関
に
て
、

山
伏
姿
に
扮
し
た
武
蔵
坊
弁
慶
が
白
紙
の
勧
進
帳
を
読
み
上
げ
る
姿
が
表
さ
れ
て
い
る
が
、

武
者
絵
を
得
意
と
し
た
国
芳
は
、
大
判
錦
絵
三
枚
続
の
作
例
で
も
勧
進
帳
を
描
い
て
お
り（

（1
（

、

本
資
料
も
国
芳
ら
し
い
画
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
本
資
料
に
は
山
型
に
「
サ
」
の
版

元
印
（
以
下
、
山
サ
印
）
が
備
わ
っ
て
い
る
。

　
次
に
、「
闘
鶏
」
が
あ
し
ら
わ
れ
た
菓
子
袋
（
図
４
）（
日
本
浮
世
絵
博
物
館
所
蔵
）
を
取
り

上
げ
る
。
本
資
料
は
袋
状
で
保
存
さ
れ
て
お
り
、
上
部
に
は
菓
子
袋
を
と
め
る
紐
を
通
し
た

と
思
し
き
穴
が
六
ヶ
所
開
け
ら
れ
て
い
る
。
桜
の
花
散
る
中
で
二
羽
の
鶏
が
決
闘
を
す
る
姿

が
表
さ
れ
、
資
料
下
部
に
は
山
形
に
「
一
」
の
版
元
印
（
以
下
、
山
一
印
）
が
見
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
山
一
印
が
具
さ
れ
た
菓
子
袋
は
筆
者
が
調
べ
た
限
り
他
に
例
を
見
な
い
他
、
版

元
自
体
の
特
定
も
現
時
点
で
は
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら（

（1
（

、
ま
だ
解
明
の
余
地
が
残
さ
れ
た

資
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
断
言
は
で
き
な
い
が
、両
者
と
も
に
上
部
の「
御
菓
子
」は
印
判
で
捺
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

北
斎
の
「
江
戸
八
景
」
と
比
べ
る
と
そ
の
特
別
感
は
薄
れ
る
も
の
の
、
浮
世
絵
師
の
署
名
が

確
認
で
き
る
菓
子
袋
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
甲
府
の
菓
子
屋
と
懇
意
に
し
て
い
た
国

芳
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
国
芳
が
携
わ
っ
た
菓
子
袋
が
他
に
出
て
き
て
も
お
か
し
く
は
な
い
こ

と
か
ら
、
今
後
の
発
見
が
望
ま
れ
る
。
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中
の
挿
絵
に
は
、
店
先
で
菓
子
袋
を
作
成
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る（
５
）。

こ
う
し
た
菓
子
袋

は
、自
身
の
店
で
作
っ
た
私
家
版
の
た
め
、版
元
印
や
改
印
は
な
い
。
ま
た
、後
程
述
べ
る
が
、

地
本
問
屋
の
商
品
の
ひ
と
つ
と
し
て
菓
子
袋
を
扱
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
商

品
の
中
に
は
改
印
や
版
元
印
が
具
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う（
６
）。

以
上
を
踏
ま
え

た
上
で
考
え
る
と
、
次
に
取
り
上
げ
る
北
斎
の
菓
子
袋
は
お
そ
ら
く
特
殊
な
部
類
に
入
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
北
斎
が
描
い
た
小
判
風
景
画
の
揃
い
物
に
、「
江
戸
八
景
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
赤
松

屋
庄
太
郎
の
版
元
印
が
あ
る
八
枚
揃
い
の
本
シ
リ
ー
ズ
中
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
の
「
極
製

御
菓
子 

江
戸
八
景 

隅
田
落
雁
」（
図
１
）、
及
び
太
田
記
念
美
術
館
蔵
の
「
極
製
御
菓
子 

江

戸
八
景 

両
国
暮
雪
」（
図
２
）
の
二
点
の
よ
う
に
、
菓
子
袋
の
形
に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
も
残

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
江
戸
八
景
」
に
は
改
印
が
な
い
こ
と
か
ら
、
当
初
か
ら
菓
子
袋
用
に

制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
浅
野
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（
７
）。

　
筆
者
も
浅
野
氏
同
様
、
本
資
料
は
は
じ
め
か
ら
菓
子
袋
用
に

作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
二
本
の

紐
状
の
文
様
を
組
み
合
わ
せ
た
絵
の
周
り
の
額
縁
の
よ
う
な
枠

と
、「
謹
製
御
菓
子
」
の
文
字
周
り
の
文
様
に
共
通
点
が
あ
る

点
を
取
り
上
げ
た
い
。
よ
く
見
ら
れ
る
絵
入
り
の
菓
子
袋
は
、

下
部
の
絵
は
版
木
で
、
そ
の
上
部
に
印
判
を
使
い
「
御
菓
子
」

な
ど
の
文
字
を
配
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
例
え
ば
、
山
梨

県
立
博
物
館
蔵
の
菓
子
袋
の
中
に
、
ま
っ
た
く
別
の
袋
に
も
関

わ
ら
ず
、
同
じ
「
御
菓
子
」
の
印
判
を
用
い
て
い
る
例
が
見
ら

れ
る
（
図
３
）。

　
そ
れ
に
対
し
、
こ
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
の
菓
子
袋
は
、「
謹

製
御
菓
子
」
の
文
字
周
り
ま
で
赤
や
緑
が
用
い
ら
れ
、
絵
に
施

さ
れ
た
枠
と
同
趣
向
の
カ
ラ
フ
ル
な
装
い
を
見
せ
て
い
る
。
他

の
菓
子
袋
で
も
、
こ
こ
ま
で
「
御
菓
子
」
の
文
字
が
華
や
か
に

仕
立
て
ら
れ
た
も
の
は
例
を
見
な
い
。
こ
こ
か
ら
推
測
さ
れ
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
本
資
料

に
関
し
て
は
印
判
等
を
用
い
ず
、
下
の
絵
と
同
じ
版
木
に
こ
の
「
謹
製
御
菓
子
」
の
文
字
も

彫
ら
れ
、
絵
と
セ
ッ
ト
で
菓
子
袋
に
摺
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
、
太
田
記
念
美
術
館
の
菓
子
袋
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
と
は
異
な
り
、「
謹
製
御
菓
子
」

の
文
字
は
赤
一
色
で
摺
ら
れ
て
い
る
。
絵
と
文
字
部
分
が
同
じ
版
木
に
彫
ら
れ
た
も
の
か
、

も
し
く
は
文
字
部
分
の
み
印
判
等
を
用
い
て
作
成
し
た
か
、
こ
こ
か
ら
確
か
な
判
断
は
つ
か

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
字
自
体
が
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
菓
子
袋
と
は
異
な
る
上
、
文
字

の
周
囲
に
施
さ
れ
た
枠
も
簡
素
化
し
て
い
る
点
か
ら
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
作
例
よ
り
後
に

作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
当
初
か
ら
菓
子
袋
と
し
て
作
ら
れ
た
と
考
え
た
場
合
、
菓
子
袋
の
形
態
を
取
ら
な

い
、小
判
の
形
で
残
さ
れ
て
い
る「
江
戸
八
景
」を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
だ
が
、

こ
れ
は
菓
子
袋
か
ら
切
り
抜
い
た
も
の
が
後
世
に
残
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
同
じ
版
元
の
赤
松
屋
庄
太
郎
か
ら
、
小
判
サ
イ
ズ
の
風
景
画
「
勝
景

雪
月
花
」
（
８
）

も
出
さ
れ
て
お
り
、「
江
戸
八
景
」
も
同
じ
よ
う
に
世
に
生
み
出
さ
れ
た
可
能
性
も

捨
て
き
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
勝
景
雪
月
花
」
に
は
改
印
（
極
印
）
が
あ
る
の
に
対
し
、

「
江
戸
八
景
」
に
は
無
い
点
、
ま
た
、
額
縁
の
よ
う
な
文
様
も
前
者
に
は
見
ら
れ
な
い
な
ど
、

同
じ
小
判
の
風
景
画
と
は
い
え
、
細
か
な
違
い
が
読
み
取
れ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
や
は

り
「
江
戸
八
景
」
は
他
の
小
判
風
景
画
と
は
異
な
る
特
殊
な
事
例
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　「
江
戸
八
景
」
関
連
の
資
料
を
、
も
う
一
点
紹
介
し
た
い
。
本
シ
リ
ー
ズ
中
、「
江
戸
八
景 

不
忍
秋
月
」（
図
版
１
）
に
関
し
て
は
、
菓
子
袋
の
形
状
で
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
も
の
の
、

明
ら
か
に
本
図
を
踏
ま
え
た
上
で
作
成
さ
れ
た
と
思
し
き
菓
子
袋
が
あ
る
（
図
版
２
）。
北

斎
の
作
例
を
も
と
に
作
ら
れ
た
こ
と
は
明
白
だ
が
、
細
部
を
見
比
べ
る
と
、
木
々
の
描
写
や

紅
色
雲
の
描
き
方
な
ど
、
北
斎
の
も
の
と
比
べ
て
よ
り
粗
雑
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、

北
斎
の
図
様
を
ト
レ
ー
ス
す
る
な
ど
し
て
、
新
た
に
版
木
を
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
後
程
広
重
の
菓
子
袋
に
つ
い
て
述
べ
る
際
に
も
触
れ
る
が
、
風
景
画
が
描
か
れ
た
菓
子
袋

の
中
に
は
、
参
考
に
し
た
と
思
し
き
錦
絵
等
が
確
認
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
本
資
料
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図３　「御菓子」部分比較図

「菓子袋」（部分図）（山梨県立博物館所蔵）
（市川家資料　歴−2005−089−003363）

「菓子袋」（部分図）（山梨県立博物館所蔵）
（市川家資料　歴−2005−089−004001）



－ 1 －

は
じ
め
に

　
山
梨
県
立
博
物
館
で
は
甲
府
の
菓
子
屋
、
升
屋
の
菓
子
袋
を
は
じ
め
と
し
、
江
戸
か
ら
明

治
期
の
菓
子
袋
を
い
く
つ
か
所
蔵
し
て
い
る
が
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
は
拙
稿
で
述
べ
て
い

る（
１
）。

そ
の
中
で
、
菓
子
袋
の
作
成
に
携
わ
っ
た
と
見
ら
れ
る
浮
世
絵
師
に
つ
い
て
記
し
た
が
、

本
稿
で
は
さ
ら
に
深
く
掘
り
下
げ
、
浮
世
絵
師
の
手
に
よ
る
菓
子
袋
を
中
心
に
紹
介
し
、
そ

の
制
作
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、浮
世
絵
師
の
中
で
も
今
回
は
葛
飾
北
斎
（
一
七
六
〇
～
一
八
四
九
）、歌
川
国
芳
（
一

七
九
八
～
一
八
六
一
）、
歌
川
広
重
（
一
七
九
七
～
一
八
五
八
）
ら
三
名
の
作
例
を
中
心
に

示
し
た
上
で
、
疱
瘡
絵
の
菓
子
袋
等
も
取
り
上
げ
て
い
く
。

北
斎
の
菓
子
袋

　
そ
も
そ
も
一
般
的
な
江
戸
期
の
菓
子
袋
は
、袋
の
表
に「
御
菓
子
」と
い
う
文
字
や
菓
子
名
、

店
舗
名
等
が
表
さ
れ
た
シ
ン
プ
ル
な
も
の
が
多
く
、
江
戸
時
代
後
期
頃
に
な
っ
て
絵
入
り
の

華
や
か
な
菓
子
袋
が
登
場
し
て
く
る
と
さ
れ
て
い
る（
２
）。

そ
の
制
作
方
法
の
一
例
と
し
て
、
菓

子
屋
内
で
印
判
や
版
木
を
用
い
て（
３
）、
袋
状
に
整
え
た
も
の
を
実
際
に
使
用
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
て
お
り（
４
）、『
紙
屑
身
上
噺
』（
安
永
十
年
（
一
七
八
一
）
刊
、
伊
庭
可
笑
作
、
鳥
居
清
長
画
）

　
　
菓
子
袋
の
制
作
背
景
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
― 

浮
世
絵
師
の
作
例
を
中
心
に 

―

松
　
田
　
美
沙
子
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図１　�葛飾北斎筆「極製御菓子 江
戸八景 隅田落雁」

　　　（ボストン美術館所蔵）

図２　�葛飾北斎筆「極製御菓子 江戸八
景 両国暮雪」

　　　（太田記念美術館所蔵）
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